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カタロゲをご希望のかたは.

1商求券をハガキに貼 り、

下 &2 ，. でお送りくださ L、
〒54 1 大阪市東区平野町5- 1

大阪ガス営難開発部「エ y クス」係

フラス

| 琳の住まいに旬以 |  

の時代

給湯も暖房もやっぱりガス

お湯 と暖房 をひとまとめにしたエックスは、

総 合熱 効率の優れた都市ガスを

ムダなく上手 に使うエコノミーシステムで七

そのシンプワレなしくみでご好評をいただき、

マンションなどの集合住宅 をはじめ、

戸 建の分譲住宅、それに注 文 住 宅と、

ご採用件数もすでに40，000戸 を数えています。

エヅクスで、まとめてみません糸お湯と暖房。

. シャワーが使えて、 10室まで暖房できます。

お台所はもちろん、シャワーやお胤呂、洗而所などでお湯が

使えて、同時にお郎催ではm潔なil..l J. t ¥暖房が楽しめる ー。

r: エックろは日本の暮らしに合わせたひと 1Ll <ちがう給湯 ー暖房

システムです二しかも、新配管方式の係川で、あとからでも簡

単に暖房する部泌をJ i ! l やしていけます主

. ムダをはぶいて、ガスを効率よく使いま1九

r: r. ックろはl環万j や給湯の[史JTI状態に合わせてガスの消費量

を自動的に淵節する新しL、燃燐方式を係J円。また、使わな

いffi SJi までl堤防するといったムダもなくなりました。 このよう

に、 システムの効率をヂyプすることで、 l唆万; 伐を極 力おさえ

てL法主

. お求めやすいパック価格て-発売しまも

〔パック価格の例) 13号タイプ放熱器は国定型 (49- 875型]
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※ 上旬。コプラ J 以外に噂房室敏や給湯箇所にあわぜて各樋パ ，? 価

格 がありま す。

※ パ y ヲ価格に含まれないガス工事や電気工事などの別途工事も晶

りま す。

来工 ，? スについてのご禍訟は 、大阪ガス住設機器特約底、大阪ガス

サービスショ y プ、大飯ガス風呂ショ y プをご利用〈 ださい。
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建 築 と 社 会

⑥ 1917年 創 刊

通巻704号・第61集・ 1980

表紙の鋭明楠回一夫( 造形作家)

."ヤ( Maya)

7 ヤ文化は 300:年頃から数世紀聞に

わたり中央アメ リカに栄えた文化

で、彼らはすでに 1:年を 365 日で数

える太陽暦をもっていた。またエ

ジプトのピラミ ッドのような形を

した遺跡はかつては天を祭った祭

記の渇所と解されていたが、1949

年- 52年、メキシコの考古学者 J レ

ースによ ってエジプトと問機に墓

であることが判明した。なお 7 ヤ

文化は 16世紀のスペイン軍侵入に

.よ って完全に衰亡してしまった。

特集予告
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近畿建築会館の敷地購入についてお願い. ワルタ一 回グロピウス展のl州 IIL 竹腰他i主著「幽泉自叙j

頒布. 日 本建築協会 建築クラブ忘年悠貌会開催. 建築 8 団体合同新年交礼会開催. そのほか・ 2
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‘ 近畿建築会館の敷地購入についてお願い 4 竹腰健造著「幽泉自叙」頒布

一一一一 日本建築協会会告

'  

このたび、本会名誉会長竹腰健造先生の「幽泉自叙」が発刊され

ました 。93オにな られた先生が、 70オの古稀の年に書かれた「建築

と社会J 昭 和34年新年号の「竹腰健造特集号」を軸にして、その前

後のことを加筆され、一冊の本としてまとめられたものです。

内容目次を列挙すると、 つ ぎのとおりです。

幼少年時代 i 住友への復帰

中学時代 : 新作能「世阿弥」の 自作自演

一高時代 !  敗 戦

大学時代 : 財閥解体

英国に学ぶ j 建築界への復帰

住友に入社 i  妻の死

長谷部 ・竹腰建築事務所の創 設 ! 余生への願望

この自叙伝の発刊を記念して、本会で、その頒布を扱 っておりま

すので、ぜひ一本を求め られんことをおすすめする次第です。

A  54司l上製クロス装、幽入、 280頁、創元社刊

頒価￥ 4，500 . ( 送料込)

事務局( 電話06- 231- 9648) まで、お越しねがえるか、もし くは

電話かハガキでお申込下さい 。限定版で部数に制限がございますの

で、お早い自にお願いできれば幸いです。

日本建築協会が所有している近畿建築会館は、交通至便の大阪市

東区北浜 3 丁目にあって我等の会館として建築界発展の拠点に致し

ておりますが、会館の敷地は府有地のため、毎年借地料を支払って

今日に至 っております。

このたび、大阪府より、この敷地93. 68m' ( 28 .34坪) の買取りにつ

いて考慮されたい旨の申出があり、協会の地上権を 6 5 %認めて3300

- 3400万円程度の内示がありました 。

そこで、協会理事会並びに土地購入特別委員会において慎重協議

いたしました結果、①今後の地価の高騰を考えて今が買時である 。

②借地を続けた場合の借地料と、土地購入後に支払うことになる固

定資産税との差額によって借入金の利息は支払える 。③借入金の返

済も 2 年後以降であれば可能と思われる 。 との見通しがたちました

ので、土地購入に要する登録免許税、不動産取得税、印紙税等諸経

費を含めて約4000万円の資金を集めることとし、これを会員各位か

らの借入金によ って賄いたいと考えております。

つきましては、協会財産確保のため、何卒特別のお恩百をも って

ご協力下さいますようお願い申し上げる次第です。

社団法人 日本建築協会

会 長 塚 本 Z孟次

近畿建築会館敷地購入資金

借 入

1  . 借入金総額 金4000万円

2  申 込 金 額 一口の金額を金10万円とする 。

3. 申 込 期 日 昭和56年 2 月末日

4 借 入 期 日 昭和56年 3 月20 日

5. 借 入 方 法 社団法人日本建築協会会長名儀の借入蓄を差入

れて借入する 。

昭和56年 4 月 1 日より利息を付し、利息は年 4

分として毎年一回 3 月31 日までの分を 4 月 5 日

より支払う 。

2年間据え置きの後、昭和58年以降10年以内で

完済

謙お問合せは、事務局長吉固までお願い致します。(T E L 231- 9648)  

4 是主ザ野合同忘年懇親会開催

コ

L
==

ロ

f  

昨年数年振りに復活した忘年懇親会を、本年も建築クラブと合同

で、下記のとおり開催することになりました。

なお、会場は去る 9 月に新築オープンした大関園の豪華な迎賓館

を利用いたします。 ご期待下さい 。

記

昭和55年 12月12 日 樹 午 後 6 時より

太関園 新 館 3 F ・ダイヤモンドルーム

( 都島区網烏町 9 - 1 0 T E L  356- 1111)  

6 ，000円 ( 別に多額の補助あり )

350名 ( 豪華商品の当たる抽せん会を行います )

と き

ところ

費

員

会

定

項要

患、

還

6 利

7  .  {.賞

グロピウス展委員会

干東京都港区六本木 5 - 11 - 16  帥国際文化会館内

( 大阪 ・総合デザイナー協会 06- 341- 5895)  

〈後援〉 ドイツ、アメリカ大使館、外務省ほか諸団体

ワルター ・グロピウス博士の業績を、パウハウス ・アルヒーヴの

制作による 212枚 の 写 真パネルを主体として展示されます。

〈会期 ・会 場〉

東京 昭和55年 11月12 日制 - 2 6 日 制 東 京 ド イ ツ 文 化 セ ン タ ー

福岡 昭和55年 12月 9 日( 刈 - 21日( 日) 福岡市美術館

大阪 昭和 ＵＶ 年 Ｑ 月 Ｖ 日 凶 ｾ ＲＴ 日 出 大阪府立現代美術センター

( 北区中之島 3 - 2 - 1 8 住友中之島ビル)

( 展示時間) ＱＱ 時 ｾ ＱＹ 時、ただし Ｖ 日 ＱＳ 時より

昭和56年 3 月 5 日( 村一 15 日( 日) 北海道立近代美術館

‘ 建築 8 団体合同新年交礼会開催

昭和田年 1 月 5 日(月) Ｒ 時 ｾ Ｓ 時

大阪コクサイホテル 8 階大ホール ( 大阪市東区内本町)

2，000円 ( 申込者で当日欠席されても会費をいただきます )

12月12 日までに会費を添えて日本建築協会総務課までお申

込下さい。

時

場

資

込

日

会

会

申

- グロピウス展の開催4 ワルター

〈主催〉

4 大阪の教会建築を訪ねて

… … チャペルとパイプオルガンー

- プール学院礼拝堂 、大阪城南キリ ス ト教会、 日本基督教団大阪教会、日 本基督教団浪花

教会の 見学

・日時 12月 B 日仕) 13 :  3か→17 ・20

・詳細は 10月号会告参照

‘ 「大阪の近代建築ガイドマップ」頒布中

詳細は 9 月号会告参聞.- 定価 ￥400 ー

建築と 社会/ 1980年 11月号
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弘の5<がき

‘ 松江。

和 図 書 長 之/ 枚 方 市 建 築 指 導ー

日本各地には、古き伝統にきたえられ守られた独

特の文化、町全体が一九となって伝統を守ってい

る町が、数多〈残っており、そうした町の風情を

スケッチし、淡彩画( 水彩) にしている。

山陰松江市を訪ね、山陰地方の古い町並みや、風

情を探した。城下町の面影を残し、また宍道i制に

注ぐ河川が市内を縦横に流れ、水の都らしい風情

あふれた風景、市街には松江城や武家屋敷の史跡

も多くあるが、今も生活の場としての町家、筏瓦

葺の母屋、反り棟、直線で構成された簡紫なたた

ずまいの典型的な民家。堀割、その水面に映る橋、

樹々の緑と 12かな空間、どれをとってもスケ ッチ

の好材料である。

マイ・フォト

。フィレンツェの屋根と老嬢砂

森 谷 晋 作/ 天 理 市 役 所 市 長 公 室

その日は雨の日曜日、休日は無料とあって* ウフ

ッツイ美術館彬は気持ちの慈くなるほどの混みよ

うだった。一巡することはあきらめて、ポ γ テイ

チエルリの絵を二点だけ拝んで歩廊に出 fこ。窓、か

ら見た風景がこの写真である。赤いと言い切るに

は惜しいほどの深い色合いの瓦が雨に濡れて眼が

洗われる想い t! った。

子供の頃、こんな眺めをよく見た。その頃の街の

家勾には物千台があり、そこからは空と屋恨の重

なりだけが見えて文字通りトップ、オプ、ザ、ワ

ールドの気分になったものだ。ぼんやりしている

と一人の老嬢が話しかけて来た。白髪の美しい人

fごった。彼女は窓の外を指しては首をふったり限

をつむったり何かを嘆じて居る… … らしい。どう

やら彼女も外の屋根が気に入っていることだけは

わかった。言葉はわからなくても NH Kの手話講

座番組を見ている私にはそれぐらいはわかるので

ある。また汝はイタリアびとならずや、汝の言葉

を聞くにそわフランスにあらず、イスパニアにあ

らず、と

若い頃、イタリアンリアリズム映画なるものをま

読者の頁

とめてみたおかげて¥文もそのぐらいはわかるの

である 。なんでもやって置くものだ。その内、彼

女がやミラノ仰なる単語を発するたびに悲しそう

な表情をすることに気がついた。手話的に判断す

るとこうなる J なんと美しい屋根であることか、

汝も気に入った様子に見える我はそれを喜ぶ。な

れど、我が故郷ミラノはこの美しき屋根を失いつ

つある、悲しいことだ・1 ざっと、こんな内容の

はず? である。老嬢と別かれた後、雨の中を、シニ

ョーリア広場へ廻った。老嬢と言ったのは彼女に

聞いたわけでもなく指鎗の有無をたしかめたので

もない。ジョーン、フ才ンテンという女優に似て

いたからである。彼女は映画の中でしばしば老嬢

可ムのらくがき砂募集

。テー7 11. r響J r夏J r秋J r冬」町四季をあらわすも何で、

タイトルを適当におつけください. またスケ y チ場所などを含め

て E∞字位皮肉コノントをつけて下さい.

。サイズl i l 50X2∞ミリ位皮肉白紙に、できるだけ鳳インキで書い

たも町とします. ( ハガキ大でも差しっかえあ りません.)

。掲載分には規定的稿料をさしあげます. 原則としてスケァチ向原

摘の返却はいたしませんが、返却希望町崎告はその旨特配下さい.

0 氏名、住所. 職業‘ 年齢を明犯して凶日本建築協会編集部宛お送

' ) 下さい.

を演じたものだ。批評家はダイコン役者というが

私は風情のあるいい女優と思っている 。日本の屋

根もミラノ同様、変った。悲しいことだ。屋根は

その土地から生まれたものが美しい。フィレンツ

ェの瓦もトスカナの土だろう。ローマから北上す

るにつれて瓦の色も変るのである。日本の空には

日本瓦がよく似合う 。晴れた 日でもどこか、かげ

りのある日本の空には銀灰色の瓦が一番ふさわし

く美しい。東京生まれと聞くフォンテンに日本の

屋恨の感想を聞きたいものである。おそらく彼女

は手話的言語に依り卒倒するしぐさを演じるので

はあるまいか。彼女を銀幕に見ざること久しきも

のがある。

建築と社会/ 1980年11 月号 3  
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ニュース原稿をお送りください.

溜のまち新しい世界一 -

f- 1-1: 1  '81 
1981年 春 開 催 縛' Hi'1'ラ:'F情覧会

トピックス その 16

会場サービス施設の愛称

田中直人 Ｏ目的神戸ポートアイランド博覧会協会， Ｉ ｾ務局

神戸博 ・ポー トピア '81をより楽しい博覧会にす

るため、また、観覧者が会場内での位置確認をし

易くするために会場内のサービス施設に愛称、をつ

けました 。

①おひつじ座ひろば

②おうし座ひ ろば

③ふたご座ひ ろば

④か に 座 ひ ろ ば

⑤し し 座 ひ ろ ば

⑥おとめ座ひろば

⑦てんびん底ひろば

③さそり座ひろば

⑨い て 座 ひ ろ ば

⑬ゃ ぎ 座 ひ ろ ば

⑪みずがめ座ひろば

⑫う お 座 ひ ろ ば

図 ち ゃ ぶ ち ゃ ぷ 池

1  広場 ; 広場については、広場の持つ機能面から、

「ひろばJ ( サプ広場) ①観客動線のクロスポイン

ト ②休息場所 ③情報( サイン) 拠点

ポートピア，81会場サービス施設愛称図

「広場」上記および④観客サービス ⑤滞留スペ

ース ⑥イベン トスペース としてのこ磁類とし

まし た。

(1)  i ひろば」は、博覧会の楽しい雰囲気を盛り上

げるため、航海自の ロマンを秘めて占星術におけ

る「昼座」をテーマ lこ統一性のある愛称としました 。

配置については 、各* ひろば砂の形状 ・特性に合

った星座名( 池のある *みずがめ座ひろば。、 7

7  ';1 ション関連パビリオンのある 、おとめ座ひろ

ば" 猛獣サーカスのある やしし座ひろば。 など )

を考えました。

(2) 広場，広場は、それぞれの用途 ・形態に合 った

名称を考えて、国際的なf援物を行う 、、国際広場" 、

博覧会会場の中心に位置し、観覧者の! l i J J線のク ロ

スポイン トに位置する水中央 広 場 ぺ 中 国 か ら の

試設計住宅「プロト 60J を展示.ノ

神戸ポートアイランド総合住宅公園に

川 村 民 次/ 日本住宅公団

神戸ポートアイランドで博覧会一海のまち、新し

い世界、ポー トピア '81ーが開催されるが、これ

に先立ち神戸市は会場に隣接したポートアイラン

ド総合住宅公園で「新しい住まいづくり J をテー

? にした住宅展を開催している 。 この住宅展はポ

ー トアイランドの街開きやポートピア ' 81の協賛

卒業として、プレポー トピア的に来年 11月30 日ま

で開催するもので、住宅公団も 出展している 。住

宅公団の展示館は、公団の業務やヨーロ ッパなど

の新しい住まいを紹介している総合案内所、現在、

神戸市須磨区で建設中の中落合住宅と試設計住宅

「プ ロ ト60J のモデル 3 棟で構成されている 。展

示館の目玉は 、昭和60年を目ざして試設計された

公団住宅の雛形プロ ト60で多くの入場者が訪れて

賑っている 。

4  謹築と社会/ 19ω 年 11月号

「親善動物大使 ・パン ダ」の愛くるしい姿ととも

にだ! える、、パンダ広場。、博覧会へのパス、タク

シ一、新交通からの玄関口になるホターミナルペ

その他恒久施設の "rlj 民 広 場砂、、南公園。があり

ます。

(3) 池，中央広場の廻りの池は、鋭覧者( 特に子供)

が、水と戯れるよう水深を浅 くし *ちゃぶちゃぷ

池。と愛称、をつけました 。

2  場内通路，来会場内通路については、中央広

場を中心に、北 ，i'街 ・来 ・西の各方向によ って北

通り、南通り、束通り、西通りと言い、中央広場

に交叉する通路については、東西方向のものをメ

インスト リート 、南北万向を 中通りと言い、斜め

方向に交叉する通路については、周辺施設の内容

プロト 60は将来も都市住宅の主流になると恩われ

る 3 - 5 階建の ( 老人の同居も ，考慮した専用面積

132 m') 中層住宅で新しい住まいづくりのための

各種の提案がされている 。

プロト 60はルールに適合した収納ユニ ッ トやシス

テムキ ッチンなどで居住者自身がライフスタイル

に合 った好みの間取りやインテリアを自IJ るように

しているため、特定のプランはないので、展示館

のモデルはある家族 B さん一家が実際にプランニ

ングした状態を忽定して展示されている 。

台所から居間を見た B さんの家

に応じて、一方をおまつ り通り、 他方をふるさと

通 りとなづけま した。西会場内通路については、

周辺地訟の名称にちなんで、パンダ通り、および

サーカス通りとなづけました 。

3  歩道橋; 北 ( 束 ・西会場) と南 ( 南公園 ・神

戸ポートピアランド ) に分れた会場を結ぶ備の愛

称、は、附近の総設等の名称に関i坐したものとし、

観覧者の便益に沿 って愛称をつけました 。

その他、単に愛称をつけるだけでなく愛称、にふさ

わしい施設造り、例えば、星座ひろばでは、それ

ぞれの星座のパネル ・スタンプなどを設置し、観

覧者によ り楽しく親しみのある会場造りを目指し

ています。

第 7 回 プロポジション ' 80

- 8 1展開催( 予定)

・プロポジシ ョン展

テ - '? :  i OE SIGNI NG T OMOR R OW;  

明日に ロマンを求めて J (仮 題)

出品予定者 : j  1  O A会. wおよひ1除外デザイナー

(25/U  

1民 ぷ 形 式 ノ、ネノレおよび模型

・テー7 展

テ ーマ: デザイン の| 刻発プロセス ( ，mhj'1' )

出 品 有 : 企 業

!長 i J ' 形式 : ハネノレとモデル等

. OE S I GN P R OP OS IT ION 展の対象・ 一般

・会期および 1980年12月11 日- 12 日 ( 大阪波

会場 一森 の ＧＺ ［ ｾピロティーホール

1981年 2 月 2 日- 14 日 ( 点庁、展

一世界￮ＴｾＩセンタ一日 ＱＩ 館コ ン セ フ

トホール

1981年 2 月 ( 椴浜l長一交渉中 )

1981年 6 月 ( 名市民展 ー愛知l

以降業貿易館 )

・i =. m:  社同法人 日本イ ンダス トリアル

デザイナー協会

財団法人 日本産業デザイ ン振興会

， 
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ダイアプルーフ添加

タイガー印 防 水 ボ ー ド

( 建設大臣認 定 準不燃 第2018号

J I S  A 6 9 1 2  シ ー ジ ン グせ っ こ う ボ ー ド

三菱化成工業株式会社

本 社 干 100 東京都千代田区丸の内2- 5- 2 T E L  03- 283- 6794 

大阪支庖 干541 大阪市東区伏見町5 - 1 ( 大阪明治生命館 ) T E  L  06- 208- 4601  

. タ イ ガ ー 印 防 水 ボ ー ド と は 3 . 寸 法 安 定 性 自由 自 在 で す 。

台 所 、 洗面 所 の 壁下 地や、 外 壁 下 地 ・昼 線下 地 な 温 度 、 温 度 に よ る 変 形 が ほ と ん ど な く 、 タ イ ノ レ按 2 . 外 壁 ・属 機 下 地

どの 用 途 の た め に 吉 野 石 膏 と 三 菱化 成 が 共 同 開 発 活 工 法 を は じ め 各 徹 下地 と し て 適 し て い ま す 。 石 膏 ポ ー ドの 断 熱 性 、遮 音 性 を 生 か し 、亙 鉛 鉄 板

した シ ー ジ ン グ せ っ こ う ボ ー ド で す 。 石 膏 ボ ー ド 4  . 遮 音 、 断 熱 性 や ス レ ー トの 下地 と して 使 用 下 さ い 。 この 場 合 防

の 特 長 で あ る防 火 ・遮 音 ・断 熱 ・寸 法 安 定 性 ・施 石 資 ボ ー ド と し て の 優 れ た 遮 音 、 断 熱 性 を 保 持 し 火 構造 と 認 め ら れ ま す 。

工 性 な ど の優 れ た 性能 に 加 え て 、 こ れ ら の 用 途 に

必 要 な 防水 加 工 処 理 が な さ れ て い ま す 。

. 特 長

1  . 防 水 性

使 用 箇所 を 考 慮 し て 、 エ 7 ル ジ ョ ン型ノ マラフィ ン

系 授水 剤 、ダイアプノレーフ W の 使 用 で 、 き わ め て

優 れ た 挽 水 性 を 示 す た め 、 防 水 位 は 抜 群 で す。 写

真 一 1 は 、 防 水 石 膏 ボ ー ド と 防 水 石 膏 ボ ー ド の 防

水 性 を 比較 す る た め 、 赤 イ ン ク を 使 用 して l汲 上 げ

て い ま す 。 昭 和54年 3 月 に シ ー ジ ン グ せ っ こ う ポ 3 . 軒 天 井

ー ド ( 防 水 ポ ー ド ) の J 1  S 規 格 が 一 部 改 正 さ れ 準 不 燃材 料 で す の で 、 建 築 基 準 法 第 23条 に 定め ら

て 新 た に 断 熱 性 に つ い て 規 定 さ れ 、 タ イ ガ ー 印 防 れ て い る 延 焼 防 止 の 効 力 が あ る も の と し て 、 取 り

水 ボ ー ド は 法 律 に 基 づ き 「 省 エ ネ ル ギ ー 協 力 製 品 」 扱 わ れ ま す 。

に 指 定 さ れ て い ま す 。 4 . G  L 工 法

4 . 施 工 法 特 に 、 結 露 の 心 配 が あ る 部 位に 有 効 です。 7 ン ン

加 工 、 切 断 が簡 単 て ¥ 寸 法 精 度 も 良 〈 、 納 ま り も ョ ン や 戸 建 住 宅 の 北 壁 な ど に 使 用 下 さ い 。

谷 易 で す 。 5 . 金 属 ノマネノレの裏打 ち

5 . 製 品 強 度 サ イ デ ィ ン グ 、 パ ス ユ ニ y トな ど 、 結 露 を 生 じゃ

テ ス トを 行 な っ た も の で す 。 ま た 、 図 ー l 、 2 は 添 加 し て い る 挽 水 剤 、 、 ダ イ ア プ ノ レ ー フ 砂 は 石 膏 結 す い も の に 適 し て い ま す 。

l吸 水率 の 比 較 を し た も の で す 。 品 形 に 影 響 を 与 え ま せ ん 。 こ の た め 石 膏 と 原 紙 の ・ 規 格

.  "  
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写真 一 1 赤インク吸上げテスト

' .5 7.・

図 - 2 吸 水 率 ( 水中波h'tー自然乾燥返し )

2 . 防 火 性

ダ イ ア プ ノ レ ー フ の 添 加 髭 は 少 量 で 、建 設 大 臣 認 定

の 準不 燃 材 料 で 建 築 基 滋 法 第 23条 の 土主主 壁 と 同 等

以 上 の 延 焼 防 止 に 効 力 の あ る 構 法 お よ び 各 位 防 火 、

耐 火: f .Vil 監 の 権 成 材 料 と な っ て い ま す 。

シ ー ジ ン グ せ っ こ う ボ ー ド

9 %厚 ・12% 厚 準 不 燃 第 2018号

接 5白性 も 良 〈 、普 通 石 膏 ボー ド と 変 わ ら な い 強 度

が 得 ら れ ま す 。 従 来 の 乳化 方 式 でl士 、 写 真 一 3 に

示 さ れ る よ う に 結 晶 が 板 状 と な る こ と が あ り 、 十

分 な 強 度 が 得 ら れ な い 。

. 絡 工 法

備 考

色彩は荷蘭

厚紙淡緑色

表 2 は 、 防 水 石 膏 ボ ー ド の施 工 法 を ま と め た も

の で 、 施 工 上 の 留 意 点 に 注 窓 し て 、 利 点 を 生か し

た 使 用 を 望 み ま す 。

. 施 工 例

写真一 2 針状結晶( 正常) 写真一 3 板状結晶( 不良) 写; n- 4 、 5 は 施 工 例 を 示 した も の です 。

F イ7プルーフをi蜘した結品写真である. 結品のからみ合いが針状に比べ不 ・園田 i  

純粋な百膏桔品と同じ針.，¥tl 品である. 十分で所則的強度がf唱られません.

- 用 途

上 水 ま わ り 下地

水に ｾｧ Ａ いから、台所 ・ 洗面所 ・ 浴室などのタイ ｊ レ

下 地 と し て 最 適 で す 。 ピ ニ ノ レ ク ロ ス 等 の仕 上 げ も

写 真一4 台所まわりの使用例

表 - 2 防 水 石 膏 ボ ー ド の 施 工 法

話----き
在 来 工 法 防水石膏ボード使用内工法 同左、地工上の留意点

。コンクリート A  L C板等町下地 。コンク，) - ，. A  L C紙等の下地に特水

OF量ff権;iZE長弓zitz
①木レンガ打込( 又は按渚) 、軸総みを 殊接着剤 ( C L ポンド ) で、自に 'jj

C  L 工法

組んでボードを貼る 石膏ポードを貼 1) つける. 乾傑』し た に っ て

水
②ン下ト地仕上向上、にク、ロモス貼ル等タルを金 1) 、ペイ

! 特省徴力化〕、仕上げの自由性) 。 恐意れのある部位では断熱

廻

防火、断熱、遮音etc 位 して下さい.

。コンクリ- ，. ブロ ック等下地+ モルタル

。コン靖水7FボFl1ー1+ータドト下イブ地J レロ圧+Y按清7等下地+ C L工法

。按御地洗f面は精止器等ら、 附属めポさ施品いキ取工シ付糸し町けて周町下
タイル下地

。木下地+ 防水紙+ メタルラス+ モルタル

0 接防 下 精剣+ タイル圧渚

剤用あ か じ 下さい白

。 は、エ も町を

〔省力化〕 して下

。たる木又は野縁にボードを釘打( 又は
。現状ボード ( 1矧町合代板併、パルプセメン 。ボードの切断面的ジョインさトに

事F 天 ピス止め) する .

〔ト寸板法、安平定板性et〕c )  
は、ジョイナ」を使用して下 い.

。各種外装材の下地に使用

。現[防断状水熱ボ性、ー違、ド防苛の火代構H造J
。直意接.n、水叫すのト下か. リにならない機注

外 " l 下 地

(普通石膏ボード、シージ ングボード いま

el C)  。モルタル 地には. 不適当で

す.

。野地板 ( +インンユレ ンヨ ン)

0。野〔イ断地ン熱絞ン、めユ遮省レ昔ー略、ン防ヨ火ン、、防木水毛〕板の代替

口座般是正時地、踏紘きの恐れが行ある

屋 被 下 地
。鉄骨下地 ( +木毛木板+)  

の地下で板、さ 下 のある部分を歩 L  
。鉄骨下地+ たる 野地紙

0 野て い省略. 時はジョイナー使用

ユニ y トパス

。( 普通石膏ボード )
。現状ボードの代l主替 。表荊面仕上材留意(極しビ鋼板さ)  との按

(裏 打)
。化粧It般カルンウム板 [J 防水) (強 )  に1;1、 て 下 ぃ .

断熱、遮昔、寸法安定性

建材委員/ 金田 宏 ( 州大林組本1再建築本部工務部)



- 写真と 概 要 を ど し ど し お 送 り下 さ い .

九例 a . 所在地 b. 敷地面積 C . 建築面積 d. 延床面積 e . 構 造 規 模 f 工期

1477 名 古 屋 女 子 大 学 付 属 幼 稚 園

設 計 庭 環 東 畑 建 築 事 務 所

施 工 大 林 組

a . 名 古 屋 市 天 白 区 1: ，lj 国 字 黒 石3785- 2814

b .  5 ，387. 61 m'  

c .  1，287. 81  m'  

d .  2 ，236 .34m'  

e .  R C 、 2 F

f . 昭和54年 8 月~昭和54年 11 月

1480 サ ン テ ラ ス 安 城

設置十監理 : 丹 羽 英 ニ 建 築 事 務 所

施 工 : 竹 中 工 務l吉 名 古 屋 支1吉

a . 安 城 市 日 の 出 町 4 - 1  

b .  11 ，457.  75m'  

c .  4 ，132.  52m'  

d .  12 ，493 .26m'  

e .  R C 、 3 F  

f  JI 昨日54年 4 月~昭和55年 5 月

1483 守 秀 男 邸 (ソーラハウス)

設 計 監 理 丹 羽 英 二 建 築 事 務 所

施 工 . 山 川 工 務l吉

a . 春 日 井 市 西 本 町 1 - 4 ー l

b.  1，329 .  36 m'  

c .  182 . 15m'  

d .  227 .8 6 m'  

e .  R C 、 2 F  

f . 昭和54年 9 月~昭和55年 3 月

1478 シーポートふくだ ( 小豆島パス附福田待合所) I  1479 倉 敷 市 庁 舎

設 計 西 崎 組 一 級 建 築 士 事 務 所 (J 省舗共) I  設 計 : 浦 辺 建 築 事 務 所

施 工 ・西 崎 組 |  施 工 : 大 林 組 ・ 大 本 組 建 設 共 同 企 喋 体

a . 香 川 県 小 豆m; 内 if't 町 悩 回 I  a . 倉 敷 市 西 中 新 田 640番 地

b.  231 .  2 5 m'  

c . 165. 15 m'  

d .  288.  19m'  

e .  S 、 2 F  

f  . 昭 和55年 5 月~昭和55年 7 月

1481 木 之 本 町 斤 舎 ・ 中 央 公 民 館

設 計 . 久 米 建 築 事 務 所

施 工 ・松 村 組 大 阪 本 庖

a . 滋賀県伊香郎木之本町大す: 木之本1757- 2  

b .  8 ，343. 0m'  

c .  2 ，396. 0m'  

d .  4 ，617. 6m'  

e .  R C 、 3 F  

f . 昭和54年 6 月~昭和55年 8 月

1484 飛島村老人福祉センター

設 計 : 鳳 川 建 築 事 務 所

施 工 : 竹 中 工 務 底

｡ Ｎ 愛知県海部ｉｮ ｬ 飛 ｽ［ｉｾ 村大字飛仏新国字竹之郷

b .  6 ，712 .7 7 m'  

c .  l ，329. 88m'  

d . 1 ，291.81m'  

e .  R C ， 2  F  

f . 昭 和54年 8 月ー昭和55年 2 月

b .  56 ，OOO. 00m'  

c .  7  ， 099 .  88m'  

d .  34 ，347. 88m'  

e.  S R C  .10 F 、 P 2 、 B 2  

f .  JI 併日53年 9 月~昭和55年 5 月

1482 大 府 市 大 倉 会 館

設 計 黒 川 建 築 事 務 所

施工: 大成置量殺・愛知工務底. . J . V .

a . 大 府 市 桃 山 町 5 丁目 170番 地

b .  7 ，328. 88m'  

c .  2，273 .7 2 m'  

d .  3 ，672. 09m'  

e .  R C 、 2 F  ( -ll' I I 3 F )  

f  昭 和54年 5 月~昭和55年 3 月

設 計 黒 川 建 築 事 務 所

施 工 大 林 組 名 古 屋 支 庖

a . 愛知県愛知郡長久手町大字岩附二脱文21

b .  90 ，853 .0 0 m'  

c  .  938 .  76m'  

d.  2 ，718 .53m'  

e.  R C 、 3 F  

f . 昭和53年 10月ー昭和54年 3 月

?‘  
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技 術 そ の 5

マ ヤ 族 の家づくり

こ こ で は 街 地 に 住 む7 ヤ 族 の 家 づ く り を と う し て み ら れ る プ ロ セ ス を 事 例

の ー っ と し て 記 録 し て お き た い と 思 う 。 こ れ は J ohn Gl edhi l l が ロ ン ド ン

の 大 学Ar chi t ect ur al Associ at i on Sc hool  of  Ar chi t ec  ur e に お い て お

こな っ た 講 義 の 要 約 で あ る 。 な お 、マヤ族については、* 住まいの原型 口、

P 3 5 - P 4 5、) J ¥! ぬ出版会" の な か で 、 高 山 智 博 氏 が 、 彼 ら の 家 屋 と 伝 統 に

ついて報告されているので参照されたし、 0' " ヤ 族 に と っ て の 家 づ く り の 中

心 は 屋 根 ( 草 葺 ) で あ り 、 そ の 儀 式 は や 屋 綴 頂 上 部 の 結 束 。 と 名 づ け ら れ

て い る . 平 面 の 形 は 正 方 形 が 典 型 的 な も の で あ る が 、 棟 を も っ た t正方形プ

ランもある。ここで箆聖書な点は 4 つ の コ ー ナ ー を 持 っ て い る と い う こ と で

あ る 。 屋 根 は 3 層 の 四 角 に 組 ま れ た 水 平 材 に よ っ て 勾 配 を つ く り 出 し て い

るo (国ι 詰) この儀式はまず昼恨の頂上から各コーナーへ向ってロープを

つ る し 、 そ こ に ニ ワ ト リ を 掛 け る こ と か ら 始 ま る 。 そ れ か ら iiIi が切り落と

され、床の中央部に埋められる。ニワトリからはスープをとり、様と各コー

ナ ー の そ れ ぞ れ へ こ の ス ー プ を そ そ い で 、 儀 式 の た め の 食 事 が も た れ る .

こ う し て 屋 根 が 棟 と コ ー ナ ー を も ち 、 上 下 の は っ き り し た 部 分 か ら な る 三

次 元 と し て 定 立 さ れ る の で あ る 。 家 が 出 来 あ が る と 太 陽 の 方 向 に 向 っ て 祈

願がなされる。 3 本 の 松 の 木 の 先 端 が 十 字 架 の 頂 上 に 結 ば れ ( 儀 式 に は キ

リ ス ト 教 の 影 響 が 見 ら れ る が 、 そ の 内 容 に お い て は キ リ ス ト 教 の 体 系 と は

全〈興っている。) 、その下に赤いゼラニウム、床には松葉が敷きつめられ、

ロ ー ソ ク が 前 に た て ら れ る 。 コパーノレの香がたかれ 、 シ ャ ー マ ンがこうし

て 祈 り を あ げ る の で あ る 。 こ の 祈 リ を お え る と 彼 ら は 家 の 中 に 入 る 。 中 に

も や は り 、 松 築 が い っ ぱ い に 敷 き 込 ま れ 、 テ ー ブ ル の 上 に 獣 勝 ろ う そ く が

た て ら れ て い る 。 こ こ で の 祈 リ が 終 る と 再 び 頂 点 か ら ロ ー プ が 吊 ら れ 、 床

に 穴 が 堀 ら れ る 。 こ こ で も ま た こ の 家 に 住 も う と す る 男 と 女 を 象 徴 し て お

ん ど り と め ん ど り が 吊 り 下 げ ら れ る 。 そ れ か ら 頭 が 落 と さ れ 、 ま だ 生 ま れ

て こ な い 子 供 の 場 所 に あ て ら れ た 穴 の 中 に 埋 め ら れ る の で あ る 。 そ れ か ら

シ ャ ー マ ン を 最 後 尾 に し て 行 列 を つ く リ 、 家 の 中 を ぐ る ぐ る と ま わ る . 普

通 は シ ャ ー マ ン が 先 頭 に 立 つ の に 対 し て こ の 反 対 の 向 き は 、 人 や 物 に と っ

て の 危 機 を あ ら わ し 、 こ れ に 対 す る シ ン ボ リ ッ タ な 転 嫁 を 意 味 し て い る の

で あ る 。 こ の 転 嫁 は 家 の 中 で お こ な わ れ る 。 な ぜ な ら ば 状 態 の 変 化 と い う

も の は 常 に 家 の 中 で お こ っ て い る と 、 信 じ ら れ て い る か ら で あ る 。 次 に シ

ャ ー マ ン は 松 か さ と 赤 い ゼ ラ ニ ウ ム の 束 を 各 コ ー ナ ー に す え つ け ロ ウ ソ ク

に火をつける。同時に助手が屋般のきE木 の 上 に 登 っ て 、 各 コ ー ナ 一 、 水 平

材 の 端 と 中 央 の そ れ ぞ れ に 奉 納 物 を 注 い で か ら 、 儀 礼 と し て の 食 事 を す る 。

彼らはこれを、、家に食事を与える。セレモニーであると考えているのだ。

そ れ か ら 一 行 は も と の 十 字 架 の と こ ろ に も ど り 、 ロ ウ ソ ク に 再 び 火 を つ け

て 家 に 入 リ 、 雄 絡 の 募 に 向 っ て 祈 り を 傘 げ 、 食 事 を し 、 踊 リ あ か す 。 そ れ

か ら の 3 日 間 こ こ の 住 人 は こ の 家 を 病 人 で あ る か の よ う に 特 別 な 注 意 を 払

ってようやく普通の生活にもどることになるのである。

サ ハ ラ 砂 浜 に み た ト ゥ ア レ y グ 族 の 家 づ く り を き っ か け と し て 、 い く つ か

の 家 づ く り に つ い て の 例 を み て き た が 、 こ れ ら に み ら れ る 儀 式 を 通 じ て 共

通 す る こ と は 、 そ れ ぞ れ の 共 同 体 に お い て す で に 典 型 と な っ て い る 家 の 型

を 中 心 に 、 そ の 型 を 踏 襲 す る こ と を 前 提 と し て 、 儀 式 が 成 立 し て い る こ と

である。そしてそれは特に骨組としての構造体や械事長法に深くかかわって

い る が こ れ ら が 家 の 機 造 を 決 定 し て し ま う こ と か ら 考 え れ ば ご く 当 然 の こ

ととし、えよう。

儀 式 の 内 容 を み る と そ れ ら は 単 に 謎 め L 、た呪術のようなものによって遊離

してしまっているのではなくて、それぞれの共同体に受容されている君主の

型 の 特 性 と 機 能 が 再 確 認 さ れ て い る こ と が わ か る 。 つ ま り 、 多 く の 場 合 自

分 i主の住んでいる家が、自分途の世界鋭、信仰、社会性、さらには経済性、

強 度 、 耐 久 性 に い た る 諸 条 件 と の あ い だ に ど の よ う な 関 係 を も っ て い る か

を 、 共 同 体 全 貝 で 思 い 出 す よ う な し く み に な っ て い る の で あ る 。 そ し て ほ

と ん ど の 場 合 こ の 関 係 に は 合 理 性 が 実 現 さ れ て い る と み て よ L 、。たとえば

関線康正氏も指摘しているように、ロングノ、ウスの家づくりの過程におい

本多友常 ( 附竹中工務庖大阪本庖設計部訟計課)

て は 、 儀 式 の 中 に 居 住 地 と し て の 温 湿 度 の 状 態 が 判 定 さ れ る よ う な 、 水 の

蒸発量のチェックが組み込まれていたり、柱の自立性にたいする配! 被など

もされている。さらには地下と地上の各精主主とのバランスにおいて、ロン

グ ハ ウ ス 、 つ ま り 自 分 遥 の 世 界 が 存 立 し て い る こ と を も 再 確 認 し て い る の

だ 。 マ ヤ 族 に お い て も 、 儀 式 の 意 味 は 祖 霊 と 天 と 地 の 神 に 対 す る つ ぐ な い

と祈リのｾ味を持ち、 ｅ 量椴の締造と密接な関係をもっていることが報告さ

れ て い る 。 こ の 屋 根 は 聖 な る 山 の 内 部 と し て 考 え ら れ て い る と 同 時 に 、 宇

宙には太陽神の子と、 ZE をささえる 4 人 の 神 が お リ 、 屋 般 の っ く り が そ の

モ デ ル を 具 体 化 し た も の と も さ れ て い る 。 そ し て こ の 榊 造 が い か に 堅 固 で 、

経 済 的 な も の で あ る か は す で に 私 達 も 知 つ て の と お リ で あ る 。

こ の よ う に 、 家 づ く り の プ ロ セ ス を 通 し て あ ら わ れ て く る あ る 共 同 体 に お

け る 世 界 像 は 本 質 的 に は 人 為 的 な 繊 築 行 為 の あ リ か た と は 切 っ て も 切 れ な

い 関 係 に お い て 象 徴 化 さ れ て い る の が わ か る 。 し か ら ぱ 構 築 物 そ の も の の

浦 部 分 を 表 わ す 諮 築 に お い て も 、 こ れ が 反 映 さ れ て い る よ う な 事 例 が あ る

と 考 え る の が 自 然 で あ ろ う 。 そ の 絶 好 の 例 と し て ク リ ス チ ャ ン ・ ノ J レベル

グ ・シュルツのレポートを引用しておくことにしよう。

( ヨーロ y パ 北 西地 方 に み ら れ る 初 期 木 造 建 築 の ) 恭 本 的精進は、 1 本 の

水 平 係 梁 を 支 え る 上 方 で 2 分 岐 し た 2 本 の 垂 直 束 か ら 成 っ て い た 。 こ の 棟

梁 は 両1"IJ の縫を支持する。梁と束が結合される点はガーブノレと呼ばれた。

H ー デ ル

こ の 語 は 後 に 拡 張 使 用 さ れ て 、 姿 壁 つ ま り 締 造 体 末 端 の 3 角 部 全 体 を 意 味

するようになる。言書吾学的研究によると、この 2 本 の 東 は 天 空 の 回 転 軸 を

支 え る 天 柱 を 意 味 し て い た 。 そ の よ う な も の と し て は 、 中 世 ド イ ツ で は 世

界 を 支 え る 「 宇 宙 円 伎J す な わ ち イ ル メ ン 聖 柱 が 知 ら れ て い た 。 紀 元1000

年 頃 、 ザ ン ク ト ・ ガ レ ン の ノ ー ト ケ ル は 、 こ の 槻 念 を 明 白 に 論 じ て お り 、

ドイツ語の用法では天主主を「ガープノレ J Gi ebel ，Ki bel と 呼 ぶ こ と か ら 確 か

め ら れ る よ う に 、 そ の よ う な 象 徴 的 意 味 は 16世 紀 に も 生 き て い た 。 宇 宙 は

このように木構造の用語によって理解されていたのである。ー ーー 「棟J

とL 、う語の意味は、長細い土地の隆起にも、 1 軒 の 住 居 に も か か わ っ て い

る。ノルウェー跨でこれに相当する語オース as もまた同じ 2 震 の 意 味 を も

ち 、 さ ら に 加 え て 「 神 J をも意味する。 ドイツ誇のフィルスト Fi r s t も練

を意味するが、その上、 Ｍｾｉ 湖、山林フォノレスト ｆｯｲｳｴ を限定する境界を

も 意 味 す る 。 そ れ は ま た 「 穏 や か な 時 」 を 意 味 す る フ リ ス ト Fr i s t と関連

し、さらに平和フリーデ Fr i ede と 図 降 ウ ム フ リ ー ド ウ ン グ Umf r i edung と

関 述 し て い る 。 一 般 的 に い え ば こ れ ら の 言 語 学 的 関 連 は 古 代 の 北 欧 人 が 具

体的な事項で自らの也ー界を々えたその仕方を示すとともに、これらの具体

( 1)( ｾＯｪＺ＠ J' !.3. 4  )  

的 事 項 に は 意 味 と 価 値 が 充 分 し み わ た っ て い る こ と を 示 し て い る の で あ る 。

以 上 多 く の 事 例 を 通 し て 、 広 い 意 味 で の 技 術 に 関 連 し た 住 ま い と 宇 宙 鋭 に

つ い て の 考 療 を し て き た が 、 こ の 視 点 を あ ま り 誇 張 し す ぎ る こ と に は 注 意

を払わなくてはならなし、。椛造なり締法なりの広い意味での技術がそれを

採用している社会にとっての筆合性を得るように純化されてし、〈傾向にあ

る こ と は 間 違 い の な い こ と で あ ろ っ 。 し か し こ の よ う な 箆 合 性 に つ い て の

分析は風土的建築を理解してし、〈上でのー側面でしかないことをも銘記し

ておく必要がある。首聖者の淡然とした目糠もこれらの問題を越えたところ

に な お 人 類 と し て 共 通 に 感 応 出 来 る よ う な 、 イ メ ー ジ と 呼 ば れ る に は 未 だ

か た ち を な し て い な い 、 も や も や と し た 気 分 に 近 い 内 的 現 象 を か い ま み た

い と 思 う か ら に は か な ら な い 。 そ し て 、 も し こ の よ う な 段 階 が あ る と す る

な ら ば 、 そ こ に は 合 理 性 と い う 官 業 と は 無 縁 な 世 界 が 広 が っ て い る に 途 い

ない J 気 候 に た い す る 保 織 と し て 衣 服 が つ く ら れ る よ り 先 に 、 身 体 の 装 飾

や 純 粋 に 象 徴 的 な 衣 装 が 儀 式 的 に 用 い ら れ て い た こ と が ほ と ん ど 確 か な よ

12) 

つに、 ー 」 タ ブ ー や 形 而 上 学 的 な 司 王 柄 が 自 然 現 象 と し て の 風 土 的 合 連

性や、技術、構法に先行して、あるいは全0 ) 1 ] 側に存在したと考えたほう

がよさそうである。その［ｑＧ味では多くのｾｏ［例にみられる艶合性とはこれら

両 者 の 偶 然 の 出 合 い を 発 端 と し て 純 化 さ れ て 来 た 軌 跡 で あ る と 考 え る の が

者の立場である。

1  ) 木町民家ヨーロ y パ クリスチ守ン・ノ J レベルグ・ンユルツ A.  D.  A.  E DI T A  

2)  r箆史的偲市、明目的郎市 P84 ルイス 7 ン ヲ 方 ー ド 生 阻 勉 訳 新 潮 社 1972 2刷
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必コミュニティ

山 の 中 へ 調 査 に 出 か け て 、 た ま た ま 温 泉 場 に 泊 る こ と が あ る 。 今 年 は 野 沢 と 蔵 王 に 泊 っ た 。 い ず れ も コ

ン コ ン と 湯 が 湧 き 出 し 、 街 の 中 を 流 れ て い る 。 省 エ ネ の 現 代 で は 、 こ の 熱 い 湯 が 何 処 か へ 流 れ 去 っ て し

ま う の が 、 い か に も 勿 体 な い と お も え た 。 こ の 湯 を 利 用 す れ ば 、 冬 季 の 暖 房 や 給 湯 は ・・・

し か し 、 さ ら に 考 え さ せ ら れ た の は 外 湯 で あ る 。 野 沢 で も 蔵 王 で も 外 湯 に 出 か け た が 、 男 湯 と 女 湯 に 仕

切 っ た だ け の 木 造 の 小 建 築 物 が 何 処 か 混 泉 街 の 中 に 散 在 し 、 入 湯 は 無 料 で 時 間 も 自 由 で あ っ た 。 つ ま

り 街 の 住 人 も 旅 行 者 も ま っ た く 自 由 に 利 用 で き る わ け で あ る 。 街 の 老 人 が 外 湯 で 憩 い の ひ と と き を 愉 し ん

で い る の に も 出 逢 っ た し 、 外 湯 に 付 設 し た 洗 い 場 で は 中 年 の 主 婦 が 洗 濯 を し て い る 姿 も 見 た 。

つ ま り 外 湯 と い う の は 、 ひ と 昔 ま え に あ っ た 銭 湯 と し 寸 都 市 施 設 よ り も 、 一 種 の コ ミ ュ ニ テ ィ 施 設 と い

った方が適しているとおもえた。無料で、だれもが、いつでも自由に利用できる コミュニティに溶けこんだ

共同施設、一一ーその意味あいの重要さを、温かくキレイなお湯にっかりながらしみじみ感じた。 ( N .  S )  

京 の 高 さ く ら べ

京 都 の 市 街 地 は 平 坦 な 盆 地 に 形 成 さ れ て い る が 、 北 と 南 で 地 盤 の 高 低 差 が 大 き い こ と は 案 外 知 ら れ て い

な い 。 例 え ば 国 鉄 京 都 駅 と 宝 ケ 池 の 国 立 国 際 会 館 ( 直 線 距 離 約 8 キ ロ メ ー ト ル ) の 地 盤 の 高 低 差 は 65メ

ー ト ル も あ る 。 端 的 に い う と 東 寺 の 塔 ( 高 さ 56メ ー ト ル ) よ り も 高 い と い う こ と で あ る 。 終 末 処 理 施 設

の 多 く が 市 南 部 に 造 ら れ る た め 南 部 の 市 民 か ら 北 尊 南 卑の 行 政 だ と 非 難 さ れ る の は こ の地 形 に も よ る 。

こ の 京 の 町 も 他 都 市 と 同 様 に 昭 和4 8年 に 新 用 途 地 域 の 指 定 が な さ れ 、 こ れ に 連 動 し て 高 度 地 区 の 指 定 が

工 業 地 域 と 一 部 準 工 業 地 域 を 除 い て 指 定 さ れ て い る 。 そ れ ぞ れ の 地 区 ご と に 10、20、31 、45 メート ル の

建 物 高 さ の 制 限 が さ れ て い る 。とくに 45メ ー ト ル 高 度 地 区 は 京 都 市 独 特 の も の で 、 昭 和47年 に 指 定 さ れ て

い る 美 観 地 区 の 制 度 の 延 長 と し て 、 超 高 層 建 築 を チ ェ ッ クできるようにしたものである。

とくに 31 メ ー ト ル を こ え る 建 物 に は 、 都 市 計 画 決 定 に 当 り 「 基 本 計 画 の 段 階 に お い て 附 近 住 民 に 対 し 建

築 計 画 の 説 明 を 行 な う と と も に 、 市 長 に 対 し 建 築 計 画 舎 を 届 出 る も の と す る d と 規 定 し 、 環 境 ・構 造 ・

防 火 ・美観の点で4 j J . 前チェックできるようにしていることは注目される。 ( H  .  M)  

落ち 着 ける建物

ホ テ ル に 泊 り こ の 原 稿 を 書 い て い る 。 ま ず は 一 流 ク ラ ス の ホ テ ル で あ る 。 が 、 し か し 、 隣 室 の ド ア ー を

閉 め る 「 パ タ ン 」 と い う 音 が 神 経 を 逆 な で す る 。 か つ て 新 聞 で ピ ア ノ 殺 人 事 件 を よ ん だ こ と を 想 い 出 す 。

過 密 都 市 ・ か け 足 で 走 って い る 社 会 ・ 窓 の 外 に は ス ピ ー ド を 出 し て 走 る 草 の ラ イ ト が 流 れ て ゆ く 。私も

ま た 、 あ ち ら の 都 市 、 こ ち ら の 町 へ と か け ず り 回 り あ わ た だ し い 日 々 を 送 って いる 。 設計 す る 建 物 は 30

年 も す れ ば 老 化 し て 使 用 に 耐 え な く な る よ う な も の を せ っせ と 造 り 出 し て い る 。安〈 ・早 く を モ ッ トー

に と い う わ け で は な い が 、 文 字 通 り 軽 薄 な 建 物 を 、 不 動 産 と 云 う よ り 消 耗 品 の よ う な 建 物 を 造 っ て い る 。

こ ん な 建 物 に 安 ら ぎ を 感 じ ら れ る だ ろ う か 。 オ フ ィ ス ビ ル は 働 〈 場 だ か ら 安 ら ぎ は 少 々 犠 牲 に な っ て も

仕 方 が な い と し て も 、 住 居 や ホ テ ル で 安 ら ぎ が 得 ら れ な い の で は 建 築 家 の 責 任 で あ ろ う 。 特 別 に 足 音 を

しのばせ、戸の聞け閉めに気を: i f t うことなくとも、静かな暮らしが楽しめるような重厚な建物を造って

こ そ 建 築 家 の 価 値 が あ る の で な か ろ う か 。 一 寸 見 だ け 良 い 「 軽 薄 」 な 建 物 は 卒 業 す る 時 期 に 日 本 は 来 て

いるように思う 。 も っ と 静 か な ホ テ ル が 欲 し い 。 ( K . Y )  

国 際 陶 芸 学 会 ・ 建 築 と 陶 芸 の 位 置

日 本 の 深 ま り ゆ く 秋 を 舞 台 に し て 、 イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル 陶 芸 学 会 が 京 都 で 聞 か れ た 。私 も 運 営 側 の ひ と

り と し て 参 加 し た 。

こ の 学 会 は 主 に ヨ ー ロ ッノマが 中 心。 本音11は ジ ュ ネ ー プ。 陶 芸 家 、 学 者 、 美 術 館 長 、 博 物 館 長 、 学 芸 貝 、

研 究 者 、 好 事 家 な ど で 構 成。 およそ 350名 が 会 員 、25年 の 歴 史 を も っ 。

今 回 、 日 本 を 訪 れ た ひ と び と と は 16 ヶ国 73名 。 日本似IJ60名 。 日 本 全 国 の 窯 業 地 を め ぐ っ て つ ぶ さ に 見 学

したあと、 2 日 に わ た っ て 議 論 す る 、 と い う 仕 組 で あ っ た 。 お そ ら く こ の 催 事 は 、 私 の 知 る 限 り 、 近

世 日 本 陶 磁 史 上 ま れ に み る 事 件 だ っ た と 思 う 。 さ て 、 基 調 講 演 を 含 め て 、 内 外 11名 の レ ク チ ャ ー が 公 開

されたが、 11講 師 中 5 講 師 を 占 め る 日 本 側 は 、 陶 芸 と い え ば 安 土 桃 山 期 の 茶 陶 に 焦 点 を 置 い た レ ク チ ャ

ーか、オブジェ陶器である。

こ れ に 対 し て 、 残 り 海 外 6 講 師 の 話 は ア フ リ カ に 見 る 陶 芸 の 原 点 研 究。 太陽熱焼成。家庭用陶器の現状。

などのほか、「建築における陶芸」というのがあった 。 アルセ'ン チ ン の カ ル ロ ス ・カ ル レ が 話 し た 。

私 は う れ し か った。 ど う か こ れ か ら の 日 本 の 陶 芸 も 、 一 辺 に か た よ る こ と な く 建 築 の 中 や 生 活 の 場 面 で

陶 芸 を 語 っ て ほ し い 。 ( M .  S )  



特 集 第 27固 青 年 技 術 者

設 計 部 門 北 村 恭一 構 造 部 門 山口 猛

"  

八 木 俊穏f 設 備 部 門 関 根 ↑ 専史

"  

松 本 博 俊

"  

角 南 修 平

"  

寺 岡 俊 彦

"  

佐 々 木 義 隆

"  

沢 田 伸 施 工 部 門 大 内 山 正 英

構造部門 外 国 隆
( 1品載l頓)

青年技術者選衡委員会総評
選 衡 委 員 長 三 輪 泰 司

前回から、応募者個人の力量と業績を評価するという主旨に沿うよう、応募作品あるいは業績における青年

技術者の貢献度、力量発揮への思考過程の説明、さらに抱負を含めた論文提示を B資料として求める規定改

訂が行われた 。今回も、この B 資料にウエイトを置く審査方針をと った。建築技術の発展はどの分野でも若

い技術者の哀撃で、創造的な努力によ って支えられている 。本会の青年技術者選衡の趣旨はそのような業績あ

るいは将来への成長を発見するわけであるから，ひとりでも多くと期待して真剣に審査にあたったのである

が、資料に明快さを欠き、採用するにいたらなか った応募があ 1) ，11名にとどま った。回を重ねるごとに水

準が高くなり、また領域が拡がっていることは喜ばしいことである 。

今回の応募者数と入選者数は、つぎの通リである 。

応募者

入選者

計

一

初

日

設計部門: 大組織に属する 30歳台の技術者が応募者の大半であり、その組織内てe の設計への関わり方もおお

よそ推察されるし、またその作品の質もおのおの高水準なものである 。設計の練度、作品としての熟度にな

お不足を感じられるものや、仕事への関与の程度の不明なものを除いた入選者は、すべて立派な中堅技術者

として評価できる方々である 。ただ、応募者の個性が強烈に表現されている作品は少なく、また作風に大き

な振幅が見られるものもある 。個人の応募の奨励とともに新しく強い個性の出現を期待する 。

構造部門: 建築物も構造技術もますます多様化しつつある現在、笑務上、時閉その他の制約の下で、試行工

夫を重ねて構造設計をまとめ、建物の完成に至るまで構造但当者として適確な処理をつくすのは、若年技術

者にとっては大へんな努力と意欲が必要であろう 。今回の選衡は構造設計上、常套的解釈手法にとどまらず、

何を把え工夫をしたかとい 7 ことに着目し、かつ、経験年齢と難度から見て十分以上の対象に取り組まれた

点も評価した結来である。耐震等の基本的問題から、施工性や経済性に至るまで構造技術者に謀せられる命

勉. はまことに多岐にわたるものであり、このよつな機会に、青年 j替の幅広い活絡が今後とも紹介されること

を楽しみにしたい。

設備部門 : 昨年にくらべて同じ応募者数ではあったが、仕事に対する青年技術者のもつ情熱と努力のあとが、

資料の随所に見受けられたことは非常に喜ばしかった 。 しかし、入選は 3 人にとどめた 。その方々のはいず

れも発想 ・研究 ・応用について一貫した自己の主張がよく表現されており、かつ成果もあげられたことが判

断でき得たからである 。惜しくも選にもれた方には、これを建物に笑際に応用され、その結果の資料ととも

に再度の応募を期待したい。

施工部門 : 技術が細分化、専門化される傾向にある昨今であるが、今回の施工部門 の応募者は、 P R C構造

という特殊構法に自信を持ってチャレンジし、みごとに成功した 。 B 資料はもちろん、 A 資料の中にも、こ

の特殊構法を実施するに当たっての本人の重要な役割がうかがわれ、力量のほどを推測させるに十分であっ

た。綿密な施工計函と慎重な施工管理が笑践されたことは報告書に詳述されている 。 コンクリート系構造物

の品質向上のために払われた努力は高〈評価されて良い。

計画部門 : この部門の応募は残念ながら l 名であ った。公共住宅の供給者として低廉かつ良質の住宅地を提

供するため、さまざまな工夫のこらされた意欲にあふれたユニークな計画であ った。 しかしながら、計画的

にみると、高容績の追求の視点に傾斜したきらいがあること、また、設計者として の主張あるいは、計画プ

ロセスの中で果たした役割がどのあたりにあ ったのかなど、資料的には十分っかが うことができなか ったの

はまことに残念であった。再度の挑戦を大いに期待したい。

その他部門 : この部門では、大型プロジェクト、システム開発の応募がょせられた 。計画、施工部門を中心

に他の部門の意見もあわせて審査した 。残念ながら、応募者の力量、業綴を評価できる説明が不足していた

リ、業績運用の説得力が欠けていたりして、審査に悩んだが、入選にいたるものがなく残念である。今後、

こうした新しい分野で活動を展開されている青年技術者の積極的な挑戦を期待したい。
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鳥取県社会教育福祉会館

所 在 地 鳥 取 市 扇 町21

敷地面積 4 ，148. 83m'  

建築面積 1，917 . 03m'  

延床面積 5，190. 1701'  

構 造 規 線 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 一 部 鉄 什

地下 l 階 地 上 5 階 t菩屋 1 階

峻 工 昭 和54年 12月

計 画 主 旨( イメージとして)

全 体 計 画 : 山 陰地方特有の冬・ ・ 低 く た れ

こめた略装の下で温かく人々を迎え、やさ

しく社会の中での人の理を諮るように 。

中 庭 : 自 然 の 四 季 の 経 緯 を 身 近 に 感 じ る こ

と。人と自然の対映。何物にも換え費量い自

然という教育の祖。

1""""""1""""""""1""1""11"""""""111""""1"1""""1"""1"1""""1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111川 1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111
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北 村 恭 一 すいせんのニ とぱ 木 村 喬 夫 青年技術者のニ と(; C 私達は、日常化した疎外感とストレスの中で、私

生年月日 昭和21年12月26日 'i(，. に思考の12かさを心掛け、ロ 7 的感情の吐nを、" 美・・と呼ばれる人間固有の特質を: 忘れようとしている。

最終学歴 昭和45年 3 月京都大学工学部

ンを追うのが彼の建築に取り組む 野原や川辺で自然を愛で税しんだ頃の‘ ぬけるような干7 2に涙した頃の、

建築学科卒業

業 歴 昭 和45年4 月株式会社大住役 姿勢であろう。現笑の複雑化した 索直な感性は Ｉｾｪ をひそめている。

R十入社、現在に至る 鴻条件の中で、この姿勢を見失う 私は建築 とし寸媒体を通し て人々に結リかけ、緊附らし い人間! の怖感の

設計業鹿

- 八尾市立西山本小学校

・南港ポートタウン第 2 住区基本訟針

・阪神西宮屋及周辺地域計画

・神戸市立須磨水族館" 森の水槽"

・日本アイ ピー・エム関西グラウンド

ヲラプハウス

・鳥取県社会教育福祉会館

ことなく決断していくことは、至 再来を願っています。私向身から発生した建物が自生し、呼吸を始め、

維なことである。しかし彼は、冷

傍さと熱っぽい行動力で常に挑戦

している、将米大いに JUll 寺の持て

る人である。

人々との交歓をｾＺＡｬかに ｗＨ じるように、自然発生的な知性と、人々への愛

をこめて仕 ｬｊｾＱ こ ｬ￭Ｇｊ Ｑｊ‘っています。



猪名川町庁舎

所 在 地 兵庫県 川辺郡猪名 川町上町J

敷地面積 7 ，674 . 61 m'  

建築面積 2 ，253. 29 m'  

延床面積 3 ，214. 91 m'  

構造規桜 R C造 地 上 3 1暗

竣 工 昭 和5 4年 J I H

平面は将来の職 員増、組織の変化に十分対応でき

るフレ キシピ リティと 、住民の利用の便を考え、

1 階 に大空間の窓口事務室と大会議室を配し、 2

階 に 特別室、 3 階に談会関係室をそれぞれまとめ

て計画した 。

外観は緑に固まれた鰭名 川町の特色を出すべ〈周

辺との調和を考え、ダークブラウンの磁器タイル

貼の壁に白い窓枠をアクセントとし、全体に庇を

設け 、陰影と柔らかみにより町民に親しみやすい

表現とした 。

泉大津商工会議所

所 在 地 大 阪 府 泉 大 津 市 田 中 町10番 7 号

敷地面積 1 ，0 81. 72 m'  

建築面積 693 . 6 9 m'  

延床面積 2 ，589. 5 7 m'  

機造規模 R C進 地 上 5 階

竣 工 昭 和5 4年 10 月

当会館 は「愛され、親しまれる商工会議所づくり J

にそって、 1 階に会員に限らず一般市民も 利用 で

きるゆったりとした ロ ビーと食堂 ・喫 茶 コーナ一、

2 階には各種集会に 利用される 2 00 名収容の大会議

室、 3 階にクラブ室と 和 室をそれぞれ計函した。

外 観は明 るく近代的 な雰囲気をねらって、グ リー

ンの熱 線反射 ガ ラスを使用したカー テ ンウオール

とし 、玄関廻りにはアクセントとして赤御影 を 象

徴 的に使用 した 。

'1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

八 木 俊 樹

生年月日 昭和20年12月14 日

最終学歴 昭和44年 3 月京都大学工学部

建築学科卒業

業 歴 昭 和44年4 月附安井建築設計

務所入社

作品経歴

垂水年金会館( 昭和46年) 神戸信用金庫

本庖 ( 昭和47年) 泉大津商工会機所

( 昭和53年) 猪名川町庁舎 (昭和53年)

近後電気工事高等技能訓練校( 昭和54年)

生駒市新庁舎( 昭和55年) 奈義町庁舎

・健康管理施股 ( 昭和55年)

すいせんのこと ば 横山 誠一 青年技術者と してのことば: 10年以上も前のことですが、毎日のように

建築へのアプローチもいろいろな

方法がある 。八木君は論理的に積

み上げてゆくので非常にわかりや

すい。危なげのないまとめ方で信

頼を得ている 。企画段階の無駄の

ない進め方も安心できる 。これか

らはプランの合理性と同時にデザ

インの非合理性を追求したら商白

くなる 。

映函館に通 っていた頃、一つの作品を何度も繰リ返しみているうちに、

それまで公がつかなか ったも のに、興味を賞; えるようになリました 。

初めは 、カメラアングル、ライティング、等々の搬彬技術が興味の対象

だったのですが、次いで、映像全体を見つめる作者 ( 監督) の目を感じ

るようになリ、映画のすばらしさは、スクリーンに作者の世界観とか、

美学とかをみる楽しさであると思いました。

ti lJ 作活動とは、作者の広い意味での価値観の具現化であり、そこには、

作者自身の生き僚が、おのずから現れて くるも ので、往築の設計におい

ても問機だと思います。

私達 ｬ 立、専門技術だけでなく、トータルな人 ｊｦｬｬ としての魅力ｻ， ｾ 在ね備え

なけ hl i と与えます。
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兵庫県新農業会館

所 在 地 神 戸 市 生 田 区 海 岸 通 l 番 2

設 計 束 畑 建 築 事 務 所

敷地面積 3，337. 8m'  

建築面積 l ，914. 9m'  

延床面積 20，871. 7m'  

情 造 地 下 R C進

地上 S R C造

規 模 地 下 2 階 地 上11階 塔 屋 3 階

竣 工 昭和53年 2 月

王子動物園太陽の動物舎

所 在 地 神 戸 市 灘 区 王 子 町 3 丁目 1 番地

設 計 神 戸 市 営 繕 謀 ・来畑建築事務所

敷地面積 65，OOO. 0m'  

建築面積 985. 1m'  

延床面積 930 .5m'  

構 造 R C造

規 桜 地 下 l 階 地 上 l 階

竣 工 昭 和54年 2 月

設計上のポイント

・太陽と自然の中で動物が生活し、その生態を子

供の目と肌で感じ楽しく観察できる全体計画とし

た。

- 熱帯植物の匂いを肌で感じ、また光の変化を取

り入れる平面計画 ・動線計画とした 0

・省エネルギ一対策として、屋上に太陽集熱板を

設け、太陽熱を利用する。

. 動物舎の主人公である動物の生活条件を満足さ

せる。

設計上のポイント 良い憩いの場を演出するとともに、事務室は

フレキシプルな空間を構成する平面計画をと

- 兵庫県農業の発展する伎としての絡調高い った。

重厚感と在存感をデザインし、表現した。 ・建物の軽量化を計り、経済性・施工性を追

・建物周辺に紋地を設け、ゆとりとやすらぎ 求し、デザイン主版を満足させる外装材を i怨

を計るとともに、J . j l 両騒音緩衝地帯寺となる配 定 した 。

置計蘭とした。 ・設備置iにおいては、省エネルギー ・安 全 対

・低層部は包含性をもたせ、高層部は眺望の 策 ・集中管理制御方式の確立を計った。

11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川1111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川1川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川l川11川l川11川11川11川11川11川11川1111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川1日l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川1日川11 l  
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松 本 博 俊

生年月日 昭和20年12月30 日

最終学歴昭和39年兵庫県立兵r ，11工業高

校建築科卒業

業 歴 昭 和39年株式会社東畑建築事

務所入社、今日に至る

主な設計業務経歴

神戸銀行三国支庖

川崎m. 工業第 I 号館

姫路ポートセンター

神戸市立王子動物園太陽の動物合

兵 ｉｾＡ 県新農業会館

飾磨農協本庖

農協連丹援会館

神戸弁護士会館

すいせんのことば 鈴 木 洋 也

若くして建築実務に取り組んで16

年、松本博 ｩ 貴君のｻ士 Ｇｉｾ の イ ｅ がまさ

に聞きつつある 。大小を問わず、

Zf 実に忍耐強くまとめてきた中で

培ってきた彼の個性が、今その建

築の中にま車き始めている 。 という

のが一緒にやってきた私の所感で

あり、今回すいせんの理由である .

青年技術者としてのことば・ 高度成長時代から安定成長時代へ、またエ

ネルギー危機が叫lまれている現代社会は多燥化、被雑化の一途を辿って

いる 。その反面、人間性の復活が社会的要求として表商化している. 設

計に対しての要求条件が彼雑多様になるのは必然的なことであり、デザ

インの 'i'i の泣かさ、高さ、個性が求められる一方で、設計に対する規制

. 制限も急激に川lわっていさつつある 。

すぐれたデザイ ンとは厳しい諸条件に流されることなく、むしろ新しい

力に変換し育ててい くものと信じている 。また設計行為は他の技術持分

野におけるように、共通の問題意識や客観的方法をもとに成立している

行為ではな く. 本質的に個々の特妹具体的な行為であり、建築の価値は

人間的空間、人間と自然環境の創造に純粋な情熱をぶつけ思考ーすること

にある . 建築家は設計によ って社会に何をなし得るか、社会は建築家に

何を求めているか、この過渡期に自己を鍛練し本質を見極めるカを養い

た L 、。



大阪市身体障害者スポーツセンター 広島銀行姫路支唐

所 在 地 大 阪 市 東 住 吉 区 西 長 居 町780 ( 長居公園内)

敷地面積 13，273. 93m'  

建築面積 4 ，716. 49m'  

延床面積 7，473. 92m'  

所 在 地 姫 路 市 綿 町13番地

敷地面積 763. 65m'  

建 築 面 積 本 館 : 377. 48m' 駐車場: 62. 19m'  

延床面積 869.  17m'  

相時進規模 R C造一昔日 S R C 進 屋 般 . 立体トラス 地下 l 階 地 上 2 階 1' . ' 11造規桜 R C造 営業室屋桜 : S 造 J也上 3 階

竣 工 昭 和45年 4 月竣 工 昭 和49年 3 月

11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川|川l川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川|川川11川l川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川1111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11 l  

寺 岡 俊 彦

生年月日 昭和20年11月初日

最終学歴 昭和39年兵服工業高校建築科

卒業

業 歴 昭 和39年日強設計入社、大阪

Ｇ ｉ ｾ 務所計画部勤務Ｎ

昭和50年監ll I! i l I l勤務、広島テ

レビ本社・久保悶鉄工郷 2 本

社ピル現場監理に従事.

昭和52年大阪本社設計監理部

勤務Ｎ現在にｾる

主な設計業務経歴

広品銀行姫路支庖 大阪市身体障害者ス

ポーツセンター 住友商事淀川ピル三

幸大阪ビル広1: ，¥銀行尾道支庖 日I<iJ ，!l

協会館

すいせんのニとぱ 永谷 二郎

与えられた条件、立場を踏まえて、

可能な限りの努力をする 。設計を

進める治経で問題点の有り場所を

採り、その解決の万法を昆出そう

とする 。安易なW1J り切り方を避け

て粘リ強〈取り組んでいる 。今後

さらに経験を秘んで; u ; t e に成長す

ることが期待できる背年である 。

青年技術者としての 二と( ; f ; 今回、生活環境問題に対する社会的関心が

一段と高まっている情況において、建築設計者として、いかなる建築に

おいても社会とのかかわりを疎かにしてはならないと認識している。

また、現代、建築生産の大半が、経済活動の一環として捉えられる以上、

効率化が要求されるのは当然である 。 と同時に建築の本質は、人間が主

体となる空間lを具現することにあり、人間不在の建築は有リ得ないので

ある 。

社会の要情が、級生! E 、多機化し、建築の守備範囲がより拡大化している

現実行為のなかで、ともすれば、過度に効率が優先され、後々の目的を

持つ釜聞が画一化されるきらいがある 。今こそ人聞の怖感を大切にする

生活空間の創造に じっ くり取り組まなければと思う 。 しっかリした判断

力、価値観を益い、実効ある建築の創造を目指し、ひたすら追求してい

きfこい .
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姫路工業大学附属図書館

所 イ 工 地 兵 庫 県 姫 路 市 の 写

精進波紋 R C造 2 F  P H I F  

建築面約 1. 378. 10m'  

延床面積 2. 889. 97m'  

工 期 1978. 8- 1979. 7

グランドが今後の学舎増築用地と決定されて初め

ての施設が、この図舎館である。

キャ ンパス計函を再度策定した上で、図f書館を学

内の文化セ ンターとしてとらえ、敷地の段差を利

用してメインフロアを 2 階におくとともに、平面

計画はコンパクトなものを 心がけた 。 また、自然

採光・通風を確保するため関口を多くとる一方、

外壁にルーパーをめぐら し、これを外界 との緩衝

地帯としている 。

将来、図書館の来側に広場が笠備されれば、この

附近が学内の一つの文化ゾー ンを形成していくこ

とになるだろっ。

兵庫県フラワーセンター

研修館

1叶イ1: ｪ 也 兵 ｬ 市民 ｕｊｉｉ 酋 ｲｬｩｾ［ｴ 町飯森

情 j立)iJ U決 S ;;1 1  F  ー百I¥R C 巡

処 築 1( Ii Ut 643. 23m'  

延床 Initl't 502.  86m'  

工 JUI 1977. 12 - 1978. 5 

11川11川川11川川11川川11川川l川川11川川11川川11川川11川11川11川11川11川11川川11川川11川川11川11川川11川11川川11川11川11川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川11川川11川11川11川川11川11川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川川11川川11川山11川川l川川11川川11川川11川111川11川l川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川川11川川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川11川11川川11川川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川川l川川l川川11川11川11川川11川川11川11川川11川川11川川11川川l川川l川川11川11川11川11川川11川川11川11川11川11川l日111川i日川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川11川川11川11川11川川11川川11川11川川11川川11川川11川11川川11川11川11川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川11川川11川11川11川11川川11川11川川11川11川11川川11川川11川川11川11川11川11川川11川11川川l川川11川川11川川11川川11川11川11川川11川川11川11川川11川11川川11川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川11川川11川11川11川11川川11川川11川11川11川川11川川11川11川11川11川川11川11川11川11川11川11川11川川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川11川川11川川11川11川11川11川11川川11川川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川11川11川11川111川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川11川11川111川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川11川11川11川川11川川11川川11川川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川1111川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川11川11川川11川川11川川11川II rll1  
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沢 田 伸

生年月日 昭和23年9 月10日

最終ザー鹿 昭和49年 3 月大阪大学大学院

工学研究科修士課tol 2 年中巡

業 医 昭 和49年 4 月兵 foll 県営綿i ! 1l に

配属、現: ( f . に至る

作品経歴

附幡文化会館 丹波文化会館公合 丹市

教戦以住宅 (I! 馬文教府体育館 7 ラワ

ーセンター研修館 レストハウス 他

ピッ コロン 7 7ー 佐用保健所農業改良

作泣所 姫路工業大学キャンパスプラン

ニング附属図砂館神同水上讐奴署

( 池工中) 東幡 C S R箱設( 設計中)

県立博物館{ 設計中)

すいせんの ことば 望月 .雄

建築設計に臨む態度が笑直で、限

られた条件のもとて¥本質をみき

わめた適絡な判断て¥常に将来に

向かいロマンを感じさせる伐の高

い環境を造るよう努力している。

モニュメンタノレなプロジェク卜で

もまれ育ち、作品にＡｾまれた彼は、

伝統ある営繕建築を守る一人とし

て、一層の発展がJtlH寺される' j 'f 年

て・ある.

青年技術者としてのことば

「彼らについて 何を知っているのか

彼らに対して 又 彼 の た め に

何 をしてやったか ということが問われるのではなく

彼らとともに

どういう生き }j をしたかが

問われてくるような世界であるd

とは、精神薄弱児とともに生きた糸n一夫さんの言楽である。

私にとって、「彼ら J とは「建築J であり、建築が生まれ出るのを待ち望

んでいるすべての「ひとびと」であると思っている。自分の生き万と無

縁なと二ろに建築があるわけではな、、。

有限の自己の下す判断、来たして正か牙sか一一この問いかけを生涯忘れ

ることなく、自己の内なる生命の大地を耕しつつ、空間にさわやかさが

さりげなく流れるような、そういう生き }J をしてゆきたいと思う。



肥 後 橋 セ ン タ ー ビ ル の 構 造 設 計

肥後橋センタ ー ビルは、大阪市西区江戸堀に民聞 き豊かな公関空地をとりいれながら貸事務所とし

の再開発ピルとして計画され、都市環境の笠備、 て機能的かつ経済的て快適な環境を富'J り出すよう

向上を図り、大阪西区域の シン ボリ ックなピルと な全体計画が立案された 。

してアピールするも の として計画された 。 そこで 当建物の基本計画として、前記のような諸条件を

設計上自由度の高い総合設計制度を導入し、緑多 満たすための平面計画、使用材料、耐震要素の種

肥後橋センターピル
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々のバリエーションについて、機能的、耐震的で

経済的な構造をケーススタディを行いながら 、意

匠、設備、施工の各担当者と綿密な打ち合わせを

進めていった 。 このプロセスで当計画の構造計画

上「骨組の挙動を明快に把濯できるシンプルな構

造とする J 、「水平カに対しねじり変形を最小限と

なるような平面計画とする」、「地震時の変形が過

大とならず全体的に均勢のとれた変形特性となる

ような剛性を保持する J 、「建物全体の軽量化を図

るJ ことを基本方針とした。

以上の基本方針に基づいて静的設計を行い、振動

解析により動的特性を求め、その結果を静的設計

にフィードパ ックさせるルーティンをくり返しな

がら、意匠担当者などとの全体的検討を進めた結

果、骨組として 2 階以上を鉄骨造純ラーメン構造、

l 階以下を耐震壁のある鉄骨鉄筋コンクリ ート 造

および鉄筋 コンクリート造とし、骨組を平面的に

つりあいよく配置して 、架構全体を靭性の高い構

造とすることが可能となった。平面的にはセンタ

ー コア方式で事務所空間を南北に分割して コアへ

のアクセスビリティを高め、小間仕切貸事務所と

しても円滑に機能できるような計画となり、構造

的にも設備的にもバランスのとれたものとなった。

振動解析を進めるための解析モデルとして、弾塑

性解析手法を簡略化する目的で、あらかじめ 曲げ

勢断型のモデルから置換明断型の等価パネを求め

たモデルを作り、弾性解析、弾塑性解析を行うこ

ととした 。 ここでその妥当性を確かめるために 曲

げ努断型モデルによる各種地震波弾性応答結果よ

り求めた等価抑断パネと比較して、ほぽ一致する

ことを確認した。

振動解析上の重要な 問題である復元カ特性に関し 、

架構の弾性限強度を算出し、さらに各部材 レベル

でトリ リニ アー型の復元カ特性を想定し、荷重漸

増法による骨組全体の Q- o関係を追跡して各層

の復元力特性を想定して応答解析を行った 。 さら

にその応答結果から主たる昔日材の塑性時変形量が

過大とならないことの確認を行った 。

前述のような解析モデルを 利用 し、基礎固定の場

合およびロ y キング ・スウェイを考慮した場合に

ついての各種の池袋波に対しての振動解析を行っ

fニ。

以上のような検討を加えながら、構造的に重要な

仕口部を靭性の高いものとするため塑性設計の考

え方もとり入れて詳細設計を進める一方、当建物

が大部分鉄骨造であり、柱 ・梁の継手がほとんど

現場溶接であるので鉄骨工事に関する事項が建物

の強度上大 きなウェイ トを占めるという性質上 、

工事施工上重要性の高い鉄骨工事の仕様書、溶接

昔日非被壊検査要領の作製に従事するとともに検査

結果の検討並 I:J' に欠陥昔日の手直し等の検討を行い、

当建物が所定の設計強度を確保できるように留意

した。
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生年月日 昭和19年8 月23日

学 歴 昭和43年 3 月鹿児仏大学工学

部建築学科卒業

業 医 昭和43年4 月{附大林組に入社。

野村証券縦波支町、 大阪万国

博 「お祭 り広場j の現場を経

て、昭和45年5 月(術大林組設

計部の構造係 として配属 され、

J.Q.夜にいたる

主な作品業歴

日本生命新京都駅前ピル 量和箕面東コ

ーポラス 東洋T [ S ピル三菱重工業

側向砂製作所- j阜の工事 広回証券東京

支祖 西下 旬脇病 院 常 13ハ イツ

すいせんのことば 樋 口 元 一

精進設計者には、常に進歩する設

計手法を吸収する努力と、さま ざ

まな制約を克服してよりよい設計

を行お うとする仕事への執念が必

要である 。外聞君は実務の中心的

存在として正面から問題に取り組

み、その意欲を傾け て、す ぐれた

業績を残し てきた。 さらに将来を

期待して いる。

青年技術者のことば: 構造設計とは、これから実現される空間の危険性

を予測し、その解消法を発想、し、具体的な解決策を見いだすことである

と思 う。 このことは決して法規や規触を過信して、数理的手段のみで解

決すべきものではない。そこには、各組の材料に対する知織や力学的知

織をもとにした創造的思考を通して、デザイナーや池工技術者との結び

つきの中で、安全で機能的かつ経済的な建物を創出し、さらに加えてそ

の建物の地築により、 fl かでゆとりある環境が発現されることをめざす

べき だと思 う。 同一条件のもとで計画される建築物は、ほとんどないこ

とを考えれば、今までの経験を生かすとともに、既成の概念のみにとら

われることなく、各パートの担当者に構造的な理解を深めてもらう一方

で、われわれ精進設計者も各パートの担当者の考え方を十分に理解して、

より創造的なものとしての構造設計を進めていきたいと考えている 。
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京都住友ビルディングの

構造設計

京都住友ビルディングは、京都 四条河原 町の交叉

点に面した百貨活 、飲食庖街、銀行支庖などから

なる 複合建築であ り、地下 3 階、 地 上 8 階、塔屋

3 階、延床面積 29300 m' の規模を有している。

建物が角 地 に位置していることから、四条通り、

河原町通りの双方から見通しがきき、通り抜けが

できるために軸線は街路に対して 45" の 角 度 と し

ている。また 、耐震壁は階段室 、機械室、配管ス

ペースなどの壁を 利用し、それらが街路 に面して

いない部分に配置されることから 、設定した軸線

とは 45" の角度を有することとなる。したがって ，

耐震壁の配置は対称にすることに努め、かつ偏心

が小 さくなるように計画している。

敷地 内で笑地した標準貫入試験の結果、 G L - 2 5  

m付近までは上部の数 m を除いて N値 が50程度の

砂奇襲層であり、また GL - 2 5 m以深はN値 が50以 上

の磯混り砂質ローム層である 。 したがって、支持

地盤は直地業のベタ基礎として十分の支持耐カが

得られるが、 ＱｾＧ 水位は近接する鴨 川 の 水 位とほぼ

同一であり、また GL - 16 mを越えると i勇水量が急

激に増大する傾向が確認されたため、基礎底は G

L ー16 mより浅くするように計函して い る。

主体構造は建物規模、大梁スパンなどにより鉄骨

鉄筋コンクリート繕造とし、構造耐力を確保して

いる。使用鉄骨は溶接 H形鋼とし、柱梁接合昔日は

j容接部の信頼性向上のため梁通しタイプとしてい

る。床組は 6 m X 12m を基本形とし、 12 mスパン

の大梁に 小梁を支持させる二とにより、 小梁下の

スペースを空調ダク ト配管用として 利用している 。

また街路側 外周音I1は l 階部分でhプ ロムナー ドとな

るために肢は設けず 、 3 階以上は斜め方向の片持

長さ 6 mの梁にて外周部床を支持している。 地下

外壁は、場所打ち連続土留壁で計画し、地下階面

積を確保している 。

市 街地 における建家の設計は、敷地の形状、隣接

建家の状況、 地下 街 ・地下鉄との連絡など検討項

目は多様化する 。 この建物 の場合 、施工条件、テ

ナ ン トの要望、 都市 計画的な行政指導なども 憐造

計画時にと り入れ、設計条件をよ り明確にして笑

施設計を行うことができたことは幸いである 。
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建築概要

所 在 地 京苦肺下京区四条通 り河原町東入 J レ真町68

敷地面積 3. 165m'  

建築面fJ' { 2.  782m'  

延床面積 29.  300m'  

構造規線 鉄骨鉄筋コ ン7 リート進地下3階 J牡 腕 浴屋3階

基 礎 鉄筋コ ンク リート 造 ベタ基礎

高 き 軒高 S GL +31. 0m 臨時保百 S GL + 42. 2m

工 期 昭 和48年 8 月~昭和51年10月

仕上概要

屋 上 ア ス フ ア ル ト 防水 7 リンカータイル貼リ

外 壁 ア ル ミ 仰出し型材お よび

コンク リート 打放し エポタ イル吹付

床 大理石、 ゴムタイル、カ ーペン ト

11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111川H川11111111111111111111111111川H川1111111111111111川H川11111111111111111111111111111111111111111111111111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川HI

山 口 猛

生年月日 昭和20年8 月4 日

最終学歴 昭和46年3 月京都大学工学部

建築学科大学院修士課紅修了

業 歴 昭 和46年4 月側日建設計入社

作品略歴

京都住友ビルディ ング住友生命大分ピ

ル 住 友 tt Jill 神戸支r，r; . ポー トアイラ ン

ド ｌＮ 後 ￯ｾｊ 也 ・ 合目ｬＡ ｻ 車事務所隙 藤井ー寺市

市民総合体育館 姫路市民総合スポーツ

会館 神戸市都市計画局三富市街地改造

4}業 2 丁目ビル京都銀行協会広仏銀

行協会 住友金属工業側和歌山製鉄所第

3 製鋼スラプ連続鋳造設備主E家 滋 賀 県

立鹿蔵文化財セ ンター
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すいせんのニとぱ 青柳 司

仕事に対する「きびしさ J と持ち

まえの「親切さ j が、施主をはじ

めとして、デザイナーなどの同僚

にも絶大なる信用を集めている 。

プラン トものから超高層 ビJ レと 、

幅広い設計を鎚当し、 構造デザイ

ナーとして将来が期待される背年

技術者である 。

青年技術者としてのことば: 建築設計における基本計画は、その建物の

方向づけを決定するものであり、組織として設計を行うということは、

組織を構成する各部門が、多機な設計要因に対して最良と考える解答を

集積し、臨機応変に対応しうる状態にあることと思、います. 精進計画に

おいては、設計しようとする建物がどのような機能を必要としているの

かなどの建物全体 を把援し、経済的 ・技術的制約を 踏まえたうえで、力

の伝達方法を締成するという 精進的判断が要求されます。この械造的判

断を養うには、自分の担当した建物だけでなく、他のさまざまな形態を

もっ建物に対しても、どのような精進計画がなされているかなどの興味

を常に持ちつづけなければなりません。

目覚ましいコ ンビューターの発達により、計算技術の向上と計算時間の

短縮が現実のものとな っていますが、これを有効に利用するためにも、

基本計画における締造計画がより一層重要になるものと考えます。



温水プールの省エネルギーと実施例

温 を 一 定 に 保 っ て い る 。 こ れ ら の フ ロ ー は図 - 2

を参照されたい。

最 近 、 健 康 管 理 ・ 体 力 増 強 を 目 的 と し て 、 水 泳 へ リング場 ・パ ッ テ ィ ン グ セ ン タ 一 等 の あ る レ ジ ャ

自 動 制 御 で は 、 シ ス テ ム の 高 効 率 運 転 を 図 り 、 排

熱 回 収 ポ ン プ の 発 停 制 御 を 行 っ た 。 ポ ン プ の 発 停

条件は、つぎの通りである。

の 関 心 が 高 ま り 、 都 市 近 郊 で の プ ー ル の 普 及 が 著 ーセンターの一角に位置する。 ・起 動 条 件

し い 。 な か で も 、 河 川 や 海 洋 汚 染 が 侵 窓 す る と と この計画では、省エネルギーの有効な手法として、 ① 冷 却 水 の 出 入 口 温 度 差 5 'c 以 上

② 冷 却 水 の 出 口 温 度35' C以 上
も に 、 ま た 交 通 事 情 の 悪 化 に よ り 、 年 間 を 通 じ て

手軽に利用できる施設として、屋内温水プーノレは

年 々 増 加 傾 向 に あ る 。 そ れ に 伴 っ て 、 温 水 プ ー ル

で消費されるエネノレギーも、増大の一途をたどっ

ている。

エ ネ ル ギ ー 資 源 の 枯 渇 と 価 格 の 高 騰 に つ い て は 今

さ ら 言 う ま で も な い 。 加 え て 、 熱 汚 染 な ど に よ る

環 境 問 題 も 含 め 、 長 期 に わ た る 建 物 の 維 持 の た め

に 、 貴 重 な エ ネ J レギーを無駄使いすることなく、

熱 を 効 率 よ く 活 用 す る シ ス テ ム を 開 発 し 、 導 入 す

ることは時代の婆務でもある。

筆 者 は 、 こ れ ま で に 、 温 水 プ ー ル に お け る 太 陽 熱

利 用 計 画 お よ び 井 水 利 用 に よ る 省 エ ネ ル ギ 一 計 画

な ど を 手 が け た 。 そ の 際 、 鎌 者 ら が 考 え た 屋 根 一

体 型 コ レ ク タ ー は 、 当 社 技 術 研 究 所 に て 、 改 良 さ

れ、試運転中である。

そ こ で 、 混 水 プ ー ル の 熱 の 有 効 利 用 に つ い て 、 慨

説する。

こ の 考 え 方の 基 本 と な る 熱 源 に は 、 建 物 外 部 か ら

回 収 ま た は 集 熱 可 能 な 熱 と 、 建 物 内 部 か ら の 排 熱

に 区 分 さ れ る 。 最 近 、 建 物 外 部 の 熱 源 と し て 太 陽

熱が注目されている。温水プーノレ施設でもソーラ

ー シ ス テ ム を 採 用 し 、 省 エ ネ ル ギ ー を 図 っ て い る

と こ ろ が 増 え つ つ あ る 。 こ の 理 由 と し て 、 つ ぎ の

孟項が考え られる。

① エ ネ ル ギ ー 単 価 の 大 幅 な 上 芥

② ソ ー ラ ー シ ス テ ム の 普 及

③ 省 エ ネ ル ギ ー に 対 す る 企 業 イ メ ー ジ の 宣 伝 効 果

の 向 上

④ 建 築 主 サ イ ド の 理 解 の 向 上

⑤ 油 系 の 供 給 不 安 に よ る ガ ス の 採 用

しかし、このシステムは、夏期のよ駐熱量が冬期に

よ七して多〈、加熱負荷の特性はこの逆となり、設

備コスト・償却年数の閲覧自から、夏期の加熱負荷

より集熱量を 3草出し、コレクタ一面積を決定する

方 法 が 有 効 で あ る と い う 考 え 方 が 支 配 的 と な り 、

冬 期 の 太 陽 依 存 率 が 低 く な っ て い る 。 こ の 対 策 と

し て 、 補 助 金 お よ び 政 治 的 措 置 の 拡 大 、 冷 凍 機 や

コ レ ク タ 一 等 の ソ ー ラ ー シ ス テ ム 機 器 の 新 技 術 の

開 発 お よ び 価 筏 ・ 性 能 面 で の 、 早 急 な 改 善 が 期 待

される。

ま た 、 屋 内 温 水 プ ー ノ レ 施 設 内 部 か ら の 回 収 熱 源

と し て 、 プ- J レ 室 内 の 排 気 お よ び プ ー ル 水 の 排 水

が考えられるが、塩素分を含み、 30・C 前 後 の 低 温

排 熱 で あ り 、 ま た 、 排気 に は 水 分 を 多 〈 含 ん で い

る た め 、 設 備 機 器 の 選 定 ・設 置 ス ペ ー ス ・設備コ

ストに検討の余地が残されている。

ほ か に も 、 ボ イ ラ ー の 排 気 お よ び 建 築 ・照 明 ・ 遂

転計画上の省エネノレギーに対する配慮が必要であ

る。

こ こ で 、 今 年 4 月に完成した屋内溢水プーノレを紹

介する 。 この建物は、 図ー 1 の よ う に 、 琵 琶 湖 畔

にあるスケー卜リンク( 夏期は屋外プール) ・ポー

「 温 水 プ ー ル に 隣 接 す る ア イ ス ス ケ ー ト リ ン ク の

既 訟 冷 凍 装 也 か ら の 排 熱 」 に 注 目 し 、 こ れ を 利 用

す る た め 、 排 熱 回 収 シ ス テ ム を 採 用 し た 。 こ の シ

ス テ ム に よ り 、 エ ネ ル ギ ー の 有 効 利 用 を 図 り 、 燃

料 消 費 量 ・ラ ン ニ ン グ コ ス ト の 軽 減 に 役 立 て る こ

とが可能となる.

一 般 に 、 ア イ ス ス ケ ー ト 場 で は 、 冬 期 ( 11月 - 3

月 ) に 、 冷 凍 装 置 か ら 多 く の 熱 を 排 出 し 、 温 水 プ

ー ル で は 、 プ ー ル 水 加 熱 な ど に 、 多 く の エ ネ ル ギ

ーを消費している。

本 計 画 で は 、 こ の 二 つ の 設 備 を 組 み 合 わ せ た 。 ま

ず 、 排 熱 回 収 用 冷 却 水 の 取 り 出 し に は 、 既 設 冷 凍

装 置 の 凝 縮 器 の 上 部 に 、 排 熱 回 収 用 凝 縮 器 を 増 設

し 、 冷 凍 装 置 へ の 影 響 を 最小 限 に 押 さ え た。ここ

で 回 収 さ れ た 熱 は 、 排 熱 回 収 ポ ン プ を 経 て 、 熱 交

換 効 率の 良 い プ レ ー ト 型 熱 交換 器 に 入 り 、 プ ー ル

加 熱 水 と 熱 交 換 を 行 う 。 こ の 加 熱 水 は 、 補 助 ポ イ

ラ 用 熱 交 換 器 を 介 し て 、 電 動 三 方 弁 で プ ー ル 循 環

水と混合し、定温にてプーノレに供給し、プール水

京阪スイミングスクール浜大津

所 在 地 大 津 市 浜 町 2 番 目 号

2宣E十期間 昭和54年 3 月- 8月

工事期間昭和54年 9 月~昭和55年 4 月

〈建築概要〉

敷地面積 37 ，752m・

建築面積 893. 05 ... 

延床面積 1，109. 4 附

得 造 規 模 鉄 骨 造 2 階建

プ ー ル 25 mX 1 3 m( 7 コース)

〈段備概要〉

・スケートリンク冷積装置( 既往)

冷事横/ 圧縮織 ( 8 1 J R T ) 2 基

冷却塔/ 開放型

循環ポンプ

・海水プール伎備

補助ポイラ / ガス貸貫流ポイラ

溜過装置/ カートリッジ式

黙交換器

調! I I槽/ コンクリート製{ 有効 1 0 m・)

循環ポンプ/ 交互遭転( 2 基)

・排熱回収役僧

凝舗鵠/ 既段凝縮器上部に増設

熱交換舞/ プレート型熱交換器

排熱回収ポンプ

・停 止 条 件

① プ ー J レ加熱水の出入口 il:.. 度 差 O' C 以 下

② 冷 却 水 の 入 口 温 度30' C 以 下

この シ ス テ ム は 、 プ ー ル 水 加 熱 の み に 排 熱 を 利 用

しているが、 1 時 間 当 た り の 回 収 量 は 冷 凍 装 置 の

排 熱 量 の 約1 5 %である 。しかし条件によっては、

冬 期 の 給 湯 補 給 水 お よ び 外 気 の 予 熱 に 利 用 可 能 で

あ り 、 か な り の 省 エ ネ ル ギ ー と な る こ と が 約 束 で

きる.

このスケートリンクの排熱を回収したシステムは、

世 界 中 で も 、 ス イ ス に 1 件 例 が 報 告 さ れ て い る だ

け で 、 圏 内 で は 、 こ の 詳 細 な デ ー タ は 皆 無 に 等 し

か っ た 。 し か し 、 身 近 な 施 設 や 建 物 内 外 か ら の 回

収 可 能 な 熱 源 を 再 検 討 し 、 利 用 し て い く こ と は 、

省 エ ネ ル ギ ー に お い て 、 小 さ な 一 歩 か も し れ な い

が 、 こ の よ う な シ ス テ ム の デ ー タ を 蓄 積 す る こ と

に よ り 、 活 笑 な 一 歩 と な り 、 意 義 深 い こ と と 確 信

する 。

- c ー冷却水

一- pープール循環木

- P hープール加熱水

- $ ー排熱回収用冷却水

ー- <><>ー冬期間夏期閉

- ー骨一夏期閉冬期開

一毎号喝動ニ方弁装置

ＭＭｴＺ［Ｚｾ電動 三方弁装置

冷凍被 排動回収ポンププレート型熱交換器遭遇装置ヘアキャッチヤ駒聾梱 温水プール

図- 2 排熱回収システム
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関 根 博 史

生年月日 昭和27年 12月20 日

最終学歴 武蔵工業大学建築学科昭和50

年卒業

業 腹 昭 和50年 4 月附大林組入社、

本底設備設計部配属、現在に

至る

作品略歴

シーモールしものせきショ y ピングセン

タ一 太陽神戸銀行津久野寮大阪ガス

京邸転換センター京大会館 日商岩井

nU! 7ンンヨン 京阪スイミングスクー

ル浜大山

・資格/ 一級生I ! 築士一級管工事士消

防設備士・設備士 〈常淵 ・ ￭ｾｩＧ ｬ ・

すいせんのことぱ 山田貞次郎

世をあげて省エネルギーの叫ばれ

る今回、既設のアイススケート場

で無駄に拾てられていた排熱を、

新築の溢水プールの1JO熱に利用す

るという、時1 i : をえた関白いアイ

ディアを用いて、その設計と笑施

に精力的に取り組み、見事に完成

させた闘機君の技術力は、高〈評

価されるべきむのと思う 。

青年技術者としてのことば. わが国は 、エネルギー間短や公筈問題が深

刻化し、われわれ技術者の社会的役割は、ますます重要かつ広範囲にな

りつつある 。 なかでも、建物に対する内外からの要望が高度化し、機能

の複雑化 多機化の傾向が著しい。

このような環境問題をはじめとする経済社会情勢をふまえ、殻{lii 設計者

として、この要望にどのように対処するかが、これからの諜題である。

これには、われわれだけでなく、地主 各飽当者間の相互協力が必要で

あり、とくに、新しいシステムや機器の導入には、十分な検討および理

解を促すための資料を捻出し、解説、意見吉岡軍基を行うことが大切である。

私自身、この計画を担当して、人間性 ・協調性 説得力の重姿性を再認

識し、この質量な経験を生かして、さらに広い視野に立ち、的篠な判断

力を持つ技術者を目指し、努力したいと思う 。
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イラク化学肥料プラント建設における

電気設備

建設場所 パラス市コールアルズヴェール地区

プラント能力 アンモニヤ 1，0∞T / D X  2 系列

尿 素 1，6 0 0 T / Dx 2 系列

敷地商償 354 ，0∞m'  

受 lttl正庄 132KV 

受電谷盆 4 0 MV A X 2  

建設期間l 昭和51年4 月~昭寺田55年3 月

プZ 与 よ 三 菱 重 工 業 側MC E C

1974年 8 月、日本とイラク共和国との問て'結ばれ

た「イラク経済技術協力協定」に基づき、ビッグ.

プロジェク トの一つ「化学肥料フ' ラント」が計画

さh た。

私は幸いにも、この建設の当事者である三菱重工

業側 M C E C に協力できる機会を与えられ 、電気

設備を担当することになった。そのプ ロジェク ト

の概要は 、上 記 の 過 し

この地域は土i英地帯である。その 中で建設するた

め 、国内の作業環境とは大いに異なる、砂嵐や周

囲猛度の大幅な変化( ー 5' C - +50' C) などの自

然現象に加え、現地作業者の作業能力の不足、低

能率など多くの困殺な条件を克服するために、い

ろいろな問題の解決を図っていった。その二、三

の例について述べる。

計 画 ・ 設 計 時 に お け る 検 討

1  ) 蛍光灯用安定器の温度対策

ｴ 且ｾ一寿命の関係は ｙ］｡･Ｍ ｢ • で示され、周囲

温度が 6 'c 上昇すると寿命は半減するとされてい

る。したがって大気温度50' C ( 日本における最高

温度 +10' C) への対策として、

①使用巻線サイズを太くする 。

②収容ケースの大型化 ・・・表面積を広くして、放

熱効果を上げる。

③絶縁材性能の向上 . . ・ケー スのシリ コンワニス

処理、引出似のシリ コンゴム処理。

等の処置を実行した。

2) 高湿度対策

雨期の相対湿度は 100% になるため、屋外一般照明

器具は、防塵縫造( 安全増相当品の改良) とする

ことで対処した。

3) 共同港内において電 力ケーブルが、通信 ケーブ

ルに及 lます影響の予測

プラント、レイアウトの制約から、電力 ・通信ケ

ープルを同一構内に共架する方式が採用された。

そのため発生する問題を予測し、検討した。

r  2  

M =  I  2  lolZ e'  +  1  

l  ｾ＠ i' I  K  I  

lπ h. + h， 1  1  

- )  L  ｾＫ ｋ ・ ーーす一一 ｦ I  X 10一‘ ( H /km)  

電磁誘導障害の計

算として、上に示

したようにカ ー ソ

ン ・ポラチェック

式がある。

低庄 4 芯ケーブル

の不平衡電流によ

るもの、単芯ケ一

切i . 4 ) 俵積布設( 太

線のため) による

もの、および直接

接地系の一線地絡

大電流による誘導

電圧は下衰の通り

となる。

そのため、通信ケ

ーブル傾IJ の回線平

衡皮を 60 ( d B)  

としても、ノイズ

め進入は防げず、

また C. C. 1. T. T  

設定の異常時誘起

電圧を超えること
尿素袋結 自動搬送システム

になると想定される 。 よって、すべての通信ケー

プルに一括銅編組シールドを施し 、また通信線の

機器側にアレスターを設けた。

表

原因・状況

4芯ケーブル. 不平衡電流による

単芯ケーブル、俵横布訟による

1 線地給電流による

現 地 施 工 合 理 化 の 検討

未熟練作業者の能力向上 ・合理化を、折りにふれ

考案した。 その一例をあげる。

〈ケーブルハンガーの考案〉

当プラント内の共同議( ケーブルピ ッ ト) 総延長

は3∞O m以上におよぶ。周囲温度が高くなるため、

電力ケーブル許容屯流の向上をはかり、中空暗き

三正二

(  (  

二二二ゴ

出 生 型L寸

プラケ y ト部

先端耐荷量 ＱＲ Ｐ ｫｾ

グラフィ ック利用の尿繁自動織送制御盤

ょ方式を採用した。その支持材として従来のケー

プルラ y クの代わりに 、下図差し込み型金具方式

のケーブルハンガーを考案した。

手IJ 点として、以下の効果が得られた。

①単純、均一作業ができるため、未熟練作業者( 現

地人) でも取り付けが可能で、能率が向上する 。

②省資源、省力化を図りうる。

③部品点数が少なく、資材管理に有利。

④将来の増設、変更時の対応、が答易。

工 程 管 理

一般に圏内の作業只の能力に比べて、現地人のそ

れは低い。したがってその補充と指導のため、ど

うしても日本からの応援が必要となる 。 この場合、

当然のことながら経費の節減のため、応援期間を

最小限にして最大効果を上げれるように、工程と

作業内容を適確につかみ、精度の高い管理を行う

ことが要求された。 さまざまな条件で流動的に変

化する工程を予測し、応援を必要とする 3 ヵ月前

にはその手配ができるように、確かな見通しをた

てることに努めた。

建設作業を通じて、われわれの成果も現れ、現地

人の作業能力も一段と高まった。建設の終期には

きわめて高い技能を発揮する者も少なくなかった

ことを附記する。

11川川11川11川11川11川川11川川11川11川川11川11川11川11川川11川川11川11川川11川11川11川11川川11川川11川11川11川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川11川11川11川11川11川川11川11川11川11川11川11川11川川11川川11川11川川11川11川川11川11川川11川川11川川11川11川11川川11川川11川11川11川11川111川川11川l川川11川川11川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川11川11川11川11川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川11川11川11川11川11川川11川川11川11川11川川11川川11川川11川11川11川11川11川11川11川11川川11川11川11川川11川川11川11川11川川11川川11川11川11川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川川11川11川11川11川11川11川11川川11川11川11川川11川11川11川11川川11川川l川川11川川11川川11川川11川川11川11川11川川11川川11川川11川川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川川11川川11川川11川11川11川11川11川11川川11川川11川川11川川l川川l川川11川川11川川11川川11川11川川11川川11川11川11川11川11川川11川川11川川l川11川11川川11川川11川川l川11川11川川11川11川11川川l日川川11川川11川川11川川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川11川11川11川11川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川11川11川川11川11川11川11川11川川11川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川川l川川11川11川11川川11川11川川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川川11川川11川川11川11川11川川11川11川川11川川11川川11川川11川川l川川11川川11川川l川川11川川11川川11川川11川川11川11川11川11川111川川11川川11川川11川川11川11川川11川川11川川11川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川川11川11川11川川11川11川11川11川11川川11川11川11川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川川11川川l川川11川川11川川11川川11川川11川11川11川11川川111川11川川11川川11川川11川lI ill  
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角 南 修 平

生年月日 昭和21年7 月13 日

最終学歴 昭和44年3 月岡山大学工学部

¥11気工学糾卒業

業 歴 昭 和44年4 月近畿ftt 気工事株

式会社入社

主袈工事経歴

昭和45年関東i I 1 化T - 2 袋詰E

昭和46年 日本ハイドロ 7 ラン

昭和47年 日本曹達M 2 - 1 装也

昭和49年 il! 山国際ホテル

昭和49年 興図作山カントリークラブ

昭和50年作州武蔵カントリー 7 ラプ

昭和50年 岡山ターミナルピル

昭相54年 イラク化学肥料工場

すいせんのことば 阿国 正照

新技術の修得にはきわめて意欲的

であり、現在、海外工事の推進の要

只として活躍中て¥カ盆は内外か

ら市〈評価されている . 研究開発

に熱意を持ち、体験した技術資料

を盟主連して、成果を社内技報に発

表するなど、自らの li ，] 上を図ると

ともに、後進指導にも質献が多、、。

青年技術者と しての ことば・ 突然、全面戦争に発展した 「イラン・イラ

クlj 現争j は、i i : 9d' 1i な気象条例ー下で 4 年以上に渡って建設した肥料プラン

トを、数発の機械で機能停止させた。完成して初めて「技術移転J IJ 価

値があり、日・イ友好の行為も平和であ ってこそ意味をもっ。

絶対的な資源小国で、活路を海外に求め、 「技術開発J 、「経済協力」のi雨前

から発展途上国に寄与しようとするときに、われわれで解決できない問

題がある 。

それらの問題とは別にして、視野を広め、経験を一つずつ響検してゆき、

「活識の時代J に技術者として対応できるようになりたいと々えている 。



マイクロコンビュータによるビル設備の総合監視制御

r C O MD E C - I I リの開発・実施

従来、ミニコンを用いたコンピュータコントロー

ルのシステム設計は、一般的に市場にある汎用の

周辺機器を目的に応じて選択し、最良のシステム

にアセンプルする方法をとってきた。 C P Uファ

ミリーを同ーメーカの汎用機で構成する場合は、

インターフェースが確立されているメリットがあ

る反面、メーカの制約条件で C P Uのメモリ並び

に補助記憶装置のベース答量が必然的に規制され、

あるいはまたオペレーテイングシステムに融通性

がないなど、ピル制御用としてはデメリ y トが大

であった。これらの問題点の解決を図り、ピル専

用のコンビュータコントロールシステムを作リあ

げることが、 i C OMDE C - III J の開発主旨であ

る。

1. H A R D  WE A R  

C P Uファミリー C P Uファミリーの構成にお

いて、主制御装置にマイクロコンビュータを採用

した。それは、 ミニコンに比べ価格が安〈、ミニ

コンてサま絶対に不可能に近いコンピュータの複数

台利用ができることと、信頼性が高〈周辺機器を

自由にアプリケーションできるため、ミニコンの

欠点である過大なハードウエア構成がさけられ、

低コストの C P Uファミリーの構成ができること

の理由である。コンビュータの後数利用における

最大のメリットは、機能別にコンビュータの分割

が可能であり、不測の事故に対して一度に全ンス

テムのダウンがきけられ、ミニコン以上に信頼性

の高いハードウエアを構成できることである。

補助記憶装置は、マンマシンコミュニケーショ

ンとして C R T を導入することと、その C R T を

使ってプログラムの変更を行うという条件と、プ

ログラム本数から推測して、 R OM、 R A Mベー

スでは不可能であり、ミニドラムを採用した。

タイプライターは、 C P Uの入出力用と、日報、

雑印字を l 台で兼用することにし、インクジェッ

ト方式を採用した。インクジェ y ト方式は、機械

式のものと異なり電気式であるため、機械音がな

くまたメンテナンスフリーであるので維持管理が

しやすいメリットがある。

入出力制御装置 外部端末の各種センサー( たと

えば温度、電流、電圧、日射量、流量、圧力、 et c)

は多種多織であり、それぞれ入出力レベルが異な

るため、入出力制御装置によって C P Uに接続で

きるように信号変換 ( A / D変換) している。入

出力制御装置は、ハードウエア全体の7 0 %のコス

トウエイトを占めるため、コストダウンを計るに

は各種センサーの入出力レベルを統一することと、

外部センサーの点数を減らすことが重要である。

このため、接点入力 ( C / I ) 、接点出力 ( C /

0) については、 D C24 V に統一し、外部無m圧

接点のものは直接データラインに入力、有電圧の

オベレ- ? .  

コンソール

ものについてはリレーを介して入力する方式とし

た。また、アナログ入力 ( A / I ) 、とくに電圧、

Z流はトランスジューサによって、 o- 100mv の

m圧入力にし、日射量などは、 4 - 2 0 mAの電力入

力、温度等については、 Pt 100 Q の抵抗入力に、

それぞれレベルを統ーした。

マンションコミュニケーション機能 コンビュー

タとオペレータとのマンマシンコミュニケーショ

ンとして、 C R T を採用した理由は、一度に多く

の情報をビジュアルに表現でき、それによって有

機的にシステムの状態把握ができることと、プロ

グラム変更を C RT によ って行うようにするため

である。メーカの選定にあたっては、モデムイン

ターフェースで C P Uに接続できる条件を満足す

るものとした。

2.  5 0 F T  WE A R  ( 制御プログラム)

J obの設定 省力化、省エネルギー制御、快適空

調、運転操作の確実化について、有効なるジョブ

の設定を行った。

General  F l ow J ob の中における空調制御は約

7 0 - 8 0 %を 占 め 、 電 力 等 の 制 御 と 異 な っ て 予 測

制御が多〈、多量の情報と複雑な演算をともなう

ため、空調のジェネラルフローの作成に当たって

は、テーブル方式を使うことによって、プログラ

ミングがしやすいように合理化を計った。

COM DEC一 川主処理装置
COMDEC- 1 1 I サプ処理装置

[受電監視像作〕 受変

C OMDE C - 1Hハードウエアシステム図

1522ZZ力|

lアナログ入力 l
接点入力他

電設備町スケルトン的状

態を示す. 赤色一一充電

状態または機器内 ON、

総色てす、色町逆の状態を

示す. ブレーカーのトリ

y プ、地絡リレー動作な

どの故障は、シンボルま

たは文字的亦フ 1) Ｎｾ＠ t; ー

で表示.

〔再臨海冷温水) T A C  

NE S  f A MI L Y円

運転状態. 冷溢水町溢1Jl:

を表司、する.

11色で冷水、ピンクで温

水、色て'ポンプ的停止状

態をJi; ，，<. パ，レブは聞で

亦. 閉てe 綜 l <d、. ポンプ

11逆転時亦. 停止時緑で

ｊ ＨＧ ｊ ｾＮ＠

〔エレベータ〕 監悦盤

的小型化およびfl ¥:コスト

化的ため. エレベ- 7運

行監視の専用，守ヰルを作

ら1' . C  RTパ ターンに

含めた. 縦断而グラ 7 ィ

，7 において、エレベー

タかごの位置、上持( 緑)

か下降( 亦) かを表示.

11t 源的状態、 5 検中町表

示等を行う . エレベータ

に拠常があればカゴがヲ

1) ッカーする.

If"l"""""""""""""""""""""""""""""""" ，" " " " " " " " " " " ，" " " " " " " " " " " " " " " " " " " " " " " " " " " " " " " " " " " " " " " " ，" " " " ，" " " " " " " " " " " " " " " " ，" " " " " " " " " " " " " " " ，" " " " " " " " " " " " " " " " " " ，" " " " " " " " " " " " " " " " " " " " " " " " " " " " " " " " " " " " " "  

佐々 f 木重量隆

生年月日 目白初20年 8 月16 日

最終学歴 昭和45年工学院大学生E築学科

( 訟備コース ) 卒業

業 廃 昭 和45年株式会社竹中工務庖

作 品 度

入社、本府股計部勤務、現在

に至る

大 阪 国 際 ピ ル 伊 藤 瓜 ビ ル 近 鉄 大 手 前

ビ ル 三 河 ピ J レ来館 中兵庫侭期金庫本

陪 OM B  <  (fl .il本) 大阪御堂筋ビルディ

ング〉計画 〈施工中〉

すいせんのことば 池山壮一郎

設備のエンジニアに要求される重

要な要素に、バランスの問題があ

る。電気、給排水、冷暖房等に知

識の片寄りがあってはならないし、

弱点があってはならなし υ とくに

コンビュータを扱う技術に関して

は、弱点が強調されることとなる。

佐々木君はバラ ンスのとれた技術

者の一人であリ、今固め開発も立

派に成し遂げてくれた。今後の期

待を mう者である 。

青年技術者のニと ぱ. 絞雑多機化する建築設備技術を、トータライズす

る手段としてのコンビュータの有用性、そしてまた、エネルギーセービ

ング、省力fじという現代の社会的ニーズを、満足させ うる技術としての

コンビュータの必要性は、衆知のとおリである 。

しかし、フィ ジィビリティ ・スタディの結来、ミニコ ンを使 った従来の

技術のままでは、コストの点でその使用が限定され、中小島H止のピ J レに

対しての湾入は、常滅的に不可能とされてきた。

C OMDE C - 1Il の開発は、このコストという常識の墜を、 7 イクロコ

ンビュータという新技術を駆使することによ って打破したものである 。

常識的なものをそのまま岱ー識として認知するか、1 ( ; ・減を打ち破って新し

い技術を開拓する努力をするかは設計者としての信念と、設計に対する

↑ Ｇ ｾ［熱の問題てＧはないかと私は思う。新技術の開発のみが設計の仕本では

ないが、社会に貢献しうる技術者としての心構えと情熱は、今後も持ち

続けたいと考えている .
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P R C構造による倉庫建築

の施工

近俊郵政局資材部倉庫は、近畿地方の郵便局で扱

う切手、業E号、印紙類および備品をストックし、

要求に応じて梱包発送する業務を行う倉庫である。

郵政省の設計により、クラ ックのない 、保守に手

聞のかからない建物にするため、大スパン 18mの

P C造が計画された 。また桁行方向スラプにもア

ンポンド工法によりストレスを導入、 P R C構造

のスラプとすることてe 長大建物のエキスパンショ

ンジョイントなしのf. ' l t 造となっている。

1 . 施 工

(1) P  C 工事の直営システム

P C工事は、 P C専業者が各種工法( 定着具、緊

張機器類) 特許を保有し、配線、緊張、グラウト

作業まで、一式下 ｩＱ ｾＱ 形式で 施工を行うのが普通で 与

ある。長年この施工形態で P C構造物が造られて

きたことから、 P C技術が P C専業者間でのみ温

存され、一般の建築技術者にまで広まらず、さら

には、ゼネコンとしての管理が疎かになり、ひぴ

われ、グラウト不良などの問題を起こしている建

物も少なくないようである。

このような P C工事の実状を踏まえ、鴻池組では

3 年前の設計施工による「三洋電機住道工場」に

おいて、 P C工事を他の工事と関連づけた総合的

な取り組み方のもとに、セ' ネコンが直接施工する

直営方式をとり、設計 ・古車工の両国から納得のい

く品質管理を行った。

今回、当工事「近畿郵政局資材部倉庫J では、 m

造的に斬新な設計が郵政省によってなされ、施工

する側としては「三洋電機住道工場J の経験を基

に、ゼネコンとして主体的に取り組み、品質管理

に万全の努力を払う P C工事の直営システムの体

制化の確立を図った 。

(2)  P C工事問題点

本工事の総合的な問題点は、スラプアンポンドケ

ーブルの施工である。全長 132 mの建物は、工区

に分割して、コンクリートを打設する。 l 工 区の

コンクリート強度発現後、ケーブルを緊張し、接

続具にて次工区のケーブルと結線し、次工区のコ

ンクリートを打設してゆく。工区聞の躯体の絡み

による不静定力、およびアンボンドケーブルの摩

擦力による導入力彼失を検討して、片引き 5 スパ

ンの工区とした。

P C工事の主要作業は、①配線( 配管) 、②緊張に

大別できる。

①配線時の問題点は、位置精度である。

とくに大梁のグラウト工法の場合、梁内にシース

を配管する作業性を確保し配管精度を上げるため、

鉄筋吊上具を用いてスラプ型枠上に梁筋を吊上げ

X 方向大梁 R C梁

Y 方向大梁 P C 梁( グラウト工法)

時伏図

スラプ P  R  C スラブ( アンポンド工法)

ただ ｌｾ 部 ｬ Ｚｴ R C スラブ

R W  あと打ち耐震壁

近俊郵政局 設 3十 郵政省郵政大臣官房雄築部

資材部倉庫

地 工泌地組大阪本盾

新築工事

4主築場所 大阪市大淀区

建築面械 3，939m'  

延床面積 12. 000m'  

てシースを配管した。スラプアンボンドケーブル

の配線は型枠上に設置式スペーサーを考案して設

置し、ケープルと結束した。

②緊張時の問題点は 、圧総力の導入方法および導

入力管理である。

ある部材に一度にプレストレスを導入すると、そ

の部材だけに強制変形が起こり、スラプにひびわ

れなどを起こす。徐々に建築物に圧縮カを導入す

ることが肝要で与あり、 F E M解析の結果などを参

考にして、大梁では三段階、スラプでは二段階導

入を行った。また、導入力管理としては、摩擦係

数試験結果に基づくケーブル緊張時ののぴ長さの

全数チェックおよびコンクリートゲージ添付によ

るコンクリート応カ測定およひ' 鉄筋計による架構

応力測定により行い、導入力を確認しつつ施工を

進めた。

2  . ス ラ ブ ア ン ボ ン ド ケ ー ブ ル 緊 張 試 験

アンボンドケーブルの摩擦特性として燈燦係数お

よび時間経過に伴う摩擦カの緩和性状を調べる目

的で、当現場においてスラプアンポンドケーブル

緊張試験を行った。

測定は、スラブＧに観ｩｒ ｉｊｾ を設け、ケー Ｗ ・ル ｩｈｉｊ 線に

W S  G を貼付し、各緊張段階で計測したものであ

り、アンポンドケーブルの俊秀性を確認した。

規 模 地 上 3 階 塔 屋 2階

t再 造 梁 間 方 向/ P C造、地中梁は P R C精進

桁行方向/ R C造、スラプは P R C精進

エ 期i 昭和54年 3 月~昭和55年 9 月

3  . ア ン ボ ン ド 工 法 に よ る P R C構 造

鉄筋コンクリート部材の弱点( ひぴわれ、後み)

をカバーするために、若干のストレスを導入する

方法がヨーロッパでは実用化されており、わが国

でも現在、日本建築学会で規準化が進められてお

り、 P R C構造と呼ばれている 。

今回、郵政省は、 P R Cの考え方をスラプにとり

入れ、アンポンド工法で施工することを計画され

た。アンポンド工法はグラウトおよびシース配管

という作業が省け、プレストレスの導入効率が良

〈、今までのグラウト工法に比較してかなりの省

力化工法である 。少量のプ レストレスの導入で R

C 構造の性能を大幅に向上させることが可能とな

るP R C構造の設計思想には、最も適した工法で

あると言える。

お わ り に

今回の工事においては、設計 ・施工の「三洋電機

住道」で行った P C工事に対する合理化が、より

高い段階での品質管理となって消化でき、監理面

からも好評を得た。

直営化によるセ・ネコンとしての現場打ち P C工 法

の品質管理に対する一つの姿勢が評価されたので

はないかと考える。
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大 内 山 正 英

生年月日 昭和24年11丹羽田

最終学歴 昭和48年3 月大阪大学工学部

建築工学科卒業

業 歴 昭 和48年4 月側鴻池組入社、

大阪本庖挫築技術部を経て政

計部勤務、現在に至る.

途中、三洋電機住造工場 Ｔｾ 業

場近畿郵政局資材部倉庫事

業場に勤務

作品鹿( 精進設計)

ダイキン工業食品技術センタ一 三洋地

機住道工場松下商学院武道館法音寺

大阪支院塚口ハウス 大和銀行新棋務

センター

すいせんのニとぱ 白 石 静 ニ

当社は P S 建築物に意欲的に取リ

組んでいる. 三洋電機( 附i主道工場

を直営システムで完遂し、アンポ

ンド工法の応用には限りない魅力

を感じる。

大内山君は、本来構造設計技術者

であるが、構造的配慮そ必要とす

る当工事に施工担当者として従事

し、監理者からも好評価のもとに

完成させた。一技術に片寄らない

幅広い背年技術者である 。

青年技術者のニとぱ : f P  C  締造と R C精進とは異質のものである J とい

うフレシネ以来の P C情迭に対する考え方と遠い、 P C とR Cは、同じ

材料( コンクリートと鋼材) を使用した、同一線上に並ぶ締造物である

という観点から、 P R C構造が現出してきたのは、喜ばしいことである.

コンクリートは、他の精進材料に比し、長所とともに弱点を持ち過ぎて

はいるが、本来の姿である、「創造性J を与えるよう努力するのは、建築に

携わるものの使命であると思われる。

私は、梅造からのアプローチにより、建築に対する理解をさらに深め、

その本質的な把握に努めたいと思う。



航空写真 千里ロイヤル 段針 :遺麓陣l生

マンション・集合住宅作品 1抑 j

ヱP¥'ーグリーン・グランド曽根

寝 屋JII 東ファミリータウン

堺東グリーンハイツ

城山パーク，、ィム2

北 大 路 高 野 住 宅

揖 の 宮 筋 一 住 宅

新伊丹団地

兵庫県公営住宅新多聞団地

ハイラーク明石

コスモハイツ玉出

三宮東ハイツ

サンハイツ宝稼五月台

シーアイマンション高座

公 社 毛 馬 分 鼠 住 宅

コープ大和川

南港ガーデンハイツ



工1¥ーグリーン・グランド曽根

設 計 施 工 熊 谷 組



品 ｈ￠ｾ 東 出 r百足基

阪 急 宝 塚 線 が 、 曽 恨 釈 に 至 る 、 ゆ る や か に

カ ー ブ し た 登 り 坂 を 上 が る と 、 そ こ に ア ン

ノf ー な 色 調 で 統 ー さ れ た エ パ ー グ リ ー ン

グランド凶恨がある 。 古 く か ら 係 ち つ き の

ある ｲｾＧｾｾ 設住宅街として、発展しできた 円恨 。

そ の 玄 関 口 に 位 置 す る 、 当 集 合 住 宅 の 計 画

においては、ｾ中の玄関 ｬ￮ にふさわしい建

物 と し て の 外 観 形 成 に 心 が け た 。

版行した壁面の速なり、! J i : なりあ った 勾 配

l五 娘 、 ア ン バ ー な 色 調 に 統ー された外鋭、

ま た 、 木 々 の 緑 を 配 す る こ と に よ り 、 務 ち

つ き の あ る 中 に 、 個 性 あ る 表 情 を 侍 ち 、 こ

こに住む人々のみならず、この立中という

地 域 の ス テ ー タ ス シ ン ボ l レになる外観形成

を心がけた。 当 敷 地 l主、ほぼ中央に、約 7

ｍ の ｲ Ｚ Ｇｾ 低差のついた、上下 Ｒ 段に分かれた

淡い森であり 、 木 の々紛がr ，PS且に残る iJxi 也

であ った。 こ の 敷 地 の 日 低 差 の 変 化 を 生 か

して、上 F 2段 のJ也鍛の各々に、 rv. i向 き の

(1:似 を配し 、こ の高低差のある 2 似附l を、

波凪ii Fで結ふ' ことにより、全体としての一

体 ｍｾ を深めるとともに、 Ｒ つの械と波廊下

が 開 む 中 庭 に 、 個 性 あ る 表 情 を 持 た す こ と

を計 った。 また、保存されたモチの木と、

新し く舶えられた木々が成長し、主IE物 を 木

々の紛が格やかに彩り、 1t - の森が再現する

日々が待たれる 。 住戸計画は 、 Ｏｦｦｾ行形の配

従来の集合住宅の宿命である行燈古11): 誌でな

い多聞係光設計により、 J来光 . nml ・通Jll. .  

l挑唱の良し、住環I克が図れた 。 また }(fl1行した

}i!i i  F とともに、廊 F に面した: 容に、サービ

ス バ ル コ ニ ー を 設 け る こ と に よ り 、 各f主戸

へ の ア プ ロ ー チ に 変 化 を つ け な が ら 、 プ ラ

イパシーをもよ: ，め 、戸 々 の 1i5f.t 1' 1:  ￭ｪｾ を良く

す る こ と に 努 め た 。 間 取 りも、 Hfl1行 形 を 生

かして、 rtl らんの場である居!日J. 食堂を中

心 と し て 、各 居 室 と 、 独 立 し た 台 所 を 配 し

た、多も誌なライフスタイ Jレlこ) ; t J ; 芯する、{ 匝i

阜 の 性 絡 を 持 った 16 タイプを，Hfilli した 。

( 板 )1' i 介/ 熊谷組)

ι 国

所 在 地 豊 中 市 曽 根 西 町 1 ー 1 - 5

敷 地 面積 3858. 44rrl  

建 築面 積 1284 . 01 rrl 

延 床 面積 7429 . 56rrl 

精 進 規 模 S R C、 9 F

工 期 昭 和54年 4 月~昭和55年 9 月

l  北京国外観

2  波り廊下

3  南東より A 、B館、渡り廊下見上げ

4 .  E.  V ホールより玄l詰lホールをみる



気 近 畿電 気工 事 k 阪市北区天満5-6-21 T EL 06-313- 1231 

…
…

一一一一一一一一一向一向

立 花 商 会 太阪市西区同材Tl - 13-25 T E L 06-541 -9521 

グリーン 守口市佐太 '1咽T7-26 T E L 0 6-901 -9299 

松本鉄工 崎県市菩拠隠T4-86-4  T E L  0723-6卜 3262

ちカ、なカ、タイ )1〆 ｊｩｦ ｬ￭Ｑ ｓ 市左 ｊｪＨ 区 二 条通新品 ｩｊｾ ，ｩ［点 TEL 075・771-6081

中 橋 産 業 先而市自11，古谷 181 T E L  0727-21-0953 

紀 良 木 工 太阪市大淀区天神橋8- 11-8 TEL06- 351- 1即

創 建 工 業 k 阪市東住吉区凶辺本町8-44-9 T E L  06-ω 9-3096 

三 越 ｫ 阪 ｩｬｩ ｾ 京 区古川橋 ＲＭＶＳ T E L 0 6-203- 1331 

片 山 建 設 欧 間 市 長 野 闘争 21 T E L  06-878- 0825 

給排水衛生 須 賀 工 業 火 恥1; 内l正上1側 1-2-30 T E L  06-44ト 5171

パスユニ汁 松 下 電 器 産 業 大阪 ｲｬ￮ 点 Ｑ ＾＼Ｚ 尚日 ｕｉｾ ｉ Ｍ Ｑ Ｒ T E L 0 6-201 - 1421 

ジュー タ ン

ク ロ ス

て ・土工

一一一一一一一一日
一一一一

新 大 阪 建 工 削 Irfjr叫 塚ト3・40 T E L  06・843・7881

セイコー産業 よ 恥1; 西区新町1- 14-38 T E L O6 日8-0731

亀 井 組 k 阪市北区中崎2十 17 T E L  06-37ト 1871

不 二 サッシ 販 売 k 恥 li 点区本町村 T E L 06-262-2541 

三好ガラス建材 点目めlli 良述区別f3・132 T E L  06-632・0025

井上塗装庖 豊中市庄内点町5十 17 TEL06- 333引 51

植 捨 組 i臼伊l'争

掛 谷 工 務 庖 事荻 ｩ ｾ本 ミ市削 ｊ上一 中 条 ｬ卜 Ｍ ＱＱ 卜 Ｍ Ｒ幻 Ｓ T E L O仰72泌6か6-2幻3-2鉛62犯6  

鉄 筋 工 岩 竹 工 務 庖 茨木市沢E ! 王( 浜3-3-3 T E L  0726-32-8650 ガ ス 大阪ガス 太似d'i 淀川区卜ニ開f3-6-35 T E L  06- 32卜 1251



一一_ j

川

γ
i  

配 置 図 . A 館 1 階 平 面 図 ・B 館 3 階 平 面 図 1  :  1200 

日士

1 .  iJ . 主り廊下

2.  B 館より A 館への波り廊下売みる

3  .  ｾｴ 凶より ａ 自 ｢ をみる

4  メイン 7 7 ローチ

5.  A IiIi，+-j 丙面兄 J: げ

6 .  rf. j 点よりみる



寝屋川東ファミリータウン

設 計 施 工 鹿 島 建 設

電 気 近 畿 電 気工事

電 気 中 本 電 気

衛 生 関 電 阪 急 商 事

空 調 三 冷 社



| ， ｾ戸

lI i:l H147千1'. に 寝 屋 川 市 東 部 地 区 を 従 断 し

て い る 国 鉄 片岡T線 の 被 線 化 と 新 駅 設 置

が決り 、周辺/ ) 日発事業 に 住 友 商 事 と 鹿

島 建 設 が デ ィ ベ ロ ッ パ ー と し て 参 画 す

ることとなった。

今 阿 最 終 分 波 を 終 え 、 用 地 取 得 よ り 実

に 8 年 に わ た る 長 期 プ ロ ジ ェ ク ト も 一

つ の 区 切 り を 迎 え よ う と し て い る 。

本計闘は、 833 戸 の 集 合 住 宅 群 を 中 心

に 、 商 業 施 設 、 医 療 施 設 、公 共 機関 等

で品川止 さ れ た ニ ュ ー タ ウ ン 型 の 開 発 計

闘 で あ る 。

f主側配i白 に つ い て は 、 新 し い f討を念頭

に泣 き つ つ 、 南 斜 聞 と い う 自 然 を 生 か

し、広いさe : 1l 11 の演出に心がけている。

{ 主戸空I l ll と し て は 、 エ レ ベ ー タ ー を ス

キ ッ プ ス ト ッ プ 方 式 と し 、 プ ラ イ パ シ

ー の伺11袋、 し D K をノ f ルコニ- ( ! ! リいっ

ぱ い に 円己目 す る な ど 、生 活 中 心 の 設 計

に心がけている。 椛 造計画においては、

当 社 が 誇 る H P - R 工 法 の 採 用 等 、 最

新 の 伐 1，f . i を導入している 。 設備 計 画 に

つ い て は 、 生 活 の 機 能 性 、 安 全 性 を m

ーとしている。

l  航空写民ｻｩ ｩￏｊｉｾ よりみるＩ

2  中プロ y ク広場

3  丙 ブロ ｹ タ ｬｾｩｩｬ 百

4  丙プロ J 7 より北、中 プロ J 7 1:主N1 群をみる

5.  '1' プロメク広I品

航空写真 侮原写真事務所

船員長 見rtHiI' i彦

所 在 地 大 阪 府寝 屋川 市 打 上239- 3

敷 地 面 積 51 ，147ni  

延 床 面 積 マンション 12棟 77 .972ni  

スーパーマーケット 12 .734ni

構 造 規 模 マンション S R C 8  - I I F  

ス- 1 ¥ーマーケット S R C 3 F  

工 期 昭 和52年 12月~昭和55年 10月

1  片町線* 桜1，1川駅

2  駅前広助

3  管 理 サ ブ セ ノ タ -

4  仲よし広J . I . l

5  駐車場

6  淵f畳池

ヨう

7  スーハーイズミヤ

8 .  7 ァミリープラザ

9  七〆タープラザ

10 管綬センター

11 いこいの広場

12 公閣



堺東グリーンハイツ

設 計 施 工 銭 高 組

、「一一

1 .  ( 1転市 i lU品

2.  U lIi l品

3 . グリ ーンベル ト

(i向山IH.¥t¥早111道路)

4  .  Ｇ￬￮Ｇ ｾ ｉ Ａ 人ＺＱ Ａ

Ｕ Ｎ 符 ｦ 出 ｬ ｊ ｬ ｦ ｾ 室

6  玄関ホール

7  メールコーナ-

8.  m; ;¥31 

13 I  I  9  ゴミコンテナ il J.J ，品

10. ，j ! ンフ*

一 寸

11 受ホ憎

12  符思香n段室

13  フレイロ J ト

配 置 図 1  :  1200 

⑨ 

「



回 回

l  メイノア プロ ーチより」ヒ京市をみる

2  北{ ! ! I ] よりみる

3.  r布市とプレイロ y ト、公園をみる

4 .  C棟より A 、B棟をみる

品 ｬｩ ｪ ｦｾ 束 Ｑ ｾ ， ｲｬ Ｇ ￬ａ ま

所 在 地 大 阪 府 堺 市 賑 町 4 T 6 5ー 1

敷 地 面 積 7.338. 43m 

建 築面 積 2，767 .40m 

延 床 面 積 14 . 170 . 65m 

構 造 規 模 院 、 6 F

工 期 昭 和54年 7 月~昭和何年 7 月

iJ!d也は南海高野線上¥' 1 * 駅南約1.2kmにイ立| の開発道路としての敷地提供、および

也 す る 。 I 周囲の緑化を図り、日! ! 自椛保のため 6

周 辺 は 週 末 の 歴 史 散 策 に う って つ け の 1 階 建 と し 、民 家 の 色 制 に 7 ' ; ; 7ーする外

ｪ ｊｾ ｾ ｲＮ斤で、仁徳天皇陵をはじめ多くの古ｼ壁色としている。また南側 ｉｊ に処ｻ共公園

墳 が あ る ほ か 、 大 安 寺 や 妙 国 寺 な ど の | お よ び プレ イロ ットを設け 、 日月るい広

由 約 あ る お 寺 が あ る 。 敷 地 は 、 古 く か I ｊｊｾ ｽ を提供している 。

ら の 木 造 住 宅 が た ち な ら ぷ 町 並 の一 角 | 平 而 的 に は 、 コ の 字 型 に A 、 B 、 C 各

に位置宣する工場跡地である 。 I f主戸棟( l 91戸) を配置空し、中央部に共用

し た が っ て 、 当 敷 地 を と り ま く 彼 雑 な | 設 備 ス ペ ー ス 、 駐 車 場 を 集 約 し 、 敷地

III J 並の生活と伝統に調和共存していく| の有効利用を図り、各住戸ノ¥) レコニー

集 合 住 宅 と し て 、前 面 道 路 に 沿 っ て で | 簡 に 広 が り を も た せ た 。

き る 限 り の 壁 面 後 退 、 お よ び 隣 接 近 路



城山パークハイム2
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般Ｉｾｾ 東出汗i彦

この 15戸 の集合住宅は、 4 年 lii J に 分 譲 さ れ た 城 山

ノマークハイム( 本誌51年 7 月号指 )1者) の 姉 妹 編 と も

い え る も の で あ る が 、 阪 神 間 の お 級 住 宅地 に 将 行

の 緩 め て 良 好 な 住 環 境 の 中 に 計 画 さ れ た 。 阪 神 IHI

に は 、 ヴ ォ ー リ ス の 手 に な る も の を は じ め と し て 、

風 土 に 定Zf し た 俊 れ た 住 宅 が 多 く あ る が 、 こ の 設

計 に あ た っ て も 、 周 辺 の 環mと 融 和 し て 共 存 共 栄

し て い け る 、 オ ー デ ィ ナ リ ー でf呈やかな表' h ' I i の集

合 住 宅 に し た い と 思 っ た。

敷 地 の ZJ 』低差を利閉して、東 iJil Iか ら の 見 か け を 2

断弘I ! とし、さらに比えがかりを 3 ブ ロ ッ ク に 分 別

して、全体のヴォリウム! 必を小さくしたこと、そ

れ ぞ れ に 寄 せ 棟 出 般 を か け た こ と な ど は 、 東 iJil I t:;、

よ び;lti !!J 1との j止観的制和 l を 図 ろ う と し た も の で あ

る 。 ｩｚｬ￯ｩＡＡ ＱＱ のニテコ池方向への ｬ 挑皇室は紫ｉｬ ｬｾ らしく、

[主戸 プ ラ ン に お い て は 、 全 戸のパフ' リックゾーン

を ニ テ コ 池i)!i l に配し、 1m口自15 を大きくI l H，、て眺望

を取り込み、 1(( 直 行 さ せ る こ と に よ っ て 、 眺 望 と 日

内 部 は 、 多 械 な f主 み 方 と イ ン テ リ ア デ コ レ イ シ ョ

ンに対応できるように、生地仕上け、の木古15 と 無 地

のクロスをｾＫｾ木材料として、材 ＷｾＡ 惑を生かしつつ、

強 〈 自 己 主 張 し な い よ う に と 心 掛 け た 。

( 中 嶋 淳 / 藤 木 工 務 1;1;)

配 置 図

1  :  1000 

三国

所 在 地 兵 庫 県 西 宮 市 城 山 31 ，35

敷 地 面 積 1，551 . 94rri 

建 築面積 537 .50rri 

延 床 面 積 1，548. 64rri  

構造規模 R C、3 F

工 期 昭 和54年 7 月~昭和55年 4 月

I  正面アプローチ (北京国)

2 .  'J ピノグルーム

3  北側より低層部 7 プロ チ

4  東面をみる

5  ニテコ池より西而をみる



北大路高野住宅

設 計 日本住宅公団関西支社・環境建築研究所



"'d'fl J也I: J : 、最近、 M極 的 に n}J 発されている高Il ，il 叩!

(1i;1l1 Li : 毛の中でも、 「凸j r.! 1に" 7 ，/ チ し た タ ウ ン ハ

ウス」として，lli 凶 し た 団 J也である 。 ，) ，民地の 1河野川

沿 い ( 幅20 メ ー ト ル ) は I i  ｾ辿て ｦγ 七地 Ｈｬｻｪｊ 止観の保

全を Ｑ ［Ｑ的とした ｾＳ 純風致地区である 。 この最重荷

に か ん が み 、 周 辺 の 本 iil ( i : ' セ{ 作になじみ、しかも

米山や比叡山 の眺めもｾしめるタウンハウスとし

て ill ぷ し た 。

全 体 の 配 lli .i lーl凶は、 l司地 の '1' 火をよUIJ tj に 必 る 道 路

( 泌総院iI.!iリ ) を' 1: : かし、 さらに 点 州 市 北 に 区 間

j凶出品 (;'¥0也) を. D l け、コモングリーン( J Un嵯 )

を|剖む 六つのグループに分けるという、 '1' Ilt の 京

行11の肝fhl の叩! 式を併現したユニ ー クなI - fU也t比ft<:と

な っ ている 。

(i ，宅の特 L-<": は つ ぎ の と お り で あ る

① 作 fi oJ i は オ モ テ ( 山 也 ) とニワ ( コモン ) の 2

1Mをもち、止:1対ゃれ fifr を，2t け た オ モ テ IIIIJ は i，f; 1' Uヒ

し、ニワｦｉｉ ｬｊ には ｉｬｬｦｉｈｊ 、千日本を円己して駄の ｬ ＮｩＮＺがりをｾしも 。

② オモテ IIIIJ には、 IIIJ 以のイメ ー ジの*i ;t 料 r- で IHIま

れたサービスエリアを，没け、 ＨｪＺＧｉＧ Ｎ ｩ ， ｦ［ のあふれを ， ｖ ，ｾ

税し、 }.'; .UIJ の 1，1ミを 1 I:WI - t ; よリ L111i くして、コモン

への悦 ＧＱｾＨｉｾｊ j主税1 ' 1を似ちもーからフライパシ ー をぽ

Ｈｾする 。

③ ｨｾ 郎の田 ｦｨｬ に多くｽ，ｉＮられる勾配以十肢をは川する

とともに( i : ) ｩ 内 ｾｕｉｊ にら I.i.: がリを 'j- える

@物 F しはすべて 21椛 の サ ー ビ ス バ ル コ ニ ー で 行

い jst 似を守る巧ーの，没1;1 をすることによ って 、 周 辺

の Ａ日ｦＮ，Ａｾ みと ｅ 絢干Ｑｉした ｉＮｊｈ 也とな っ ている 。

(  11 本 (jo宅 公 f.tf )

戸ゐ

スキ ップ情造 ( A タイプ)

r 1 日

い 同

位問、院地リに[ ( ! i ーする町 .lb1，o. 5.  ， ｾｪ プロ γ ク の ｊｕ ｉｬｉｩＡ ア Ｗ ロ ー チ

1，'1 1'. 6.  J巴Hμ 4をみる

3 .  [:{l lhJ ;岨尚より明む 7  北 ブ ロ ァク的 。早川JI立

4  .  1叫fl lIJの，:Wtll l から qt む 8  オモテ のf，V( え

A 9 イプ! 階

テ

-; 

A  

施 工 富 士 工 ・要建設 ・山下車且

所 在 地 京 都 市 左 京 区 高 野 上 竹 屋 町

敷 地 面 積 1. 97ha 容 積 率 48 . 5 %  

構 造 規 模 R C造 2 F建

戸 数 24棟 12日戸 、 3 L D K  

公 園 面 積 6. 25m' / 戸

専 有 面 積 1 戸 78 . 2 6 m・- 83 . 65m'

工 期 昭 和51年 1日月 - 53年 4 月

E 腔 3

5→士士 一「了一 酬 1

[T_: I  ｾ＠ I  

A 9 イプ 2 階

33 



城 の 宮 第 一 住 宅

設 計 兵 庫 県 住 宅 供 給 公 社

施 工 岡 本 設 計 工 房

34 
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こ の 住 宅 は 、 神 戸 の 都 心 三 ノ 富ーか ら 西 方 約40k mの

加 古 市 東 端 の 回 図 I也 管 に 計 画 的 に 配 さ れ た 中 低 層

住 宅 約 900 戸 の 中 規 侠 団 地 の 一 戸j に 位 i丘する 。 こ

の 団 地 は 、 南 側 に 弥 生 時 代 の 住 居 を 復 元 し た 大 中

遺 跡 が 隣 接 し 、 ま た 北 側 に は 池 ・神社等があり、

澄んだ空気、 ｾｊ ゆたかな美しい Ｑ Ｇ Ｑ 然と調和したｻ主

I11筑 の 後 れ た 新 し い 街 を 形 成 し て い る 。 そ の 中 に

あ って こ の 住 宅 は 、 戸 建 i単純雄 ・中 層 の 形 態 と

計 画 さ れ た 公 園 ・紋 jjj 等の公共のオープンスペース

を は さ ん だ 形 の 街 並 み の 中 で 、 中 IIIJ 的 な 居 住 形 態

の役引j を 持 っ た 住 宅 と し て 位 世 づ け ら れ て い る 。

計 画 に あ た っ て 、 そ の 中 間j 的役山lの中で戸延Eの 居

住 性 の 良 さ を 崩 さ ず 、 個 々 の 居 住 性 プ ラ イ パ シ ー

お よ び 接 地 性 に 特 に 注 意 を 払 った。 自己世計画では

隣 戸 お よ び 隣 隙 と の プ ラ イ パ シ ー ・独 立 性 を 高 め

るため各{ 王戸をずらし、関口苦11の 位 ili お よ び 舵 樹

計 画 に 配 意 し た 。 外観は連続Eに よ る ス カ イ ラ イ ン

の 111，測 さ を カ バ ー す る た め 座 般 の 隙 を 変 え 、 S 瓦

i'!，の勾商己昼似とし、外壁はスタ ッコ l次 付 で や や 洋

風 に ま と め て い る 。 各 住 戸 は 全 室 係 光 の 4 0 K 以

上て｜遮音 ・ 耐火性を巧ｉＮｾした ＲＢ X 4 " 工 法 に よ る

二ill t : ，! : で区切られ、 1 1;告をパブリ ン7 2 階 を プ ラ

イ ベ ー ト ゾ ー ン に 分 け そ れ ぞ れ に 便 所 を 設 け 、 属

中'1H経 に は 納 戸 を つ く り 、 ま た 各 戸 ガ ス 給 湯 暖 房 総

を 設 也 し 居 住 水 準 を 高 め て い る 。 屋 外 は 、 門 扉 ・

ガ ー デ ン フ ェ ン ス カラーブロ ッ ク塀 . M樹 等 を

砲し各{ 主戸に駐卓場を設けている 。 縮 工 に あ た っ

て は 特 に 屋 恨 の 雨 仕 舞 に 注 意 を 払 っ た。 ま た 事 業

のi I i i からは多極類のプランで応必需ーのニーズに応

え、 2" X 4 " 工 法 に よ り 価 格 の f丘町長化が計られ、戸

維と rl"層 の 中 間 のf面 絡 幣 で 実 地 さ れ た こ と に よ り

ある. f ' ' ' [ J 交の成来は上 ったと A 号える 。 こ の 住 宅 は タ

ウ ン ハ ウ ス へ の 試 行 と し て な さ れ た も の で あ る が 、

今後この般の手法およぴタウンハウスへと都市 ｊｾｉｾ

住 宅 の 一 つ め 手 法 と し て 事 業 が 以 I)[ .J されていくと

JE える 。

( 山 上 昌 男 ・仁 平 慾 雄/ 兵1・Rリム fj ，定 供 給 公 社 )

0 5  1q吋

平面図

所 在 地 加 古 郡 稲 美 町 北 山 2 の65

敷 地 面 穣 3 ，773. 63m'  

建 築 面 積 l ，690 . 1 8 m'  

延 床 面 積 3，039 . 64m'  

構 造 規 模 木 造、 2 F 、 枠 組 盤 工 法

工 期 昭 和54年 5 月~昭和55年 1 月

配置図
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新 伊 丹 団 地

設 計 兵 庫 県 住 宅 供 給 公 社

施 工 岡 工 務 庖
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1  11  51 6  1  
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I  2  I  3  I  5  玄関

6  専 用 庭

撮影 つ ね な リ す た じ お( 3 を除 ( )  



所 在 地 兵 庫 県 伊 丹 市 南 町 2 丁 目 20番 地

敷 地 面 積 l ，724. 07m'

建 築 面 積 777 . 75 m'  

延 床 面 積 3，298. 94 m'  

構 造 規 模 R C 、 4 - 5  F  

工 期 昭 和53年 12 月~ 昭 和55年 2 月

当 該 li: 屯は、阪急' ，r ，: 'I( ｲ 新Ｈｊ ｦｊＧｊ 駅」より以外 ｪ へ ｬￆＩ ｊ［，，ｪ｜ ｾｊ

7 分 に 位 ;Jt し、「大阪侮川駅」へ約20分、 rｾｉＧＩＧ 三ＯＧ ＺＺＧ［ｊｬｒ ｊ

へ 約40分と 1':11心へ の 通 勤 のIlI!.f IJ さは L ちろんのこと、

シ ョ ッ ピ ン グ 、 教 育 、 医療 地 E没も負こ' . k した、| 早I i 切な{ 主

官 l1i で あ り 、 休 11に は 近 く の i抑制以，' ; Ij' 1へ の l政策、ま

た1 f . を延ばせば、昆| 場池公開へのピクニ y ク L 楽 し め

るす: 地条件の f打。 プロ ッ "/'，1I "I，lr j として、 勺リ1]50也は 、 現

イ，: 1二%i l也I或に f HJ!， し て い る が 、，t.j 1Mお よ び11t.j 1M ｊｾ に ｴ ｴＢ Ｑ

2 何 fi :h"+ ¥芋斤Jj也.r-J.li lニJ在 し て お り 、 将 .*:， li 一七I也として

十IWfl 発 さ れ る 可 能 刊. を 充 分 に 絡 め て い る 。

J，l i 本員十両に際しては. r ｲＮｬ ｉ ， ｉ Ｇｩ叩ｾ＿ ン ｹ ヨン ｊ I別式、また

配 iFf 計阿において、 l軒耐iに は 小公|刻、 1 1; f， li: 宅百11分 に

作1日経を配世し、緑地をおi一大限に lui けた，:Ii ，lrj とすると

共 に 、 土:1刻ホーノレ、アプロ ー チ、イヒN- l '"!i: に お い て も レ

ンガ ，ｾＡ， ｪ ? イ J レで統一 し 、 紘I也との訓利回を，nっ た。

- ｊｪＯ ， Ｇ［ Ｇ ｬ￬ Ｚ ， ［ ｉ Ｇｾ ｉｲ ￎ においては、広範 Ｑｭ におけるＧ，Ｏ，［Ｚ￦ I"i 選 択

という J，長本に也胸l し、 3 L D K を i:に .1 L  D  K  (; ，¥!i，lI j 、

作JTJ I(II fl'180  - 116  m までバラエティーに以ませ、 作0. : ' 1三

Jを.:1刻 、 内 部 ドアーにはフ T .;t シ ョ ン ド ア ー のnrnによ

リ公共 Lt 宅 (1サイ j ー ジ を i取り| 徐いた 。

l坊71- サ ッ シ ュ 、 冷1I )2J .:I} 給 湯 j設14ii ミ干の将人により、 '1'，(1;

水 市 の IIoJ 卜ーをはかる ー Jj 、 l l Wr 止:1則ホ - 1レに " 主川号京 を

設け、コミニティ ｟ｊｾｾ バむ与一 ｬ 直した

施T . IMに お い て は 雨 1Mお よ び l均1(ljj 且 路 と 辺 路 斜 線 と の

ｬ 刈係ｼ、 ｉｾ ミ， ｾＧＺｪ を ＱＱ｜Ｚ <バ li'lrj したため、 11; 仰木ド の ，没1liii 円己

竹: 等の 作業が休| 餓となるため、 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ

ー トに変¥l ! : し、作業1 ' 1 : を 11.5め た

また 1，企j丘、社会間延iに な り つ つ あ る |ート附の迎行刊能

を，:':j めるため、スラフ' 卜. にノ、 ー ラ イトコ ンク リー 卜を

-I' J ち、( 1 : 1・材としてラノ〈ー H :カー ヘ ソ ト の-l A-:J IJ 。

車 ｉＧｩ 派対策においては、外部に Ｑｍ する ｴｬＮｾ に、 ｊＧＯ さ ＳＮＴ セン

チの発泡スチローノレボードを全 I( ，iに ほ ど こ し た 。

( 浜[ 8 / ム公/ 兵 J>! 1県w- t ; 供給公社 )

f  
10 15 20(m)  

」一一ームー一一J

配置図

基準階平面図
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兵庫県公営住宅新多聞団地

設計兵庫県都市住宅部住宅建設課 (斜面住宅)

神戸大学嶋田研究室・協同組合兵庫県建築設計センター・兵庫県都市住宅部住宅建設課( スキップタイプ住宅)

施工関西建設工業・山田工務唐 (斜面住宅)

熊田工務庖・山田工務庖 ・溝口建設( スキ y プタイプ住宅)
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リムでは、明日の兵庫がｾかで快適な生活環境

を も っ た 美 し い 町 で あ り 安 全 な 住 環 境 を 確 保

す る た め に 「 住 み 、 働 き 、 学 び 、 足! う 全 人 格

的な営みが充足さi . L たヒュー 7 ン ス ケ ー J レを

もった 定 住 空 間 の 笠 備J を 県 民 の ひ と り 一 人

が 県 民 主 体 の 地 域 づ く り で あ る こ と を 理 解 し 、

白 ら の 足 も と 、 家 庭 の 足 も と 、 地 域 の 足 む と

等を見つめ相互の ｾｾ ｬ "、 jili11干のもとにすぐれた

自rJ . i i 主力とたくましい活動力をもって、それぞ

れ の 役 制 に と り く ん で い ま す 。

斜 面 住 宅 ，与えられた敷地 2. 4ヘクタールは、

10 - 15 メートノレの高低差をしつ斜面で 2 分さ

れ 、 か っ 敷 地 の4 7 %近 く が 造 成 斜 面 で あ っ た

の で 、 こ の 斜 而 の 効 果 的 利 用 を 図 る 計 画 立 案

を テ ー ? と し て 、 住 宅 担Lt生課の来い技術者迷

が r.t也i耐 の 向 く な い 斜 部 緑 地 に 、 大 が か リ な

造 成 を し な い で 、 防 災 対 策 も か ね 、 戸 建 雰

四 % を し つ 住 宅J と し て 数 年 前 よ り 混 め て い

た計画訴さの中よりここにあげる梁が線用され

ることとなった。

リ政 I也は 301.交の勾自己の法而て 10 〆ートノレの正月

低王監をもっ斜商で区分されていたため、斜面

に 対 し 、 各 住 戸 が451 . 支水平に変化することに

よ り 、 通 路 が 平 均261支 の 通 常 J; 普段の勾自己とな

り、各{ 五戸は独立の玄関ポーチをもっ戸建て

雰間以となり、 3. 85 X  7. 70 メートノレの平田単

位 が 半 分 ず つ ず れ た 形 で 組 み 合 わ さ れ て い る

ため、ｻ王戸内居住性と住戸聞の独立性が ［ｲｾ ま

リ、lよいhl 上 庭 園 が 各 f主 戸 に 按 し 専 用 出 来 る ニ

ととなった 。

ス キ ップ型 住 宅 ， 従 来 の 公 営 住 宅 に み る 画 一

的 な 住 毛 プ ラ ン と 住 棟 内ct i 1 で代表される rc

P 留 学 」 か ら 「 こ こ ろ の 哲 学」 へ と 新 ら し

い 時 代 に ふ さ わ し い 転 換 を 図 る た め 往 々 な 検

討 が 加 え ら れ J 住む人の立場と指向を満たし、

刑判性のある地域社会の形成と生活文化が桜ず

くJ 凶 闘 行Il rl n旨lul 型 の こ れ か ら の 公 営 住 宅 の

モテソレとして、神戸大学工学部、嶋田研究宅

⑤ 協 同 組 合 兵 庫 県 挫 築 設 計 セ ン タ ー へ 依 頼 さ

iL t.: 。

このスキ ップむ住宅は、名( 主戸がY z I; 持前i分ス

守 y プ す る こ と に よ り 桜 み あ げ 型 公 営 住 宅 で

も、 ri' l， 、作った {王 戸 で 出 入 の 11，祭に直接顔が合

わない ｾ Ｑ ｜ 立性の高いものとなリ、また、ｊｬ｛行 ｊｾｾ

に 数 純Xf iに も 変 化 が 可 能 と な り 二 函 に 広 い ベ

ラ ン ダ が 各 住 戸 に 附 帯 し 各 府 宅 は 採 光 、 j凪j重l

1 ' 1 : が良〈、{ 主戸の組合せの妙により、平而的

にも、立体的にｩｊ ｾＱ 湖に変化を求めることが

出 来 て 、 楽 し い 団 地 構 成 を 創 造 す る こ と が tH

米、また、 ｉ ｾ ｊ 庭の変化とゆとりが、子どもの遊

び に 変 化 と 創 造 性 を 開 発 す る こ と と な っ た .

1 1  I  

(  ｾ者 ｪ 幸徳忠 Ｏ 兵ｊｩ ｆ 以 布 ＱＱ 市住宅再 ＱＱＩ

回 l 斜ITt i住宅金景

ハI : 斜耐を玄関まわり

1  .. 1  3 .rt' 曜とピロティ

4 スキ y プタイプ住宅外観

5 航空写兵

機影 ( 5 を除 < ) 際問( 畑町

所 在 地 神 戸 市 垂 水 区 本 多 聞

敷 地 面 積 23 ，734 . 4 0 m'  

建 築 面 積 斜 面 住 宅 l ，875 . 00m' ・スキップタイプ住宅 2 ，012 . 50 m'

延 床 面 積 斜 面 住 宅 3 ，050 . 6 5 m' スキップタイプ住宅入 242 . 7 5 m'

m造 規 模 斜 面 住 宅 R C 、 3 F スキップタイプ住宅 R C 、 5 F  

工 期 斜 面 住 宅 昭 和52年 7 月~ 昭 和 53年 12 月

スキップタイ升主宅昭和 53年 3 月~ 昭 和54年 3 月

配置図

斜面住宅平面図

P : パ ーキ ングスベース

スキ ップタイ プ平面図
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ハイラーク明石

設 計 施 工 清 水 建 設
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リIJU也は 191イ[ 駅 よりやや西寄り、筒111l J に明イ7海峡

さらには淡路 jみを望める陽光あふれる Iqf; の一

戸] に位u' i している。

往物配置としては、敷地北側に嫁している国道

Ｒ 号線の肉動 ＧＱ Ｑ 騒音による［ぷ響と日［Ｊｾｊｩ制との

こつめ条件を巧 l芭しながら、南東而を主とする

LI¥'! プランを敷地の南寄りに配した 。

ft}I 計画に l刻しては、名 i主戸へのアクセスとし

てのM!i -ドおよびエレベーターの停止| 穏を 1 ・5 ・

81滑に限定したスキ ンプフロアシステムを採用

し各Li '.戸 IHJ のプライパシーを雌保している 。

また f主戸プランについてはセンターコアシステ

ムて' 各! 日} 去の独立性を高めるよう巧ー l伝した 。

外観は、海砂色のアスフアルトシングルt好機 ! t

H{ と就 |ニf!!，系で統ーした外壁とで情成し、建物

周|井lの村U&，lI i L1ij との調和 を図リ縦しみ易〈紘ち

つ いた手 ｄ ｦＮ ｉ ｾｾ 作りに努めた 。

さらに fi: } I 仰 と竹思! 練 を結ぶエレベータータワ

ーを ill 物の '1'心に配しシンポリ ックに表現して

みた 。 ( 1週中雅俊/ 治水位設)



監 理 池 畠 建 築 設 計 事 務 所

所 在 地 明 石 市 宮 の 上 町3 8 - 8  

敷 地 面 積 5 ，2 0 6 . 5 5 m'

建 築 面 積 1 ，4 4 7 . 9 2 m・

ｾ床面積 Ｙ ， ＸＶ 日 ＲＲ m'  

構 造 規 模 R C、 9 F 、 P 1  

工 期 昭 和54年 1 月~ 昭 和55年 3 月

日『

----
------

l  エレ ベ ー ター タワ ーと 集 会 所

2 .  liMJ¥公|申|

3 .  7 フ ローチ

4  . 全jit

5 .  Iーか らアプロ ー チ と! I l 会} 貯を明む

ｬＺＪ ｬｾ Ｍ，＠ つJ J >;; .  1) すた じ必 ( 1  .  4 ・ 5 )  

ｾｪＸ［ ｪ＠ f安附 ( 2 ・3 )  

一一一

Ｈ ＵＰＷｾＧＱ 順 Ｉ

詰紋r水2銭主 扇 原 設 備 工 業 H桝神伽1担糾い川1りv山川Jド川刈z汁叶tI川1

壁 内 装 案 山 子 屋 大 阪 営業 所 を儲信出蛇P匠酬江 3 - 1ト 日6 T E L  06- 54 1- 7295 

電 気 設 備 中 国 電 気 工 事 大 阪 支 庖 k 阪rli 北1>( ，軒採町 1 - 4 - 14 T E  L  06- 362 8651  

昇 降 機 東芝エレベータ販売大阪支庖 k 阪市点区本町 4 - 29 T  E  L  06- 244 - 2280 

ft スドリ高 東 洋 基 礎 工 業 胤 rli 州民制本町 1 - 6  - 3  T  E  L  06- 441 - 6678 

金 物 中 島 工 作 所 開llitl i削 r1  - 5  - 12 T  E  L  078- 923- 0479 

天 井 富士川建材工業嫡出揃 ｩ ｬＮＺ ｾ Ｇ ｴｬｩｉｉｕｬＢＧＰｉｾ 1 ー ト 2 T  E  L  0726- 33 7ω1 

硝 子 山 田 商 庖 N' ，;，!ill :介灰八蛾泊 4 - 1  6  T  E  L  078- 232- 1231  

tt 日 山 本 工 業 k 阪 川 昭 鶴 僑 l ー ト剖 r E  L  0い 15- 1326
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コスモハイツ玉出

設 計 施 工 長 笹 川 工 務 庖

山日

l 公|別 HJ 也

2.  7 フローチ

3  リビングルームと相当i

4  全対

抽出ｾ ｾ悶 Ｑ を ＱＱ ， ＧＨ
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所 在 地 大 阪 市 西 成 区 玉 出 西 2 丁目 3 ー 1 他

敷地面積 5 ，776 . 82 m'  

建築面積 2 ，302 . 21 m'  

延床面積 18 ，373 .  86 11¥'  

構 造 規 模 S R C 、 1 4 F

工 期 昭 和54年 1 月~ 昭 和55年 5 月

当7 ンンヨンは、地下鉄玉出駅より西へ 150 mの

位置にあり、都心に近いため準工業地域にもかか

わらず、住宅地域化してきている。その中で都市

における地域開発を考え、かつ、より良い住まい

を提供するために大阪市総合設計制度を採用する

こ とにした 。

土地利用計画および配置計画のポイントは、公関

空地と建物とのバランスであった。すなわち、建

物を南北紬に配置し、かつ、駐車場を半地下にす

ることによ って、 上部はオープンスペースとなり、

公関空地を建物周囲に均等に配置することができ

た。 また、公関空地には 3 つの要素を盛り込んだ。

①道路に面して周囲に歩道および緑地帯を設け、

ベンチを置きプ ロム ナードを構成し、外部との接

点とした。②マンション住民および周辺の人々が

楽しく遊べる動的公園とし、このスペースは特に

南に計画し、のびのび活動できるよう配慮した 。

③幼児や老人めい こい の場所と なる静的公園には

緑化を図り、半地下駐車場の上部に計画すること

によって、道路面より 1. 5m上げる こ とができ、落

ち着いたスペースとすることができた。

住戸計画は、定住を意識し、全タイプ 3 L D K以

上とし、都市におけるファミリ - 7 ンションとし

てのイ立置づけを行った。

( 浅野-rt 志/ 長谷川工務庖)

配置図

( 50音順)

内装一般 エ フ ジ ー 装 飾 説 rt f Tl : ょ7-3627

吹付・左官 サ ン ス イ 産 業

防 水 東興アスフ アルト工業

大阪営業所

造 作 豊 嶋 建 設

大阪市東淀川区 T E L  

淡 路 5 - 4  - 8  06-321・3931

大阪市西区西本町 T E L  

1 5-9 鑑証ピル 06-541-7583 

耽 m市南耽悶 3 T E L  

- 4  - 28 06- 380-∞88 

木製建具 中 村 建 具 i鰐: 詐? およ2-0814

ユニッ 同 日 本 楽 器 製 造 55???苛立よ川71

サ y シ 不 ニ サ ッシ 販 売 大 阪 話 ?TTF本 町 : : ムー制

昇 降 機 三 菱電 機 大 阪 営 業 所 ?F??Z梅田 l品川73

電 気 宮本電気工事大阪 支唐 古5?己恒?: : 品川26

2排水官 山本設備機工大阪支庖 35trrf lf よ7 ∞41
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三 宮 東 ハ イ ツ 市 立 ニ 宮 老 人 憩 い の 家 ・ 市 立 二 宮 児 童 館

設計監理神戸市都市計画局再開発建設事務所+ 昭和設計

施 工 竹 中 工 務 庖

所 在 地 神 戸 市葺 合 区 二 宮 町 l T 目

敷 地 面 積 2 ，418  m'  

建 築 面 積 1，146 m'  

延 面 積 9 ，10 6m'

構 造 規 模 S R C 造 14 F  

f主 戸 数 10日戸

工 期 昭 和 54年 2 月~ 昭 和 55年 日 月

外装タイル 伊 奈 製 陶

本建物は、 100 戸 の う ち 、 そ の 半 数 を 市 住 宅 供 給

公 社 分 譲 用 と し 、 後 リ 半 数 を im市十lf ljfJ 発 受 JIIUl' l と

し て 計 画 し て い る 。 炊 い 敷 地 で は あ る が 、 戸 当 り

の 土 地 の t¥但率を下げるために、平子千六事を ，rJ 400 

% に し 、 し か b U f . に. i E; 人恕い の 家 や 児 輩 finを i設

ｩ 丘し、 ｴｚｩ 境に者千与する ｾｾｈｫｬＧ ｵＡ￼と するために、制 ｬ

心 の 注 意 を 払 って いる 。

ｦＺｩ，戸 ｴ ￬Ｚ棟ｾ式としては、階段宝引スキ ｹ プ タイプ

とし、{ 主練 デプ ス の 半 分 を 雁 行 さ せ る こ と に よ り 、

各 毛 を I丘機外気に ll I] さ せ て い る 。廊下は、 一 部 フ

ラ イ ン グ さ せ 、 か つ ス キ y プ ダ ウ ン さ せ る こ と に

よ り 、 北 I伺祁宅の! 日f 住 刊 を 上 げ て い る 。 日 層 住 仰

の 圧 迫 感 を 小 さ く す る た め に 、 フ ァサードを駁，l1Vi

分館i し、また耐久性を良くし、 A-h絡 を{ 耐える目的

で47 ロのレ/ ガ色のタイノレを全 llii に J! 占り、神 戸ら

し い 街 並 へ 般 紙 11() に 参))11 し よ う と し て い る 。 エレ

ベ ー タ ー ホ ー ル に 彼 し て 、カ ラフノレな栄しい惜11m

の あ る 、 日 制 リ と し て コ モ ン ス ペ ー ス を 設 け 、 115

J(1fHlli に 住 む f 供 述 に と って、よ り 良 い 使 わ れ 万

をJ l I H寺してし、る 。

街並における ＡＮｉｈ ￬Ｍ ｦｩ ￴ 宅の ｉｬｪ めるウエイトは ｾｉ Ｂ ｩ［Ｇ［ に

ｲｾＮＺｪ＠ 1.0、 。 そ れ 故 、 例f 七のあるファ :I / ' ョナブ J レな袋

井; として、センスの良い、住み Tーに笈されるテ' サゴイ

ン が ボ め ら れ る 。 J，rHi ，性 と デ ザ イ ン が一 つ めmi と

してまとまり、行Ilrli に[ I l J っ て拠 楽 し て、はじめて、

スト y ク に な る の で は な か ろ う か 。

今| 旦lの 提 案 を 実 現 さ せ る た め に 、 ぷ 計 段 階 を II Iiい、

Ｎ Ｑ， ＱＺ ｩＮ ｊ ｾｉｾ まで引［｜Ｂんき フォ ロ ー していた ｊ いた、神戸 ｲｬｬ

行11 rli ，i li 副局 jJ}I) 日発雄設事務所 の t行革) ; の 誠 芯e に 心

よリ! 必 t樹 し ま す 。

(三;よ、 ，iJ 日11 ・I: } ; U，¥三 ・II I : j 川純一 / IIllfll; j)t，l l')

ト日

1 ，南 1M外観 を比上げる

2 .  ｾｴｬｬｬｩ 外観とその廊下をみる

3 ， I有1M令;;t とプレイ ロ ソトと児

Ｉｗｦｩ ｩＧｩ ｨｬｈｾ をみる

品i出T ｩｮｲｾＡ ｲＭｾｾ＠
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サンハイツ宝塚五月台

設 計 施 工 長 谷 川 工 務 庖

宝塚の街並みを眼下に一望する高台に位置す | 大! 惑を避けるため建物を 3 ケ所で変化をつけ | 園 ・散策緑地等を自己し、温かみのあるくつろ

るサンハイツ宝塚五月台の特徴として、まず、| た 。 B ゾーンはスキ ップフ ロアー形式とし、 |  ぎのスペースを大切に考えた 。

計画面について、道路および敷地全体にゆる | 採光 ・日照を考慮して東西バルコニーとした 。| 第四に、駐車施設については、歩車道分離を

やかな高低差があり、その処理方法として擁| また、 A .  Bゾーンの相対的配澄は、日影 ・ | 基本に、 A . Bゾーン共棟の裏側 ( 廊下恨IJ 等)

壁によ って造成するのを極力避け法面を組救| プライパシーを考慮し決定した 。 I に配した。

することにより緑化を図ることを基本とした 。| 第三に、全戸数 5 - 6 戸の大型物件であるた| 最後に、外観デザインについては、パルコニ

この方法によりほぼマンションの周囲全体を | め、コミュニティ施設として、 A ゾーンと B I ーを妻側ま で廻し 、R 型手スリを基本として

緑で緩い、自然をより多〈残すことができた 。| ゾーンの中央に管理練( 管理人室および集会 | レリーフイ寸 G R C を採用し、まる味をつけて、

第二に、住煉配置について、 A ゾーンは開放 ｼ 室 Ｒｾ Ｉ を設け、ふれあいの場とし、さらに ｉ i.旦か昧のある郊外型マンションを意図した 。

廊下形式の全て南向きとし、一棟連続棟の長 | これと連続性をもたせて、 プレイ ロット ・庭 ( 河 口 裕/ 長谷川工務庖 )
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① 

(507'干町i )

所 在 地 宝 塚 市 中 山 五 月 台 7 丁目 9 - 2 2 3他

敷 地 面 積 22 ，746 . 7 2 m'  

建 築 面 積 B ゾ ー ン 1，524 . 5 2 m' ー A ゾー ン 3，194 . 81 m'  

延 床 面 積 B ゾ ー ン 14 ，485. 80m' : A ゾ ー ン 30，207 . 24 m'

構 造 規 模 B ゾー ン S R C 、 12 F ( 一 部 10 F )  

A ゾー ン S R C 、 13F( 一 部 8 F )  

工 期 B ゾ ー ン 昭 和54年 1 月~ 昭 和55年 5 月

A ゾ ー ン 昭 和54年 1 月~ 昭 和55年 11 月

タイ Jルレ 天弁夕イ Jルレ 点駄k 阪削t市H御廊 l附 i品お飽飾制一-8ω臨05臼
5  

電 気 イグロ 電気 k 阪市仰東区 F附野町 5→0長谷酬川節! ¥' I IピJルレ ;立E品弘弘LIト- 悶

内裟一鍛 エフジ一装飾 k 阪恥附削d市1，阿1柑 区 組 町 3ト一→14←一 3 ぽ品川27

言語子 込山製作所 林 間 続 町 3一←15 J E2M剛

襖 細井永昌堂 jflj' ，:i ，1i 六i甚町9ー 12 J 忌34- 1111

i fL ト帝人商事 太阪 rli 点区，t H町 l ー l3 E 包61 4∞6  

昇降 機 東芝エレベータ販売大阪支庖 k 阪市東区本町 4- 2叫芝大阪ピル :E品L←2280

木製建具 中 村 建 具 奈制良L県仏，If'肝附附f川川町郎i . k 淀間町上桧垣本糊町 108ト 4 ｊ品 Ｕ 与 Ｒ ｾ Ｐ 制

造 作 富士室内装 備 判仲lり帆川Fμ山刈Iハ川rI川1

喜排水衛講 山本設備機工 大 阪 支庖 太阪附d市削川1刈i*点阻E氾氾区区'1附 附 4刊0民谷川第 l ピJルレ ;芯fれth27 ∞41

日田

l  全長

2  管理悦 とA ゾーンを望む

3.  B ゾーン

4  プレイロット

5  リビングルーム

搬首，ｾ ti¥1河l貴附



シーアイマンション高座

設 計 アーバンライフ建築事務所

施 工 大 成 建 設
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高座町{ 立、阪急、阪神 の 各 西 宮 駅 よ り 、 パ ス プ ラ ス 徒 歩 で 約

15分。西' 白ー市 の 市 街 地 域 と 住 居 地 域 の 接 点 に 位 置 し て い る 。

当 敷 地 は 、 北 西 に 甲 陽 園 の 緑 と 点 在 す る 住 居 の 眺 望 を 持 つ 急

な 北 糾 I釘I也でレあ る。 南 の 高 台 は 愛 宕 山 の 附 併 な 住 宅 地 を 形 成

し て い る 。 当 Z十聞は詳細な I也桜 図 お よ び 悦 型 に よ る 検 討 を 要

し た 。 袈 .I;I! は、 1 ) 建 物 は 単 純 で 明 確 な プ ラ ンとする。 2 ) 防 災

上 、 建 物 は 南 北 軸 と し 斜 蘭I也の掘向IJ J * さを短くする 。 3) 下 層

よ リ 階 段 状 に積 上げてし、〈施工法とし、その工Jtll は 充 分 確 保

する。 4 ) 緑 地 は で き る 限 り 彼 す が 、 法 1mは 法 枠 に お い て 斜 面

の 保 護 をする。 5 )完 成 後 の 心 理 的 な 不 安 感 を 抱 か せ な い た め 、

外 装 の 色 は サ ウ ン ド 、 ベ ー ジ ュ 系 と し 、 共 用 l!l ii -f ・パノレコニ

ー の 乎 畑 は 不i重明ガラスを用いて干f-.( Ei 必を加える ー ー等 で あ

った。

実 施 設，;1に お い て は 、 各 層 を 3 L D K . 3 D K を 主 体 に プ ラ

ン お よ び 内 装材 と も 、 ポ ピ ュラーなものとした。 隙 の 玄 関ロ

ビーおよびエレベーターホーノレは、 - 1M I二げた二層階とした。

五l県j と 道 路 と が 篠 近 し ているためて' ある。ゆったりとした 階

段 を 登 る ー こ と は 道 路 の 伏 少 さ を や わ ら げ る と と も に 採 光

L 充 分 陥 保 す る こ と が で き る 。 下 11 ' 1 は、泣公索、 ト ラ ン ク ル

ー ム 、 向 転 I! [ luJ'b! j 等 の ス ペ ー ス を し っ て い る 。

(. :i'; 谷 栄 治/ アーバンライフ主主祭事務所)

小川

1. -I tl 同部外観全対

2. ; " 1177 ローチ

3. ｾＨｉ￟ｩ 全対

4  リビングルーム

尚早3 和f!Pf ｉｾｾ＠

2 階平面

5 階平面

( 50 i'i'順)

電 気

木工事

所 在 地 西 宮 市 高 度 町147 ・148

敷 地 面 積 2 ，162 . 3 2 m'  

建 築 面 積 597. 05 m'  

延 面 積 3 ，2 2 0 . 7 8 m・

構 造 規 模 R C造 、一 部 S R C 造、 8 1 、7 F  

戸 数 39戸

工 期昭和 ＵＴ 年 Ｑ 月 ｾ ＵＵ 年 Ｕ 月

近 畿 電 気 工 事 大 阪 支 社 k 恥 ""tl'( 附1 <1品5 - 6  - 21  

築 柴木 材 大 阪製 作 所 内槻"i l .. I，伊r3  - 9  

l  E  L  06 313 1231 

l' E  L  072唱 71 5081 

?ロ主力一ベ y 卜他 トーシキインテリア 胤州 ｉｾ 内相 ｲ 1  - 10- 10丙本町全日空ピルl ' E  L  06 日 4 1悶

パ スユニ ッ ト 目立化成工業大阪営難所 k 阪 rli 点| 心じ浜 '1 6  U  'T.lI ι ピル 1' E L  0 6 2 ω5 0 81  

昇降機 菱電 エレベータ施設 ｫ 阪 Ｑ Ｑ￭ ｾＱＮＮ 何 ｲ 2  1近叙 Jd' IFJ ビル T  E  L  06 944 1071 
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公 社 毛 馬 分 譲 住 宅

設 計 大 阪 市 住 宅 供 給 公 社 ・ 東 畑 建 築 事 務 所

施 工 大 成 建 設



L .I.!& . 人・米地区は、淀川の水と紙、 μ; がる' ぞと、

持1¥心 へ の j止の良さ等、 di l 付では，むまれた IZi 岐 に あ

リ、↑，'J 地 tEか な u 也として人 q に. i ' J I . しまれ てきた。

し か し 、 峨 ，jij の. t 桁住宅やl J l : ' l ' t なアノ、ートが多〈、

X 'U ，1;1民J j生施ぷが不足してむリ、大日bi di は II{{ 刷150

年に、 じi lh 大 * 地 区 桜j，i! i机;tl，t を あ き か ら か に し 、

ｦｕ［ｕｩｬｴｾ Ｑｩｩ ｩ を ｮＧ なってきた 大 阪 di ・di 公判 ・公

卜I1の二/ ' i ーが I.!J ＩＩし、当地区小 Ｇｌ 、に ｨｩＺ［ｩＧ Ｎ Ｚ していた ｾｪｾ

ＡＺＺ ｪｾ ，Ｉ ｪｍ＠ r. J 品跡地 9. 7 ha を '1 '心に、 ' 6"71 i の fi ・'i:: ill

ｴ 没と、 Ｇ Ｑ 二 ｩ ， Ｇ［ Ｑ 比 ｊ ｪ Ａｬｩ ｬｪ ￍＡｩ設の， ｩｬｬ ，ｾｾが ｨ なわれた 勺分A

ｦｩ ，宅はそ のＭＮｦ［ｾとして 、 ､ｩ 公 ＱＮＱ により地 ｦｪ さ ｴｌ ｴＮＺ

もので' ある 。

9. 7 haの l一地平'J J II に つ い て は 、 マ ス タ ー 7 ランて'

1>: f-t>: ，; 1"I ''' i  1) 'f j' な わ れ 、 三 J刊! H也の分' ，I[IJ か な さ れ た

と く に 地 ! &f U( へ の IJ f. J I i ' : l : に' i ( 点ヵ、おかれ、パス f.. ;， 

から、 1.l jJ也 Ilij 辺 I也1'(( ニ1J. d t るメイン j凶 リ を ケ ヤ キ

‘If ;.本にし、 三 /'Pil 界は、オ ーフンとし、 I也械コミ

ニ ュ テ ィ ー の 形 成 に Wf ，はしている

f H車内己 l行に つ い て は 、 l 州、 1981 i とい う大 j見映な

|  ( l 械 の た め そ初問の州l 大… t比Mにd 傍いめ枇た {れi 快

う〉鉛節j f化ヒを |μ附1刈l 'リJ 、I ! i i となるコアは色を公え、分I l I i を

1tl"Ji ，1した また端 ＱＱＱｾ の Ｑ［ 荷数を ｻＧｉＧ え 、主 ｴＺ［，Ｎ，のスケー

ルを J高とし、スカイラインに変化をつけ、1 j i _ ，JMさ

と1，一迫感を少なくした。

di 公 れ か ら 111.1.，/，: " Ii 'hi Ｑ ＧＮ 、分Ｂｩｈ ｾｩ として Ｑ 与色を ｊ 午た

せるよう波勾ｻかあり、やさしさのあるた川を ￬ ＺＮｉ ｉｉｾ

に 、 、"， I.IU也II-Jllf" ー の 1111総 を 、 バ ル コ ニ 一 、 以 外 14T

J生存に JIJ ，、た 。

fi ，1  ; プ ラ ン は 、 サ ー ビ ス 機 能 ，Mで 、バ ル コ ニ ー の

イf 'i:}J 利 J IJ を 4 えて 、サ / ルームを，;'t け. J，I; If¥Jまた

は i::;y1引 と な る 剃l宅に Jl; カ" ) をもた- t t た

外在J l . 1・. バ ル コ ニ ー が 縦 分 ; ';'J され fi ，仰 の以大! 必を

緩 和 し て い る ｾｾＮｾＢｵＡＮ 後。 ｊ Ｇ ， ｉ Ｑ，， ［Ｑ 十

7 スタープランと位置図

50 ;'j:同(，、

防 水 木 下 謹 三 商 底

電 気 近畿電気工事

大 阪 支 社

ユニ ット サンウェーブ工業

キッチン 大 阪 支 社

衛 生 西原衛生工業所

大 阪 庖

日:本住宅1¥ヰル工業

木工事

協同組合大飯支所

パスユ 目立化成工業

3 .  ，附アフローチ

4 .  ，t.j ，(i j外説

5  ヒロティ

kP"l lI叫 1'<";1 いJl l . : l “ 12

IiュI.(}(; II:i U11:; 

k 日比 d，.'tI'.'句人;，Y.， ｾ＠ Il 21 

1'1':1. 01; :lI :l 12:l1 

ｫｐ ， ､ｬｩｬ ｩＯ＼Ｎｉ＼ ｊ ｬｉＮ ｬ ，ｾＢＩ，＠ 1  ｉｾ＠ 1"  '1 

I，JlI. l.品ピル I' El .06 ｾＺｩ ｬ＠ 7671 

ＩＮＮＺｉ ｡ｻＢｊｫｩ［ ｩＺ ｉｾＱＱＱ ， ｐＶ＠ ｾ＠ I  

1'''1. 0“ 15約 l5: 1I

kP.i d， 山 ＼｟Ｑ Ｑｬｩ ｽＢＧＺ［ｾＱＵ fl 10 ｾ抗 Ｒ

W Il聞Iヒル 1'1，: 1. IHi :l lo :l021 

J、臥 d，Ｇｉｬ ｬＧＢ 仁川ｾ ，1  1)(1 '1 11 山

ニ y ト 大 阪 営 業 所 ビ" 1'1司 1.0li :m:i ;;(1持l

所 在 地 大阪 市 都 島 区 毛 馬 町 2

敷 地 面 績 9，461 . 23 m'  

建 築 面 繍 2，250. 88m'  

延 床 面 繍 16 ，679 . 75m'  

構 造 規 模 S R C造 11F  1  ｾ車

戸 数 198戸

工 期昭和 ＵＲ 年 ＱＱ 月 ｾ ＵＴ 年 Ｒ 月

④ 。 20 30明

A タイ プ平面図

1 階平面 ー配置図

51 



コ ー プ 大 和川

設 計 施 工 大 林 組

52 



この集合住毛は 、外部環境の充実と経済性の追求との 2

点に主 IIRをおいている。

敷地は、大阪市 と堺市との境界である大和川に面してい

るが、丙 fHl J に高速道路、東側に工場が隣媛し、住環境と

しては好ましくない。従って設計当初より、外苦 ｉｉｾ 聞の

充実を図ることは大きな課題であった。 そのため、多少

，建物を高層にしても、で きる| 浪 ' ) 宅地を確保し、そこに

良質な環岐をつくることにつとめた 。 それは緑と道の空

間lに特徴づけら丸ている。まず、市 i芭の百11分 lま両111リに高

木をタＧ Ａｦ，ＡＨ し、並木道の手 Ｑｭ 公をかもし ｮｾ し、駐 Ｑ 草場、ゴ

ミ ［丘 ｉｾｪ などには、ＮｦＧＡ｛込や生ｪＺｅ｛ てＧ遮へいし、歩道からの美

鋭をそこなわないようにした 。 人の ! t <  ill は、ベイブに

変化を持たせ、また、敷地を一周できるジョギング通路

も設けて、健康にも役立てられる 。 ただ、紋については、

長い年月をかけて育てていくものであり、今後とも入居

者に mll守するところが大きい。

もう一つの主IlJi である経済' 円二については、「良質でかつ、

より安1i11iな伐ととを。」という地主の芯向に治うためにも 不

，，]" 欠なことであった 。 ]]1晴雄では、 一般的には欽骨鉄筋

コンクリート ii Eが常だが、大きなウェイトをr ' - iめる躯体

関係 の ｴｾ Jll をおさえるため、情泣 |ー1-分検討した上、欽

竹を 全〈使用しない、鉄筋コンクリート iiEにな っている 。

また、内部の IHI 仕切もすべてノ、ネル工法で、工期と経費

の節減に千HIJ であり、今後ますますその傾向が強まるも

のと忠われる 。 ( 大林組/ 条良銭ー ・北野透 )

i 日
Ｈ ＵＰ［ＧｪＭｾｦｩ＠ )  

空 調 歌 島 工 業

電 気 太 陽 工 藤 工 事

造 園 辻 本 龍 松 薗

・内装 典 世 商 事

昇 降 機

内 外 装

吹 付

東京芝浦電気関西支社

東 洋 シ ポ デ ッ ク

1.  1号同外観

2  全)it ( イI - 2 号以 )

3  プレイロ y ト 集 会 所

4  以上より '1' 底を笠む

船員長山本 '{S'J以成 ( 1. 2 )  

つねなリすたし 必 ( 3  _  4 )  

太阪市刊誌 1111<: T E L  

御幣ぬ 1 17 10 06475 1419 

k 阪 rti Ji .. ぬl<: k，¥ T E L  

I ，¥ i  22 8  06-452 1151 

ｉｾＮｾ ， ｬ￯ｬｬｬ 能 ＱＱ Ｎ ＱＹ T E L  

06 491 93C】7

k 阪市内ば剃> 1 ' T E L  

町 2 6  11 06 -448 3開 l

k 阪市北( i ，( 本町 r E L  

4 2 9  06 244 2290 

k 阪市止 l垣内問 T E L  

防 1 2  1  06 2幻 1571

ー. . . . .  r  ..... 

所 在 地 堺 市 逮 里 小 野 町 I T II 番

敷 地 面 積 8 ，197. 4 m'  

建 築 面 積 2， 170 .  3 m'  

延 面 積 15 ，2 76 . 6 m'

構 造 規 模 R C造、 I I F ( 1号棟) 、 7 F  ( 2号棟)

工 期 昭 和53年 7 月 ~昭和54年 11 月

争う
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南港ガーデンハイツ 24号 棟

設 計 近 鉄 住 宅 建 設 ・ 昭 和 設 計

施 工 近 鉄 住 宅 建 設

.f' ll 氾!(I 甘なニ ュ タウンを ＱＱ 桁すためには広域的な ｦｩｾｦ［ｬｊ Ｎｑ ｴｾ

ｦｾｩｩ が必変であり、 Ｇｊ 泣 ｉ 也ｼ人 ｬ だ け で む 〈 倣I也外と の |見J f 系むと 〈

に 行 1. 1! i して，lliihj した ｉ ＮＮｾ＠ j l l j 也M への内己I.  ＮＡＡｾ としては 、計 ｬｩｨｪ 地、

近隣公開、地区公 ｉｾｉ 、地 ｬ メーセンターに述絞ＱＧ Ｑ ーを持たせる

う に オ ー フ ン ス ペ ー ス を ， 設 け た 。 ま た 、 保 育 所 を は じ め と

し て 北 IWJ 隣接』放地 に 対 し て は 、I l Hに オ ー プ ン ス ペ ー ス を 設

けて卜分な距総を縦保するとともに、 ｩｬｬ 物 ｉｾ :l さ の プ レ イ ク

ダ ウ ン を 図 る こ と に よ っ て 他 物 か ら の 圧 迫 l必を 押 え 、 i:I ［［ＨＮ ｾ＠

(/) ［［ｩ ｾ＠ ｾＮｬＮＺＨもきわめて小さくし て いる 。 ｬ 栢 ｉ ｉ｜ ｉ ｊｪ 也 ｬ 茎センター側に

J:. J しても、 ，WII1l Iを 対 応 さ せ 、 林 地'J iV を 周 辺 に 設 け て プ ラ イ

ノぐシーを ｈ 在ｻ足するだけでなく、 ｬ ｔＺ ｪ 自Ａｾ をノ ト さくするなど、

心、ＮｦＧ Ｑ ｬＨ ｉＨｊ な目前も卜う子に巧 一 ｉ Ｎ ＮＡＡｾ した 。

倣 地 l人l現 段 へ の 対 策 と し て は 、 Il: < 附 似 し た オ ー フ ン ス へ

ー ス に 変 化 の あ る フ ラ ザ たとえば、 I.tjj t!!の 小 ' L、フ ラ ザ

と し て ア ー パ ニ テ ィ の ，:固い 、 セ ン タ ー フ ラ サ 、 Y2かな1 ' 1 然 を

f.!! <  ｉ ｉ ｉ ｉｾｉ＠ 的 Ｗ ラザ、起ｻ止を ｊ けた ｩ ， ｲ［ ＡｦｩＩ ［ＨｉＨｊｾ ・ ｩ 並び坊としての

児 吹 公 l事l 、 1.lj 地 内 の 交 わ りの上品として多 11 的な手IJIIJ を "f 能

にしたイベントフラザやスポ ー ツ ｊ ム場、さらに ｦ作千 ｉｈｾ 似ＡＮＺ去を幻、Ｇ［ｊ問附 見則l  

ホ 一 Jルレまわリにはえ幻幼)j リ児よυj川川lリJ 7 レイロ γ  ト‘ 写z を品随h釦1引に" 没止け fた二 。

I也削1'(えカ干/ 一カ一ソゾ，一ンて-ψJあ〉ると い う 判 刊 を '1均か、して {れl正e升十快4出i を

i耐4判J卜-1北lヒ'1申 制制 州| ドh附川¥1引油iI山Ii を J  

け た j杉|杉5と す る こ と に よ つ て J九附令i{ 外 の h柏(I. j級t の ス へ スに lム が り

が ' 1:. ま れ 、 か つ 卜分な II )!(( が 的 保 さ れ 、 冬 で し 11左かく氾! え

る以外ツ Ｇｾｉｉ｜ｊ を ｊｊ ｉＮＺｉ｜ させた さ ら に 、 そ の 述 紘 感 の あ る オ ー

フ ン ス ベ ー ス は 心.f' i ! (I(J >d:fゼ し さ を '1み. ' 1 ｾしＮ ＮｦｊｴｾとするＧっそ ｉｉｈ

を ｩｪｩ ｟Ｎｖ ， ｉ ， ｪ な‘ ｉ｣ｨ 門己 ｪ￬ＧＮＺ とは ｹｾ なる ｊ ｊｉｉ j:Jj J!t (I(J な 変 化 の あ る む の と

して L 、る また‘ li' 十!u ｉｾＧＺｪ＠ ;さ (， 81祈十申、 111; 符十点、 141; l'i f点とリ

ズミカルなキIl 介 せ に よ る ス カ イ ラ イ ン の 変 化 を |χ1' ) 、 1.11地

全 wをイi 機 (1サな流れのノ、タ ー ン て咋品 j成し た

ま た 刈 1M1.ljj 也特イ{ の IHi l i の I 1・心 ! 必を 千11 ら げ る た め に 、 人 の

Ａｦｩ ＩＩｫｾ にＡＡ日し て 、 とくに人々のん Ｗ リ場 のまわリ 、 ｪ 立協 と れ Ｚ ｊ i  

などの ｈ ｜ ｊ に干 ｉＨｱｾ を施 ｌ Ｎ ， ＺＧＺｪＯｍｦｈｾｩ への悦 ｴ 討を巡るよう Ｂｉ￯ｬｬｬｪ

した ｾ Ｇ ｉＨｩ＠ j主は 1i:J ［、 アノレコーフなどの Ｗ ライノぐシーを 附 ｦｾ

し、本! とての及:' 1- ' ) ぎや -i l三を i凶し て の 水 引 の 変 化 は' J : . i 目に ゆ

ゥ た り と し た Ji ぎ を ら え る こ と と な ろ う さ り に 、，:' :j /Ml i

仰 によるＡ 瓜［与 の ［ｪｩｾ ＱＧｾｾｾ を ＱＱＺＮＨ 小 ｬ ｩｊｾに ｪ ｦ Ｉｊえるため、 ｊｉ 企小 ｉｈｩｬｩｬｩＺｊｾｉＧ

J)j fi を中! ; 30mtl. 1ーとしたことに JJII えて、リi J l I if¥¥II.) σ〉士. tU置として、

キ1(' .1Mに よ る がj 米 を if( 悦し、 ll :i /
J、li 同川 ｾ Ｎ ｉＧ 向院 のｩＧｮ ｓ 分などに防

胤林を ｾｬｴ ねたしのとして Ｂｉ￯ ， ｬＧ￬ した なお ｾ ＺＧｴ ｈＧ の巡 ＭｴＯＨ に ｊｙ， ｊ し

ては 地域 の 特 ＧＱＧ Ｑ Ｚ をＮｳＲＧＱｉ縦し 、 Ｑ 削 ｪｾＧＧＧＧｾＱ 一、山 ｊＢ ｊ 瓜 Ｇｾ ｉ が 大 で 、乾燥、

大公的ｾ、州出 Ｇ， ｉ ［Ｚｬｩｵ ＮｊＢ ＱＧ Ｑ の Ｑ ｩｊ，ぃむのを ｗｉｉ ｊ するととむに 、 Ｑ Ｇ Ｑ

? たの生態系を 1'11. む し て 多 く の MJ 川を，:I."hi し て い る

(  1一十j 災 11，'， j!l: J' ，li " -t位1. l.止)

日目

1 ， INI川1Mよリ明む 1. $' イニノ 7 ルーム

2.  ｾｴ｛ｦｬｩｾｾ［ｪｴ＠ 5  サンルーム

3.  ＭＧￍ、付、 ｾｾＡｾｉｊ ｕｴ ｾＺｪｾ ｾ＠ ｩ｜ Ｑ ， ｙ ， ｩｦｾ ｬｉ ｨ＠

，九七

所 在 地 大 阪 市 住 之 江区 南 港中 4 丁 目 2 番

敷 地 面 積 55 ，256 . 48 m'  

建 築 面 積 2 ，041 . 47 m'  

延 床 面 積 17 ，766 . 47 m'  

構 造 規 模 S R C 、 14 F  

工 期 昭 和53年 12 月~ 昭 和55年 3 月

1 階平面図 ( 1 :  1200)  
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見かU1ごけどれだけすばらしし、家で、あっても、収納と

整理がスムーズで、なし、かぎり、快適な生活は望めま

せん。はたしてr.j" lll 入れ」は、と、の部屋で、何が使われ、

まか、つ必要カモ使われる凶数はどのくらし、か? など、

生活者のi I:行動全体を兄波して与えられた収納の

ありかたと I iえるでしょうカヴ

![ ) ( 車内物に見合った! 見i j'，こ切りふIj め、. wl宣hiI ，Jに

いっぱし司IJ 則する合時的な以納ブースの』没討を、

クロセットドアーなら If J能にしてくれます二

クロセットドアーは、 スチール製の収納ブースm

目カペしノf ネノレで¥ 財j瓜形式のため聞き} j IIIJ への

テてy ドスペースも少なく、 しかも，1: : 下にあるガイドレーノレ

により大変スムーズに|矧別できます二また、木製ドアー

のように、冷|助かこよる判;11変化で; 伸縮や; pみもなく、

下水久的にご{ 必* 、ただけます二

押し入担は

図

UNI 側窓ユニオン
. 本社

大阪市西区南織江2-13-22 〒550 f i 06( 532) 3汚 1(ft)

. 東京営業所

東京都墨田区石原4 -3-1 干也0

. 名古屋営業所

f i 03(625氾131(i セ)

名古屋市東区車道町3-1 〒461 f i 052(935おQ21( 代)

. 虎ノ門ショ→I r - ム( 17森ビル1円

東京都港区虎ノ門1-26-5 干105 f i 03(508) 2558<代)



特 集

転 機 に た つ マ ン シ ョ ン ・ 集 合 住 宅

一 都 市 型 住 宅 の 課 題 と 方 向一

総鈴

都市生l W合住宅の課題と方IIl J / 巽 和夫

アンケート 一発注主からみたマンション・集合住宅

開発と ｊｉｾ 念 Ｏ 林敬三

民間ディベロ ッパーの課題/ 中尾喜一

総令がj な環境づく りの rl' で/ 山田- E ! II

総合的な行政指みと統一 ，l，li準/ 近藤正雄

商社からみた理念と 1) 日発/ 般本利章

動向

世界史的にみた都市築住一試論/ 北尚道生

( 計画修繕 )

( 計画修繕の) j II l ] / 執筆者の都合で割l愛)

各論

者11市住宅のスケルトン方式一公社住宅の二段階供給 }j 式/ it もi

試設計住宅プロト 60/ 川村民次

斜面住宅計阿/ 的政克義

特別企画

消防用設備苦手の変遜と展望/ 米谷主雄

集合住宅の建築設備の動 IIl I/ 池山壮一目11

マ ンショ ンの省エネ J レギ一対策/ 悩嶋本之・熊回大輔

資料

建設大臣認定優良住宅部品 ( 8 L 部品) / 杉山義隆

カナダのタウンハウス( 枠組壁工法) 見聞記/ 三校克次

作品

マンション ・ 集合住宅 Ｑ ＶＱｾｉｊ ( 前掲)

本将l I ! 細幹事

遠藤剛生 / 上村義明/ 谷淳之介/ 品，l" ' l 苧之/ 三校克次/ 本並宏一

千 君 臨綾司 Ｏ 中島博良 Ｏ 喜多 ＱＱ Ｑ 紀 Ｏ 能Ｉｌｾ絞 Ｏ三宗 司自 Ｑ ＱＯ 中河克 ｈＧｉ
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転機にたつマンション・集合住宅 総論

都 市 型 集 合 住 宅 の 課 題 と 方 向

巽 和 夫

1  . 住宅供給の変容

戦後から昭和40年代後半に至るまで、集合住宅の計画には明確な方向性があったように思われる 。住戸の

レベルにおいては、狭小な規模の平面をいかに住みやすく計画するかに研究と設計の努力が払われた 。住戸

規模も年々わずかずつ拡大されて、将来への発展の期待が抱かれた 。住棟や団地のレベルでは、市街地での

l 棟の建設から始ま って 、郊外の中規模団地、大規模団地へ、さらには、既成市街地を遠〈離れた大規模住

宅地、いわゆるニュータウンの開発へと展開していった 。集合形態の面では、低層のテラスハウスから中層

集合へ、ついでト高層集合へと推移した 。つまり、より大規模に、より高層に、そして、より効率よく、とい

うのがこの時代の方向性であったわけである 。そして、この時代の象徴であり頂点に立ったものが、芦屋浜

高層住宅プロジェクトであったといってよい。 このような方向性は、いうまでもなく、膨大な住宅需要に対

応するためであ ったが、経済成長に引 っ張られつつ、一面においては、地価の高騰に追い立てられての計画

上・技術上の解決を示すものでもあ った。

昭和40年代末期のオイルショ ックは経済を停滞させ、それまでの成長構造に反省をうながしたが、住宅分

野も例外ではなか った。大規模化、高層化、効率化にはブレーキがかかり、一転して小規模化、低層化の時

代となった 。 タウンハウスとツー・ パ イ ・フォーの出現と普及は、新時代到来を代表するイベン卜である 。

住宅の供給構造も大きく変化した 。ひとつには、集合住宅供.給の主流をなしていた公共住宅が後退して、民

間マンションが進出してきた 。地方自治体は、財政が悪化して、公営住宅の供給を削減したばかりでなく、

財政需要を増加させる恐れから、公共住宅の受け入れをすら拒否する態度にでた 。 もうひとつには、賃貸住

宅が後退して分譲住宅の比重が大幅に高ま った。持家階層は、年齢面でも所得面でも低下した 。

このような一連の諸現象は、あながちオイルショ ック の影響だとばかりはいいきれない。40年代半ばに、

世帯数と住戸数とのバランスが逆転し、それ以降、空家率が上昇してきているという面も見逃せない 。需給

関係の緩和は住宅の選択性を高め、フィルタリングを通してより良質な住宅へ向かわせた 。フローよりもス

トックを、住宅よりも環境を、効率性よりも人間性を重視し尊重する機運が生まれ、住宅供給の見直しが行

われた 。

ところで、住宅供給におけるこのような急激で- 目まぐるしい変貌は、果たして現実の事情を正しく反映し

てのことなのであろうか。たとえば、空家率の上昇ぶりはめざましいが、これは住宅過剰供給を意味してい

るのか 。最近、建設省が実施した空家調査によると、空家のうち最低居住水準を上廻り流通にたえるのは%

程度であるにすぎないという 。つまり、低質住宅が空家化しているわけで、そのこと自体は喜ばしいが、見

かけの数字の大きさに惑わされてはなるまい 。

「フローからス卜 y クへ」という状況認識にも問題がある 。戸数増加につながるフローは必要なくな って

きていることは確かだが、保存 ・修復に耐えるストックがどれほどあるというのだろうか。イギリスでは、

国の経済状態の悪さを反映して、新規建設よりもスト ックの改善に力を入れる政策をとっているが、この国

の住宅スト ックの水準は立派なものである 。それに比べれば、わが国ではここでいう意味でのスト ック対策

は、およそ政策たりえない。わが国におけるスト ック対策とは、歴史的に価値のある街並みや民家の保全事

業は別として、これまでの住宅スト ックの保全ではなく、将来に向か つての良質で耐久性の高い資産の新た



な形成でなければならない。そうだとすれば、こうしたスト ック対策は、フローによるスト ック対策だとい

つことになり、フローの重要性はこれまでと変わるところがない。地域に応じたキメ細かな計画のもとに住

宅地を再開発し、フローを用いてスト ックを形成し直すわけである。

低層高密集合住宅の開発がめざましく進み、画一性 ・硬直性について批判の強かった公共住宅の面目を一

新したのをはじめとして、公共 ・民聞を含めて、いまや中高層住宅にとって代わるほどの勢いである。集合

住宅の諸形態のラインナ ップの中に有力な新種が加わったわけで、条件に適った敷地での適用が期待される 。

しかし、低層集合は、大都市の市街地住宅としては一般解とはなりえないのではなかろうか。接地性に富み、

人間的な感覚を持ちやすい点ですぐれてはいるが、低層での高密性にはおのずから大きな限界がある。限度

を超えると住環境はのびやかさを失い、人間関係の摩擦が増加する。市街地価格の高水準はいうまでもなく、

今後の住戸規模の拡大傾向や共用空間需要の増大指向などを考え合わせると、都市型集合住宅、とりわけ市

街地立地の集合住宅は、中高層を主流とすべきょうに考えられるのである 。

2  . 集合住宅計画上の課題

都市型集合住宅として中高層が適当であるとしても. 現在の中高層集合住宅が都市居住者に喜んてe受け入

れられているわけではない。各種の居住者調査は、住宅需要の多くが、さまざまな住居歴を経た後に、最終

的には戸建て住宅に行き着くことを示している。たとえば、最近総理府が行った「大都市地域の住宅 ・宅地

取引に関する世論調査」によると、居住立地の選好性は、郊外4 6 %、市街地4 9 %と、市街地が過半をしめて

いるにもかかわらず、値段が同じなら郊外一戸建てを望むもの6 8 %に対して、市街地マンションは 2 7 %でし

かない 。

こうした強い戸建て指向の有力な原因が地価の値上がり期待や資産防衛意識にあることはいうまでもない

が、中高層集合住宅が需要者にとって魅力に乏しいことも否めない 。わが国における集合住宅の第一号は、

大正12年のお茶の水アパートメントだとされているが、本格的な供給は大正15年から昭和 9 年にかけての同

潤会アパートである。わが国の住宅供給のひとつの型として、量的にもある程度の比重をしめるようになっ

たのは、昭和20年代の公営、 30年代の公園、 40年代の民間マンションであって、第一号から数えても約60年、

戦後の公共住宅の急速な普及期からは30年を数えるにすぎない。建築の物理的耐周年数からみれば、まだ一

世代目であり、欧米の長い経験とは比較にならない。そのうえに、重要なことは、同潤会アノマートが関東大

震災の復興住宅であり、戦後の公共住宅も、戦災復興と住宅難、それに都市への人 口集中に対する、いわば

緊急避難的な性格を帯びていたことである。いきおい建設された住宅水準は低〈、しかも選択の余地のない

供給であったわけである。現在の中高層集合住宅の魅力のなさは、いわばこのような歴史的遺産なのであり、

今日ようやく他の住宅形態との競争環境に引き出されることになったわけである。中高層集合住宅を魅力あ

るものにすることは、建築家や建築研究者の重要課題であるが、やや大げさに表現するならば、衰退のきざ

しのみられる大都市の命運がかか っているとさえいえる 。

つぎに中高層集合住宅を住みやすく魅力あるものにするための課題を考察することにしたいが、これには

二つの方向が考えられる。ひとつは、中高層集合住宅の短所とされる点を改善す る方向であり、も うひとつ

は、長所をさらに発展させる方向である 。 まず前者から。

① 住戸規模の鉱大 住戸規模の狭小性はもともと集合住宅に固有の短所というわけではない 。わが国の住

宅全体にかかわる問題であり、しかも年をおって改善されてきている 。集合住宅についてとくに規模に注目

しなければならないのは、戸建て住宅とは異なって、建築後の規模拡大( 増築) が非常に困難だからである 。

最近、 2 D K程度の狭小な公営住宅の住戸改善が進められているが、一室増築はかなりの費用を要するにも

かかわらず、無窓居室が生ずるなどしてきしたる改善とはならず、密度が高まることによってかえって周辺

環境を害する恐れがある。 2 戸を l 戸に、または 3 戸を 2 戸に統合する改善も、立ち退きを伴って運営上の

トラブルが避けられない。集合住宅の住戸規模についてもうひとつの不利な点は、住戸空間を庭のような外

部空間と一体的に扱って、心理的な伸びやかさを与えることができないところにある 。 こうしたことから、

集合住宅の住戸規模は長期の見通しをもって大規模に設定しなければならない。わが国の住宅水準は、今な

お住戸規模の拡大を目標としなければならない段階にある 。
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② 庭機能の実現 中高層集合住宅は、本来非接地的であり庭を持たない。戸建て住宅が好まれる機能上の

理由には庭の存在によるところが大きい。中高層集合住宅の不人気は、ちょうどこれの裏返しである 。戸建

て住宅が持っている住戸まわりの空間をすべて切り落とし、住戸内居住部分だけをとりだして集合化し、廊

下、階段、エレベータでつないでいるだけの集合住宅では需要者に好まれないのはむしろ当然だといえる。

庭付き戸建て住宅の持ゥている住みよさを、どのようにして中高層集合形態に持ち込めるかが課題である。

庭の果たしている機能にはさまざまなものがある 。@庭づくり、⑥サービスヤード、@戸外との折衝空間、

⑥物置スペース、@ 増築スペース、①子供の遊び場、③戸外生活の場、@ 日照の確保、①プライパシーの確

保、など。これらのなかで、自然の庭でなければ果たせない機能は意外に少ないことに気付く 。庭の機能を

細かく分解して、ある機能は住戸に付属させ、別の機能は住棟に付属させるなどして、実質的な庭機能の実

現に努めるべきである 。 もっとも、集合住宅には独特の住様式があるはずで、あり、戸建て住宅における「庭J

そのものにこだわることは当をf辱ていない 。

③ 多機性の確保 集合住宅が住戸の画一性や硬直性をもたらしやすいことは確かである。住戸を集合させ、

ひとつの建築物にまとめるためには、住戸に戸建て的な自由な形態を許容することはできないし、そのつえ、

管理の容易性、公平性、安価性などの要素が加わると、画一性はいっそう強められる。集合住宅のこうした

画一性や硬直性は、規模の狭小性ともあいま って、住生活を拘束し、居住者の自由な住生活の展開をさまた

げてきた 。集合住宅であるからには、住戸の外形的な制約はやむをえないが、住戸内部での個別性の発揮は

十分に行えるような計画上の工夫が必要で、ある 。そのためには、住戸の躯体と造作 ・内装との所有・管理関

係を区分することもひとつのあり方である 。

④ 相隣関係の適正化 集合住宅居住上の問題点のひとつに、相隣関係における音 ・視線の相E 干渉の障害

があげられる 。 とりわけ、音の問題は、永らく居住者の悩みの種であり、相隣関係の深刻なトラブルにまで

発展することも少なくなかった 。隣に気兼ねをしながらの生活はきゅうくっこのうえなく、集合住宅の宿命

的な欠陥だとさえ受け取られていた 。 しかし、音や視線の遮断は原理的には技術的な解決が可能で・あるが、

従来は、低コストをはかるうえで外見に現れない躯体部分が犠牲になりがちであったわけである 。24時間を

通じて、完全なプライパシーを保証しなければならない集合住宅にとって、遮音は最も基本的な性能であり、

一般の建築物を上廻る厳しい基準の設定が必要で、ある 。

⑤ 財産性の安定 戸建て住宅への執着の要因が財産性の高さにあることはすでに述べた。集合住宅につい

てみても、賃貸住宅よりも分譲住宅の方により強い需要の指向があるけれども、戸建て住宅との比較におい

ては、一般にはかなり劣ることは否定できない 。分譲集合住宅の住戸は区分所有であり、敷地は共有である

から、居住者の所有感は希薄で‘ある 。 しかしながら、最近の実態は、必ずしもこのような図式にのってこな

い。敷地がきわめて狭小で住宅の質もすぐれないミニ開発住宅は、個別の建て替えすら困難であり、長期

的にみた財産性にははなはだ疑問がある 。一方、分譲集合住宅の場合、立地条件、建築の質、管理状態等に

おいてすぐれている中古住宅は、経年的な物理的j成耗が生じているにもかかわらず、新規供給時の価格をは

るかに上廻 っていることが多い 。中古住宅の価格形成は、市場メカニズムの中で上記の諸要素がおり込まれ

て行われるのであり、こういう形での競争が集合住宅の質の向上につながることを期待したい 。市街地地価

は今後も高騰を続け、低密度の土地利用は許きれなくなるであろうから、戸建てと集合住宅との財産性の比

較は、次第に意味をなさなくなるであろうが、集合住宅の財産性も安定化の方向で検討がすすめられなけれ

ばならない。

つぎに、集合住宅の長所を積極的に伸ばす方向について検討してみたい 。つまり、集住性のメリ ットを拡

大して、戸建てでは得られないアメニティを獲得する方向で、努力が払われなければならない 。つぎのよう

な課題が考えられる 。

① 共用施設の充実 集合住宅は、多数の住戸を高密度に集積させており、これを成り立たせるために、廊

下、階段、エレベーターなどの交通空間を中心とした共用施設の設置を不可欠としているが、それと同時

に、高密度の集積性が住生活の円滑性や快適性を高めるための共用施設を持ちやすくしている。必要不可欠

の共用施設でさえ不十分にしか持ちえていない現状であるけれども、多様な共用施設の充実によって集合住

宅の魅力を増加させる必要がある 。集積性を利用した共用施設にはいくつかのタイプがありえよう 。第一に



は、私的な所有では著しく不経済となる施設、たとえばプール、テニスコートなど。第二には、私的な所有

も可能ではあるが、共用化をはかることで経済性をはかるかまたは逆に施設や設備の専門化を高め快適性を

増すことのできる施設、たとえば、勉強部屋、公衆浴場、日曜大工室、音楽室など 。第三には、一定以上の

集積により規模の経済が働いて、設置が可能となる施設、たとえば、地域冷暖房システム、集中集塵システ

ムなど。これらの共用施設のなかには、戸建て住宅地においても持ちうるものもあるが、高密度にかつ立体

的に集積している集合住宅の方が経済上も利用上もより有利な条件にあることは明らかである 。

② 住居管理の円滑化 「鍵ひとつで生活できる J というのが、集合住宅のメリ ッ トであ ったはずである 。

近隣の人間関係にわずらわされずに生活しようとする都市居住者にと って、集合住宅は本来適合性の高い住

居形態である 。 しかし集合住宅が普及し、都市居住の普遍的な形態となるにつれて、住生活面とコミュニテ

ィ形成面から批判が起こったこともまた自然であ ったといえよう 。集合住宅は、個別家族の住生活の自由な

展開を実現するとともに、良好なコミュニティの醸成をはかれるように計画きれなければならないが、管理

の容易きも失われてはならない大事な特質である 。集合住宅や団地の防犯や防災についてみても、建築計画

上の対策も講じなければならないが、集合住宅の集積の利益を用いて、人的な面での管理システムの充実を

はかる必要もあろう 。住居管理のい っそうの容易化や円滑化は、集合住宅居住者にと って大きな魅力となる

はずである 。

3  . 混合システムの開発

都市型集合住宅の今後のあり方を模索し、計画的課題を解決していくためには、在来的な住宅供給システ

ムを固定的に運用するのでは不十分であり、その枠組をはずして柔軟に対応する必要が生 じてくる 。 とりわ

け、これまで対立的で交わりあうことのない概念とされてきた、たとえば、公共と民間とか、持家と借家と

かは、それぞれに長所と短所を合わせ持 っている 。 もしそれらの長所を生かした組み合わせとして機能させ

ることができればうまいわけである 。現実の制度的な制約からはひとまず離れて、問題解決のために必要で、

あり意味のある混合システムを開発することが望まれる 。つぎに、混合 システムのイメージを具体的に述べ

ることにしたい。

① 公共と民間の混合 これまで、公共住宅と民間住宅とは住宅供給のうえで明確に区分されていた。中高

層集合住宅の歴史からみると、昭和40年代半ばまでは公共住宅が主導性を持っており、それ以降は次第に民

間 ( マンション ) が比重を高めてきた 。公共は、中低所得階層に対する福祉的意味の強い住宅供給であり、

民聞は、所得階層を問わない一般供給であり、供給主体の相違に応じてなんとなく一方は公共財、他方は私

的財と受け取られていた 。 しかし住宅の財の性質を検討してみると、公私の区分は、事業主体の相違にある

というよりも、スケルトン (躯体 ・架構) とインフィル ( 造作・内装) の聞に存在することが分か つてきた 。

スケルトンは生活的社会資本として、社会的 ・公共的な観点から計画的に形成されるのがよく、イ ンフィル

は、できるだけ個々の家族の自由にゆだねるのがよい 。筆者 らが提唱している 「公共化住宅」の根本原理は、

ここにあるといえる 。

② 持家と借家の組み合わせ 集合住宅が分譲住宅の形態をとる場合、建物は区分所有となることから、建

て替えを行うには、全員一致の合意を要し、実施がきわめて困難になることは、同潤会ア パートの例をみて

も明らかである 。近年、公共、民間を問わず、分譲集合住宅はふえつづけているが、これらが老朽化し建て

替えを要する時代には、社会的な大問題となることは間違いない。 こういう面からは、集合住宅は賃貸住宅

であることが望ましい 。一方、賃貸住宅は、経営および管理上か ら多様な住宅を供給するのに限界があり、

インフィルの変更にも制約を加えざるをえない。賃貸住宅が画一的になりがちなのは、 賃貸住宅というも の

の本質に根ざしている 。居住者が個性に応じた住まい方をするためには、持家であることか望ましい 。この

ようにして、スケルトン部分は借家で、インフィル部分は持家という組み合わせからなる混合システムが構

想される 。

③ 需要者と供給者の協同 集合住宅の供給は、供給者の計画によ って一方的にすすめられるのが、 一般的

である 。供給者は需要者の需要動向を調査したり、居住実態を調査 して計画に生かしているも のの 、個々の

需要者の要求に応じているわけではない 。{ 主要求の多様化に対応するため、最近、ある範囲のなかで需要者
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の選択を認める方式や、企画 ・設計段階から需要者を参加させる方式が現れてきている。住宅公団のメニュ

一方式は、前者のタイプで、室の和洋、設備のグレード、壁紙の色柄などを選択させる 。 コーポラティブ方 ・

式は後者であって、これは「注文住宅の集合住宅化」だといえよう 。需要者参加を最大限に認めているとこ

ろに特色があるが、個別の住要求を満足させつつ全体の調整をはかり、集合住宅形態にまとめるには膨大な

エネルギーを要すること、 1 プロジェクトとしてまとめうる戸数には制約があり、中高層化には無理がある、

などに問題点がある 。集合住宅のうち、スケルトンは個別の住要求を満足させることも必要で、はあるが、

むしろ社会的 ・公共的な立場から計画されるべきであり、供給者の主導性が欠かせない 。

集合住宅全体にわたる需要者参加もありえよう 。たとえば、住宅市街地の再開発の場合のように、入居者

が特定されていたり旧来のコミュニテイが存在しているようなケースでは、集合住宅の計画も街づくりの性

格を帯びることになり、居住者の参加が求められる 。

いずれにせよ、今後の集合住宅供給においては、需要者と供給者の協同によってすすめる方向はますます

強まることになろっ 。

④ 住宅と産業用途建築の複合 集合住宅の大多数は住居専用集合住宅である 。 しかも、いわば「郊外団地

型j の集合住宅であった 。今後の集合住宅の主要な開発テーマは既成市街地の再開発にともなう市街地型の

集合住宅であ 0 、住宅と業務用、商業用あるいは工業用等の産業用途建築との複合化の検討が行われなけれ

ばならない。産業併用集合住宅は、これまでもいわゆる「ゲタパキ住宅」として単純な形態で計画されてき

ている。しかし、中心市街地に住宅を立地させて職住近接をはかり、都市構成の健全化をはかるといっ大き

な目標を実現するためには、住宅部分と産業用途部分との分離と統合について、建築的に高度の計画性を要

するわけであり、混合システムとしての開発がすすめられなければならない。

4  . 費用負担の問題

前章までに、都市型集合住宅の今後の方向について、計画的課題を明らかにし、その打解の方策として住

宅供給の混合システムを提言してきた。そして、論議の帰着するところ、費用負担の問題が残されているの

に気付くのである 。高水準の住宅資産を形成するにはもちろん相当の費用を要するが、市街地内部で良好な

住宅を取得するための費用は大多数の需要者の負担能力を超えているのが実情であり、郊外への転出と都心

部空洞化の主要因ともなっている 。こうした大問題に、現実的な妙案があるはずはなく、若干の感想的な意

見を述べて本稿をしめくくることにしたい 。

まず、都市型集合住宅は、戸建て住宅と比較して必然的に重装備にならざるをえない、ということである 。

住戸当たり敷地面積は小さくてすむけれども、集合化・立体化にともなうフィ ジカルな投資を必要とし、さ

らに、計画課題に述べたような魅力化のための投資を行うとすれば、現状よりもかなり大幅な費用増となる

ことは明らかである 。 こうした重装備分の費用を誰がどの ような理由で負担するのかである 。

ごく大まかな議論としていえば、筆者は、重装備費用のある部分を生活的社会資本として位置づけ、公共

負担としてはどうかと考えている 。その理由の第ーは、集合住宅のなかの交通施設は一般住宅地における街

路に相当するからである 。集合住宅の交通施設は、集合住宅居住者の共同利用にほとんど限定されょっから、

公共性はさほど高いとはいえないが、集合住宅そのものが市街地に普遍的な居住形態であるべきだといっ立

場から公共性を認めるわけである 。第二の理由は、都市居住者に対する「都市福祉」的な観点から社会資本

の整備を通じて福祉を行うべきだということである 。「都市福祉」なる概念はまだ単なる試論の域を出ない。

従来の福祉は低所得者や身体障害者や老人など社会的弱者を対象に行われているが、都市居住者も居住面に

ついては、共通して高地価、交通難、公害などに悩まされる社会的弱者だとする見方である 。第三の理由は、

都市における不動産の価格は非常に高いが、不動産の保有や取引や開発にかかわる税収や負担金も多額にの

ぼるはずであり、そのうちの一部は社会資本の形成という形で直接に不動産投資に還元される べ きだ、とい

う考え方である 。 この点についても今のところ数字での根拠を 示すことができず直観的な理解にとどまって

いる 。今後、研究によ って究めたい課題である 。

今後の都市型集合住宅のあり方は、計画上 ・技術上の観点のみならず、広〈都市経済の視野のなかでとら

えることが肝要で・あろう 。 ( たつみ か ず お 京都大学教授)
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開 発 と 理 念

住 友 不 動 産 株 式 会 社 林 敬三

1  . 国の住宅政策の目標にそう

第四期住宅建設五ヵ年計画 ( 案 ) にもうたわれているごと く、す

べての国民が、国民経済の成長発展の段階に即応して、その家族構

成、世帯成長の各段階、居住する地域の特性等に応じ、良好な住環

境のもとに安定した生活を営むに足る住宅を確保することができる

ようにすることを基本目標にし、とくに住宅の質の向上に重点を置

きつつ、しかも民間企業としての特性を生かし、住宅の建設、分畿

をおし進めていこうとするものである 。

2. 住宅としてのマンション

列島改造以来、都市への人口集中が激しくなり、いわゆる過疎、

過密の現象が生じてきた 。経済の効率からも、今後とも人口の都市

集中はさけられないと恩われる 。このような背景を持ちながら「集

合住宅に住むJ という行為が住宅購入希望者の聞に受け入れられる

ようになった 。一方では法制上、金融上の制度の改良、他方では宅

地の不足、高騰等により経済的な制約があったことも見逃せない。

3  商品としてのマンション

事業者としてマンションを建設し、分譲する以上、売れることが

大前提であることには変わりないが、それ以上にクレームがないと

いうことも重要なことである 。かつて住宅産業はクレーム産業であ

ると、なかぱ自噸的にこの業界を 言ぃ得た表現があ ったが、今日 で

はそれがゆるされない。物を買 うという行為は、物理的にある物質

を取得するということではあるけれど、他方、精神的には、物を買

ってよか ったという満足感も同時に感じ取 っているのである 。それ

がクレームの発生することにより不満感に一変し、欠陥商品でしか

ないという不満にみちてしまうのである 。 クレームをな くすること

は人のためならずということで 満足のゆくマンションを造 ってい

きたい。

4. 都市て酔はマンション

八尾南ハウス{仮林) 工期15かい 57・2 戸数/158.戸 予 定 事蝶主地友荷槍繊 細十施工j 竹中工務唐

乙、管内 ＧＱＧＢ曹 相 Ｍｾ・開ｴＢＺＧ 苧 Ｂ 宅声 宅喝

発注主からみたマンション・集合住宅

マンションが大衆住宅として登場してから 15年、建築技術上も進

歩を重ね、住宅としての性能も非常によくなった。 B L マークの選

定などもその一つである 。 しかし時代を経たマンションが増えてく

るのも時聞の問題である 。 また他方、建設に反対する住民運動も根

強いものがある 。都市での増大するマンション需要に対しても応え

てゆかなければならない。老朽化マンションの建て替え手法の開発、

住民運動へのきめ細かい対応策等、これまで以上の難題が待ち構え

ている 。都市の利便性を最大限に利用できるマンションは、これか

らの高度に活性化された文化生活には欠かせないものである 。好む

と好まざるにかかわらず都市でのマンション生活は、これまで以上

に質、量とも伸び続けていくと思われる 。21世紀の都市坐活をエン

ショイできるマンションを提供し続けたい。

( はやし けいぞう 住 友不動 産 抹式 会 社大阪支社技術部 ｦｦｬ｡ ｾ 補佐 Ｉ

民 間 デ ィ ベ ロ ッパ ー の 課 題

東 洋 不 動 産 株 式 会 社 中 尾 喜一

大都市圏を中心に、いわゆる「マンション・ブーム」を呼んだ中

高層集合住宅の出現は、今や住宅形式のー形態として定着しつつあ

る。従来型の庭付き一戸建て住宅に対する指向には根強いものがあ

るものの、生活様式の変化に伴い、利便性 ・機能性に富むマンショ

ンは、比較的若年層にも入手しやすいことも手伝って急速に需要が

増えたといえる 。

民間ディベロ ッパーの立場からは、計函的に事業展開を図りつつ、

このような需要に応え、勝賞者の住生活水準の向上に役立ち 、地域

社会の環境整備に協力できれば理想的なのであるが、現実には非常

に難しい問題が関連してくる。土地の入手難 ・近隣環境問題 ・行政

指導による厳しい規制 ・建築資材の高騰による工事費コストア ップ

等、業界をとりまく環境は決してよいとはいえない。

このような状況下にあって、、造れば売れる。といわれた一時のブ

ームも去り、完成在庫の処分に追われる物件が増加している反面、

購買者の要求 (needs) を的確につかんだ物件

は、短い期間で完売しているという事実を考

えれば、マンション建設計画もより一層深い

検討を加えたうえで実施してゆく必要がある。

そこで以下は私見であるが、マンショ ンを

供給する民間ディベロ ッパーのー貝として、

最近のマ ンション購入者の需要動向について

簡単に述べてみたい。

供給する側からみた前売れる砂マン ション

は、購買する側からみてホ要求を満たす" " 7  

ンショ ンでなければならない。購買者の要求

(needs )  とは具体的に何を基準にして 、、満

たされている w と判断されるだろうか。大ま

かにいってつぎの 4 つの指標が考えられるー
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①価格、 ②家族状況に応 じた住宅規模 ・室構成、③立地条件 ・周辺

環境、 ④ その他 ( 入居後の管理 ・アフター ・サービス等) 。

価格については供給する側の事業収支計画で予め決定されている

から 、購買者にと っては所得とのかねあい 、公的資金や住宅 ローン

利用が問題となる 。立地条件 ・周辺環境は購買者の所得や生活水準

. 地域指向によって選択される 。

実際に購入する人にとって、マンションの所在地 ( 立地・ 環境}

や価格が一応決まれl点、家族状況に応じた住宅。という 問題が重要

になってくる 。

購入者の家族構成・生活様式に最も適したプラン作りをする必要

があるのだが、最近の購入者の、住要求" は多様化 して お り、「食寝

分離J r公私分離J rプライパシーJ というように、食事 ・団らん ・

就寝といった住生活の基本的な行為を分離しようという要求が強〈

/  

ー

堺東グリーンハイツ収支計画書

l 売上向 2，850，∞0 千円 : ③予備 'IV 20，000  

ＲＮ ｾ 世 Ｑ Ｚ Ｑ 眠 Ｑ 面 ① 土地代 745，389 T刊 汁 2，388，679 下PI

②主s，m工 '1>'IY 1. 457 .∞o  !  3 総 代 ⑨モテワMレ-l . l M' l 1 17. 744 

③ ｬ 制 ｾ ｉｈｉｉ Ｑ＼ 95.500  ⑪ 川主防怖鴎Ji l! 95 .000 

③引込れ;111< 8.290 計 112，744 

⑤ 也被附非対策費37. ∞o !  4 支払全利 120 .577 

⑥ 近隣対策 'IY 18，∞o  5 利 低 {必 I'. ，:': j 8  %)  228.000 

⑦ 公布1公品 等 7. 500 

なってきている 。 したがって 3 L D K よりは 4 L D K. 5 L D K を

望む傾向が強い。限られたスペースで、無駄を省き、いかに有効な

プラン作りができるかが、課題になるだろう 。

さらに 、入居後の共同生活による、共有財産。の維持管理の問題

も軽視できない。 自主管理 ・委託管理いずれの場合も、専門家( 卒

業主 ・設計者 ・施工者等) の適切なアドバイスや、適切な処理 ( ア

フター ・サービス) が受けられるシステムが望まれている。

マンションを供給する立場からいえば、土地を入手し建設計画を

平てる段階で、基本的ないくつかの条件を考慮しつつ、標準となる

購買者像を想定し 、標準的住要求をモデル化し、これに最も適した

プラン作りをする必要があるだろ うι さらに、外観やアプ ローチ 、

公共スペースといったところにも特色をもたせ、集合住宅の中にも

アメニティを確保できる設計 ・施工が今後の研究課題になるだろう 。

( むかお きいち ｊｬＮ ｕｙ Ｚ 不 ｾ， ｽｪ ｾ ｬｩ 株式 会 社ＴＮＱｬ 設 問 Ｑ ＴＮＱｬ 設第 Ｍ ＱＱＪ ＱＮ 正Ｉ
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発注主カ、らみたマンション・集合住宅

総 合 的 な 環 境 づ く り の 中 で

阪 急 不 動 産 株 式 会 社 島 田 一郎

〈マンションコミュ ニティの限界〉

人口の都市集 中と土地の値上がりは住宅の高層化を促し、交通の

便利なところでは 、今やマ ンションの花ざかりである 。 しかしこれ

らがただ土地の高度利用ということだけで高層化、集合化がなされ

るならば、やがて多くの弊害がもたらされることになろう 。

千里ニュータウンやそれと都心 をつなぐ交通沿線の一部では、高

層化地区を指定して計画的、積極的に集合住宅を受け容れている 。

これらのものについては、ニュータウンを含め一貫した計画の中で

の十分な施設や設備の配慮、がなされているが、そうでない他の古〈

マンション完成予想図

一 一 一 パス種行路線

ハス il l1ltili l 3l J

，0悶‘ 関蛾

‘  
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からある住宅地の中などで、忽然と建てられるマンションなどにつ

いては多くの意味で問題 を起こしている。すなわち、給排水、学校、

駐車場、子供の生活環境、騒音、日影などの多くの問題である。そ

れらは地域を含めて計画的な背景をもたないということであれば、

やがてそのコミュニティの機能、ひいてはその地域全体のコミュニ

ティの機能を狂わしてしまうことになろう 。

〈環境づくりを背景としたマンションづくり〉

当社のマンシヨンづくりとしては、阪急池田伏尾台住宅地におい

て、このたび着工の運びとなったショッピングセンターをもっマン

ション ( 60戸) があるが、これは住宅地総面積87万m' の規模の中で、

学校や公園、その他の必要な施設や設備をもった住宅地づくりの一

環として建設されるものである。ここには総合的な環境づくりの中

で人間生活をエンジョイしよ 7 という一貫した思想が包含されてい

る。

このようにマンションコミュニティそのものも、これらの背景を

もってはじめて生きてくるといえるのではなかろうか。

( しまだ いちろう 阪急不動産株式会社越自主郎氏)

総 合 的 な 行 政 指導 と 統 一基 準

ユ ニ チ カ 株 式 会 社 近 藤 正雄

マンションという 言葉が一般的にな ってきたのは 、第一次ブーム

といわれた昭和38- 39年頃からであり、第二次 ( 42- 43年) 、第三次

( 47- 48年) 、第四次 ( 52- 54年) ブームの約20年弱をへて、「マンシ

ョン J が現在、住居として広〈受け入れられてきたのは衆知のこと

である 。( 現在、全分譲住宅戸数の約3 0 %弱を占めている) このマン

ションについて、今後のあり方、要望事項等を述べてみる 。

1  . 開発規模等について

現在のマンション開発は、建築基準法、都市計画法上の制限があ

るにせよ 、各企業、公団が、その規模 ・形態 ・質等バラバラに独自

で開発をしていて、整然たる計画にそった「南港ポートタウン」の

ような大規模でレ良好な環境づくりを目ざしたマンション建設はごく

少ない。最近の国民生活白書によれば「生活文化施設整備要望」の

中で、大都市における要望項目の第一位は、公園・緑化 ・リクレー

ション施設であり、第二位が教育文化関係施設であって、福祉 ・医

療 ・道路等はそのつぎである。すなわち大都市においては高層住宅

化が進む中で、広くゆ った りした緑地帯を含む憩いの場が要望され

ているのであり、広い土地に高層マンション群があって土地の有効

利用を計り、その中に公園 ・学校等が理想的に配置され、都市の景

観上、機能上も良好なものとする必要がある 。

これらのことを実現するには、都市の再開発をも含めて固または

地方公共団体が計画的な都市再開発 ・拡大計画のもとで大規模な土

地開発をすすめ、それに公団・民間企業が共同参画して良好な住居

環境、都市づくりをなすべきである。その際、用地価格のつり上げ、

近隣補償等のゴネ得等も、公的な強制力である程度におさえ、その

発注主からみたマンション・集合住宅

市町村の発展、ひいては住民の生活の向上と、計画的な土地の最有

効利用のために、国や地方公共団体は、もっと強力な リー ダーシッ

プを発揮してほしいものである。

現在の統一性なき各個の開発は、将来、マンションのスラム化を

招き、都市の美観をそこね、都市再開発の支障となり、資源の浪費

につながることを憂うるものである 。

2.  " 7 ンションの居住性等について

マンションもかつての 2 D K 、 3 K から年々住居専有面積の拡大

傾向がみられ、よりゆとりある広い居住性を求める傾向にある 。( 全

国平均53年 - 61. 9 m' ， 54年 - 6 6 m' 、55年計画 - 69. 5m'ー「高層住宅協

会資料J による) 広い居住面積を希望する人々のためにも、業界の

努力のほかに、行政面、税制面での援助、優遇措置を強化してほし

いものである 。 また広いマンションに移り住む居住水準向上効果を

満たすには、評価水準の設定なとe の中古マンションの流通市場の整

備をし、貰い換えやすくすることが必要である 。そして 、質の時代

にふさわしく、高いグレードの高級マンションと、公庫融資可の価

格帯のものと切二極分化もさらに進むであろう 。

さらに居住する人の用途により、④ファミリー中心タイプのみで

なく、⑤ビジネスタイプ、@ 老人家族用タイプ、④独身用タイプ等

々の用途別の各種タイプのマンションや、一戸建て感覚を十分にと

り入れたタイプ等が今後ともさらに開発されてゆくと考えられる。

さらに居住性の向上という点から、物性面やアフターサービス面

でのメーカーの不統一性を是正するための各種の統一基準が早〈設

定されるべきであろう 。

そして快適な居住潔境を作るためには、ハードな面のみからでは

なく、マンション入居者のモラルの向上、管理運営面でのトラブル

防止等のソフトな面で、行政団体 ・業界全体での、入居者への適切

なガイダンスが必要である。( 最近、建設省がマンション管理につい

て行政指導を検討中とか聞くが… )

以上、開発規模および居住性などの面からのべてきたが、まだ歴

史の浅い 7 ンション・築合住宅については、いろいろな改善点、問
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題点が多〈残っている 。これらの種々の改善点、問題点の解決や、

現在の各企業まかせのバラバラの開発状態を改善するために、行:陣

団体 ・業界の双方がともに、総合的な行政指導や統一基準および総

合計画などを、早急に審議 ・検討し、実効あらしめる努力をする必

要がある。そして、今や戸建て住宅とともに、日本の住居の双墜と

なったマンション・集合住宅に関し、行政、業界、入居者の三者が

一致協力して、その将来をより実りあるものにして、次代に引き継

ぎたいものである。 (こんど う まきお ユニチカ株式会社不動産開発部)

商 社 か ら み た 理 念 と 開 発

日 商 岩 弁 株 式 会 社 松 本 利章

- 首都圏 ・近畿圏の人口集中地は、土地代も高〈、いきおい立体的

マンションとなる。区分所有法における高層住宅は、大都市周辺に

は、社会的必要となっている。個人的な希望からいえば、土地をも

った方が よいけれど、土地の問題から、この高層住宅化はなお一層

進むと思う。今後、このニーズに応じて住宅開発も考えていかがば

ならない。量から質へと、そのニーズも変わってきつつあるが、そ

れも経済性から離れた理念で建設するわけにはいかない。 商社とい

えども商売から離れては成りたたないから 。

・具体的にいえば、日本の場合は 、平均年収層を 300- 400万位で、

その人たちが買えるものをつくってやらねばならない。誰しも 20坪

より 30坪の方がよい。だからといって、そればかりつくるとすれば、

関西では売れない。分譲価格 2，000万 - 3，000万をねらっている 。

もちろん地域に特殊性があって、阪神間 ・摂津あたりでは 3，000万

台、それ以外は 2，000万台が需要も多いので、坪数もそれに合わせ

て考えている 。

・土地はこちらの望むものばかりが入るとは限らない。土地という

特殊な商品を扱っているが、その土地にでてきた食物に応じて、こ

ちらの口も合わせなければならない。だからその土地がタウンハウ

スに向いておれば、タウンハウスにするが、しかし、タウンハウス

を目的として土地を買うのでなくて、まず土地を買って、それに応

じた味付けの集合住宅を考えるというのが、商社の住宅開発の唾念

ともいえる。

・開発方式についていえば、基本は土地はウチが買う 。基本的に、

ゼネコンに設計施工してもらう方式をと ってしも 。 しかし例外はあ

る。いままでは、その基本一本やりて。やってきたが、最近は、質と

いうのか、ゼネコンだけではカバーし切れないデザイン面とか、衣

服のようにファ ッション化している状況にかんがみ、そうした新し

い社会的ニーズに応えるためには、セ・ネコンではやや足りない面が

あるので、設計事務所にたのみたい気持ちはある 。 しかし、い っぺ

んにそれにゆけない事情がある 。

それは、近隣関係、住民対策などあって、設計事務所では、失礼

ながら、それが解決できない。 リスク、人的容量の点で無理ではな

いか。というのは、現在の コンサルテイ ング ・フィーは、日本では
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日商岩井

第10緑地マンシヨン

事集主

日商岩井

設計監理

ｩ 主藤岡 ｉｊ 生 建築設 ｾ ｉ Ｍ Ｉ ｉ ［Ｎ 務所

施 工

清水建設大阪支庖

敷地面積

769. 75m'  

建築面積

323. 44m'  

延面積

1，502. 86m'  (容積対象)

構造規模

日空式鉄筋コ ンク リー ト造

5 階総( 一部ラーメンm

i立u菩屋 l 階、 14戸、 ト

ランクルーム 14 コ

経エ

昭和55年 4 月

分限戸数

14戸

4 L D K タイプ

- 住f.i i専有面積

90. 95m'  

・バルコニー蘭積

14. 41- 13. 20m'  

まだ納得されていない。 コンサルティング ・フィーをもてといわれ

てもむつかしい。こちらも困 ってくる 。セe ネコン、アーキテクトの

両方をミ ックスしたようなのが、よいのだが、なかなかむつかしい 。

今後はケースパイケース で対応したい。

・最後に、建築技術者に対する注文ということだが、音の問題にし

ろ、結露の問題にしろ、設備の面でも、クレームが多い。 何し ろ、

R C造の集合住宅の歴史は浅く、住生活の充足とともに、そうした

クレームがついて廻るが、それを少しでもなくすよう、設計、施工

の菌でも、なお一層研究してほしいと思う 。 ( ! 車 文 賀 編集)

( まっしと としあき 日商岩井株式会社大阪雄政部住宅課謀長)
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世界史的にみた都市集住

一一試論

北 島 道 生

都 市 化

都市の、つまり住様態の大きな歴史の流れは、古〈ラテン型の土

一煉五一石の籾密都市集落型の街屋が、中/ 北/ 東欧の木造の分散

農村集落型の民家を駆逐していったものと概観できる 。

そのような北進の追い上げ現象は近世に至るまで続き、それは時

代の文明中心地が地中海沿岸から北上したのと並行現象なのだろう。

その大きな流れは、自然、 ー局所では都市型と農村型のせめぎ合いの

中て: 、数多 くの地域的強主化型を生み出し、今日も私達はその継続の

中にあるが、基底を流れる大きな流れを否定するわけにはいかない。

人の綱密集住= 都市てすま、情報の集積/ 伝達の効率がよく、それ

に基づくエネルギィ の集積= 経済力が、都市が農村を圧倒した要因

なのだろうか。

だからといって、都市と農村の相互依存は依然として存在し続け

るのであり、すべてが都市化するのではなく、時代の各機能別の生

産性に見合うように、依存人口の変動が生じ、それに応じて地域が

都市化したり、人口 の都市流入が起きる 。

したがってどの時代でも、都市化の高い経済圏でb も、低いところ

でも、大きな領域は農村として残るのであり、それは都市化の生ず

る前の状態と、形態的には大きな差はなかろ う。

農村の生産性の増大が家内工業を前進させ、その見返りとして農

業はさらに生産性が高まり 、再び工業への資本投下をもたらし、近

代工業化する 。同時に農業は農耕機械を工業から受け取り、かつて

の労働集約的小農法から、生産性の高い大農法へ変換する 。農業の

余剰j労働力は工業へ流入して、工業の産業規模はさらに大きく循環

してゆ く。

産業改革は過去に幾度もあ ったことだろうが、近代の産業革命は、

都市/ 農村の相E 関係を歴史上最も大きく変化させた。以前には、

80% 以上もあ っただろ う農業人口は、それを機に 20% 以下に低減し

てしまった 。現在につながる考察て¥あまり深〈歴史を遡ることは

現実感に乏しくなる ので、その部分である仏→英→米へ と文明の勢

力中心が移動した時間域に ついて概観したい。

近 世 の フ ラ ン ス

18C に至る仏文明圏では、イタリア ・ルネ ッサンスを受け継いで、

十分にラテ ン型都市構造と住様態を内包し、基本的には中世から続

〈城郭都市ており、職{ 主近接で、アバルトマンを典型とする立体的

綱密集住である 。

19Cのオースマ ン達による パ リの都市改造でも、様式的にはノ〈ロ

ックによ って景観的には大き く変わったが、基本的な住様態には大

きな変化はなか った。

近 代 の 英 国

18C より、英国て"は農業による 富の集積がようやく都市形態に大

きく反映し出し、 15C イタリア ・ルネ ッサンスの英国での量的開花

ともいえるジョー ジアン ・テラスハウスが都市型住居として現れる 。

これはラテ ン型の都市ア ノりレト 7 ンではな く、比較的低密の土地専

用性の高い連続住宅とし、 う、かつての仏での都市型戸建て邸宅とア

バルトマンの折衷裂と考えられる 。それは、ある都市的密度を維持

しながらも、戸建て邸宅への くアコカ、レ〉を満たす疑似形態だった

のだろっ 。

降って18C後期、農業蓄積資本の工業への投下とその循環は、他

の経済圏に先駆けて50年は早 〈近代産業革命へ突入することになる 。

産業革命の進行はそれまでの職住密接型の中世的築住様態から、 :k
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村より流入する大量の工場自由労働者を収容すべ〈、 back- to- back な

どのごく低質の集合住居群を生み出すが、これさえ英国では大きく

分類すればテラスハウスともいえる土地専用性の高い複層の極小棟

割長屋である 。

一方、カの集積は海外へ向けては大英帝国を成就させ、その経済

収奪は英国へ還元され、時代の推移とともにリージェ ンシィ / ヴィ

ク トリアンと建築様式は変わり 、建物も華やかになるが、住様態は

依然 としてテラスハウスの延長線上にあり 、中産階級は地下室付き

5 層程度の大型の、より低階級では 2 - 3 層の小型の、ともにテラ

スハウスである。

この間、都市での住宅開発は 、貴族など大型地主の手による資産

保全事業である 。

世 界の工場を誇り、産業興隆は続き、引き続〈農村人口の都市流

入と人 口の自然増は都市を膨張させ続け、かつての籾密都市の周囲

に低密街区を生み出し、かつての荘園邸宅もしくはイタリアン ・ヴ

ィラの倭小疑似形態であるディタ ッチ ト・ハウス ( 独立家屋) 、さら

に倭小型であるセミ ・ディタ ッチト ・ハウス( 2 戸連続準独立家屋)

を造り出し 、かつては都市中央部の都市型テラスハウスに居住して

いた中流家庭は、新たに流入するより下の階層にそれを譲り渡して、

郊外へ疎開する 。 これが20C前期 、英国の産業興隆期の問、交番/

膨張を続ける 。ちなみに ロンド ン内都市部の人口は 19 C 中に 100万

→450万に、周辺スプ ロウル部 ( 郊外) は19 C 後半から 20C前半にか

けて人 口O→500万に推移する 。

大きな単家族住居として築造された都市型の大型テラスハウスの

多くは、スプ ロウル後期には階ごとに分割され、新たに設備が附加

され、フラ ッ ト= 英型アノ マートメントとして、複数の小規模家族に

住み換えられるようになる。

近 代 の 米 国

中世史をもたない米国では 、国および都市の成長は近代産業の輿

陵とともに歩む。

新大陸の発見が15 C 、植民の開始が17 C としても、米国が興隆し

出すのは 18 C米合衆国建国後であり、さらには 19 C南北戦争後てあ

り、 旧大陸より 引き続〈都市/ 農村移民と、南北戦争により開放さ

れた農奴は、近代産業の労働力として機能する。

初期においてはそれぞれの植民母国に相似した都市構造をもって

いたに違いない核集落は、成長するいとまもなく、圏全体がア ング

ロサクソンに吸収されてゆくままに、その基本構造は母都市の拡大

というより英国型の郊外都市を最初から徹底した形で現出し、中流

以上の家庭は郊外型独立家屋に住むことが自明の目標として受け取

られる。

都市へ流入した低所得階層も時とともに蓄財し、先達を 真似て今

までの都市内住居を新しく流入するより低層の人々に明け渡し郊外

へ疎開し、この交番はいまだに継続している 。

米国の場合は、階層聞の交番と同時に人種間交番が複合し、都市

中枢部は極低層白人と有色人種だけが残るまで極端化する仔IJ が多い。

したがって田舎の町村を除けば、多くの場合母都市内 の居住人口は

それを核とする拡大都市圏の数分の l の居住人口しかもたない典型

的スプロウル都市を示す。古〈発生し都市環境が良好に箆備された

ごくわずかな都市だけが、例外として都市内居住を許す。人口に比

べて広大な空間を占拠し 、加えて時はすでに現代に入 っているので、

情報の流通/ 交通手段が近世とは変わっており、このよ うな住様態

が可能となった。

新大陸でも米国以外、カナダや中南米でも、アングロサクソン系
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の地域は英国型の郊外都市居住を形成し、ラテン系の地域では比較

的都市型居住を示すようだ。

他 の 地 域

アフリカ大陸/ アジア大陸の地中海に近い地域および中東にかけ

ては、近代産業興隆は未然であり 、ラテン型柄密集住形態の祖形と

も見られる平面的綱密集住形態( 中近東型 コートヤー ド・ハウス )

がみられ、これは都市でも農村でも欄密度には大きな差はなく 、そ

の集合数によって都市になったり 二 農村集落になったりする 。

ただし近世以降西欧闘に大なり 小 なり影響/ 支配を受け大都市中

枢部では、 比較的純粋な西欧型都市形態を産業中心部と新規開発居

住区に採っている場合が多〈、その宗主国に よってラテン型あるい

はアングロサクソン型を示す。アフ リカ大陸/ アジア大陸の遠隔地

域では、住居史の原型により近い素朴な独立家屋の分散集住が見ら

れ、同様に近代に西欧圏に直接影響/ 支配を受けた都市中枢部では、

西欧近代主義的形態を顕し、それ以外の地域と際立 った対照を示す。

日本

日本の江戸時代までは、自由労働者は存在しなか ったのだから 、

大量の都市集中はなか ったが、中世型の職住密接の商工都市として

はかなりの生育があ った。

その都市様態は、単/ 複層の木造独立家屋の密住もしくは分散築

住の混合であっただろう 。明治以降の近代化による都市集中の加速

によって産業中心部は西洋化したが、全体としては概して等質拡大

し、その後の人口爆発と第二次世界大戦後の社会階層の崩壊と産業

興隆が相侠って、加えて大戦による都市の破壊と元来の木造都市の

脆弱性から、伝統的な都市構造は完全につぶされ、かつ自らつぶし、

米型の都市スプ ロウルが都市外部へだけでなく既存都市内部へ向け

ても展開する 。

英型都市スプ ロウルでは郊外スプ ロウルの比重は高いものの 、そ

れでも核都市は明確に存在するが、米型では核都市が形態的に判然

としない場合もあり、日 :本の場合も核都市の都市形態が弱〈、全体

がスプロウル現象の集合の様態を示している。しかもスプ ロウルの

単位が個人当たり富の大きさからきわめて倭小型で、 20C の現在な

おレセ・フェール( 1ai sser - fai  re) の状態ににおかれている ようだ。

近 代 の 旧 大 陸

産業革命期にあ っては、英と {ムの聞に 50年ほどの、独/ 伊にはさ

らに 50年ほどの時間差があ ったと忠われるが、それにしたがってど

の経済圏でも農村人口の都市流入および人口の自然増があり、その

都市化の様相は地域によ って異なる 。

仏でも一時代遅れて都市スプロウルが起こるが、それは大都市に

あってはイタリア型に近 く、20C に入 って英国郊外住宅型スプロウ

ルも現れるが、総じて英/ 伊の中間型である 。

イタリアでは都市ス プロウルも多層共同住宅の形で行われ、既存

都市が等質のまま大型化し、 今 も都市と農村の境界は明快である 。

近 代 主 義

産業革命推移期にあ った経済圏別のかなりの時間差は、時が降る

につれ情報伝達の急速化と相倹って非常に縮ま って くる。

第二世界大戦後、近代産業の生産力を l減費から内需へと転換し、

併せて戦時の放置および被災から復興すべ〈、戦勝国も敗戦国もと

もに都市復興= 住宅建設が盛んになる 。

20C 前期の C I A M 教粂が時を得て、住宅建設理念として具現化

噌



'  

する。それは田園型分散住居の立体化といえるもので、住居単位の

幾何学配置であり、立地の市街地再開発/ 郊外新規開発を問わず、

それは高層/ 中層住棟混合の、住居の内機能充足型の機械主義的な

共同住宅開発であった。それは戦後の住宅の量的不足に対する方法

としても適合したわけであるが、 20年もするともう反省が生まれ方

針が変更され、環境重視型でかつ在来の集住形態にも近い低層高密

型集合住宅開発へと変わってくる。

反省

都市での過密住/ 閉鎖的居住を逃れ、かつて上層階級が行ったよ

うな回図的開放的独立居住への くアコガレ 〉の具現化として都市ス

プロウルが現出したのだろうが、大量の 〈アコガレ 〉 を満たすよう

な富の生産は産業興隆によってももたらされはしなかったし、空間

の大きさの限定から、それの実現の不可であることを覚らされ、一

方、人の自由と平等への一般化から、都市施設の享受への欲望が自

覚され、分散居住が再び集中化しようとしているのが世界的趨勢と

いえよう。

現在は空間の大きさと人口の対比が地域によりすこぶる大きな偏

りがあり、一律な解が出るような時点にはないが、少なくも実現不

能の くアコガレ 〉だけを追い求める怨は避けるべき時にはあるよう

だ。

空間量の大きな地域でさえ、自然の空間をいたずらに浸蝕する! 患

を避け、築住性を高める形態への移行が各所で見られる 。

きざし

過去の都市密住で生じたその閉鎖性や健康の非充足は、当然、近

代的理性で克服しなければならないし、都市築住から逃れようとし

た くアコガレ 〉でない本来的要因は、都市の中ででも充足しなけれ

ばならない。

健康を阻害しない程度の築住による、自然の享受と都市施設の享

受という一見相反する住要求への解決へ向かつて、適度の築住と公

開緑地の4獲得、過ぎた密住と閉鎖性による居住者アイデンティティ

の袈失からの回復、非人間的な高層住居の否定と集合住居での用地

効用化と供給過程の合理化。ただし、 20層を越すようなものが高層

であり、 10層以下は必ずしも高層とは見倣されてはいないようだ。

それら への試行錯誤として C I A M 的試みがなされ、そして捨て

られ、都市的築住を満たす試みとして、いま低層高密住居と反対給

付としての公開緑地を、その解として生み出している 。

住居の供給方式についても、公私を間わず、供給者が一律に定型

住居を提供する過去の形式から、買い取り / 賃借を問わず、供給過

程へ居住者が積極的に参加できるような形態が各所各様に模索され

ている 。

所有形式で、土地もしくは建物、または両方の共有方式としての

コンドミニアム一一ラテン的共同住宅では在来からあった方式であ

るカず一一一。

建設方式で、計画段階から居住者が参加できるコオペラティヴ。

公共住宅で、賃貸でも、計画段階からの居住者参加方式。et c.

むすび

いずれにしても、農村人口の都市流入も人口の急激な増殖も、す

べては近代産業革命をきっかけとした産業興隆と並行するが、人は

まだ産業革命の清算をすませたわけではないようだ。新しく安定し

た都市構造も、住様態も、建築様式も、必ずしも生み出してはいな

いし、人口の安定さえ世界的には成就していない。

産業興隆のための必要労働力としての人口増と富の増大と、どち

らが原因で帰結であるのか不明ながら、その循環は急激に膨張して

しまった。富の総量は飛躍的に殖えたと思われるが、人口の伸びで

個人当たり富の量はそれほどでもないようだし、人の欲求の増大は

それをはるかに上廻る。

先進西欧闘では、域外での富の収奪を内に蓄積し、内部充足を図

った 。新世界では主として西欧圏の人々が直接に植民して、域外で

新たな自然を収奪し同化した。

西欧文明圏に限れば、大きな流れの中で、より多くの人々が都市

的築住を離れて疑似田園風の分散居住へと変遷してきているとも取

れるし、それが人本来の欲求と理解できなくもなし、。しかし旧大陸

の中では、時の経過と経済関係の変遷の中で、ある目標へ向かつて

収倣するかに見えた住様態が、新大陸の開発で空間領域が拡大して

しまい、一時的に収倣目標を失ったのだとも見{ 放され得る。

先進経済域での産業興隆は、なぜか産業興隆の未然の後進経済域

での人口増殖まで引き起こしてしまった。それらの地域では、農業

の自足さえままならない。私達には、さらに新たに収奪すべき新大

陸は残されていないし、ルネ ッサンス以来の基本原理であるヒュウ

マニズムがここ当分生きつづけると信ずる以外にはないのだか旬、

やがて人口の再配置が徐々にでも進行するとでも想像するよりない。

急激な人口増は、地域差はあるにしてもこの100- 200年の出来事で

あり、その趨勢はまだ進みつつあるのだから、それへの解決も比較

的近い将来の出来事として受け止めるよりな L 、。

過去も現在も多分将来も、人は自然、を収奪して生きてきた。いつ

か自然収奪型の農業が形を変えて、純粋に工業による合成農業に置

き換えられるような新たな産業革命がもたらされるまでここ当分一

一多分はかなり長い時間にわたって一一現在の農業がなくならない

限り、人の住用地と農業用地の比例が、幾度かにわたる振れを経な

がらも、どこか適正な値に収散するとしか考えようはないし、その

結果が、現在の農業生産性と人口の増殖率の兼ね合いから見て、農

業用地が現在より少なくなるとは考えられない。

同じく他の産業用地についても同様であれば、限られた空間では

住空間についても限定性があるのが当然であり、過去の都市対決村

の経済的収奪/ 被収奪の関係ではなく、農業が近代産業化した時点

で、純粋に空間の比例配分に到達しよう。

すべての人が都市的集住をすべきと考えるべきではなく、その社

会の構造自体がその構成比を決めるわけだが、社会構造は自足生産

構造を基本として、分散居住と築住がどこか安定した比例へ落ち着

くほかなし、。

今は 18- 19 C のレセ ・フェールの時代ではもはやなく、都市/ 住

施策が一義的に持家奨励型になるのは明らかに誤りなのであって、

もし施策が安全側で始められるべきなら、明らかに築住型で先行す

べきであろうし、それが自然に成就するような基底構造を用意しな

ければならない。

都市と農村の経済関係も変わったし、情報伝達/ 交通の密度も速

度も変わった。もはや人は必ずしも地縁に縛られてはいないように

見える 。

しかし人の持ち時聞の制約と、その中での自由の充足と経費の適

正配分を考えるとき、やはり人は生産機構により近〈住むしかない

し、第三次産業が増大すればするほど、より多くの人が都市的集住

をするのは必至と思われる。

10/ 10/ 80 
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転機にたつマンション・集合住宅
各諭 1

都市住宅のスケルトン方式一一公社住宅のニ段階供給方式-

辻 信

1  . 大阪府における住宅事情のー断面

1  ) 昭和40年代からの経過と現状

大阪府においては、昭和43年にすでに住宅戸数が世帯数を上回っ

ていたが、高度成長期における購買力m上昇や、金融面における住

宅ローンの拡充に伴って、勤労者の持家指向が刺戟され、さらに土

地価格、建設物価の上昇率と金利の差によるインフレ手IJ 得を求める

貿い急ぎ現象もみられるなど、需要超過の状況が続いた 。 しかし、

昭和47年に始まる資材の異常高騰と、それに続〈オイルショ ックを

境として購買力は低下し、需要と供給の関係が逆転した 。購買力に

ついては、 50年代に入り徐々に回復したが、所得の伸び率の鈍化と

ともに需要層が来年化していることも彬響し、昨今は購買力が再び

低下傾向にある 。

空き家は53年には 27. 9万戸( 空き家率9. 8%) に達しているが、一

方、住宅需要実態調査 ( 53年 ) によると「全住宅に一生住みつつ'けたい」

人は、全世帯でわずか33. 4% であリ、何らかの不満がある世帯を加

えた「住宅困窮率」は 45 .3 %もある 。

2  ) 接地型住宅と中高層住宅の需要について

大阪府における建て方別住宅戸数を昭和48年と 53年について比べ

ると、一戸建て住宅は 5 年間で14. 5万戸増加し、 3 階建て以上の共

同住宅は 17. 15万戸増加している 。

都市部におけるミニ開発住宅による敷地の狭小化や、郊外住宅団

地の通勤距離遠隔化の傾向が指摘されながらも、一戸建て住宅の需

要が根強く続〈一方でる、これを上回る需要が中高層住宅に見られる

のは、共同住宅の規模、設備の品質向上や購入価格の相対的な買い

やすさ ( tt 貸経営も成立すること ) などの事情に加え、通勤や日常

生活の利便性など住宅の利用価値を選択する需要者も多数いること

のほか、都市部における一戸建て住宅の供給が困難になりつつある

ことも推測されるのである 。

2  . 中 高 層 住 宅 に お け る 需 要 の 多 様 化 へ の 対 応

1  ) 住宅供給タイプの多機化

現在居住している住宅に、何らかの不満がある世帯も含めた住宅

困窮率は 45. 3%もあるが、この困窮感の理由を見ると住宅の性能、

質向上の願望の強さが推測されるのである 。困窮理由としては、住

宅面積・設備 ・日照通風 ・庭など住宅の衛生条件 ・性能 ・環境に関

するものの比率が高い。

このような形で需要者の要求は多様化し、需要の減少に伴って選

択性が厳しくなるのに対応して、住宅供給公社においても規模、設

備や間取りの多様化、質の向上の実施により対応してきた。

しかしながら、多様化計画のための需要者ニーズの把握は応募状

況の実態分析や、応募者アンケートなどにより推定するのであるか

ら、立地の途いによる誤差やタイムラグによる誤差が出るうえ、あ

る程度平均化された内容しか新しい計画には使えない。計画から完

成まで、長期間を要するから量産体質を残した多様化だけでは、企

業的側面から見てもリスク回避に対し限界が見えてしまう 。
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こうした状況からの脱出と、需要者ニーズを的確に把握する方法

の模索の中で、固まってきた今後の方向づけは「供給者理論による

供給から、需要者理論による供給への転向」であり、需要者参加方

式の実施である 。 これは新しい形態による受注生産的要素を含んだ

供給方式とも言えよう。

2  ) 供給者理論から需要者理諭へ

集合住宅で需要者理論を完全に実現しようとするコーポラティプ

方式は、家を造ろうとする人達が集まり、協同して自分逮で住宅を

造るのであるから、供給者が造った分譲住宅を購入するのと比較し

て、居住者の満足感は格段に高いと思われる。

一戸建て分譲住宅団地でレは需要者による注文住宅方式が実施され

ているが、集合住宅で与は需要者ニーズに的確に対応する方式は、一

戸建てと比べると難しい。ひとつの方法として入居後も居住者がニ

ーズに合わせて間取りを自由に変えられる家具間仕切りによる内装

等のシステム化の研究が進められているほか、入居時点での需要者

ニーズに合わせる方法としてメニュ一方式も散見されるようになり、

最近はコーポラティプ方式の試みも行われるようになった。

コーポラティプ方式が従来の分譲方式と基本的に異なるところは、

計画の意志決定者が入居者全員、すなわち複数であり、供給者は計

画の意志決定者ではないことである。

供給者がこの方式を実施する過程で主体者となり得るのはグルー

プづくりである 。住宅供給公社が実施する場合の方法としては、個

人公募またはグループ公募が考えられる 。 グループ公募については、

現在、応募者側に準備態勢がなく時期尚早の感がある 。公募のほか

には友の会など会員制度の母集団をつくり、アンケートなどにより

共通意識を持つ者の二次集団をまとめ、見学会、慾談会によるコミ

ュニケーションを通じて、グループを育てる方法が考えられる 。た

だし、実施上の問題点が検討課題としていくつか残っている 。

3  . 公共化住宅の精想とこ段階供給方式

1  ) 公共化住宅の梅想

社会情勢の変化により、住宅供給における公共の役割lについての検

討が必要であったが、この問題については京都大学、巽 和夫教授

によって、状況分析と役割の再構成の検討が行われ、その基本的考

え方が「公共化住宅の構想j として提案されている 。

すなわち、住宅政策の面からみた住宅の機能としては、公営住宅

に見られるように、社会福祉的機能と、都市を構成している要素と

して住宅を見れば分かるとおり、社会資本形成的機能がある 。住宅

が良好な社会資本として形成され機能が発揮されるためには、住環

境を形成する各種施設が一体となって機能する必要があることから、

これらに関連する公共、民聞の役割、諸手段についても総合化、体

系化されなくてはならない 。

また、住宅の財としての性質を考えると、集合住宅の場合は廊下、

共用階段のように純粋私的空間とも、純粋公共空間とも言えないよ

うな空間を持っていることに緩み、住宅憐成要素を私的な部分と

公共的な部分、および現行制度では私的財とされているが、公共的

'  
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性格を持つ部分に分類できる 。公共的部分には、公共の度合いに応

じ補助、助成も含めて公共が適切に役割分担し、私的部分に対して

は公共は介入を避け、民間にまかせる方がよいとする理論である 。

2  ) ニ段階供給方式

「公共化住宅構想J の理念にもと づいた需要者参加の方式を公社

分譲住宅の供給体制にとり入れたも のが 「二段階供給方式による公

社分譲J である 。基本的な考え方は、住宅の綴{ 本 ( スケルトン ) や

外構工事に関係する部分は公共財的性格をもつことから、公社が建

設し分譲する 。一方、住宅内部の間取り、内装( インフィル) 、設備

機器などは入居者が好みに従 って、できるだけ自由に完成する 。た

だし、現行制度ではスケルト ン段階での分譲が困難なため、イ ンフ

ィルの扱いは入居者が計画し、公社が施工した後、計画した入居者

に分譲する 。

建築基準法や住宅金融公庫融資条件に適合させるためにも、また

工事発注、工事監理などを従来手法と同様に行うことにより、結果

としてコーポラティプ方式と 一部似た笑箱形態になる。

3  ) 実施計画( 案) の特徴

① 多様な要求に対応できる十分な広さ

家族構成、生活様式に応じ自由に間取り計画ができる定住住宅と

しての価値のある広さ 。( 今回計画は、専用面積 l OO- 120m')

② 入居後の内部改造、改装に計画性

家族の成長、経済的余裕の発生、老後の余暇室などの要求によ っ

て生ずる内部改造の自由性、計画性。( 間取りの最低条件は、台所、

浴室、便所および 2 居室の設置)

③ 接t也型住宅の機能の取り入れ

庭的機能 ( バルコニーをできるだけ広くとり、玄関を通らな くて

も外部から直接出入りできるよ うにする )

勝手口および勝手口外部のサービスエリアの設置。

4  ) インフィル計画

内装、間仕切り等インフィル計画については、コーポラティプ方

式、二段階供給方式とも入居者が意志決定者であり、計画の進め方

も基本的に同じである 。 また 、入居者と住宅コンサルタントの関係

も l 対 l である 。

実施上の問題点としては 、コ ンサルテイング業務一般に通じるこ

とであるが、計画の最終決定までには相当回数の変更を繰り返す人

が出ることも予想される。図面化、積算作業に時聞がかかるため、

コンサ J kタントが計画変更回数を抑制して相手に不満を残させたり、

コンサルタントへの不信感を持たせたりする場合もあり得ょう。

この点について、二段階供給方式ではスケルトン計画と同時に、

内装設計についても相当の範囲で設計システム化をしておくことが

できるし、電算化による即時図面化と同時積算作業も実絡できれば、

入居者の計画試行回数の自由度の確保と、 コンサルテイング業務の

効率化等が計れるので、いずれは実現したいものである。

4  . スケルトン供給と地方住宅供給公社

1  ) 地域社会のコーディネーター

二段階供給方式では、スケルトンおよび環境計画について供給者

が方針を決定する 。供給者は、都市計画的な位置づけやパブリ ック

スペース、コモンスペースの取り扱いによる周辺環境との調和をは

かり、環境のよい街をつくる責任を持つ。市町村、周辺住民、需要

者の間に立つ住宅供給者は、地域社会の コーディネーターの役割を

発揮すべき立場にあると言える。

2  ) 住宅供給者への課題

需要者の選択性が厳しくなるに伴い、とりわけ中高層住宅につい

ては、各所で指摘されているとおり問題点が多い。中高層住宅を定

住できる住宅にするためには、老人対策や、高層住宅における幼児

問題、死角空間から生ずる犯罪への対策等の計画上の問題のほか、

風土と国民性にあった日本家屋として中高層住宅はどうあるべきか

とt 、った、住宅の本質を追求する問題、さらにまた 、需要者、住民

が住宅計画、地域計画に参画できるためのシステムの確立など 、住

宅供給者への課題は多い 。

3  ) 地域開発の担い手

都市住宅におけるスケルトン供給を通じて 、われわれが目指して

いるものは、公的機関の直接住宅供給による公民競合ではなく、公

民の役割再燐成による公民協力なのである 。直接供給の場合なら、

内装については地域の内装業者が担当し、入居後の維持管理、改装

にも直ちに応じられるような体制ができることが望ましい。また、

間接供給の場合には、資金力その他の事情て¥ミニ開発住宅を供給

している地域業者や土地所有者が集まり、供給公社がスケルトン的

な部分を担当する形の協同形態で、マンション建設や地域開発が行

われてもよいわけである 。

住宅の質や環境に問題が多い昨今の住宅事情から、住宅対策の方

向が、地域特性と整合する環境を含めた質の向上を目指す必要性か

ら、住宅政策の主体も市町村へと重点が移りつつある 。

また、住民参加、需要者参加のシステム化を進める場合も、その

対象ク' ループのー単位の大きさは、地域的規模とならざるを得ない

であろう 。

地域的役割をもっ、住宅供給公社がこうしたスケル トン方式の供

給を通じて、この方式が持っている真の目的と、住宅供給公社に課

せられている地域の住宅供給の役割も併せて理解していただけるよ

う、今後とも、努力していきたいと考えている 。

( つ じ しん 大阪府住宅供給公社企画部企画課長 )
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転機にたつマンション・集合住宅

試設計住宅プロト 60

川 村 真 次

人口と産業の都市集中は市街化地域において、人が集ま って住む

集合住宅を急速に増大させ、一般化させた 。耐火構造の集合住宅の

建設を任務とする住宅公団を例にと ってみても、昭和30年に発足し

て以来、 110万戸以上の建設実績を有するほどにな っている 。集合住

宅の発生は、高騰する土地の有効利用、都市の再開発等に起因する

ものであり、現在の情勢からみて今後とも、増加することは必然で

ある 。

集合住宅の建設に専念してきた住宅公団の集合住宅、いわゆる公

団住宅を歴史的に追ってみると、住宅公団を取りまく社会情勢の変

化により、大きく変革してきた 。ある時期には公団指導型で、まだ

ある時期は社会のニーズに受動的に対応し、その変革はそれぞれの

時代の社会との係わりにおいて 、たいへん大きな役割をはたしてき

た。そして現在も、また変革期にさしかか っている 。今、今後の集

合住宅のあり方という主題を考える場合、住宅公団がこれまで培 っ

てきた住宅建設の笑綴や将来計画を踏まえて、公団住宅をどんな方

向に変革させていこうとしているのかという点については、非常に

興味深いものがあるだろう 。

ここでは、住宅公団において胎動しつつある新しい試みの中から、

将来の公団住宅をめざした一つの設計提案、 『試設計住宅プロ卜 60

( 以下プロト 60 という ) J を紹介してみよう 。今後の公団住宅の変

革を具体的に 言い当てる、これはたいへん難しいけれど、それを大

胆に提案していくことはたいへん重要なことであろうと思われる 。

このプロ卜 60は、単なる予想ではなく、ある条件の中で公団住宅は

こうありたい、またはこうあるべきだという提案であり、今回の主

題である「今後の集合住宅のあり方J を考えるための手だてになる

ものであると思われる 。

1  . 設 計 に 至 る 経 緯

神戸市が、神戸ポートアイランドのまち開きおよびポートピア，

81の人気高揚を図るため、プレポートピア的な意図で開催する住宅

展に、住宅公団も出展することになり、その開催テーマ「新しい住

まいづくり」に基づき出展した公団住宅のモデルの一つがこのプロ

ト60て. i 昭和60年をめざして試設計された公団住宅の雛型」とい

う意味を持っている 。

住宅展は神戸ポートアイランド総合住宅公園においてすでにオー

プンしており、来年12月末まで開催される予定である 。
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2  . 設定条件

出展計画上開催テー? を考慮してプロト 60に求めた課題は、公団

住宅の今後の方向を指向した昭和60年には実現可能な夢のある住宅

を提案、展示、解説することであり、公団住宅のイメージ向上への

期待もこめている 。

設計に先立ち各種の資料や長期計画などから、背景となる昭和60

年の社会環境を恕定、設定条件を検討し、将来も公団住宅の主流に

なるであろう都市に建つ 3 - 5 階建ての中層分譲住宅で、老人の同

居も可能な専用面積 130m'台の公団住宅を設計対象とした 。そして

つぎの 4 点については、公団住宅の今後の方向を考える点でとくに

重要視する設計テー? として定めた。

プロト印の

3  . 設 計 テ ー マ

0 多機なニ ーズに応え得る住宅

0 良質な社会財産となる住宅

0 資源や自然を大切にする住宅

. 多様なニーズに応え得る住宅。良質な社会財産となる住宅

生活水準の向上に伴い住窓識が向上し、居住者のニーズも多様化、

口から質の時代に推移したと 言われて久しいが、今後どんな質の集

合住宅が必要なのであろうか。質の中でも広きや遮音性能などの物

的な質については、量や物性が満たされればすむわけで、あとは個

性や環境、たとえば美しさといった抽象的な要求が強まるであろう 。

一方、 極体と内部構成材の耐久性能は大幅に異なることが多い。

躯体は相当永持ちするが、わずか数10年で間取りや設備が古くなっ

て使用に耐えられなくなり、み っともない補修を余儀なくされたり、

取り壊さなければならない場合もある 。これらを解決する手法の一

つが入居前はもちろん入居後も好みの間取りや設備やインテリアと

することができる住宅、永〈使用に耐える住宅とすること 。言 いか

えれば常に好みの住宅を tilJ るためにスムーズに改装 ・修復のできる

住宅で、いつにな っても値打ちのある住宅とすることであろう 。 多

様なニーズに応え得る住宅、良質な社会財産となる住宅とは、こん

な住宅とすることではなか ろうか。

. 資源や自然を大切にする住宅

わが国には天然資源が少なく、とくにエネルギー資源については

'  
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ほとんど外国に依存している状態であるから、できうる限り省エネ

ルギ一、省資源、省コストをめさ' した住宅を進めることが国家的、

国民的な要求でもある。そのためには太陽熱はもちろん、採光、通

風、換気など恵み多い自然を故大限生かしたパ ッシヴな住宅を創る

必要がある。しかしその住宅はイニシャルコストやラン ニ ングコス

ト、それに投資に対する回収効率などを総合的に勘案した、真に居

住者のためのものでなければならないだろう 。

・すばらしいコミニティーを育む住宅

プライパシーを重視してとじこもる設計を優先させた今までの集

合住宅は、防犯の面では割合安心でh きたが、それゆえに味気ない生

活を余儀なくされている 。そこで、もう一歩進んで、守るべきプラ

イパシーは守るが、見せ合える生活は見せ合い、居住者におE いに

気のおけない近隣関係を ti l J ってもらおうという考え方、共用部の階

段室や廊下から、また自分の住宅から隣人の自慢のパラの花が見え

るとか、お互いに挨拶ができるとか、そんな毎日の生活、今までの

中高層住宅では味わうことのできなかった近隣関係、集合住宅に永

〈住むためにこんな潤滑剤も必要であろう。

4. 設 計 概 要

- 経済的に都市に立地できる条件として、土地の有効利用を図るた

めに間口をおさえた中層住宅としているが、住宅の 3 面を外気に開

放させている 。これは採光、通風、換気などの基本性能を快適な水

準で確保するほか、住宅の設備部品などの修復向上にも役立てるた

めでもある 。

・プロト 60は試行実施の予定もあって、住宅の部品分割は現実な線

で計画している。住宅を綴体、シェルタ一、内装、設備といったサ

ブシステムにより機成するオール部品化住宅的な考え方ではなく

躯体やA巨体に近いような部位、部品化が難しい部位、それに比較的

部品交換を要しない部位については在来工法とする経済的、合理的

な部品分割システムを採用しているので、結果として躯体、シェル

ターは部品化しないで在来工法の壁式 R C 造フレームとし、部品交

換を要する内装、設備については、できる限り部品により、構成す

る考え方を取り入れている 。

・集合住宅に入居した当初から入居者のライフスタイルに合った間

取りや設備やインテリアが可能なように、また入居後も比較的容易

に改装・修復が可能なように、二つの試みを採用している 。

一つは、市販の収納ユニットやキッチンユニットなどのオープン

部品により多様な住宅を創るオープン化システムの採用である。こ

れは、オープン化システムのルールに適合するモテe ュール割りされ

た空間( 平面は 300mmの n 倍、天井高さは2400mm、関口高さは 1900mm)

に内装や設備のサブシステムのルールによって分割された住宅部品

を組み込むことにより、設計テーマにそった住宅を創ろうとするも

のである。プロト 60の基本的な空間構成は、すべての空間をフレキ

シビリティーの有する空間とする考え方ではなく、個室・公室部分

はできるだけフレキシビリティーの高い空間とし、水まわりは固定

された間取りの空間としている 。ただ、水まわりについてもキ ッチ

ンのレイアウトが自由にできるような配慮は施している。

あと一つは、設備部品の交換や位置決めが、また修復が上下の住

宅とは無関係に行えるよう 、水まわりは二重床として、給排水管な

どを横引きし、笠管等は住戸聞の外部空間に集約、補修性の向上を

図っている 。いわばミニ人工地盤的な考え方である 。このほか、ど

こからでも電気のとれるコンセント幅木や竿縁を設けるなど、設備

面ても多様化への配慮を行っている 。

・すばらしいコミュニティを育むために、とくに住戸からの物のは

みだしを期待する空間を多〈設けている 。それは共用部から覗き込

みのできる玄関ポーチやノぐj レコニーて"ある。それぞれ居住者の個性

が演出されることを期待してやまない空間、さてどんな話題の花が

さくだろうか。

・集合住宅が切り捨ててきた一戸建ての自由な住まい心地を回復さ

せるために、門がまえ、玄関ポーチ 、勝手口なども設けている。ま

た居住者の好みにより必ずしも必要としないが、機能一辺倒のプラ

ンニ ングに対する反省をこめて、何に使ってもよい多目的室を提案

している。集合住宅だから機能的に、最低限必要な空間だけでとい

うことでなく、潤いのある集合住宅を創るための空間は何かという

ところからプランニングしたいものである 。

. 耐水型恒器

. 控立しにユーティーリ

Ｎ ｾ目的宣

多目的に使用できるコー

ナー

ｾ モデル 割 りのゾーン

- コンセント樋木 . 可動式曝層岨

ステムキ J チン

時み田直eJIJ か 可 能

⑧ 

さまざま主住まい }i ができるよう. つぎのモデュールで: ! l ! tul を情成.

平面300に、天井町さ 2400、l持! 日向き 1900に.

E 水廻りのゾーン

よいえト y クと なるために、設備交換の容易な床情ili を保則 .

s Bふれあいゾーン

話題の多いＥのおけない近隣関係を創るための表出のｾＯｕ ｊｯ

・五1剥 ポ ー チ ーflll m'

・共用部から比えるバルコニー

伎役附住宅プロト 60基本プラン

プロト 60の玄関まわり
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プロト 60の生活

A さん一家

<  10年たったニューファミリ ー〉

夫 広告会社勤務 38才

饗 クラフトデザイナ- 35才

娘 小学生 10才

息子 11 8 才

・南面の一部を教室として使用.

・多目的室は奥さんの教えている

クラフトデザインの生徒作品を

飾るギャラリー.

・観葉植物をいっぱL 、置いたパル

コニーはちょっとしたミニ植物

園.

5  . 新しい集合住宅の生活

B さん一家

〈おし ゃれで渋好みの堅実ファミ ・台所は流 し台や吊戸棚の機積や

リー〉 配置も自由である ファッ ショ

夫 航空後会キ封宜術系課長 45才 ナプルな台所で、たまには気楽

妻 主婦 手妄が趣味 42才 なキ ッチンパーティーも、と考

息子 大 学 生 19才 え、システムキ ッチンを U 型配

娘 高校生 16才 置とした 日さんの奥さんの永

姐 母 無 職 73才 年の夢だったそうである .

・北側lの部介は間仕切が自由であ ・玄関脇の多目的スベース . B き

るから、 B さんはふたつの子供 んはアトリエ兼用の工房として

部屋と、納戸付きの寝室とした 。 お町、夜遅〈まで灯りがもれて

寝室は書斎としても使う . いるのは、おばあちゃん自慢の

・南側の部分は間仕切は動かせな バルコニーのパラとともに有名.

いが、しつらいは自由。おばあ 模型の大きな帆紛が完成した日

ちゃんのための和室と、広々と は、工房のブラインドが少し関

したリビングルームをと った。 いて いたと い うことである 。

T Dさんの家

C さん一家

〈心やさしいマイホームフ ァ ミリ

一〉

夫 中学教師 48才

妻 主錫 45才

娘 短大生 18才

娘 中学生 15才

姐 父 無 職 74才

・居間には短大生の娘さんの練習

周にアップライトピアノを置い

た。

・広い納戸はおじいさんの集めた

さまざまなコレクションで埋ま

っている .

- 玄関ポーチ はご主人の日目甚大工

に使用 .

⑧ 

D さん一家

〈ガンコオヤジとしっか円女房の

人情一家〉

夫 雑貨広経営 43才

妻 主婦 40才

娘 中学生 15才

息 子 中 学 生 13才

娘 小学生 10才

・多目的室はご主人の仕事のちょ

とした打ち合わせのコーナーに.

・時々やって〈る祖父のために客

室( 和室) を設けた 。

住戸平面に示したそれぞれの家族の生活は、プ ロ ト60の生活を如

実に現しており、それ ぞれの生活が、個性がよく現れている 。広告

会社に !tJ Jめる自称、ナ ウなA さん一家は 、南北のワンルームの部屋を

収納家具で 2 室に分割し 、北側は子供と夫婦の寝室として 、南側は

居間 とクラフ トデザインのためのアトリエとして使用している 。将

来子供が大きくな ったときは、大幅な間取りの変更を予定している

そうである 。

K E P  ( Kodan  Exper i mental Housi  ng Proj ect ) と呼 ばれている

オープン化 シス テムの研究を行 っており 、現在、実用化の研究を終

え、試行建設の段階に入 っているが、今後は そのルールの確立、行

政上の制度化の検討などが必要である 。それはルールに 従 ったオー

プン化部品が将来に渡って充足きれなければスムーズな改装や修復

ができな いからであ る。20年 - 30年後の未来に良質な社会財産とな

る集会住宅を求めるのなら、今のうちに未来 を指向したオープン化

システムのルールを決めておかねばならない。

・プロト 60は、できる限り市販の部品を使用す る方向で、またデザ

インの基調は、質素で美しい部品によりト ー タルデザインすること

をめざしたが、主旨にそ った住宅部品は、一般市版部品に少なく、

B さん一家の住宅部品はオーダ一部品の使用 も余儀なくされた 。今

後の住宅部品は、 部 品を誇示しない トー タルデザ インのでき る部 品

の開発が望まれて ならない。

プロ ト60には同じ間取りの住宅はない。 したが ってポー トアイラ

ンドの展示モデル住宅は航空機会社技術系課長である B さん一家が

実際に入居してプラン ニ ングした状態を忽定し、演出している 。

6  . おわりに

- 公団住宅の変革の一つの方向 を、今後の集合住宅の方向を、プロ ト

60の設計を通じて提案したが、主要な設計テー? を解決するオープン

化 システムに よる住宅建設は 、住宅公団だけでは 出来るものではなく

国家的規模で遂行する 必要がある 。住宅公団では、昭和48年から、
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・プロ ト60は現在オープ ン化 システムの手法など、基本的な考え方

を取り入れて実施することを検討中である 。諸兄のご批判を得て、

より改良を加えて実現させたいものである 。

( かわむら しんじ 日 本 住 宅 公 団 関 西支 社 設計部 )

.  
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人が住むための家には水平な床が必要であり、傾斜した場所、 斜

面地等に住宅を作るためには、それなりの智恵としくみが不可欠で

ある 。人口が集中している都市近郊に平地が少なくな ってきたせい

か、あるいは変化に富んだ住宅が作りやすいせいか、最近、斜面地

開発が行われ、斜面地住宅が作られることも多くな ってきた 。その

方向は、その場所と周辺に住む人々にと って好ましい方にあるのか、

社会的に適正な方向に向か っているのだろうか。

52年初めから私は専門分野を異にする仲間たちと傾斜地利用に関

して、以上のような問題も含めて、多面的な調査、研究を進めてい

た。たまたま 53年 5 月、横浜市のある斜面地に集合住宅を計画する

プロジェクトに参画する機会に恵まれ、ケーススタデイとして、 .実

現可能な斜面地住宅の計画を作成した 。ここではその計画にとりく

んだ際の私の問題意識、計画中に判明した問題点、さらに私なりの

考え方などを記し、今後同様な計画にとりくまれるであろう諸兄の

参考に供したい。

1. 斜面地の開発の傾向

F  

現在全国的にみられる都市域への人口集中は、都市近郊も含めて

の住宅地不足を招いており、農地等の宅地化促進については行政的

な努力が続けられており、今年も 「市街化地域の拡大Ji 宅地並課税

の推進J などの政策が予定されているようである 。

日本の国土全体で、自然条件別の分類では傾斜度 0 ・- 8 ・の平地

および緩傾斜地は31% に過ぎない。 また地形分類では低地15% 、台

地11% で、残り 74% は丘陵または山地とされている 。都市域におい

ても同様であり、住宅地は都市外縁の丘陵地もしくは山地に達し、

技術的に開発しやすい部分を蚕食、平地化して、開発が進んでいる

のが現状である 。傾斜地が多〈人口集中度の高い神奈川県、兵庫県

にその例は多〈見られる 。

しかし、都市外縁の住宅地の延長としての開発はどちらかといえ

ば都市側の論理からの開発となり、より広い立場からの国土利用の

立場からの視点が欠落するおそれがある 。山地、丘陵等は土地の起

伏、植生、地下水のt函養など、その周辺一帯の環境形成上、重要な

役割を持っているものであるにもかかわらず、平坦I也がどの程度と

れるかということで評価され、「宅地造成j という技術で蚕食開発が

続けられているのが現状である 。

都市域周辺への人口集中、宅地供給への圧力は今後とも続くもの

と見られ、それに対応した斜面地活用の方法を考えるためには、周

辺の平地と、斜面地の持つ特色を生かした土地利用計画がまず第一

に必要でいある 。第二に周辺環境を配慮、した開発計画を考えることで

あり、第三にそれを実施しうる開発手法、開発技術を持つこと、言

いかえれば保有する者が開発を行うことが必要と考える 。

2  . 斜面住宅の形

斜面1也、いわゆる山地、丘陵地は登り降りの不便きさえ忍べば、

住むのには適していると 言える 。斜面の方向を選べば十分な目黒と

眺望が得られ、通風も良〈、ちょ っとの技術的配慮、を加えることに

より、水はけは良好で、湿気の少ない、水害のない住宅とすること

が十分に可能である 。 さらに集合住宅として計画する場合、自然の

高低差は動線の分離、統合が自在となり、共有部分の設定にあた っ

ても 、立体的に組み合わせを行いながら、接地性を確保することな

どにより、よりふさわしく良好な空間として造ることができること

などがあげられる 。( 図ー 1 )  
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図ー 1

斜面集合住宅の住棟型はその断面形状により、つぎのように大別

して考えたい。

イ. 接地型セットパック住機型 斜面地の勾配にあわせてセ ッ トパ

ックしていく住棟型で、斜面地の勾配によ ってその層数が左右され、

可住面積に制約が出てくる 。一般に 2 層程度で斜面地勾配は 22- 24・

程度の階段勾配の上限を上限とし、勾配が緩くなるほど、可住面積

の確保は難しい。( 図- 2 ・ィ )

ロ. 準接地型住棟型 住戸の一昔11には斜面地を利用した接地型のア

クセスが可能とされるもので、{ 主棟の断面型としては通常の中層フ

ラッ ト型から、斜面住宅らしさを持つ広めのテラスを設けたセ ッ ト

イ. 接地型セ ッ トパ ック住棟型
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ロ. 準接地型住棟型

斜面勾配にかかわ勺ない住棟型.

任意のセ ッ トパ ックを行い、任

意の階が接地裂のアクセスをも

っ.

ハ. 平地のセットパック住棟型

建物の形状としてのセットパ ッ

ク型.

図 - 2
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パック型まで考えられる。( 図- 2 ・ロ )

ハ. 平地、あるいは緩斜面にたつセットパック住棟型 これは斜面

地住宅ではないが、斜面地住宅で可能なセ ッ トパ ック住棟の良さを

平地や緩斜面の敷地で実現しようとするもので、アクセスは最下部

の地盤面のみに限定される。( 図 - 2 ・ハ )

いずれの住棟型にせよ、設計者、住む人どちらにと っても、フラ

ット型の集合住宅に比ぺ、変化に富んだ外観やアクセス方法は新鮮

で魅力あるものと言える。その新鮮さ、ユニークさは住む人自らに

とってのアイデンティティの確立が容易であり、桜台コートビレヂ

に住む人々の多様性と誇りは、それを如笑に物語る一例であろう。

3  . 斜面地住宅の技術的問題

斜面地に建築物を作るためには斜面の土を一部切りとり、他の部

分に盛って、平地状の部分を造成する、いわゆる宅地造成の手法に

よるのが一般的である。

斜面地に住宅が成立するためには、人がそこに至るための階段、

スロープが設けられると同時に 住宅の構造体を安全に与えられる

ようなしくみが不可欠で与ある。自然の斜面は手を加えられない限り、

それなりに安定しているが、建物を建てるために手を加える場合、

そのやり方によっては丈夫にもなれば、崩壊しやすいものともなる 。

斜面の崩壊には斜面全体がすべって崩れるものと、造成した擁壁、

斜面の一部が局部的に壊れるものがあげられる 。いずれも、切り盛

りによる土の重さのかかり具合の変化、連続している土の層の分断、

水の流れの変化等によるものである 。造成地盤の安定については、

一応、科学的計算にもとつやいて判断されるようになってはいるが、

その場所の土質、土の中を流れている水の状況などのすべてが把握

されている場合ぱかりではない。

したがって、土の移動は可能な限り、小規模なものとし、土の中

の水の流れを大きく妨げない範囲に止めるべきであろう 。その範囲

で成立する住棟型こそ、斜面地住宅にふさわしいものと考えられる 。

土の切りl i . 1 t りの少ない

開発にあってはそれだ

け、{ 主む人々にとって、

土を身近な位置におく

ことができるものであ

り、そこに住む人にと

って好ましいものにな

ると同時に、自然の地

形、起伏を大幅に娘な 小さ〈造成する

大き〈造成する

わないため、周辺環境

との調和も保ちやすい

ものとなるはずである 。

( 図ー 3 )  

4  . 斜面地住宅と自然との対話
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図- 3

たしかに自然の斜面は緑の植生で覆われているのが一般的である

が、そこに一定の密度以上の集合住宅を計画する場合、その自然を

そのままの形で残そうとすることは問逃いといえる 。

どのような形にせよ、建物の基礎をその土の中にセ ッ トする場合、

その部分の土を切断し、除去し、さらにその作業のためにより広い

範囲の植生や表土を損なうことが多いからである 。杭基礎が必要と

される場合は杭打機はその力を十分に発揮するためには水平な所に

設定される必要があり、多くの施工機械はも っぱら平地で活動する

ことを前提として作られており、斜面地ではいろいろと不具合を生
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じ、行動のためにはかなり広い平地面を要求するものである 。集合

住宅計画のように利用密度の高い開発にあっては自然の植生の存置、

保護は難しく、わが国のいわゆる斜面住宅開発にあっては、在来の

自然をそのまま残したものはない。

植生そのものの存置が難しいとしても、その表土を保存し、新し

い緑を再び作りだすことは可能でみあり、そのための余地を有効なま

とまりで残しておく計画が大切なことは言うまでもない。その緑の

まとまりは、住む人々の目に触れて快適で与あり、しかも自然のサイ

クルの中で自然に生長していけるのに十分な量でなければならない

と考える 。

5  . 斜面開発をはばむ要因

少なくとも土の性質のすべてを知り尽くさない科学と技術の未熟

さ、それに対する行政当局の' 慎重な配慮が、現在斜面開発の歯止め

になっているようである 。斜面地は前述したように、利用可能であ

れば住宅地としては魅力多い場所であり、技術的にも挑戦の場であ

り、建築設計に携わる者にとっては意欲的にとり組みやすいテー?

である。自然、を生かす、造成の無駄を省き地形と一体になった、な

どのキャ ッチフレーズをあげて考えられた計画案は多〈、実現する

ことな く消えたものも多い。むしろ実現するものの方が少なか った

と言えよう 。その理由としては、つぎのようなものがあげられる 。

イ. 計画の経済的、あるいは事業的非現実性

斜面地開発をやろうという所は、人口膨張の外縁で忌あり、土地コ

ストも比較的高〈、住宅需要の圧力も大きい。 こういった場所での

計画は一般に高密度、高集積型の計画が求められるにもかかわらず、

低密度の住棟構成しかできない技術の未熟さと、低密度の結果とし

ての比較的良い環境への執着が、むしろ妥当な計画を作り得ない原

因と考えられる 。わが国で成り立 っている斜面地住宅の実例は低! 昔、

中層を問わず、ある程度以上、高魯= 度なものに限られている 。

ロ. 法規制、行政指導

それ自身安定した状態にある自然斜面に手を加え、再び安定した

地悠を造ることはなかなか難しい。そのため、域内に多くの斜面地

をかかえている地方自治体の、いわゆる宅地造成に関する規制lは一

様に厳しい。神奈川県と兵庫県がその好例であると言える 。

さらに集合住宅等を計画する場合、建築基準法の接道規定が問題

になる場合が多い。一般に斜面地開発では、開発指導に基づ くきち

んとした道路を、計画対象斜面地全域にまんべんなく、めぐらすこ

とは難しい。道路を設けるため の擁壁がかなり多 くなるためであ

る。

道路勾配12- 8  % 以下の道路にかえて、人が歩行可能な範聞のス

ロープOi )や階段( 約30・- 20・) を交通手段として併用し、可能な限

り接道部分を抑えた計画とせざるを得ない場合が多い。 また基準法

86条のいわゆる「一団地規定」はその運用が特定行政庁に委ねられ

ており、取り扱いに遠いがある上に、取り扱い要領は斜面地での開

発は一般に想定きれていない。敷地内道路の扱いについて、階段状

の街路、 12% をこえるスロープの取り扱いは微妙なものとな ってし

まう 。 また自然斜面保護に強い関心を持つ特定行政庁では、その運

用が委ねられている以上、斜面地への一団地規定適用にあた っては、

かなり厳しい姿勢がとられているようである 。

したがって、現状では接道規定に抵触しない計画とするためには、

複数の棟をつないで一棟とすること ー ーかなり形式的な合法ではあ

るがー ーが考えられ、実際に行われ、実現した斜面住宅にもこの形

式のものが多い。私の関係した横浜市の斜面住宅計函も、接道規定

を守るため、いくつかの棟を連続させた形で実施される予定である 。

ー
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ハ. 施工上の問題

斜面の開発には必ず土の切り、盛り、移動をともなう。工事中の

崩壊を避けるために、土を比較的安定した状態に保ちながら工事を

進められるような計画でなければならない。工事進行中も土の安息

角以内の切土勾配になるよう配慮することが必要である 。

一般に建設機械は平地における作業を原則として作られており、

10・をこえるような斜面では本格的な作業はできない。杭打機を斜

面にセットするのは至難の業である。クレーン草は斜面を自在に走

行することはできない。斜面地でこのような建設機械による作業を

行うためには、斜面をそのまま残した設計になっていても、建物の

建つ部分一帯をかなり広い範囲で、はじめに平坦化することが必要

となる。したがって残すべき斜面は、再び土を盛って整形された斜

面に過ぎなくなるおそれがある。斜面地に道路を設ける場合でも同

様て¥斜面地の自然、あるいは形状を保存する意図があるなら、こ

ういった施工方法、とくに建設機械の選定、取り扱いにまで心を配

る必要がある。私たちの横浜市の計画では、切り土量を少なくし、

人力によることを考え、資材等の運搬にはタワークレー ンを使うこ

とを想定したものである 。

ニ. 土木と建築の技術の総合化が必要なこと

まず土木技術により平銀地化を考え つぎにその場所にふさわし

い建築を考える、こういった計画手順が一般的のようである。建築

設計者と土木技術者が同時に一緒になって計画にあたり、その斜面

地に最適な計画を求めることは現実にはなかなか行われにくい。先

述の横浜市での計画は、建築と土木と両面から一体になって考えら

れる能力を求めて、大手セ・ネコンに性能発注がなされたもので、斜

面地開発の最良の案を求める一つの方策と考えられよう 。建築設計

者が先行して考えると、建物の底面積にみあう平坦地を造ることを

要求するか、あるいは斜面勾配を無視して、清水の舞台風の人工地

盤を組むか、どちらかでしかない。外国にみられるような本格的な、

斜面地勾配になじんだ、セットパック住宅が少ないのも、先述した

理由に加えて、建築設計者の他分野の技術者との協力関係のまずさ、

いつの場合でも主導権を持ちたがる悪癖もその一因をなしていると

思われる。

6  . 斜面地開発について 、少なくとも・ ・

建築は本来、環境への配慮なしには成立しにくい。斜面地開発を

考える場合、設計者としても最もディレンマに陥る点である 。斜面

地の利用はその場所、その場所にとって最適の用途があり、都市近

辺の日照に恵まれた斜面地は人が住むための活用もやむを得ないの

ではなかろうか。その場合、斜面そのものの形状を可能な限り、踏

襲し、言いかえれば、斜面の姿になじませ、周辺とのつなぎめには

在来の自然を修復の手を加えても残すことが不可欠だと考える。少

なくともそう考える設計者が手を下さない限り、斜面地からむりや

り平坦地を収奪し、アスフアルト道路とコンクリート擁壁だらけの

乱開発を黙認する破自になろう。緑の斜面地に手を加えること、そ

れが原子核や遺伝子に手をかけるほどの重みを持たないにせよ、神

を恐れぬ所業とならないよう、祈り、かっ努めたいものである 。

参考文献

・斜面住宅例( 最近のもの)

神奈川県住宅供給公社横浜新井町団地計画 日経アーキテクチュア ' 80年 8 月4 日号

日 本 住 宅 公 団 鈴 ケ 峰 団 地 都 市 住 宅 '80年 8 月号

・斜而開発

宅地造成設計施工の手引 大成出版社

多摩ニュータウ ン開発計画 〈自然地形祭1965} 報告 書 日本住宅公団

傾斜地利用に関する多面的調査研究その 1 ポリテクニ ックコンサルタンツ

(みねまさ かつよし 清水建訟徐式会社建築設計部次長)
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転 機 に た つ マ ン シ ョ ン ・ 集 合 住 宅 特別企画 1

消 防 用 設 備 等 の 変 遷 と 展 望

米 釜 重 雄

1  . はじめに

建築物における防災関係規定、すなわち、

地震、火災等ーから人命、財産等を守るための

規 定 は 、 大 き く 分 け て 、 建 築 物 そ の も の の 精

進 面 か ら 担 保 し よ う と す る も の と 、 こ れ を 補

完し、あるいはあたかも車の両輪のごとく、

各 種 の い わ ゆ る 防 災 設 備 を 設 置 す る こ と に よ

っ て 担 保 し よ う と す る も の の 二 つ の 方 法 が と

られている 。現 行 法 令 の 中 で は 、 建 築 基 準 法

令 が 前 者 の 代 表 的 な も の で あ り 、 一 方 消 防 法

令 が 後 者 の 代 表 的 な も の で あ る と 言 え る ( も

っ と も 、 ア ル コ ー ル 類 、 石 油 類 等 消 防 法 上 の

い わ ゆ る 危 険 物 を 一 定 の 数 量 以 上 貯 蔵 し 、 ま

た は 取 り 扱 う 施 設 に つ い て 、 同 法 に よ る 構 造

規制l を受けているのは異質であるが) 。

本 稿 で は 、 代 表 的 な 防 災 設 備 で あ る い わ ゆ

る 消 防 用 設 備 等 に l測 し 、 主 と し て 制 度 の 面 か

ら そ の 変 遜 を 概 説 し 、 あ わ せ て 今 後 の 展 望 な

どにふれてみることとしたい。

2 . 消防法による規制のはじまり

昭 和23年、それまでの幾多の経過をふまえ、

初 め て 消 防 法 第 17条に「学校、工場、事業場、

興 行 場 、 百 貨 底 、 旅 館 、 飲 食 庖 そ の 他 市 町 村

条 例 の 指 定 す る 建 築 物 そ の 他 の 工 作 物 の 所 有

者 、 管 理 者 又 は 占 有 者 は 、 市 町 村 条 例 の 定 め

る と こ ろ に よ り 、 消 火 器 そ の 他 消 防 の 用 に 供

す る 機 械 器 具 及 び 消 防 用 水 並 び に 避 難 器 具 を

設 備 し な け れ ば な ら な い 。J 旨が規定された。

こ こ で は 、 実 質 的 な 設 備 規 制 を 市 町 村 条 例

に委ねており、現在の重量備された法令の規定

と 比 べ る べ く も な い が 、 消 防 用 設 備 等 の 設 置

を 初 め て 法 律 で 義 務 づ け た 点 、 そ の 意 義 は 大

きいと言える。

3  . 消防法の一部改正および同施行令、施

行規則の施行

前 述 の ご と く 、 昭 和23年 の 消 防 法 の 制 定 ・

施行以後、消防用設備等に関する規< < ，11は主と

そ の 内 容 は 、 防 火 管 理 者 制 度 の 箆 備 、 火 災

危 険 の 著 し い 物 品 の 規 制 の 徹 底 、 消 防 用 設 備

等の規制lの 徹 底 等 を 図 っ た も の で あ り 、 と く

に 消 防 用 設 備 等 に 関 し お お む ね つ ぎ の( 1) - ( 6)

の 事 項 に つ き 制 定 ・盤 備 さ れ た が 、 こ れ は そ

の 後 の 設 備 規 制 の 骨 絡 を 作 っ た と も 言 え る ι

聖書な措置であった 。

(1) 消 防 用 設 備 等 を 設 置 す べ き 防 火 対 象 物

を 、 政 令 ( 消 防 法 施 行 令 ) で 指 定 す る と と も

に 、 類 似 の 用 途 ご と に 20項 目 ( そ の 後 の 改 正

に よ り 、 現 行21項目) に分類し、その用途、

精 進 、 規 模 等 に 応 じ 、 一 定 の 設 備 等 の 設 置 お

よ び 維 持 を 義 務 づ け た こ と

(2) (1) の 消 防 用 設 備 等 を 、 消 防 の 用 に 供 す

る 設 備 、 消 防 用 水 お よ び 消 火 活 動 上 必 要 な 施

設 に 区 分 し 、 そ の 種 類 を 政 令 で 定 め た こ と

(3) 防 火 対 象 物 の 位 置 、 精 進 お よ び 設 備 の

状 況 か ら 判 断 し て 、 消 防 長 ( 市 町 村 長 ) ま た

は 消 防 署 長 が 、 火 災 の 発 生 お よ び 延 焼 の お そ

れ が 著 し く 少 な く 、 か つ 、 火 災 等 の 災 害 に よ

る 被 害 を 最 少 限 度 に 止 め る こ と が で き る と 認

め る と き そ の 他 の 場 合 に は 、 原 則 的 な 基 準 の

特 例 を 適 用 で き る こ と と し 、 設 備 規 制 の 弥 力

的 な 運 用 を 図 っ た こ と ( こ の 場 合 、 全 国 的 に

統 ー し た 基 地 を 制 定 し た 趣 旨 か ら 、 特 例 の 適

用にあたっては予め固との連絡 ・ 司 ， ｾ主査を図る

こととされている。)

(4) 政 令 の 基 準 は 全 図 的 ・ 一 般 的 に 定 め ら

れ て お り 、 地 方 の 状 況 に よ っ て は 当 該 基 準 の

み で は 防 火 の 目 的 を 十 分 に 達 し 得 な い 場 合 が

考 え ら れ る 。 こ の た め 、 各 市 町 村 が 、 そ の 地

方 の 気 候 ま た は 風 土 の 特 殊 性 に よ り 、 条 例 て ¥

技 術 上 の 基 準 に 関 し 、 強 化 の 方 向 に 向 か つ て

政 令 と 呉 な る 基 準 を 設 け る こ と が で き る こ と

としたこと

(5) す べ て の 防 火 対 象 物 の 消 防 用 設 備 等 に

ついて、常に最新の基準に基づき訟併i J を設置

さ せ 、 あ る い は 改 修 さ せ る こ と は 、 防 火 対 象

物 1ftlJ に 過 大 な 経 済 的 負 担 を 与 え る こ と に な る

こ と な ど か ら 、 既 存 防 火 対 象 物 ま た は 用 途 変

更 し た 防 火 対 象 物 に お け る 消 防 用 設 備 等 の う

ち一 定 の も の に つ い て は 、 規 制 緩 和 の 方 向 に

向 か つ て 特 例 的 な 取 り 扱 い を す る こ と と し た

こと( なお、この件については後の、明 6. 消

防 法 令 の 大 改 正 。 の 項 を 参 照 さ れ た い。)

(6) 政 令 ま た は 条 例 の 規 定 に よ り 設 置 お よ

な お 、 今 回 と く に 取 り 上 げ ら れ て い る マ ン し て 各 市 町 村 の 火 災 予 防 条 例 に よ り 行 わ れ て ぴ維持しなければならない消防用設備等が、

シ ョ ン あ る い は 集 合 住 宅 は 、 消 防 法 令 上 共 同 きた。 当 該 設 置 ま た は 維 持 さ れ て い な い と き は 、 消

住 宅 と し て 取 り 扱 わ れ る も の で あ る が 、 い わ し か し な が ら 、 当 該 条 例 そ の も の の 制 定 化 防 長 ( 市 町 村 長 ) ま た は 消 防 署 長 は 、 防 火 対

ゆ る 消 防 用 設 備 等 に 関 す る 基 準 の 適 用 に あ た 率 が 低 か っ た こ と 、 当 時 の わ が 国 の 経 済 の 成 象 物 の 所 有 者 等 に 対 し 、 そ れ ら の 設 備 を 設 置

つ て は 、 一 定 の 構 造 に す る こ と 、 あ る い は 特 長とも関連する火災の激増、および科学的、 し 、 ま た は 維 持 す る よ う 命 令 で き る こ と と し

殊 の 設 備 を 設 け る こ と に よ っ て 、 原 則 と し て 技 術 的 進 歩 に 伴 う 火 災 の 態 様 の 彼 雑 化 な ど か たこと

必聖書とされる設備等の全音I1または一昔I1を設置 ら 、 一 般 的 、 普 遍 的 事 項 は 各 市 町 村 に お い て

し な い こ と が で き る と さ れ て い る の み で あ り 個 々 に 定 め る こ と な く 、 国 レ ベ ル に お い て 全

( この詳細については 、本 誌51年 1 月 号 並 び 国的、統一的に措自立すべきであるとされたこ

に53年 11 月 号 お よ び12月号に掲載されている) 、 と な ど か ら 、 昭 和36年 、 一 部 改 正 さ れ た 消 防

他 に は 他 の 用 途 の 建 築 物 と 異 な る と こ ろ が な 法 と と も に 、 消 防 法 施 行 令 お よ び 消 防 法 施

い た め 、 こ こ で は 主 と し て 消 防 用 設 備 等 一 般 行 規 則 が 制 定 ・公 布 さ れ 、 同 年 4 月 1 日付を

について述べるに止めたし、 。 もって施行された。
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4. 検定および認定

消 防 用 設 備 等 は 通 常 は 使 用 さ れ ず 、 火 災 時

にその機能を十分に発者II しなければならない

こ と か ら 、 他 の 機 器 類 に 比 べ 、 よ り 信 頼 性 の

rれ、品質が要求される。このため、消防の用

に 供 す る 機 械 線 共 等 の う ち 一 定 の も の に つ い

'  



て は 、 昭 和38年 の 消 防 法 の 一 部 改 正 に よ り 、

翌39年 1 月 1 日 以 降 強 制 的 に 検 定 を 行 う ( 義

務 検 定 ) こ と と し 、 当 該 検 定 に 合 格 し た 旨 の

表 示 が 附 さ れ て い る も の で な け れ ば 、 販 売 し 、

ま た は 販 売 の 目 的 で 陳 列 し て は な ら ず 、 ま た 、

消 防 用 機 械 器 具 等 の う ち 、 消 防 の 用 に 供 す る

機械岩器具または設備については、前述の表示

が 附 さ れ て い る も の で な け れ ば 、 そ の 設 置 、

変 更 ま た は 修 理 の 請 負 に 係 る 工 事 に 使 用 し て

はならないこととされた。

そ れ ま で は 、 国 の 機 関 で あ る 消 防 研 究 所 に

お い て 、 申 騎 者 の 願 出 に 基 づ く 検 定 ( 任 意 検

定) が行われていたのであるが、①任主主検定

で あ る た め 、 粗 悪 品 が 出 廻 る の を tf! J え ら れ な

い の で 、 検 定 品 で な け れ ば 販 売 等 を 行 え な い

制 度 を 設 け る こ と に よ っ て 品 質 の 確 保 を 図 る

必 要 が あ っ た こ と 、 ② 3. で 述 べ た よ う な 設 備

表- 2 自主既定品目( 告示基準によるもののみ)

1 . キューピクル式非常電源専用受電話備

2 . 配電盤および分電盤

3 . 自家発電設備

4  事U11l 池訟備

5  耐火電線・耐熱電線

6. 二信量化炭紫消火訟備等の容器弁、安全装置および

破峨板

7  移動式的ニ般化炭紫消火設備等のホース、ノズル

開閉弁およびホースリール

Ｘ Ｎ 非常警報ｾ備Ｈ非常ベルおよび自動式サイレン並

ぴに放送設備)

9  避健器具( 金属製避般はしご、緩降機および救助

袋を除( )  

10. 誘導灯 ・誘導機.

11. 開放型散水ヘ ッド

の 必 要 性 は 検 定 品 に 劣 る も の で は な い 。

こ の た め 、 昭 和45年 頃 か ら 、 消 防 用 設 備 等

に使用する機器類のうち、放送設備、警% : 池

い 基 搬 に 基 づ い た 消 防 用 設 備 等 が 設 位 さ れ て

い た ら と の 指 摘 も あ っ た こ と か ら 、 劇 場 、 キ

ャ バ レ ー 、 ホ テ ル 、 地 下 街 等 不 特 定 多 数 の 者

を 収 容 す る い わ ゆ る 「 特 定 防 火 対 象 物 」 に お

け る 消 防 用 設 備 等 に つ い て は 、 常 に 最 新 の 基

織 に よ り 設 置 し 、 お よ び 維 持 し な け れ ば な ら

ないこととさt L た。

(2) 消 防 用 設 備 等 の よ り 適 正 な 設 置 を 確 保

するため、工事若手前の渚工届出 ｪｦ ｾｊ ｭＺとあわ

せ 、 完 成 時 に お い て も そ の 旨 を 防 火 対 象 物 の

関 係 者 か ら 消 防 機 関 あ て 届 け 出 さ せ 、 か つ 、

検 査 を 受 け な け れ ば な ら な い こ と と さ れ 、 ぅn

届 の 内 容 に ふ さ わ し い 工 事 が 行 わ れ 、 消 防

用 設 備 と し て の 機 能 を 発 揮 す る こ と が で き る

か 否 か を 検 査 し そ れ に 合 格 す れ ば 検 査 済 証 を

交付することとされた。

(3) 消 防 用 設 備 等 の 適 正 な 維 持 管 理 の 重 要

v  規制lの 鐙 備 、 強 化 に 伴 い 、 設 備 を 設 置 す る 側 設 備 等 い く つ か の 機 器 類 に つ き 、 関 係 工 業会、 性 に 鑑 み 、 従 来抽 象 的 に 定 め ら れ て い た 点 検

v  

が 個 々 の 機 器 類 の 品 質 に つ い て 判 断 で き る よ 学 識 経 験 者 等 か ら な る 認 定 制 度 ( 委 員 制 に ょ に| 刻する規定を全面的に見直して、各防火対

う に す る 必 要 が 生 じ た こ と 、 ③ 需 要 が 急 増 し る ) を 設 け て 試 験 ( 認 定 ) を 行 い 、 品 質 の い 象 物 に お け る 消 防 用 設 備 等 に つ い て 、 定 期 に

た た め 、 消 防 研 究 所 本 来 の 研 究 業 務 に 支 障 を わ ゆ る 自 主 管 理 を 行 っ て お り 、 現 在表 - 2 に 点 検 を 行 い 、か つ 、 消 防 機 関 あ て そ の 結 袋 を

生 じ 、 同 時 に 、検 定 業 務 に 円 滑 さ を 欠 く お そ

れが生じたことなと' から、国の金額出資にな

る 、 特 殊 法 人 日 本 消 防 検 定 協 会 を 設 立 し 、 そ

表一 1 検定品目の移り変わり

制 定 時 現 在

l 消火器 1 1. 消火器

Ｑ 消火器用消火薬剤Ｈ炭 ＱＲ 消火器用消火事ｾ￬｜ｬ ｊ ( ニ般化炭

般ガスおよび四場化炭| 紫を除( )

紫を除( ) 1  2 の2 泡消火薬剤IJ ( 自治省令で

3 動力消防ポンプ |  定めるものを除( )  

4 消防用ホース 13 動力消防ポンプ

5. 消防用ホースに使用す 14 消防周ホース

る差込式の結合金具 15 消防用吸管

Ｖ 火災報知ｾ倒的感知器 Ｑ ＶＮ 消防用ホースに使用する妥込

( 火災によって生ずる | 式またはねじ式的結合金具お

熱を利用して自動的に| よぴ消防用吸管に使用するね

火災の発生を報知する| じ式的結合金具

むのに限るに発信機ま 1 7 火災報知訟偏向感知器( 火災

たは受信機

7  ＮＱＱｬｾ｜火災警報誌

によって生ずる熱または僅を

利用して自動的に火災の発生

を感知するむのに限る) . 発信

機、中継器または受信機

8. i 鼠電火災警報; 器

9 閉鎖型スプリンクラーへ y ド

10. スプリ ンクラー設備、水噴

拷消火設備または泡消火設備

( スプリン 7 ラー設備等) に

使用する流水検知装置

11 スプリンクラー設備等に使

用する一斉開放弁( 配管との

接 続 郎 町 内 径 が 300mmを超え

るものを除( )

12 金属製避維はしご

掲 げ た も の に つ い て 認 定 が 実 施 さ れ て い る 。

5  . 消防設備士制度および着工届出制度

報 告 さ せ る こ と に よ り 、 設 置 後 の 維 持 管 理 の

徹 底 を 図 ら せ る こ と と し た 。 こ の 場 合 と く に

延 べ 面 積 が 1，000m' 以 上 の 特 定 防 火 対 象 物 そ

検定または認定を受けた消防用機械号器具等 の 他 消 防 長 等 が 指 定 し た も の に お け る 消 防 用

を 用 い た 設 備 で あ っ て も 、 適 正 な 設 置 お よ び

維 持 管 理 を 怠 れ ば 、 こ れ ら 消 防 用 設 備 等 を 設

置 し な い 場 合 以 上 に 危 険 な 事 態 が 生 ず る こ と

が考えられる。

こ の た め 、 昭 和40年 の 消 防 法 の 一 部 改 正 に

よ り 、 同41年 か ら 、 消 防 法 令 の 規 定 に よ り 設

置 し な け れ ば な ら な い 消 防 用 設 備 等 の う ち 、

ス プ リ ン ク ラ ー 設 備 、 自 動 火 災 報 知 設 備 等 一

定 の も の の 、 工 事 ま た は 整 備 を 行 お う と す る

場 合 に は 、 当 該 設 備 等 に つ き 専 門 の 知 識 、 技

能 を 有 す る 者 ( 消 防 設 備 士 ) で な け れ ば 行 え

な い こ と と し て 適 正 な 施 工 の 確 保 を 図 る と と

も に 、 工 事 に 着 手 す る 前 に 、 消 防 設 備 士 ( 甲

種 消 防 設 備 士 ) か ら 各 消 防 機 関 あ て そ の 工 事

の 設 置 計 画{'J と も 言 え る 「 消 防 用 設 備 等 活 工

届 出 番 」 を 提 出 さ せ 、 当 該 計 画 が 法 令 の 基 準

に 適 合 す る か 否 か の チ ェ ッ ク が で き る よ う に

す る な ど 、 設 備 の 適 正 な 設 置 の 確 保 が 図 ら れ

fこ。

6  . 消防法令の大改正

昭 和40年 代 に 多 発 し た 多 数 の 死 傷 者 を 伴 っ

設1m，等の点検を行うについては、J . . tJ. P[J の知識、

技 能 を 有 す る 消 防 設 備 士 ま た は 自 治 大 臣 が 認

め る 資 格 を 有 す る 者 ( 消 防 設備i点 検 資 格 者 )

で な け れ ば な ら な い こ と と し て 、 点 検 を 行 う

こ と に よ っ て か え っ て 不 具 合 を 生 ず る こ と の

ないよう考 ｊＮｾ している。

7  . 今後の展望およびあり方

消 防 用 設 備 等 の こ れ か ら の 課 題 あ る い は あ

り 方 等 に つ い て は さ ま ざ ま な 見 解 が あ ろ う が 、

こ こ で は つ ぎ の 2 点を言己しておくことにする 。

その l は、 1 S  0  ( 国際標準化 機 榔 ) に つ

い て で あ る 。 こ の 1 S  0 は 、 機 器 類 ( 消 防 用

設備に限らなし、) の規格を定め消費者の利便

に 資 す る こ と 等 を 目 的 と す る 国 際 的 な 機 構 で

あ る が 、 現 在 こ こ で 消 火 線 、 火 災 報 知 器 、 普

報 シ ス テ ム 、 消 火 装 置 お よ び 消 火 薬 剤 等 の 規

格に関し若手裁が進められている 。 他 万 、 こ れ

ら 国 際 的 に 認 め ら れ た 規 格 が 制 定 さ れ た 場 合

に は 、 各 国 と も こ れ を 尊 重 し な け れ ば な ら な

い と さ れ て い る こ と か ら 、 こ こ で の 審 議 結 呆

は 大 な り 小 な り わ が 国 の 規 格 ・基 準 に i拶轡i を

13 緩除機 |  た 火 災 事 例 に 鑑 み 、 昭 和4 9年 に 、 お お む ね つ 与 え る と 考 え ら れ る た め 、 そ の 経 過 に 注 目 し

ぎの(1)-(3) の 事 項 に 関 し 、 消 防 法 令 の ー 速 の ている。

の 業 務 に あ て る こ と に な っ た と い う 背 景 が あ 大改正が行われた。 そ の 2 は い わ ゆ る 総 合 防 災 シ ス テ ム に つ い

る が 、 こ れ ら 強 制 検 定 の 対 象 と な る 機 械 器 具 この改正は、設備等の技術上の基準の主主備 て で あ る 。 消 防 用 設 備 等 は 、 個 々 の 機 器 類 の

等 は 、 発 足 当 初 は 、 消 火 器 、 動 力 消 防 ポ ン プ も 行 わ れ た が 、 同 時 に 、 一 定 の 防 火 対 象 物 に 品 質 の 確 保 ま た は 向 上 を 図 る 必 要 が あ る こ と

等 7 品 目 で あ っ た が 、 そ の 後 の 技 術 水 準 の 向 お け る 消 防 用 設 備 等 に つ い て の 遡 及 適 用 に 関 は も ち ろ ん で あ る が 、 一 つ の 装 置 ( ト ー タ ル )

上 、 製 造 者 に お け る 供 給 体 制 の 盤 備 等 に よ る すること、設自立時の届出並びに検査に関する と し て も 適 正 な も の に す る と 同 時 に 、 よ り 進

政令の改正て¥泡消火草案剤等が追加され、現 こ と 、 設 置 後 の 維 持 管 理 に 闘 す る こ と 等 に つ ん で そ れ ら 各 設 倫 相 互 に l剥辿 を 持 た せ 、 災 害

在 は 14品 目 に 拡 大 さ れ て い る ( 表 ー 1 参照) 。 い て 制 定 ・慾 備 さ れ た も の で 、 こ れ に よ り 設 l時 に 有 機 的 に 作 用 す る い わ ゆ る 防 災 セ ン タ ー

ところで、消防用機械者器具等の種類は検定 倫規制l而における制度はほぼ軍基備 ・確 立 さ れ を 絞 と す る 総 合 防 災 シ ス テ ム の 実 用 化 を 期 待

対 象 品 目 に と ど ま る も の で は な く 、 他 に も 多 たと言える。 している。

数 の 種 類 が あ る 一 方 、 こ の よ う な 検 定 対 象 品 (1) さ き に 述 べ た 火 災 事 例 は 、 建 物 構 造 上

目 以 外 の 機 器 類 に つ い て も 、 そ の 品 質 の 確 保 の 不 備 等 も そ の 一 因 で あ る が 、 同 時 に 、 新 し ( まいたに しげお 大阪市消防局予防部設備課長)
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転 機 に た つ マ ン シ ョ ン ・ 集 合 住 宅 特別企画 2

集合住宅の建築設備の動向

集 合 住 宅 の 管 理 と は 、 板 本 に は 各 住 戸 の プ

ラ イ パ シ ー を 保 ち っ つ い か に 公 平 を 計 っ て い

く か と い う こ と で あ ろ う と 思 う 。 ま た 、 大 規

模 な 集 会 住 宅 に お い て は 共 用 機 器 も 大 が か り

池 山 壮 一 郎

はじめに

な も の と な り 、 個 人 の 管 理 能 力 を 越 え る た め 、

専 門 家 の カ を 日 常 借 り る 必 要 が 生 じ 、 そ れ ら

の 費 用 を 自 己 負 担 で ま か な っ て い か な け れ ば

な ら な い こ と で あ る 。 そ の 他 管 理 に つ い て は

種 々 な 問 題 を か か え 複 雑 多 岐 化 し て い る の が

現 状 で あ ろ う 。 こ の 管 理 の 方 式 に よ っ て 設 備

の 考 え 方 、 シ ス テ ム が 違 っ て く る こ と に な る 。

住 宅 内 の 個 人 生 活 に か か わ る 分 野 に つ い て

個 人 住 宅 と の 違 い は 多 く の 設 備 機 器 、 器 具 、 の 設 備 は 口 頭 に 述 べ fこ ご と く 、 個 人 住 宅 と グ

配 管 、 配 線 類 を 共 有 す る と こ ろ に あ る 。 共 有 レ ー ド の 差 ( と く に ど ち ら が 高 い と い う こ と

集 合 住 宅 を 設 備 面 で 考 え る と き 、 文 化 的 生

活 を 享 受 す る に 必 要 な 基 本 設 備 は 、 個 人 住 宅

と 本 質 的 に 違 う と こ ろ は な い 。 ま た 、 あ っ て

はならないと思う。

す る こ と に よ っ て 経 済 的 な メ リ ッ トを大いに で は な く ) こ そ あ れ 本 質 的 に 違 い は な く 、 個

発 揮 し て い る が 、 一 方 で は そ の 共 有 に よ っ て 人 住 宅 の 生 活 に 必 要 な グ レ ー ド が 上 が れ ば 集

管 理 と い う 、 個 人 生 活 で は そ れ ほ ど 問 題 と な 合 住 宅 も 上 が り 、 集 合 住 宅 の グ レ ー ド が 上 が

ら な い こ と が 大 き な 問 題 と な っ て く る 。 れ ば 個 人 住 宅 の そ れ も 上 が る と い う こ と に な

表 1 ニ ー ズ と 現 状

回竺二三

住みやすい気候条件であ

ること .

十分な照明暗保ができる

こと .

騒音が小さいこと .

盗音が良いこと .

防火対策に配慮があるニ

シ

ー -

防犯よ安全であるニと .

地震対策上安全であるニ

シ
ーー三

事被のない機器が段備さ

れτ いるニと .

より便利な機器が設備さ

れていること .

機能が+ 介であるニと .

水廻町が清潔であること ，

( 風呂・便所 ・台所)

臭気が流入・鉱散しない

三 r

ーーーーー丘

長持ちする材料・償器が

6 : 備されていること .

使用に際 L ランニングコ

ストが安いこと .

80 u築と社会/ 1蜘 年 11月号

。通風が良いこと .

0 断燃が良いこと i 結震がない

。議知器が適性であること Ｎｉ ｾ
O 排気が+ 介にとれること .

0 ・

0 適切な照明であること .

。証篠宮 ａｲ｡ｲｪ と Ｎｉ ｾ
0 ・

0 給水音、排水音等が小さいこと .

0 換気扇等騒音が小さいこと

。住戸の遮音性が良いことｾ Ｎ I 功

。…

口事故のない冷暖房、給場シス

テムであるニと.

。安全な配管・配線であるニと .

0 事故が先生しても事前に感知 | 内

でき、保懐されτ いること . I - V  

o 避難に際 L 安全であること .

0 ・

0 エレベータ防犯対策がなされ

ている二と .

0 各戸の防犯対策がなきれてい

ることｾ｟｟， _.L__. . I  ｾ＠
oガスの中毒防止・事故予防が

なされていること .

0  ・ い 日

。

ゆ

ｾ＠

o示賃つ京産面否干ヲチであること .

0 電気容量が十介であるニと .

0 排水がスムーズであること ー

0 給湯量が適性であること .. ｉ ｾ＠
0 キッチン股備の寸法・広幸

高害等が適性であること .

0 ・

0 1収納スペースが+ 介であるニと .

空材料が清潔に保τ うること . 1 均

一 一

。珊実な持慣がとられていること

0 ・ ー ・ ・ ・ ・ ・ 一 … H ・H ・:-:， ｾ＠

0 耐久性が畏いこと .

OF?? システムになっている| 功

。…...

。

対 応 技 術 '且‘ 4の
克足置

暖 房 段 備
。

冷 房 段 備
。

照 明 段 備 • 
給 湯 段 備 • 
揖担韓貫E薗 ⑥ 

排 水 段 備 • 
給 水 絵 備 • 
厨 芥 段 備

。

電 力 段 備 • 
ガ ス 設 備 ⑥ 

，0( スユニッ

⑥ 

ト1量備

キソチン12: 備 • 
情報システム

@  

(1Ii ' :l1.肪把封曹)

維 持 管 理 む

省省(宮エ資ネ中源ル水股ギ道備ー)  

む

判 定 根 拠

本格的な冷

がない.

省湯温エネ調ル型車ギ困→雛.ヒ不足.

給厨気房排が気悪のい集. 煙不足.

排水流水音対策不足.

ポン水プ圧圧送変システム

時の 動。

満足なシステム・機

器がない.

ガス開事コ敵"yE対排ク慣質増の的敵不不対足足応.  ガス

ガス

不足.

維持管理考慮不足。

将来への対応が不十

分.

管理にバラツキがあ

る.

中水道利用不足

自然エヰルギ一利用

不足.

減 O -<T-→.

不

満足

満

ろっ 。

要 は 管 理 の 問 題 と 複 雑 に か か わ り 合 い な が

ら 経 済 的 要 因 を 加 味 し て 、 現 有 技 術 と 未 来 技

術 ( 省 エ ネ ル ギ 一 等 ) が 実 現 さ れ て い く こ と

に な る と 思 う 。 現 在 の 技 術 と 未 来 技 術 を 踏 ま

え、設イ施設計者の立場としてこうありたい、

こ う な る で あ ろ う と い う こ と を 二 、 三 の 技 術

について述べてみたい。

1  ，ニーズと現状

表 1 は 、 個 人 の 集 合 住 宅 に 望 む ニ ー ズ を 一

番 左 に 矧 げ 、 そ れ を さ ら に 二 次 、 三 次 と 展 開

し て い っ た も の で あ る 。 も ち ろ ん こ の 程 度 の

展 開 で す べ て 網 羅 さ れ て い る と は 考 え ら れ な

い が 、 一 応 の 傾 向 は 示 し て い る と 思 う 。

対 応 技 術 と 現 時 点 で の 充 足 度 を 掲 げ た が 、

こ れ ら に つ い て 二 、 三 そ の 傾 向 を 述 べ る こ と

とする 。

2  . 各論

(1) 暖 冷 房 設 備

暖 房 設 備 に つ い て は 、 当 初 平 均 的 な 集 合 住

宅 に お い て は と く に 考 慮 さ れ て い な か っ た と

言 える 。石 油 ス ト ー ブ な ど の 持 ち 込 み に よ り

結 露 問 題 を よ く 起 こ し た り し た 。 こ れ ら に つ

い て は 、 断 熱 の 強 化 、 機 器 に あ っ て は ク リ ー

ン ヒ ー タ 等 の 出 現 に よ っ て 解 決 が 計 ら れ て き

ている 。

中 央 セ ン ト ラ ル の I暖 房 方 式 は 、 特 別 な 集 中

方式を| 徐いて関西においては、管理方式の複

雑 化 、 ラ ン ニ ン グ コ ス の ア ッ プ ( 基 本 料 金 の

高 額 性 ) 等 に よ っ て あ ま り 普 及 し て い な い 。

し か し 個 別 セ ン ト ラ ル 方 式 は ガ ス 会 社 等 の 宣

伝 に も 上 っ て 、 か な り 普 及 し て き た 。

冷 房 に 関 し て は ク ー ラ 設 置 可 が 圧 倒 的 に 多

い。も ち ろ ん 、 冷 暖 房 に 関 し て は 住 生 活 に も

は や 必 需 品 と な っ て お り 、 各 家 庭 に ク ー ラ が

1 台 は 設ili さ れ る よ う に な っ て き た 。 こ れ か

ら は 当 然 ク ー ラ が 組 み 込 ま れ て 販 売 さ れ る 方

向 に な る と 恩 わ れ る 。 しかし、クーラはあく

ま で も 単 体 製 品 で あ り 、 快 適 な 生 活 を す る た

め の一 部、一昔日昼を満足するにすぎない 。 こ

守
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れ を 満 足 す る に は 個 別 な り 、 中 央 な り の セ ン

ト ラ ル 方 式 が 必 要 と な る 。 中 央 式 の 実 現 可 能

は 前 述 の ご と く 難 し い が 、 個 別 セ ン トラル方

式 は 経 済 的 な 手 法 、 よ り 簡 便 な シ ス テ ム の 考

案によって笑現が可能で与あると考えられる 。

(2)給 湯 設 備

建 築 設 備 に と っ て 戦 後 一 番 普 及 し た も の は 、

お そ ら く こ の 給 湯 設 備 で あ ろ う 。 ど の 家 庭 で

も 、 お 湯 は 蛇 口 を ひ ね れ ば い つ で も 出 て く る 。

こ れ は 瞬 間 湯 沸 器 の 功 績 が 大 で あ る 。 最 近 は

る と は 考 え ら れ な い が 、 省 エ ネ ル ('C )  

ギ ー と 同 様 、 近 い 将 来 必 ず こ れ は

行 政 側 か ら の 必 然 性 に せ ま ら れ 、

何 ら か の 規 制 が で き 、 高 次 処 理 を a  

入 れ て も ペ イ す る 時 代 が げる と 思 |  

われる 。 こ れ に 対 し て 十 分 対 処 で 室

き る 設 備 シ ス テ ム の 確 立 と 準 備 を

し て お か ね ば な ら な い と 思 う 。 も

ち ろ ん 、 こ れ に は 再 利 用 に 対 す る

認識を使用する伺I j にも十分得てな

深 夜 電 力 を 利 用 し た 電 気 温 水 器 が 広 〈 普 及 し ら う 必 要 性 が あ る 。
一 - 時 刻

て き た 。 こ の こ と は 、 安 全 性 と 設 計 お よ び 工

事 の 容 易 性 か ら の も の で あ る と 恩 わ れ る が 、

い ず れ に し て も 給 湯 の 同 時 使 用 、 あ る い は シ

ャ ワ ー の 使 用 に 関 し て 一 部 圧 力 等 満 足 の い く

ものではなし、 。 今 後 、 瞬 間 湯 沸 恭 に 対 し て は

安 全 に 関 す る 基 準 の 改 正 も 必 要 と 思 わ れ る 。

ま た 、 給 湯 設 備 全 般 と し て も 、 輩 、 圧 力 と も

十 分 な も の に す る 必 要 が あ る 。

( 3)省 エ ネ ル ギ 一 関 連 機 器

省 エ ネ ル ギ 一 関 連 機 器 と し て 代 表 的 な も の

に 太 陽 熱 利 用 が あ る 。 太 陽 熱 は 、 集 合 住 宅 と

し て 給 湯 、 暖 房 、 冷 房 、 電 池 の 利 用 方 法 が あ

る が 、 ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト ( L C C ) を 考

え る と き 、 一 般 的 に 給 湯 で 6 - 7 年 、 暖 房A で

7  - 10年 、 冷 暖 房 で15年 以 上 、 電 池 で そ れ 以

上 と い わ れ て い る 。 し か し 、 こ れ ら の 数 字 は

大 変 楽 観 的 な 数 字 で あ る と 思 う 。 場 合 に よ っ

て は 給 湯 で10年 以 上 は ゅ う に か か ってしま う。

し た が って 現 時 点 で こ れ を 導 入 す る に は よ ほ

ど 慎 重 に 検 討 し な け れ ば な ら な い と 思 う 。 し

か し 省 エ ネ ル ギ ー は 世 界 の 動 向 で あ り 、 日 本

の 国 策 で あ り 、 ニ ー ズ で あ る 。現 在、太 陽 熱

に 関 し て は 特 別 な 融 資 制 度 も 設 け ら れ て い る

が 、 個 人 的 意 見 で は あ る が さ ら に 枠 の 拡 大 と

補 助 制 度 を 設 け る 必 要 が あ る と 2考える 。

一 方、機器、そのものについて Ｈ とくによｾ

熱 器 関 係 ) の 価 格 は 下 が っ て き て は い る も の

の 、 製 品 と し て 大 量 生 産 を 組 め る と こ ろ ま で

は い っ て い な い の が 現 状 で あ ろ う 。 その主主味

において太陽電池は、 L S  1 釘iの 発 達 に よ っ

て 急 速 に そ の 価 格 を 下 げ て い る 。 一般 市 場 ニ

ー ズ も 集 熱 器 の そ れ よ り は は る か に 多 〈 、 工

場大量生産もよ長熱器関係のそれとは比べるべ

くもなく生産体制lが整い、今後おおいにJ t l I待

で き る も の と 思 わ れ る 。 早 晩 太 陽 電 池 の 応 用

を 考 え ね ば な ら な い 。

(4)中 水 道 設 備

同 情報 シ ス テ ム

図 2 冬期快晴、 1 日の北菌、荷面の温度変化

最 近 の 電 子 機 器 の 発 達 は 素 晴 ら し く 、 こ の 夏 で も 通 風 さ え あ れ ば 十 分 快 適 に 過 ご す こ

技 術 が 日 本 経 済 の 大 き な 支 え に な っ て い る 。 と が で き る し 、 ど う し て も 冷 房 が 必 要 な 時 期

建 築 設 備 の 分 野 に も 大 い に 導 入 さ れ つ つ あ り 、 は 気 象 デ ー タ を 見 て も 数 日 に し か 過 ぎ な い 。

そ の 先 兵 と な る も の が 情 報 通 信 で あ ろ う 。 新 ど ん な 敷 地 条 件 で も 、 風 向 、 そ の 頻 度 、 風

聞 が い つ ま で も 各 家 庭 に 配 布 さ れ る と も 恩 わ 訟を f調 査 す る こ と に よ っ て 、 か な り の 通風 量

れ な い し 、 各 住 戸 間 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 方 が 得 ら れ る 。 そ れ ら の デ ー タ を 解 析 す る こ と

式 が 防 災 、 防 犯 を 含 め て い ま ま で の 方 法 で は によ っ て 部 屋 の 形 状 、 通 風 口 の 大 き さ 等 科 学

あ り 得 な い 。 現 在 そ の 技 術 で 知 ら れ て い る も

のに、ファクシミリ、 C A T V 、伝達方法と

し て の 光 フ ァ イ パ ー ケ ー プ ル な ど が あ る が 、

こ れ ら が 経 済 的 に も 実 現 す る 時 代 に 向 け て 手

を 打 って お く 必 要 が あ ろ う 。

( 6)塵 挨 処 理

現 在 集 合 住 宅 で一 番遅れているものは、 f1&

挨 処 理 設 備 で あ ろ う と 思 わ れ る 。 システム、

器 具 と し て 其 空 ゴ ミ 輸 送 装 器 、 デ ィ ス ポ ー ザ

等 が あ る が 、 前 者 は 相 当 大 規 模 でuな い と と て

も 引 き 合 う も の で な く 、 ま た 、 後 者 の 設 置 に

つ い て は 配 管 の 詰 ま り 等 い ろ い ろ 問 題 も 多 い 。

本 来 は 建 築 計 画 に お い て 処 理 さ れ る も の か も

知 れ な い が 、 簡 単 な 機 器 で 清 潔 な 処 理 が で き

る も の が 望 ま れ る 。

(7)ガ ス 設 備

集 合 住 宅 は 元 来 個 人 住 宅 に 比 し て 総 合 的 に

安 全 性 は 高 い と い え る と 思 う 。 そ の 盲 点 と し

て ガ ス の 使 用 が 上 げ ら れ る 。 ガ ス 事 故 は 、 よ

く 新 聞 紙 上 を に ぎ わ し 、 い か に 危 険 で あ る か

立 伝 し て い る か の 去 う で'ある 。 確 か に 事 故 が

起 こ れ ば 危 険 で あ る こ と に 間 違 い は な い 。 そ

の 意 味 に お い て は 電 気 も 同 機 で あ る が 、 電 気

は 保 護 団 路 が 十 分 あ り 、 事 故 が あ れ ば 瞬 時 に

遮 断 総 が 飛 ぶ よ う に な っ ている 。 カ' ス設備も

そのよ うな 方 向 で 若 々 と 研 究 が 進 め ら れ 整 備

されつつある 。 現 在 、 安 全 性 か ら い え ば 電 気

に 越 し た こ と は な い が 、 電 力 を 煮 炊 き に 使 う

と い う こ と は 国 の 施 策 、 省 エ ネ ル ギ ー 性 、 ラ

的 に 決 定 さ れ る の で あ れ ば 冷 房 の エ ネ ル ギ ー

消 費 の 減 少 は 高 効 率 な 機 器 の 開 発 よ り 、 は る

か に 大 き な 省 エ ネ ル ギ ー と な る 。 暖房ーについ

ても 図 2 に 示 す ご と く 南 面 の 居 室 は 冬 で も そ

の ま ま に し て お く と 15時 に は 35. C程 度 ま で 上

温する 。 一方 、 北 側 の 部 屋 は 10. C程度である。

こ れ は 10時 頃 よ り 北 側 に 南 側11 の 空 気 を 送 風 す

る と 、 北ffll Jの音11屋 も 室 温 が 上 昇 す る こ と を 示

している 。

こ の よ う に 太 陽 か ら 自 然 に 得 ら れ た 熱 を 有

効に利用し、また逃さない工夫が必要でヤある 。

い た ず ら に 機 器 を 用 い る こ と が 近 代 的 と い う

こ と で な く 、 計 画 原 論 ( ノマy シ ヴ) を 突 き 詰

め 、 そ の 補 助 と し て 機 器 ( ア ク テ ィ ヴ ) を利用

することの大切さがとくに必要でみあると与え

る。 ま た 前 述 の ご と く 情 報 関 係 の 発 達 は 今 後

目 覚 ま し い も の が あ り 、 こ れ に 対 応 す る フ レ

キシビリティを持たねばならなし、 。 現 在 の 機

株 ・ 配 管 は や が て は 寿 命 が く る 。 こ の 寿 命 は

一 般 的 に 言っ て 建 築 を 構 成 す る 主 体 の 部 品 よ

りも 短 L 、。 こ れ ら の 更 新 性 を 十 分 に 考 え 設 計

し て お か な い と 集 合 住 宅 は と く に ス ラ ム 化 の

傾 向 を 助 長 す る こ と に な り か ね な い 。

ま た 集 合 住 宅 に 入 居 し て い る 住 民 の 意 識 も

次 第 に 更 新 性 の 重 姿 性 に 目 が 向 け ら れ て く る

と忠、うものである 。

あとがき

以 上 、 と り と め も な い こ と を 述 べ て き た が

全 国 各 市 町 村 で は 給 水 量 の 確 保 に 脊 慮 し て ン ニ ン グ コ ス ト の 意 味 か ら い って も 好 ま し い 各 項 目 に わ た って 述 べ る に は 紙 面 の 関 係 上 無

い る こ と は 周 知 の 事 実 で あ る 。 給 水 髭 の 確 保 ものとは 言 え な い 。 カe ス 設 備 の 低 コ ス ト で の 理 も あ り 、 日 頃 、 集 合 住 宅 の 設 備 に つ い て 考

が で き な い た め 、 大 規 模 な 集 合 住 宅 の 開 発 が 安 全 性 を 高 め る 方 向 に 努 力 す べ き で あ ろ う 。 え て い る こ と を 思 い つ く ま ま に 述 べ た 。 した

で き な い と こ ろ も 多 々 あ る 。 下 水 道の 完備 が

遅れているわが国において、都心部に主主つ集

合 住 宅 以 外 は す べ て 浄 化 槽 を 持 た ね ば な ら ず 、

しかも 一 次 処 理 で す ま し 得 る も の は ほ とん ど

ない 。 令 併 式 の二 次処理は必婆不可欠であり、

段 終B ODは 10- 20ppm稔ヨ支までにされている 。

こ れ に 少 し 手 を 加 え 雑 用 水 に 使 う と い う こ と

を真剣に」まえていかねばならない 。 もちろ ん 、

現 在 ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト か ら A 管え、 ペ イす

3  . 建築と設備のかかわりあい

昨 今 、 省 エ ネ ル ギ ー 問 題 が 感 ん に 論 議 さ れ 、

建 築 構 造 物 の 断 熱 等 が 大 き く 取 り 上 げ ら れ て

きた 。 太 陽 熱 利 用 を 検 討 す る に 、 ア ク テ ィ ヴ

とパッ シ ヴ 利 用 と い う 両 面 の 検 討 が 必 要 と さ

れ て い る 。 元 来 、 住 居 は 人 聞 が 賛 沢 に な っ た

とは 言 え 、 エ ネ ル ギ ー を 多 量 に 使 って 快 適 性

を 求 め る も の で は な い と 思 う 。

が って と く に 研 究 ・資 料 に 基 づ い て 述 べ た 項

目 は 少 な く 、 見 当 は ず れ の こ と も 多 々 あ る も

の と 思 わ れ る が 、 集 合 住 宅 の 設 備 を 設 計 し て

い る 人 間 の 一 人 が こ ん な 見 方 を し て い る と い

う こ と で ご 理 解 を 願 い 、 今 後 の よ り 'l'i の 鳴 い

集 合 住 宅 の 設 備 の 実 現 に 努 力 し て い き た い と

思う 。

(いけやま そういちろう 1  
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転 機 に た つ マ ン シ ョ ン ・ 集 合 住 宅 特別企画 3

マンションの省エネルギ一対策

福 嶋 孝 之

熊 田 大 輔

省 エ ネ ル ギ ー に 対 す る 関 心 は 「 石 油 シ ョ ッ 観 的 立 場 に あ っ て 考 え る こ と が 大 切 で あ る 。

ク 」 以 来 と み に 高 ま っ て い る が 、 波 状 的 と も 「マンション問題」は、マンションをピルな

い え る 石 油 の 高 騰 で 、 そ れ は 今 や 自 然 エ ネ J レ ど と 同 様 に と ら え た 、 い わ ば 購 入 者 不 在 の 設

ギ ー の 利 用 に ま で 達 し て い る 。 自 然 エ ネ ル ギ 計 姿 勢 に 対 す る 警 鐘 で あ った わ け で 、 そ の 意

ー の 中 で も 太 陽 熱 の 利 用 は 、 環 境 汚 染 や エ ネ l床 で 「 マ ン シ ョ ン の 省 エ ネ ル ギ 一 対 策 」 と し

ル ギ ー 不 足 の 心 配 も な い 最 も 理 恕 的 な も の と て の 結 論 を 出 す こ と は 非 常 に 難 し い わ け で あ

し て 、 注 目 さ れ て い る こ と は 周 知 で あ る 。 る。

太 陽 熱 エ ネ ル ギ ー は 地 球 大 気 に よ る 散 乱 や 省 エ ネ ル ギ ー は 、 と り も 直 さ ず 有 限 の 資 源

吸収などの損失を考慮、に入れても年間 2 .6 X の 節 約 で あ る こ と は 明 白 で は あ る が 、 そ の 目

10

21 

K  J  ( 6  X  10

2 0  

kca l ) という膨大なもので、 的のとらえ方と対策の方法を誤れば、結果、

現 在 い ろ い ろ な 形 で 人 類 が 消 費 し て い る エ ネ 購 入 者 不 在 と し て 千 載 の 悔 い を 残 す こ と と な

ル ギ ー 全 註 の ほ ぼ 1 万倍に相当するといわれ、 るのは必至である 。 現 状 、 省 エ ネ ル ギ 一 対 策

こ の 膨 大 な エ ネ ル ギ ー を い か に 利 用 し 、 活 用 と し て の 太 陽 熱 の 利 用 は 、 こ と マ ン シ ョ ン に

す る か が わ れ わ れ の 当 面 す る 最 大 の 謀 題 と な お い て は 時 期 尚 早 と す る 意 比 が 大 勢 で あ る よ

っている 。 うだが、しかるべき i待機の到来を待つという

こ の よ う な 苛 長 の 中 で 住 宅 分 野 に お い て も 問 題 で は 決 し て な い こ と も 事 実 な の で あ る 。

太 陽 熱 の 利 用 が 積 極 的 に 検 討 さ れ 、 す で に 笑 笑 際 の と こ ろ 、 太 陽 熱 の 利 用 は さ ま ざ ま な

験 検 討 段 階 か ら 実 用 化 に 移 っ て い る こ と は 大 分 野 で 促 進 さ れ る で あ ろ う し 、 ま た そ う 願 わ

変有主主義なことと思われる 。 ず に は い ら れ な い 。 7 ン ションにあ って も 同

しかしながら、いわゆる「戸建て住宅」 へ 織 で あ る が 、 ま ず エ ネ ル ギ ー の 節 約 に つ い て

の 採 用 が 順 調 で あ る の に 対 し て 、 と く に 中 日 述 べ て み た い 。

層 集 合 住 宅 i - v ンション J へ の 採 用 に つ い て マ ン シ ョ ン の エ ネ ル ギ ー 源 も ま た 、 他 の 住

は 臨 時 さ れ て い る の が 現 実 で あ る 。 宅 と 金 〈 同 様 に 電 力 、 ガ ス ( JコG を含む ) に

マ ン シ ョ ン は わ が 国 の 庭 付 き 一 戸 建 て 住 宅 委 ね ら れ 、 料 金 体 系 、 供 給 形 態 の 問 題 も あ っ

指 向 の 中 に あ って職住近接、土地の高度利用、 て 、 将 来 と も 主 エ ネ ル ギ ー で あ る こ と は 変 わ

価 格 、 機 能 性 と あ い ま って着実な支持を受け、 らないであろっ 。屯 力 に あ って は 照 明 、 冷 暖

今 や 住 居 形 態 と し て 定 着 す る に 至 っ た 。 その 房 空 調 、 換 気 、 給 湯 、 調 理の 、 ガ ス に あ っ て

歴 史 は 比 較 的 新 し く 、 初 期 に あ っ て は い わ ゆ は 給 湯 、 冷 暖 房 、 調 理 、 用 の 各 エ ネ ル ギ ー 源

る 「 マ ン シ ョ ン 問 題 」 が 頻 発 し た が 、 以 来 関 と さ れ て い る し 、 エ ネ ル ギ 一 関 連 機 器 も 一 部

係 者 の 努 力 に よ っ て 品 質 の 充 実 商 で も 著 し い の 灯 油 に よ る 暖 房 機 器 を 除 き 、 す べ て こ れ ら

られる 。現 在 の と こ ろ 屯 化 マ ン シ ョ ン と そ っ

でない場合との比較は、前者がイニシャル、

ランニング各コストとも割高となっているが、

い ず れ が 適 し て い る か は 論 じ ら れ な い 。 むし

ろ 有 限 資 源 の ガ ス に 対 し 、 発 電 は 他 の エ ネ ル

ギ ー に よ っ て 自 由 に 対 応 し 得 る の で 将 来 性 あ

りと 言 え な く も な い 。

エネルギーに関する限り、夏期は電力の、

冬 期 は ガ ス の 需 要 が ピ ー ク と な る こ と も あ っ

て 、 う ま く 共 存 で き て い る わ け で あ る が 、 こ

の バ ラ ン ス は 省 エ ネ ル ギ 一 対 策 が 促 進 さ れ た

場 合 に 偏 り を 見 せ る で あ ろ う か ら 、 料 全 体 系

を含め調軍基されるものと考えられる 。

さて「マ ン シ ョ ン の 省 エ ネ ル ギ 一 対 策 」 と

して、

l 主 エ ネ ル ギ ー の 有 効 利 用

a  エ ネ ル ギ 一 関 連 機 器 の 熱 効 率 の 向 上

b  住 戸 躯 体 の 断 熱 化

c  排 熱 利 用

2. 代 替 エ ネ ル ギ ー の 利 用

が 考 え ら れ る 。

エ ネ ル ギ 一 関 述 機 器 の 効 率 に つ い て は 、 湯

沸 器 、 冷 暖 房 機 な と・省 エ ネ ル ギ ー に 対 応 し た

開 発 が 積 極 的 に な さ れ て お り 、 啓 蒙 に も 一 役

かっているところである。

あ ま り 知 ら れ て は い な い が 、 シ ー ズ ヒ ー タ

の採用による高効率の屯気コンロ、' ; : U : 磁を利

用 し た プ レ ー ト 型 翻 理 器 、 深 夜 電 力 利 用 の11宇

湯式ボイラ一等の| 摘発は、電化マンショ ンの

計 画 と 省 エ ネ ル ギ 一 対 策 の 選 択 を よ り 容 易 に

さ せ て い る 。 設 計 計 画 と は 関 係 な い が 、 圧 力

ナ ベ の 著 し い 効 用 は 屯 気 圧 力 ナ ベ の 新 製 品 を

生 む と い った 具 合 て ¥ 省 エ ネ ル ギ ー の 関 心 は

嫌 が う え に も 高 ま って い る わ け で あ る 。

*  

マ ン シ ョ ン で 使 用 さ れ る 機 器 に つ い て の 効

率 は 、 メ ー カ ー に 委 ね ら れ る に 対 し 、 組 体 等

の 省 エ ネ ル ギ 一 対 策 は 設 計 者 自 ら の 認 織 い か

ん に か か って い る わ け で 、 短 体 の 断 熱 化 は そ

の 代 表 た る も の で あ る 。 住 戸 内 と 屋 外 と の 熱

伝 道事 を 緩 慢 に さ せ る こ と は 、 省 エ ネ ル ギ ー 上

き わ め て 有 利 で あ る こ と は す で に 知 ら れ て い

る が 、 結 露 防 止 対 策 上 、 不 可 欠 で あ る こ と か

ら、おおむね西己慮されていると言えよう 。

*  

設備機総からの排熱を再び回収する方法は、

ビルなどの、たとえばボイラーの高温の排気、

厨 房 の 温 排 水 、 冷 凍 機 冷 却 水 等 に 対 し て 試 み

られている 。 マ ン シ ョ ン に こ れ を 採 用 す る こ

と は 可 能 で は あ る が 、 前 述 の 湯 沸 器 の 効 率 向

上 は と り も 直 さ ず 排 熱 回 収 効 果 を 減 じ る わ け

で あ る し 、 台 所 の 温 排 水 か ら の 熱 回 収 も 余 り

意 味 が な い よ う に 恩 わ れ る 。 逆 に そ の よ う な

成 果 を あ げ て い る 。 の エ ネ ル ギ ー な く し て は 機 能 し 得 な い 。 エ ネ ル ギ一 対 策 を 余 儀 な く さ れ る よ り は 、 エ

マ ン シ ョ ン は ま た 、 そ の 計 画 上 、 設 備 商 で 'iu力の場合はガスをもカバーし得ることは、 ネ ル ギ ー の 使 用 そ の も の を 極 端 に 減 ず る }j が、

も よ く 配 慮 さ れ て お り 、 新 し い シ ス テ ム に つ 設計時よりガスの供給を全く々! 也しないプラ 其の対策と 言 え 、 マ ン シ ョ ン で は 機 器 か ら の

い て も 抵 抗 な く 採 用 さ れ 得 る 特 徴 を 合 わ せ も ン 、 す な わ ち 電 化 ? ン シ ョ ン 計 四 に よ って す 排 熱 回 収 の 実 現 性 は 非 常 に 薄 い も の と 主管えら

っ て い る こ と か ら 、 太 陽 熱 の 利 用 に つ い て も で に 証 明 さ れ て い る 。 れる 。

期 待 さ れ て 至 極 当 然 と い っ た と こ ろ で あ る 。 定 力 と ガ ス の コ ス ト バ ラ ンスによ っては、 *  

7 ン シ ョ ン を 設 計 す る 際 は 、 設 計 者 自 ら 答 屯 化 マ ン シ ョ ン 計 闘 が 促 進 さ れ る こ と も 考 え 冷 暖 房 時 の 換 気 に よ る 熱 損 失 は 、 た と え ば
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窓 、 ド ア ー を 開 け た 状 態 で 冷 暖 房 し て い る と

同様の結果をまねく こ と は 、 以 外 と 知 ら れ て

い な い よ う に 思 わ れ る 。 躯体 の 断 熱 化 と な ら

ん で 、 そ の 対 策 は 著 し い 効 果 を も た ら す も

で あ る た め 、 詳 し く 述 べ て み た い 。

マ ン シ ョ ン で の換 気 設 備 の 必 要 性 は 、 自 然

換 気 が ほ と ん ど 期 待 で き な い と こ ろ か ら き て

お り、 と く に 台 所 で の ガ ス の 燃 焼 に あ た っ て

は強制l的 な換気 が 必 要 不 可 欠 で あ る 。 冷 暖 房

時にはその効果を高めるため、窓、 ドアーが

閉 じ ら れ 、 い き お い 密 閉 状 態 に な る の も 止 む

を 得 な い と こ ろ で あ る が 、 そ の 場 合 の 換 気 は

む し ろ 省 エ ネ ル ギ 一 対 策 と 逆 行 す る 結 果 と な

る わ け で 、 ま さ に 二 律 背 反 す る も の が あ る と

言えよう。

マ ン シ ョ ン の 台 所 の ガ ス 調 理 コ ン ロ に あ っ

て は 、 通 常300m'/  H  - 450m'  /  H 程 度 の 換 気 を

必 要 と す る た め 、 た と え ば 暖 房 時 、 屋 外 温 度

を o.C 、 室 内 混 度 を ZO. C と 仮 定 し た 場 合 の 換

気による熱損失は、 1700kcal / H  - Z600kc al  / H 、

同 様 に 冷 房 時 、 屋 外 温 度 を 3Z. C 、 室 内 混 度 を

Z5. C とした場合には、 600kcal / H  - 900kc al / H 

と い う 無 視 で き な い 熱 損 失 を も た ら す 。 こ の

対 策 と し て は 、 換 気 の た め の 新 鮮 空 気 の 流 入

経路を居室と兼用しないことで解決できょう。

台 所 の ガ ス 燃 焼 器 具 の 直 近 と 新 鮮 空 気 取 入 口

とを結ぶ専用ダク ト、 あ る い は 同 等 の 効 果 を

持 つ 釜 聞 を 計 画 に 盛 り 込 む こ と が 、 具 体 的 方

法 で あ る の で 一 考 を 要 す る 。

現 状 、 そ の よ う な 積 極 的 対 策 は 試 み られて

い な い よ う で 、 新 鮮 空 気 取 入 口 す ら 考 慮 さ れ

て い な い と い う 省 エ ネ ル ギ 一 対 策 以 前 の 問 題

を 践 し て い る マ ン シ ョ ン も 少 な くないので、

合 わ せ て 申 し 述 べ る こ と に す る 。

サ ッシの換 気 程 、 ク ー ラ ー 用 の ス リ ー ブ 等

を新鮮空気取入口としている計画では、 J令目度

ｾ Ｍ ｊ Ｍ ＭＭ

プラン例 匿 ｾ新鮮空気 流入経路

房 時 に 閉 じ ら れ る 可 能 性 も あ り 、 若 干 の 問 題

を 残 し て い る 。 い ず れ に せ よ 、 換 気 と 省 エ ネ

排気

熱交換繁子

空欄換気扇の構造

暖 房 時 吸 気 温 度 = 外 気 湿 度 ( O. C ) + C室

内 温 度 ( ZO. C) ー外気温度( 0  .C )) 

× 効 率 ( 7 0 %) = 14. C

冷 房 時 吸 気 温 度 = 外 気 温 度 ( 3Z. C) + C室

内 温 度 ( Z5. C) ー 外 気 温 度 ( 3Z. C )) 

× 効 率 ( 70%) 士 Z7. C

す な わ ち 冬 期 に は 屋 外 よ り 14. C高 い 、 夏 期 に

は 5 .C低 い 温 度 の 新 鮮 空 気 を 得 る こ と が で き

る。

さ ら に 冷 暖 房 の 効 果 を よ り 高 め る に は 、 室

内空気を強制l的 に 対 流 さ せ る 方 法 が あ り 、 そ

の 目 的 の た め に 開 発 さ れ た 「 サ ー キ ュ レ ー タ

フ ァ ン 」 の 採 用 は 、 換 気 対 策 と の 相 乗 効 果 を

発 揮 す る も の と 考 え ら れ る が 、 以 外 と 知 ら れ

て い な い の で は な か ろ う か 。 以 上 は 冷 暖 房 時

の エ ネ ル ギ ー の 有 効 利 用 と い う 、 ど ち ら か と

い え ば 省 エ ネ ル ギ 一 対 策 と し て の 消 極 策 で は

あ る が 、 代 替 エ ネ ル ギ ー の 利 用 を 検 討 す る 以

前 に ぜ ひ 実 現 し て お き た い 具 体 策 で あ る と 思

われるので一考を願いたい。

代替エネルギーの利用は、有限の資源、を節

約 す る と い う基本原 則 に 立 って其告I j に検討さ

れている。なかでも自然エネルギーの利用は、

「無から有を生むという」まさに積極的な省

エ ネ ル ギ 一 対 策 と し て 注 目 さ れ 、 理 論 上 、 種

々 の 対 策 が 確 立 さ れ て は い る が 、 そ の 実 用 化

に つ い て は 設 備 費 と の 収 支 に よ っ て 決 定 づ け

られるため 、 い き お い 制 約 を 受 け ざ る を 得 な

し、 。

省 エ ネ ル ギ 一 対 策 は 、 住 宅 分 野 に お い て も

例 外 で な く 、 積 極 策 と し て の 自 然 エ ネ ル ギ ー

の 利 用 が 望 ま れ て い る 。 こ と 住 宅 分 野 で は 太

陽 熱 の 利 用 が 得 策 と さ れ 、 す で に 戸 建 て 住 宅

での実験でもその結呆が評価されるに及び、

シ ス テ ム 開 発 と と も に そ の 採 用 も 増 加 の 一 途

を た ど っ て い る よ う で あ り 、 関 係 者 の 努 力 に

よ る も の と 敬 意 を 表 す る 次 第 で あ る 。

さてマンションにおいてはどうかとなると、

戸 建 て 住 宅 へ の 採 用 と 比 較 す れ ば 、 立 ち 遅 れ

ル ギ 一 対 策 と は 両 立 し な い 所 以 で あ る 。 ているようだ。

つ ぎ に 浴 室 、便所関係の換気については、 理 由 と し て は 、 下 記 の 3 点 が あ げ ら れ る 。

計 画 上 、 居 室 に 面 す る こ と が 少 な い こ と 、 換 1  _ 設 備 費 、 償 却 費 と エ ネ ル ギ ー 取 得 費 と の

気 容 量 が 比 較 的 少 な い こ と 、 排 気 ロ に 至 る 気 収 支

流 温 度 が 使 用 す る 人 体 に 少 な か ら ず 影 響 を 与 Z  _ シ ス テ ム に 対 す る 信 頼 性

え る こ と 、 の 理 由 に よ り 特 別 の 配 慮 を 要 し な 3  _ エ ネ ル ギ ー に 対 す る 将 来 め 予 測l

い も の と 考 え ら れ る 。 冷暖 房 時 の 居 室 の 換 気 述 べ る ま で も な く 、 少 な く と も そ の 時 点 あ

についても、同様に熱損失を伴うが、「空調換 る い は 将 来 と も 、 収 支 簡 で 得 策 で あ る と 判 断

気 扇 」 の 設 置 ま た は 将 来 取 付 可 能 な る よ う 配 し 得 れ ば 、 省 エ ネ ル ギ ー と い う 性 格 上 鴎 踏 な

慮 し て お く こ と に よ って そ の 対 策 と す る こ と く実用化されるべきではあるが・・。

ができる。その効果は、たとえば、 7 ンショ ンでは戸建て住宅と 比 較 し 、 プ ラ

ン 上 の 制 約 と 住 戸 当 た り の 採 熱 面 積 が 少 な い

ため収支商で得策でないとする見方が多〈、

財 政 上 の 優 遇 策 を 求 め る 声 が 強 い 。 こ れ に 反

し 、 国 民 の 税 金 で あ る か ら 公 平 を 欠 く と い う

意 見 も そ れ な り に 説 得 力 が あ る 。 現 在 の と こ

ろ 、 ま さ に 過 渡 期 で あ る と 言 え る が 、 決 し て

無 視 で き る も の で な い だ け に 、 今 後 は 何 らか

の具体的な方策が出てこよう。

シ ス テ ム に 対 す る 信 頼 性 に つ い て は 、 製 品

開 発 も 進 ん で お り 、 設 計 施 工 上 と も 特 殊 な も

の と 考 え ら れ な い し 、 将 来 脱 石 油 化 が 進 む と

し て も 、 太 陽 熱 の 利 用 が 不 要 と な る 根 拠 と は

なり f尋ない。

以 上 を 背 長 と す れ ば 、 今 後 の マ ン シ ョ ン の

省エネルギ一対策としては、

1  _ 各 住 戸 独 立 し た シ ス テ ム で あ る こ と

Z _ 機 器 の 取 り 替 え が 容 易 な る こ と

3  _ 複 雑 な シ ス テ ム と し な い こ と

が あ げ ら れ る 。

7 ンション計画の、初期においての給湯、

冷 暖 房 等 エ ネ ル ギ 一 関 連 シ ス テ ム は 、 セ ン ト

ラ ル 方 式 が 採 用 さ れ た が 、 後 に 各 戸 別 方 式 へ

と 変 化 し 定 芳 し た と 同 様 、 太 陽 熱利用 に つ い

て も 、 各 戸 別 方 式 が 主 流 と な る で あ ろ う 。 熱

取 得 効 率 が 若 干 低 下 す る こ と と な っ て も 、 南

illl Jベ ラ ン ダ の 手 ス リ 、 ま た は 壁 面 に コ レ ク タ

ーを設置するか、 可 能 と す る こ と に よ り 将 来

に対処できょう。

マ ン シ ョ ン は 各 住 戸 の 集 合 体 で あ る と い う

原点に立つことは、きわめて重要である。

も ち ろ ん 、 戸 別 方 式 が 推 進 さ れ る こ と と な

っ て も 、 計 画 上 日 照 が 確 保 し 難 い 位 置 の 住 戸

が 生 じ た 場 合 、 そ の 住 戸 系 統 に は 受 熱 面 積 を

大 幅 に 増 加 さ せ た セ ン ト ラ ル 方 式 が 採 用 で き

る の で 、 む し ろ 歓 迎 さ れ 得 る で あ ろ う 。 少 な

く と も 全 戸 セ ン ト ラ ル 方 式 は 、 自 然 エ ネ ル ギ

ー の 利 用 を 少 な か ら ず 消 極 的 な も の と し て い

る よ う に 思 わ れ る 。 そ の 場 合 に 、将 来 計 画 変

更 可 能 な よ う に 配 管 だ け を 計 画 し て お く こ と

も一方法である。

マ ン シ ョ ン に 関 す る 省 エ ネ ル ギ 一 対 策 も ま

た、難解で与はあるものの、いわゆる「マンシ

ョン問題」以降、関係者の努力によって克服て .

さ れ た と 同 様 、 着 実 に 解 決 さ れ て い く も の と .

期 待 さ れ る 。

サンタモニカソーラコンドミニアム( 長谷川工務応蛾影)

(ふ 〈し ま たかゆ叫き 昧制長儲附州笹釦制H岬l

〈まだ だいすけ 11 技術本部I段2計部; 式k長l

83 



「 一一

- 資料

建 設 大 臣 認 定 優 良 住 宅 部 品

( B L部品〉

杉 山 義 孝

国 民 の 住 宅に対 す る 要 求 は 、 わ が 国 の 高 度

成 長 の 過 程 で 量 的 に も 質 的 に も 増 大 の 一 途 を

た ど り 、 近 年 の 安 定 成 長 期 を 迎 え る に 至 っ て

も依 然 と し て 顕 在 需 要 、 潜 在 需 要 と も に 膨 大

な も の が あ る と 言 え る 。 そ の 反 面 、 熟 練 工 の

不 足 、 人 件 費 の 上 鼻 、 原 材 料 設 備 機 器 類 の 高

騰 等 、 住 宅 建 設 を と り ま く 経 済 環 境 は 厳 し く

なっており、土地価格の上昇と相侠 って 住 宅 価

格 の 高 騰 を 招 〈 結 果 と な っ て い る 。

こ の た め 建 設 省 に お い て は 、 工 業 化 住 宅 性

能 認 定 制 度 に よ る プ レ ハ ブ 住 宅 の 普 及 、 枠 組

壁 工 法 に よ る 小 規 模 住 宅 生 産 の 合 理 化 、 新 住

宅 供 給 シ ス テ ム 開 発 等 の 住 宅 生 産 の 近 代 化 合

表 ー 1 住宅部品

コンポーネント ユニ ットシステム

現化を進めてきている。

こ れ ら の 、 主 と し て 極 体 生 産 シ ス テ ム の 近

代 化 を 進 め る 一 方 、 す ぐ れ た 住 宅 部 品 を 建 設

大 臣 が 認 定 し 、 広 〈 一 般 へ の 普 及 推 進 を 図 る

こ と に よ り 商 品 質 な 住 宅 部 品 の 技 術 開 発 を 促

進 し 、 性 能 の 良 い 住 宅 部 品 の 安 定 し た 供 給 を

図 ろ う と す る も の が 優 良 住 宅 部 品 認 定 制 度 で

あ り 、 認 定 さ れ た 住 宅 部 品 を 通 常 B L 部 品

( Bet t er  Li vi ng) と称している。

優 良 住 宅 部 品 認 定 制 度 の 対 象 と な る 住 宅 部

品 は 、 品 質 管 理 体 制 が 整 って い る 工 場 で 量 産

さ れ る も の で 、 住 宅 の 一 部 を 構 成 す る 極 体 、

内 外 装 ま た は 建 築 設 備 の ユ ニ ッ ト で あ る 。 ユ

コンポーネ ン ト ユニ ットシステム

ニ ッ トとは、標準化された単位を組み合わせ、

あ る い は そ の 単 位 に 補 助 部 品 を 追 加 し て 完 成

品 を 作 り 上 げ る 場 合 の 住 宅 に 共 通 し て 使 用 で

き る 単 位 で あ る ( 褒 ー 1 参照) 。

認定される基準は、大きく分けて、

① 形 状 、 材 質 お よ び 色 彩 が 適 切 な も の で あ る

こと

② 安 全 性 、 耐 久 性 お よ び 機 能 性 が す ぐ れ た も

σ〉て・あること

③ 施 工 が 容 易 な も の で あ る こ と

④ 価 格 が 妥 当 な も の で あ る こ と

⑤ 供 給 が 適 切 に 行 わ れ る も の で あ る こ と

で あ り 、 こ れ ら の 基 準 に 対 し て さ ら に き め 細

か い 性 能 基 準 項 目 が 各 部 品 と も 定 め ら れ て い

る。建設省の公募に対して認定を受けようと

する者は、住宅部品開発センターにおいて、

こ れ ら の 技 術 的 基 準 に 対 し て 満 足 し て い る か

ど う か の 試 験 等 を 受 け 、 そ の 結 果 を 添 え て 認

定申踏を行うことになっている。認定申官官さ

れ た 部 品 は 建 設 省 内 に 設 置 さ れ る 、 消 費 者 代

表 、 事 業 者 代 表 、 学 識 経 験 者 等 に よ っ て 織 成

さ れ る 認 定 委 員 会 で 審 議 の あ と 認 定 さ れ る こ

ととな って い る ( 図 - 1 参照) 。

このようにして認定された優良住宅部品は、

つ ぎ の よ う な 特 徴 を 持 っ て い る 。

① 特 定 需 要 で な く 広 〈 一 般 需 要 を 対 象 と し

ている 。優 良 住 宅 部 品 と し て 取 り 上 げ ら れ る

も の は 、 国 の 補 助 金 に 基 づ く 開 発 試 作 コ ン ペ

の 場 を 踏 ん だ 開 発 部 品 と 、 す で に 市 場 に 出 回

っ て い る 普 及 部 品 と に 分 け ら れ る が 、 と く に

開 発 部 品 の 技 術 的 基 準 設 定 の 際 は 、 多 く の 住

宅 構 法 、 供 給 主 体 で も 使 用 で き る 配 慮 が な さ

れている。

② 寸 法 調 盤 や 取 り 合 い の ル ー ル に 基 づ い て

おり、部品相互に互換性がある。

③性能仕様が決められているだけなので、

C 二コは現在優良住宅部品としてあるもの
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表 - 2  B  L 部品のs 定状況( 昭和55年 3 月現在)

ロロロ 自 名 49年 度 50年 度 51 年 度 52年 度 53年 度 54年 度 55年 度

供 給 実 績

{ ユニット数)

キ ッチン ユニ ッ ト

2  給 湯 舘 ユ ニ ッ ト

3  手 す η ユ ニ ッ ト
J  

a  防 音 サ ッ シ

4・250万

5 浴 室 ユ ニ ッ ト

I  

F  

6 苗 そ う

I  

E  

7  屋 外 収 納 ユ ニ ッ ト

E  

， 

8 洗 面 化 粧 台

F  

9 収 納 ユ ニ ッ ト

‘ 2∞ 万

10 換 気 シ ス テ ム

11 暖 房 シ ス テ ム

1  

12 ア ル ミ サ ッ シ 嵩

I  

13 ス テ ン レ ス サ ッ シ 顕

』

ｾ＠

14 玄 測 ド ア 車

I  

I  

4・1∞ 万

15 パイプシャフト ドア 踊

I  

t  

16 ドア ク ロ ー ザ 揖

1  

v  17 集 合 郵 便 受 箱 車

1  

18 木 製 フ ラ y シ ュ 戸 車

I  

t  

19 キ y チ ン セ y ト 躍

i  

‘ 50万

20 衛 生 段 備 著 書 具 高

ノ

... 40万

21 換 気 E間 車

/  

/  

‘ 30万

22 テレビ共同聴視機総 崩

_ ，/  

‘ 20万

23 エ レ ベ ー タ 嵩

レ戸"

‘ 10万

24 節 水 型 便 録

- 戸"

U 定募集認定
※ 印は旧 K J 部品に相当する郁品

継 続 的 な 開 発 を 妨 げ る こ と が な く 、 ま た 材 料

仕 様 に つ い て 決 め て い な い の で 多 様 な 製 品 が

期待できる。

④ 個 々 の 部 品 品 目 ご と に 認 定 を 受 け る 技 術

的 基 準 が 定 め て あ り 、 基 準 を 満 た し て い る か

どうかの性能チェ ックが行われている。

⑤ 保 証 責 任 保 険 と 損 害 賠 償 責 任 保 険 が つ い

ている 。

と く に 保 険 に つ い て く わ し く 述 べ る と 、 優

良 住 宅 部 品 は 消 資 者 が 住 宅 部 品 を 選 択 す る 際

の 指 標 と な る も の で あ り 、 消 費 者 保 護 の 観 点

か ら こ れ を 供 給 す る 住 宅 部 品 メ ー カ ー に 対 し

て は 、 十 分 な ア フ タ ー サ ー ビ ス の 実 施 が 義 務

づけられている。しかし、製品の性能が良〈、

十 分 な ア フ タ ー サ ー ビ ス が 義 務 付 け ら れ て い

る だ け で は 必 ず し も 十 分 と は 言 え な い 。 量 産

される商品にあっては、万一カシ・欠陥があ

った場合、またカシ ・欠 陥 が 原 因 と な っ て 人

身 事 故 や 財 物 事 故 が 生 じ た 場 合 、 早 急 に 修 理

を 行 い 、 あ る い は 適 切 な 損 害 賠 償 を し て 円 満

な 解 決 を 図 る 必 要 が あ る が 、 こ の よ う な 解 決

を ス ム ー ズ に 行 う 裏 打 ち と し て 、 保 険 制 度 が

設 け ら れ て い る 。 保 証 責 任 保 険 は 優 良 住 宅 部

品 が 住 宅 に 据 え 付 け 引 き 渡 し 後 2 年 以 内 に 設

計 ・製 造 あ る い は 施 工 に 原 因 の あ る カ シ ・ 欠

陥 が 発 見 さ れ た 場 合 、メーカ ー が 使 用 者 に 対

し て 行 う カ シ ・ 欠 陥 の 無 償 修 理 保 証 を 履 行 す

る た め に 要 し た 直 接 工 事 費 を 保 険 金 と し て 支

払 う も の で 、 こ の 穫 の 保 険 は わ が 国 で は 本 制

度 の み で あ る 。 損 害 賠 償 責 任 保 険 は 住 宅 に 据

え 付 け 引 き 渡 し 後 、 設 計 ・製造 あ る い は 施 工

に 原 因 の あ る カ シ ・ 欠 陥 に よ っ て 生 じ た 偶 然

な 事 故 に 起 因 し て 使 用 者 な ど の 第 三 者 や 第 三

者 の 財 物 に 損 害 を 及 ぼ し た 場 合 、 メ ー カ ー が

行 う 損 害 扱 償 に 要 す る 費 用 を 保 険 金 と し て 支

払うものである 。 このような二種類の保険に

よ っ て 消 費 者 に 対 し て は 安 心 を 、 メ ー カ ー に

対 し て は 経 営 の 安 定 を 作 り 出 し て い る の で あ

る。

優 良 住 宅 部 品 認 定 制 度 は 、 昭 和49年 7 月に

発足し、キ ッチンユニ ッ ト、浴室ユニット、

収 納 ユ ニ ッ トをはじめとして昭和5 2年 ま で に

11品 目 が 認 定 さ れ た 。 さ ら に 昭 和53年 優 良 住

宅 部 品 を 公 的 な 住 宅 建 設 の 分 野 で 効 果 的 に 活

用 す る た め に 公 共 住 宅 用 規 格 部 品 ( K J 部品)

の B L 化 が 進 め ら れ 、 優 良 住 宅 部 品 と し て 13

品 目 が 追 加 さ れ 、 現 在27品目が認定されてい

る 。 認 定 さ れ た 企 業 は 、 延 べ329社、 660 タイ

7 ・の製品に達している。使用笑紋も、昭和5 2

年 度 ま で に 65万 台 、昭和53年 度200万台、昭和

54年 度270万台と伸びており、昭和54年度末ま

でに、延べ530万 台 の 優 良 住 宅 部 品 が 住 宅 建 設

に 使 用 さ れ て い る ( 袋一 2 参 照 ) 。

こ の よ う に 優 良 住 宅 部 品 は 急 速 に 使 用 実 紋

を 伸 ば し て お り 、 今 後 も 性 能 の 良 い 住 宅 部 品

を 安 心 し て 使 用 で き る よ う に 改 善 を 重 ね て い

くつもりである 。

(すぎやま ょしたか

財団法人 住宅部品開発セ ンター企画課長 )
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カナダめタ4 ウ ン ハ ウ ス ( 枠 組 壁 工 法 )

ね主主て住宅において意識的に、住戸の大小を

区 別 し た り 、 姿 住 戸 に お け る 戸 建 て 住 宅 を 感

じさせるような手法は、見事だと思った 。 日

照、耐力性( 地袋、台風、積雪) 、防火性( 屋

内 外 延 焼 ) 、遮音 性 、 断 熱 性 、耐根性で、わが

国 と 鈴 な る 条 件ーであ って も 、 木 と い う 紫 材 の

柔 ら か さ を 工 法 、 デ ザ イ ン の 商 で 最 大 阪 に

活 用 し よ う と す る 態 度 は 大 い に 参 考 と な る 。

カ ナ ダ 全 国 に お け る タ ウ ン ハ ウ ス 建 設 戸 数

の80% が 、 予 備 空 間 と し て 当 初 は 仕 上 げ を し

な い 地 下室 を設けている 。 寒 冷 地 で 住 宅 建 設

す る 場 合 に 、 凍 結 線 の 問 題 が あ る が 、 布 基 礎

の深さを凍結線以下に掘り下げる必要から、

地 下室 または半地下室 を設定tすることにより、

このことを解決している 。 入居者に引き渡さ

れ、自分で日目粗大工で仕上げ工事を施工し、

ベッ トルーム、子供部屋として使用すること

が 一 般 的 で あ る ほ か 、 設 備 機 株 や 、 物tll ほか

として有効利用されている 。 厳 し い 気 象 条 件

と 生 活 智 悦 を 住 宅 計 画 に 調 和 さ せ て い る と い

える 。

カナダのパンクーパ市の問機にあるフ ォールス・ クリークのタウンハウス(右下)

カ ナ ダ 述 邦 政 府 機 関 の一 組織である N R C

( カナダ国立科学研究所) は 、基礎科学から

わ れ わ れ 、 第 二 次 カ ナ ダ タ ウ ン ハ ウ ス 調 査

団( 団貝 25名) は、カナダ政府の招勝により

去る 10月 5 日から 2 週間にわたり、オタワ、

トロント、カルガリ一、パンクパーの各都市

およびその周辺て¥連続主主て住宅、重ね建て

住宅、共同建て住宅、 二 戸連主主て住宅、 一 戸

建 て 住 宅 の 完 成 と 工 事 中 の 建 物 を 多 数 視 察 し

てきた 。

カ ナ ダ で は 、 タ ウ ン ハ ウ ス と い う 形 式 の 住

宅は、アメリカから 10数 年 前 に 導 入 さ れ 、 カ

ナ ダ 述 邦 政 府 の 政 策 と し て こ こ 数 年 で 急 激 に

地加しつつある 。 と く に 主 要 都 市 で は 、 土 地

が 日 価 で あ り 、 ま た 公 共 施 設 の 務 怖 さ れ た 住

宅 用 地 が 待 に く い の で 、 一 戸 建 て の 住 宅 で 達

成 で き る よ り は る か に 高 密 度 の 開 発 が 要 望 さ

れている 。 一般 に カ ナ ダ 人 は 、 一 戸 建 て 住 宅

を希望するが、庶民には高僚の花であり 二

戸 述 建 て 住 宅 、 重 ね 建 て 住 宅 ま た は タ ウ ンハ

ウスが、 一 戸建て住宅の快適さと手IJ 点の多く

を 持 ち な が ら し か も 入 手 の 可 能 性 の あ る 住 宅

として近年多くな った。 1980年 は 160 万 戸 の

住 宅 活 工 見 込 み の う ち 、 建 て 方 別 で 一 戸 建 て

住 宅5 0 %、アノマート住宅3 2 %で、タウンハウ

スの占める比率は 18 %となっているが、会図

的に見た分布は非常に変化がある 。 オタワ、

トロント、ウインペ ッ ク、カルガリ一、エド

モントン、パンクパーの主要都市では平均よ

り高〈、カナダ東部のケーベック州のように

圧 倒 的 に フ ラ ン ス 語 を 話 す 州 で は 1. 3% の建

設 に す ぎ な い 。 し か し 原 油 を 産 出 し カ ナ ダ で

る こ と で 、 既 存 の 上 下 水 道 等 を 効 率 的 に 利 用 応用科学のすべての分聖子にわた って の 研 究 所

できる、 3) 農業国としての伝統から 、農 用 地 の で 、 電 気 、 機 械 、 物 理 、 航 空 機 等 の 各 部 門 ご

保 全 に 対 す る 国 民 的 関 心 が 深 い の で 、 成 耕 地 と に 部 を 設 け て お り 、 建 造 物 研 究 部 も 一 部 門

を削ることができない、などが考えられる 。 として存在している 。 ここでは耐火、騒音、

こ の よ う に カ ナ ダ の タ ウ ン ハ ウ ス は 地 加 し て 建物構造、地質等の部門別に、担当する訴に区

いるものの、 一 般 国 民 の 持 家 に 対 す る 願 望 を 分 さ れ 、 そ の 中 に 建 造 物 基 準 を 担 当 す る 課 が

完 全 に 満 た し え て は い な い よ う だ。 あ り 、 そ の 全 国 建 造 物 基 準 は 、 全 国 各 地 の 州

カナダでの住宅建設の推進役は、 25年前、 政 府 が 制 定 す る 建 造 物 基 準 、 建 築 基 準 法 の モ

連 邦 政 府 に よ り 創 設 さ れ た 低 当 住 宅 公 庫 ( C デルとして、模範的基準となっている。また、

M H  C ) て ¥ カ ナ ダ 全 土 の 住 宅 事 情 の 改 普 お カ ナ ダ 全 国 に 共 通 し て い る 全 国 住 宅 法 等 の 各

よび国民のニーズに対応した住宅の供給を目 樋 基 準 法 が 制 定 さ れ て お り 、 こ れ は C M H C

的 と し 、 州 政 府 に 直 接 融 資 を 施 し 、 低 所 得 者 の恭単をベースにして、制定されている。

に 持 家 用 、 賃 貸 用 の 住 宅 供 給 を 行 っ たり、州、 カナダのタウンハウスにおいては界壁およ

市 な ど の 都 市 再 開 発 事 業 に も 融 資 を し て い る 。 ぴ 具 な る 住 宅 の 界 床 の 耐 火 器 部 は 1 戸ごとに

しかし近年は、 C MH C が返済保障すること 11時間耐火で、遮音 は S T  C  40dB以下( 各種

を条件に、 C M H C が 公 認 し た 民 間 金 融 業 者 の周波による笠貫通による狽失率) である。

が個人の貸付を実施している 。 こ の 融 資 総 額 ただし、大気に伝わる音についての基準で、

と時期は、カナダ全土の景気の動向に重大な 壁 を た た く 音 は 適 用 外 で あ る 。 な お 、 断 熱 の

彩響を与えている。 全 国 統 一 基 準 は な く 、 省 エ ネ ル ギ ー の た め の

オ タ ワ で の タ ウ ン ハ ウ ス 視 察 を は じ め 、 数 最 終 目 標 値 が 示 さ れ て い る 。

多くのタウ ンハウス等を見て強〈感じたのは、 つ ぎ に タ ウ ン ハ ウ ス の 増 築問題に ふれてお

気 候 、 風 土 、 生 活 習 慣 、 社 会 情 勢 に よ る も の こっ。カナダにおいては 12、 3 年 前 か ら一般

と思うが、きわめて地域性が強いということ 的 に は 、 コ ン ド ミ ニ ア ム ( 建 物 の 内 側 の み を

である 。 単純 に 外 観 を 比 較 す る と 、 東 部 オ タ 入 居 者 が 占 有 し 、 他 は 共 通 と な る ) 方 式 の 所

ワ 、 ト ロ ン ト で は 、 骨 組 が 枠 組 壁 工 法 の 木 造 有 形 態 が一 番多〈採用されている 。 ところが

で あ る に も か か わ ら ず 、 タ イ ル 、 石 造 、 レ ン 最 近 は 、 管 理 費 が 高 く な って き た こ と や 、 政

ガ 等 、 木 造 ら し く な い 外 装 を 施 し て い る の が 府 が 低 所 得 者 に も 手 が 届 〈 住 宅 を 大Ll に 供 給

多いのが特徴的であり、西宮11パ ン クパーまた し た 結 果 、 売 却 す る と き の 評 価 が 余 り 高 く な

は 西 部 の 内 陸 地 方 で は 、 森 林 国 カ ナ ダ を 代 表 い こ と 、 質 が よ く な い こ と な ど が 原 因 で 、 コ

す る か の よ う に 、 主 に 板 張 り が 圧 倒 的 に 使 用 ン ドミニアム方式以外に、折衷型として、共

最 も 発 展 が い ち じ る し い 州 と し て 名 声 を 馳 せ されていた 。枠 組 壁 工 法 の 自 由 度 の 商 い 工 法 有 部 分 の tu;型 は 遊 園 地 等 だ け に し て 、 庭 な ど

ているアルパータ州では、 1 8 %強 と い う 最 高 の 採 用 に 起 因 し て い る と 思 う が 、 平 家 や 211皆 は自分で TLJ 現 す る 方 式 や 、 完 全 所 有 形 態 に 人

の窃IJ合である 。 建てから 3 階建て霊ね住宅、 4 階 建 て 共 同 住 気がでできている。 しかしそれでも、コ ンド

カ ナ ダ の タ ウ ン ハ ウ ス の 普 及 の 原 因 お よ び 宅 ま で も 建 設 さ れ て お り 、 そ の デ ザ イ ン に お ミニアムのタウンハウスにおいては 増改築は、

利 点 と し て は 、 1) 地 価 の 高 騰 お よ び 建設 費 上 い て 、 住 棟 と 住 戸 の 配 置 、 色 彩 、 共 用 庭 と 道 共 同 管 理 委 日 会 の 許 可 が い る こ と と 市 町 村 の

列ーに 対 し て 、 住 宅 建 設 コ ス ト を 押 さ え る の に 路 と を 含 め た 外 部 受HJl 構 成 な ど 、 自 由 自 在 の 建 築 許 可 が 必 要 で あ る の で 、 カ ナ ダ で は あ ま

最良の方法である、 2) 既 設 の 住 宅 地 に 建 設 す 多様性が見られる 。とく に 2 階 建 て ま た は 丞 りトラブ J レがないとの説明である 。 なお、こ
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フォールス ・クリークのタウンハウス <s可摘写真の別側面}
パンクパー郊外のシャンプレインハイツ

トロント 空軍外のエリンミルスのタウンハウス 三戸で一様の住宅を形成したタウンハウス( オタワ郊外)

の 方 式 の デ ラ ッ ク ス タ イ プ の も の は 管 理 が す 1700戸 の 住 宅 ( 8 住区) をはじめ、小学校、

ぐ れ て お り 、 再 販 売 価 格 も 高 〈 、 只 い 手 に 人 小売庖舗、小事務所、レストラン、集会所、

気がある。 マ リ ー ナ 、 さ ら に 11. 7haに及ぶ子供の遊び場、

カ ナ ダ の 西 海 岸 に 位fleするプリティシュ ・コ 公 園 、 広 場 、 歩 道 の 公 共 ス ペ ー ス 等 が 計 画 さ

ロ ンピア ( B . C ) 什|は 、 カ ナ ダ 全 体 の 木 材 の れている 。 公共部分を含む60戸 I haの高宮、皮に

% を 産 出 す る と 同 時 に 、 合 板 の85% をも生産 な っ て い て 、 中 高 層 、 低 層 ( タ ウ ン ハ ウ ス )

し 、 プ リテ ィ シ ュ ・ コ ロ ン ビ ア 州 林 産 審 議 会 を浪合した計闘である 。 ここの土地所有権は、

( C  0  F  1 一 民 間 貿 易 振 興 機 関 で 、 林 産 関 係 開 発 後 L 市 が 保 有 し 、 住 宅 購 入 者 は 土 地 賃 貸

企 業 の9 0 %が 加 盟 し て お り 、 合 板 、 紙 、 パ ル 料 60年 の 前 払 い の 形 を と って い る が 、 土 地 購

プ 、 ツ ー パ イ フ ォ ー 工 法 の 木 材 な ど の 輸 出 促 入 と 同 じ く ら い の 支 払 い 額 と な っ て い る こ と

進、品質管理、技術指導などを行っている。 は 、 速 い 将 来 の 再 開 発 を 考 慮 し た 処 置 と 考 え

海 外 に は 来 京 の ほ か 、 ロ ン ド ン 、 パ リ 一 、 シ られる 。 当 然 の こ と な が ら 入 居 者 か ら は 、 土

ド ニ ー な ど に 事 務 所 を 設 け て 活 路 し て い る ) 地の譲渡の要求が出ている。

を 通 じ て 世 界 に 輸 出 し て い る 。 わ が 国 に と っ 段 階 l は、 1973年務工、 1976年 に 完 成 し た 。

て も 、 そ の 輸 入 は 林 業 資 源 の 安 定 確 保 に つ な 段 階 2 では一 部 入 府 も あ る が 、 現 在 工 事 中 で

が り 、 さ ら に ツ ー パ イ フ ォ ー 工 法 ( 2 X  4 工 ある 。 こ の 計 画 で は 遊 休 ス ペ ー ス で あ っ た フ

法= 枠組壁工法) として、タウンハウスや、 オ ー ル ス ク リ ー ク を 、住 む 場 所 と し て 魅 力 的

戸 建 て 住 宅 の 建 設 に 明 る い 将 来 を 展 望 す る こ

とが可能で与あると恩う。

既 設 市 街 地 内 で 邸 宅 で あ った 敷 地 跡 に 、 数

な 住 宅 地 に 変 え 、 人 々 を 郊 外 か ら 都 市 へH乎び

房 す こ と を 目 的 と し て い る 。他 の 再 開 発 と 異

な っ て 、 ま ず 家 族 桃 成 が さ ま ざ ま で 収 入 も 巽

戸 の 新 し い タ ウ ンハウスを建設することを 「イ な って お り 、 約 半 数 が 政 府 補 助 を う け た 住 宅

ン フ ィ ルJ と 呼 称 す る が 、 その「イ ンフィル」 とな って お り 、 低 価 絡 で あ る 。 ま た 環 境 面 で

という小鋭模開発がノ〈ンクパーやオタワで行 は、騒音、プライパシ一、オープンスペース、

われている 。 交通安全に特別な留f f . をしている 。 とくに交

大 規 模 開 発 と し て は 、 ト ロ ン ト の セントロ 通 方 法 は 、 極 力 車 に 頼 ら な い よ う に す る た め

トロントのセントローレンス再槻発事業による低所得者用I Vヲス

ー レ ン ス や 、 パ ン ク パ ー の フ ォ ー ル ス ク リ 一 地 下 に あ る 車 庫 も 一 戸に 1 台 と 限 定 さ れ 、 訪 カルガリー市郊外の高年者対象ハウス

V  クは圧巻であ った。 以 下 に フ ォ ー ル ス ク リ ー 問 者 の 駐 車 場 は 敷 地 周 辺 に ま と め て 配 置 さ れ の 関 係 者 出 席 の 上 、 昭 和55年 度 兵 庫 県 ツ ー パ

ク の 再 開 発 に つ い て ふ れ て み た い 。81haの 水

面 と そ れ を 図 綴 す る 200haの土地よりなり、パ

ン ク パ ー の 南 端 に 位 置 す る こ の 区 域 は 、 航 行

可 能 で、あ った の で 往 時 は 主 要 な 工 業 地 域 で あ

った が 、 近 年 は 倉 庫 と し て 使 わ れ る く ら い の

遊 休 ス ペー ス で あ った。 -iili fll 政 府 ・ 州 ・市 ・

民 間 の 合 肉 体 で あ る 「 フ ォ ー ル ス ・クリ ー ク

開 発 グル ー プJ を 結 成 し 、 再 開 発 計 画 案 を 完

成 し た 。全 体 計 画 は 市 関 係 分 と し て 28. 5ha

( 段 階 1 が 21ha、 段 階 2 が 7 .5 ha ) の敷 地 に

ている 。 こ の 方 針 は 、 パ ス や 将 来 予 定 さ れ て イ フ ォ ー 住 宅 普 及 率 業 の 内 容 で 、 兵 庫 キ ャ ラ

い る フ ェ リ ー に よ る 通 勤 に 期 待 し て い る こ と パ ンが秋附れのもと盛大に開催された。 1981

に よ る も の の よ う だ。 年は政府間レベルの日加住宅委貝会が、 6 月

わ が 国 に お い て も 、 昭 和49年 8 月 の 枠 組 壁 に 東 京 で 開 催 予 定 で 、 ツ ー パ イ フ ォ ー に 新 し

工 法 の 一 般 公 開 を 契 機 と し て 、 タ ウ ンハ ウ ス い発展が期待される。

建 設 の 気 速 が 高 ま っ て い て 笑 紋 を 霊 ね て い る 。 述 煉 式 住 宅 の 集 合 体 を 住 環 境 を 含 め た 総 合

折 し も 、 神 戸 市 に お い て 11 月 2 目 、 カ ナ ダ 的 な も の と し て と ら え た タ ウ ン ハ ウ ス 型 式 の

政府、 C O F I 関 係 者 、 建 設 省 、 住 宅 金 融 公 普 及 は 、 わ が 国 て・の 需 要 者 へ の 対 応 、 良 好 な

庫 、 兵 庫 県 、 神 戸 市 、 日本ツーパ イ フ ォ ー 建 環 境 の 新 し い 町 並 み 創 造 に 有 効 で あ る と 確 信

築 協 会 、 地 元 ホ ー ム ビ ル ダ 一 事 業 協 同 組 合 等 した次第である 。( みえだかつじ兵庫県住宅供給公社計画課)
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- 工業化工法による芦屋浜高層住宅{ A S T M} における開口部・

- 名 称= 芦屋浜シーサイドタウン( 高層住宅ゾーン)

・設 計= A S T M企業連合

・施 工= A S T M共同企業体( 新日本製鉄・竹中工務庖・松下電工・

松下興産・高砂熱学工喋)

・敷地面積= 202，956 m'  ( 高層住宅ゾーン)

・建築面積= 33，8∞附 (j 高層住宅ゾーン)

・規 模= 県営住宅/ 596戸 公 社 住 宅/ 595戸 公 団 住 宅/ 1，591 戸

民間住宅/602戸

- 構 造= 鉄骨・ PCa板

- サッシ形式= 芦屋浜高層住宅アルミサ ッシ

・サ ッシ枠の取付け= PCa打込み工法( 開閉及び施錠等の調笠は、

ガラス及び障子吊町込み後におこなう)

・サ ッシ性能= 水密 ＶＳｫｾｦ Ｏ ｭ Ｇ＠ 気密 4.m'/ m' h  平均透過損失: 23dB 

景大耐風圧強度・ ＴＲｉｫｾｦ Ｏ ｭＧ

・表面処理= 陽極酸化皮旗: 旬以上透明樹脂塗膜・ 12μ 以上

- 工業化工法による芦屋浜高居住宅 <AS T M)

A S T Mとは、昭和48年、建設省・兵庫県などの

主催による「良質て' 適正価格の高居住宅の開

発 J r 高層住宅団地における良好な住環境の整

備」をテーマに行なわれたコンペテーション

で第一位となったプロジェク卜による高層住

宅群です。工業化工法の対応としては、鉄骨

造の大架橋と PCa 板による新しい架構法を採

用することにより、住宅内には 、柱・はりな

どのない広 4 とした自由なスペースが確保さ

れています。

2 住戸| 階段の平函プランは、各戸が独立し、

プライパシーが守られます 。 また、両面解放

の平面形であるため、眺望、日照、通風も十

分に得られ、物理的にも快適な住環境となっ

ています 。関口部の形式にも、特に居住性と

安全性を追求したディテールが採用されてい

ます。 Y K  K は、このプロジェクトの関口部

( 窓) に、その製品を一括受注し、生産にあた

りました 。

JIS表示許可工場での徹底した品質管理のもと

で一貫生産される Y K  Kアルミサッシは、優

れた品質 ・性能を誇る製品です 。

本社/ 東京郵千代田区神田和泉町 1 T E L  03- 86ト 削 34

主庖/ 大阪市東区両替町 1-2 T  E  L  06- 942- 2351 

T  
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太陽熱を吸収して高温になった吸収体からは、対流、伝導、将射の

形で熱が失われま汎平板形コレクターで1ま吸収体裏面に断熱材を

貼り対流と伝導を防いでいますが、 上 面 から空気、 ガラスを通して

熱の損失があります。真 空 管形コレクターは、吸収体の周囲が真空

であるため上面、裏面からの対流、伝導による熱の損失 ぞ最少限に

抑えま札そして吸収商からの騒射による損失 を抑えるため、太陽

光の報射エオJ 時 f ーの分布の中で大きな書IJ 合を占める可視光域の吸

収率を高め、吸収体からの赤外報射の少ない〈選択吸収膜〉 を吸 収

膜に加工して¥' f す。

サンヨーのソーラーエネルギー冷暖房システムは、〈サンシャ

計画〉の一環として開発された真空3ゲラス管形コレクターと、低温

熱吸収冷凍機の組合わせによる世界で最も進んだシステムで、す。

一般住宅はもちろん、ピノレ、} 苫鱗、工場、レジ‘ ャー施設な E の

省エオ、対策t二、空調機器づくりの総合力を生かしたサンヨーソーラー

システムをご矛リ用< 1 . ゴきい。

お問い合わせ、資料ご講求は

毅 三 洋 電 機 空 調 設 備 株 式 会 社

・トニ包・〒113 東京都文京区本郷3 - 10- 15 ft03(815) 

E :' ! I -豆五担当: ソーラーシステム販売部

大阪/ 台前(3邸)8031 名古屋/ 包052(581) 3891 九州/ 含092(441)4141



90 

疲れた技術で傷んだ建物をゲフレッシュ. ノ

マンションの修繕・改装

改装後の写真

光 藤 俊 夫 著

川町" . . " . . 剛改装業務内容の一例剛山川町

Lヒ ピ 割 れ の 補 修 ) シーリング止水処理 ( V カ y ト)

エポキシ樹脂注入

( 外 壁 の 塗 り 替 え ) ロー ラー工法

作 業 中でも、塗料の飛散がなく、コンプレ ッサー騒

音もないため入居者に迷惑をかけずに美しい仕上り 。

( 鉄 サ ビ の 補 修 ) 下塗 η ( 浸透性防錆塗料) →上 塗り

( サ ッ シ の ク リ ー ニ ン グ ) アルミサ ッシメ ーカー の協力で被害に応じた適切な

施工をし、 サ ッシの美しさを保ちます 。

- そ の 他 、 あ ら ゆ る 内 ・ 外 装 工 事 を う け た ま わ っ て お り ま す 。

マ ン シ ョ ン の デ パ ー ト 、 長 谷 川 工 務 庖 グ ル ー プ

ｾｫ 長谷工内装サービス努
大 阪 支 庖 大 阪 市 東 区 平 野 町 5 - 40 長 谷 川 第 | ピ ル

T  E し 06- 222- 5856 代 表

建築技術選書21巻 A 5 ・160頁・定価1200円

住宅の泰男
企画 : 日本建築協会

- 楽しいイラストでつづる世界の家具あれこれ

♀ 叩 臨私季勝同
ピエール・ポーラン マリオ・マレンコ コルビュジエ

調

目 次 4. 五関と傘立 8. 書斎と本欄

1  . 私の家の椅子 5. 居間と椅子 9. 化粧室と照明

πさ7う2. 住宅と家具 6. 台所と食卓 10. 地震と家具

3. 様式と装飾 7. 寝室と収納 11. ノンファニチュア

京都市下京区木津屋橋通西洞院東入 6 学芸出版社 T E L 肝 343-0811 <目録進呈〉

'  
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地震動に対して虚弱化

した近代都市

三 東 哲 夫

一昨年( 1978年) 6 月12 日、各家庭でそろそろ

夕食のf士度が始まろうかという矢先の午後 5 時14

分頃、仙台市の東方約120kmの沖合い ( 142 ・10'

E 、38・09' N) の深さ約40kmの海底で、マグニチ

ュード7 .4の大きな地震が発生した。 このとき、

仙台管区気象台がいち早〈仙台市の震度として発

表した値は V( 強震) であった。 この震度は「墜に

ひびが入り、墓石、石灯鎚など倒れ、煙突、石垣

などにひびが入る」程度の地震動の強さで、家屋

が倒壊するなどの被害は生じないはずの緩度なの

である 。

ところが、翌日の新聞を一面に埋めていたこの

ときの仙台市の被害はとても震度 V とは思えぬ、

一階級上の刊( 烈震) に相当するものだった。仙

台市だけでも数百野の家が倒媛したし、道路沿い

のプロ y ク塀があちこちで倒れ、その下敷きにな

っで死んだ人だけでも 17名を数えた。倒壊をまぬ

がれた家庭でも、部屋の中では: m: 笥、本箱、冷蔵

庫、食器棚等々が倒れ、ガラスや瀬戸物の破片が

とひ. 散って逃げ場が全く失われるなど、惨たんた

る有様で、織れがいかにひどかったかを物語って

いた 。

では、発表された緩度 V が間違いだったのだろ

うか。

ある地震についての各地の震度は、それぞれの

地区にある気象台測候所の係員が、自分の感じと

か周囲の状況とかにもとづいて判定し、いち早く

中央の気象庁に報告する 。仙台市の気象台は旧市

内の鉄砲町にある 。f去の調査で分かったことだが、

この旧市内では、施工の不完全な鉄筋コンクリー

ト造りの榊造物に若干の損傷がみられただけで、

家の倒填は一軒もなく、正しく震度 V どおりのも

宮被県沖

1978 6.12 

金華山沖

1936 11. 3  

x  

図ー 1

ほとんど同じ

場所に起こっ

た、 'it'1同じ

大きさの 2 つ

の地震の震度

分布。X 印が

震央。

のであった。

震度 V という判定が正しいことを示す別の、そ

して大変注目すべき例をつぎに示す。

この地震に先立つ42年前の 1936年11月 3 目、ほ

とんど同じ場所 ( 142. 2・E 、38. 2・N) で、今度の

よりやや大きめ、マグニチュード 7. 7 の大地震が

起こった。金書表山沖地震とよばれる地震である 。

図一 1 に、今度のと、そのときの緩度分布図が比

較されている 。当然、この両者は瓜ふたつで、こ

のときも仙台市周辺は震度 V だったのである 。

では、 40年前のこの地震のときの仙台市はどん

な様子だったのだろう 。何とそれが全竣わずかの

3 戸、しかもこれらはすべて非住家であ った。正

しく震度 V をそのまま実証していた。 したがって

この金華山沖地震は日本の被害地震のリスト中に

は入っていない。

同じ震度なのに、 40年という年月で、なぜこう

も被害の様子が変わってしまったのだろう 。 この

40年に何かあったのか。 それは、 1936、 7 年頃か

ら始まった高度成長の放にのって、各地方都市に

まで人口の集中がおこり、仙台市も人口が40万か

ら70万に急婚し、そのため市は周縁部に拡張せざ

るをえなくなった。犯人はこれなのである 。

'住 地 車 成 地

. 金 III

(1居住不舗企倉台ゆ

O が け 馴 れ

{石舗を含む}

』 ー 司 ー 由 ー ー 口 問 、 明 制

o  2  4  6km の多姥 した地J J l

図ー 2 市内の家屋、宅地の被害分布(文献1) による)

+  

そのことは図- 2 と図- 3 を見比べてみれば一

目瞭然であろう 。大きな被害は、すべて都市拡張

地域に当たる地盤の悪い南東部の沖積平野と、北

部および南部の丘を削りと って造られた雛段状の

宅地造成地上にたてられた諸団地に集中している 。

これらは人口集中のために余儀なくされたことと

はいいながら、地震による地盤災害への対策を忘

れたずさんな計画がこの惨事を招いたことは明ら

かである 。東部の平里子部は、昭和41年の都市計画

で商工業用地に指定されたところで、仙台港と市

街地を結ぶ商業拠点とな った地域であるが、昭和

48年頃から地下水の汲み上げによる地盤枕下がめ

だち始めた 。 この軟弱地盤上の卸商団地や苦竹団

地では、 3 、 4 階建の鉄筋コンクリート造りの建

物の多くが、その 1 階部分が落階寸前の被害をう

けている 。 わが国の工業地帯の多くが、臨海埋立

地などの、まさにここと似た地盤上に分布してい

る危険性が改めて憂慮される 。 また北部や西南部

の丘陵地の団地では、地震動によ って人工地盤が

すっかりゆるみ、地震後も家屋が地盤とともにず

るずる滑動するおそれのある地I或もでて、強制的

な家屋の取り渡しゃ立ちのき等の処置もとられる

有機であ った。 さらに、ガス管、上下水道管等、

地下に埋設されたライフ・ラインの損傷もほとん

どがこれらの新興都市部の、切土と盛土の境界付

近で発生し、ガスに至っては、地渡後 1 ヵ月も全

商復旧に手間どり、そのため直接震災をうけなか

った市民までもが、長期間地震の後遺症に悩むこ

とにな った。 これもまた近代都市災害の特長の一

つである 。

仙台市の場合、それでも火災の発生が少なか っ

た (11件、延焼なし) ことは、不幸中の幸いだっ

たし、被害がいわゆる地盤災害によるものだけに

止 ったことで大いに助か ったといえるが、石油を

備蓄している東北石油のオイルタンク中、若干の

タンクの底部にQ l . 裂が入り、約 7 万キロリットル

の油が漏出して防止堤内に流れ出すなど、以前に

はなかった類いの大災害が発生する 一歩手前の事

態が発生していた事実もある 。

一地方都市の、しかもかなり好運に恵まれたと

さえ思えるこのときの仙台市の被害にしてこのと

おりである 。 まして中央の、東京や大阪などが渓

度 ｖ の直ｾをうけたらどんなことになるか 。

表- 1 近代都市に加わった新しい危険要素

1. ｛ｎ亙Ｏｉｉｉ ｉ ｾ I 附地銀への拡強、海J判的立て、人工

品、丘陵地の土地造成、 I也態以: 下

ＲＮ 直豆函函剛健築物、各内大型総合施 ｊｾ 、エレ
ベー タ一、日銀情造物、歩道儲

3.  I地下i里段物関係| ・地下鉄、地下街、郎市ガス、上下

水道、官官級

4. I火気危険物関係| 地下街中の飲食倍、 トルコ風呂、

サウナ風呂、ガソリンス タンド、石 idl 1l t 貯蔵凪( .

灯油版光所、自動' 1 I Ul f l 助

5. [ & 董 亘 回 高 速 道 路 、 信 号 機 停 止 に 伴 う 側 、 内 動

車 のi散t明

表- 1 は、たとえば京浜地管とか阪神地帯とか

の諸都市がここ 30年間くらいの聞にかかえ込んだ、

地漢に対する恐ろしい、そして新しい危険物を、

思いつくままに表にしてみたものである 。人口や

建物の地加などは、この表にはない。以前はなく

て今あるものばかりである 。ただし、自動車だけ

は、その附加が余りにも激しく、またそれが芋づ

る式に他の災害を誘起する原因にもなるので、そ

れだけ加えた。要するに都市機能上欠かせないも

のが、地漢のときにはすべて凶器と変わる 。 しか

もそうな ったときの怖ろしさは誰ひとりまだ体験

していない。

参考文献

l ) 佐武正Mt (代表者) 、1978年宮城県沖地漢による被害の総合

的調査研究。文部省科研賀、自然災害符別僻究 ( 1 ) 、昭和

53年。

( さんとう てつお神戸大学理学部・教綬)
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コンベン ショナルヲイプ( 乱流式)

10. ダクト、配管、配線、衛生機器の配置

11 耐薬品性、耐酸性、耐蝕性

12. 耐水性、透水性

13. 耐摩耗位、耐発塵性、耐老化性、帯電防止

ＱＴＮ 表面硬度、表面 ｾｊ 離

15 耐火性、防火性、耐熱性

16. 遮音性能、吸音性能

17. 防振性能

以上の ｾｉ 項をチエ Ｗ クし、建築構造および仕上

材料等を選択する 。

1- 4 . クリーン・ルームの仕上材料の選択

クリー ン ・ルームの仕上材料として、要求され

る性質および性能はつぎの通りである 。

ヲロス・フロ一世イプ( 水平眉流式)

融

拭

胡

配

一
霊

精

一判

m
州

一
引

日

ロ

・

7

ン

ン

一

向

J

H

J

ダ

ク

種類の区域によ って構成されている 。

1  消浄区減( クリーン・ルーム )

2. 準清浄区域

3. 汚染区域

消j争区域はクリーン ・ルームそのものであり、

準清浄区域はクリーン・ルーム従業員専用の更衣

室、休憩室、洗面所、便所、倉庫等がある 。汚染

区域は一般の区域であって、必ずしもそのクリー

ン ・ルームに専用される施設が設備されていると

は限らない。

クリーン ・ルームの精成は、 一般的には、

1  . 垂直層流方式クリーン・ルーム ( ダウ ン ・フ

ロータイプ)

2. 水平層流方式クリーン ・ルーム( クロス・フ

ロータイプ)

3  乱流方式クリーン・ルーム( コンベンショナ

ルタイプ)

に分けられる 。

垂直層流方式は、クラス 100 のクリーン ・ルー

ムを必要とするときに採用される 。水平層流方式

は、クラス 100- 10，000 のクリーン・ルームを必

要とするときに採用される 。乱流方式クリーン・

ルームは、クラス 3，000- 300，000のクリーン ・ル

ームを必要とするときに採用され、 一般的にこの

乱流方式クリーン・ルームが最も多く採用されて

いる 。

1  - 3. クリーン・ルームの内装設計

クリーン・ルームの内装を設計するにあた って、

まずつぎのような事項を検討する 。

1  . クリーン ・ルームの方式

2. 清浄度

3 . 設置場所

4  平面計画

5. 権造計画 ( S造、 S R C造、 R C造、基礎、排水)

6. 関係法規( 建築基準法、消防法等)

7  天井、壁、間仕切、床等の構造

8  窓、扉、点検口、スイッチ、コンセント、誘

導灯、パスボ ックス、エアシャワ一、リター

ングリル等

9  各設備機器の設置

7 5  

クリーン・ルームの内装

1- 1. クリーン・ルームの規格

クリーン ・ルームの規格には、連邦基準、空軍

規格、航空宇宙局規格がある 。 この 3 規格は、本

質的には何の変わりもない。空軍規格もその改訂

第 3 版では、連邦基準の級別法を受け入れている

し、航空宇宙局規格は、無生物粒子に関しでは連

邦基準を全面的に採用している 。 その意味で、連

邦基準は最も一般的な基準であり、米国はもとよ

り、広〈世界的に親しまれている 。

しかし細部では、それぞれ特徴のある規格であ

る。たとえば、連邦基準は運転状態基準であるの

に対して、空軍規格は準備、運転両状態の基準を

それぞれ明確にしている 上 に、連邦基準にない資

料を鐙寓に掲載している 。 また航空字宙局規格は、

生物を取り扱った点に特徴がある 。

クリーン・ルームの一般的な規格は、級別でよ

ばれている 。すなわち 0. 5μ 以上あるいは 5. 0μ 以

上の粒径を待つ粒子の数による 。すなわちクラス

の数値は、空気 l 立方日尺中に0 .5μ 以上の粒径の粒

子の数を意味する 。たとえばクラス 10，000とは、

空気 1 立方吠中に0. 5μ 以上の粒径の粒子が10，000

個以下で、かっ5. 0μ 以上の粒径の粒子が65個以下

である状態を言う 。すなわち、この規格を連邦基

準209a号と言う 。

1- 2. クリーン・ルームの施設と構成

クリーン・ルームの純設は、大別してつぎの 3

唯夫

ク リ ー ン ・ ル ー ム の 概 要

その 1

豊田

1  . 盛俊雄積が原因となるような、ひぴ、孔等が

出来ない材料

2 . 表面に盛域の付着しにくい材料

3  . 摩耗および表面剥離を起こさない材料

4  耐候性があり、かっ無害な材料

5. 静電気隊客を起こなさい導電性のある材料

6 . 色彩も良〈、照明にも適する材料

野縁受

チャンネル

可

7  湿分透過が適当な f直を示す材料

8. 熱伝導率、熱的性質等が優れている材料

9  耐薬品性、耐水性等に優れている材料

10 均質な材料

11. 他の建材との接合等の加工性の良い材料

12. 任意の形に成形できる材料

13 取り替え修理が容易な材料

14. 振動に耐える材料

15. 不燃材料である

以上のような事項を考慮、し、当社では クリー ン

・ルームの内装に合 った材料を選択し設計に入る 。

明星工業株式会社クリーン ・ルーム営業課)
( とよだ た だ お

基本殺計のー伊l

漣築 と社会 / 1980年11 同号92 
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高炉スラグ骨材その 1

田 代 恭 一

I 高炉スラグ砕石

1 - 1 . はじめに

咽 高炉スラグは鉄鉱石を高炉で精錬する際に、銑

鉄と同時に溶融状態で生成する 。銑鉄とスラグと

は比重差により分離される 。溶融スラグの冷却処

浬方式の相違により、徐冷スラグと急冷スラグに

大別される 。前者は骨材、後者はセメン卜用材、

細骨材等に利用することができる 。

高炉スラグ砕石を使用したコンクリートは、国

内では製鉄所機内の精造物等に 50年の使用経験が

ある 。 これらの実績ならびにコンクリート専門家

による多岐にわたる研究を踏まえ、昭和52年 6 月

に、 J I S A  5011 ( コンクリート用高炉スラグ粗骨

材) が制定された。 さらに、建築、土木両学会で

は、施工指針等をまとめ、使用が便利とな った。

製造側は、全国15製 鉄 所 が JI S 工 場 認 定 お よ び 建

設省の認定を得て、供給体制l を備えている 。

1  - 2. 高炉スラグ砕石の製造と品質

高炉スラグ砕石は、 1，500"( ; 以上の溶融スラグ

を徐冷して得られる硬質級密な結品質の骨材であ

る。 原石は、一例として 図ー 1 に示すような破砕、

ふるい分け工程を経て、粒径別の高炉スラグ砕石

に加工する 。

高炉スラグ砕石は表 ー 1 に示すように粒度範囲

が定められており、品質によ って表 ー 2 のように

分類される 。

コンクリー卜の品質に影響を与えるごみ、有機

， 

用 炉+錨r . . 瓦a t!?与

作号室fo 瞥j

表 - 1 高炉スラグ砕石の粒度 (J IS A 日11)

下会

ふるいを通るものの

質盆百分率 %  

50 40 25 20 15 10 5  

高炉スラグ 40- 100 95- 35- 10-

。~
粗骨材 4005 5  100 70 30 5  

高炉スラグ 40- 100 90- 20-

。~ 。~
組骨材 4020 20 100 55 15 5  

高炉スラグ 25- 100 95- 25-

。~
組骨材 2505 5  100 60 10 

高炉スラグ 20- 100 90- 20-

。~粗骨材 2005 5  100 55 10 

高炉スラグ 15- 100 90- 40-

。~粗骨材 1505 5  
100 

70 15 

表 - 3 高炉スラグ砕石の化学的品質 (J IS A 印 11 )

項 目 縦 定 f直

ft 

酸化カル シウム (Ca Oとして) 45. 0%以下

学
全 硫 賞 ( S  として) 2. 0%以下

成
二 酸 化 硫 黄 (S 03 として) 0. 5%以下

分

全 鉄 (F e Oとして) 3.0 %以下

水 中 浸 せ き 試 験

き裂，分解，泥状化，粉化などの

現象がないこと 。

紫外線 (360. 0nm) 照射試験

発光 しないか，または一様な紫色

に輝いていること 。

物等が、高炉スラグ砕石中に混入しないようにし

なければならないのは当然である 。

表 - 3 は、高炉スラグ砕石の化学的品質の規定

である 。 この規定は、高炉スラグ砕石の崩竣や鉄

筋の発鋳などコンクリートへの悪影響を防ぐため

のものである 。

実際の製品については、これらの試験によ って

不合格になることはなく 、高炉スラグ砕石の崩綾

に対する安定性はきわめて高い。 またコンクリー

ト中の鉄筋の腐食についてもとくに問題はない。

表 - 4 1こ高炉スラグ砕石の品質の実績例を示す。

1  - 3. 高炉スラグ砕石コンクリー卜の性質

3. 1 調合およびまだ固まらないコンクリー卜

高炉スラグ砕石コンクリー卜の調合は、一般の

コンクリートの調合の基本原則ととくに変わらな

い。 高炉スラグ砕石は天然砕石より丸昧はあるけ

れど、それでも角ばりがある 。 ワーカピリチーの

良いコンクリートを得るために、原則として A E

コンクリートとし、常用コンクリートに適用する 。

ｾ工、 出 荷

凸ィ出- 斜B

図- 1 高炉スラグ砕石の製造工程

表 - 2 高炉スラグ砕石の品質 (J IS A  5011 )  

表- 4 高炉スラク砕石の品質

J IS A  5011  

及び施工指針
品質実績

項 目

日級の品質

(例)

続 定

絶 乾 比 1Ii 2.4 以上 2.50 

破 水 率 (%) 4  以下 2.85 

単位容慎重量 (kg/I) 1.35以上 1. 46 

校形判定実績率 ( %) 55 以上 58.4 

洗い試験によ って失わ

5  以下 1. 85 

れる量 (%)  

粗 粒

変動

:t 0.2 率 範 囲 士0.3

酸化カル シウム

45 %以下 41. 0  

ft (CaOとして)

全 硫 黄

2.0 %以下 1.1 
学 (  s として)

成 ニ 般 化 硫 黄

0. 5%以下 0.2 

(S03 として)

分 全 鉄

3.0 %以下 0.5  

(FeOとして)

水セメント比と圧縮強度の関係を 図ー 2 に示す。

高炉スラグ砕石コンクリートは一般の砕石コンク

リートと同等の強度をもっている 。 また、強度と

水セメン卜比とは一般のコンクリートの場合と同

様に直線関係にある 。 したがって 、水セメント比

および調合強度の定め方は一般のコンクリートの

場合と全く同じでよい。単位水量も一般の砕石と

ほぼ同様である 。

高炉スラグ砕石は砂利 、天然砕石より吸水率が

やや大きい。 そのため、気乾状態で高炉スラグ砕

石を用いると、コンクリートの練りませ' 、運搬、

打ち込み中に品質の変動が大きくなりやすい。 そ

こで、散水等によって高炉スラグ砕石を事前に吸

水させでおくことが望ましい。 また、高炉スラグ

砕石コンクリートの空気量は、骨材修正係数を l

- 2 %程度見込まなくてはならない。 プリ ー ジン

グ性状は天然砕石や川砂利コンクリートととくに

変わることはない。

∞

∞

 

4

3

 

初

日

圧

縮

強

度

∞

 

内

4

(

E
¥』

国

ぷ

)

一一一 高炉スラゲ砕石2005 B  AEコンクリー卜

( 最近の実績平均線)

一ーー砕石AEコンヲリー卜( 平均線)

5∞ 

1∞」一一」

1.5 2.0 2 . 5 C/ W 

70 65 60 55 日 45 40W/C( %)  

図- 2 高炉スラグ砕石コンクリートの

セメント水比と 28日圧縮強度の関係

編集部・注) 高炉スラグ砕石コ ンクリートの性質の“ 3.2硬化した

コンクリート" については次号で紹介します。

ｾ Ｇ ｦｊ炉 スラグ 細 Ｑ Ｇ ｾ 材に つ い て はＮ次培 ｴ Ｄ よぴ次々日で紹

介します。

(たしろ きょういち株式会社神戸製鋼所ヰIJ 材部技術諜長)
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日本建築協会

月間の動き

昭和55年 9 月分

冨リ
. d.  

";ZJ;: 長

. d.  

";ZJ;: 

3 日 4 日寺---:5 時 於会館 3 階会議室

出席者塚本会長、福田、佐野、松村各副会長

議事近畿建築会館の敷地買収方依頼について

理 事

. d.  

";ZJ;: 

17日 4 時- 5 時 於会館集会室

出席者

議事( 1 )

(2)  

(3 )  

塚本会長、松村副会長ほか14名

建築業務基準委員会の経過報告

定時評議員会にかえて {!.t 面表決の{ 牛

忘年懇親会開催の件

(4 ) 建築工事実務講習会受講者勧誘の件

(5) 近畿建築会館の敷地購入に関する件

(6 )  入退会者承認の件

(7 ) 報告事項

住 宅 委 員

住宅、総務合同委員会

. d.  

";ZJ;: 

1 日 6 時- 7 時30分 於会館集会室

出席者 山下、高田副委員長ほか 5 名

議事 第17回よろず相談住宅展開催の件

委員会

9 日 5 時50分- 7 日寺 於会館集会室

出席者小西委員長ほか11名

議 事 第17回よろず相談住宅展の件

編 集 委 員

. d.  

";ZJ;: 

11 月号 「マンション・集合住宅」特集第 4 回編

集幹事会

2 日 3 時- 5 時 於会館集会室

出席者遠藤剛生特別幹事ほか 5 名

議事( 1 ) rマンション・集合住宅J ( 仮称) 特集

進捗状況報告

(2)  マンション ・集合住宅の作品選定

広告企画小委員会

8 日 4 時- 5 時半 於会館集会室

出席者 渡辺副委員長ほか 3 名

殺事( 1 ) 9 月号「水ぎわのまちづくり」特集広

告収入報告

(2)  10月号「今後の外装吹付仕上材」特集

広告途中経過報告

(3 )  11月号「今後のマ ンション ・集合住宅」

持集広告企画

凶 作 品 作 風 関 係 報 告

3 月号 「ポートピア '81J 編集幹事会

9 日 4 時 - 6 時半 於会館集会室

出席者 田中、森、村上各委員

議事 3 月号「ポートピア '81J 特集の企画

青年技術者選衡委員会

94 也築と社会 / 1980年1111: )

11 日 l 時 - 4 時 於会館集会室

出席者 三輪泰司( 地減計画建築研究所所長)

松村度三( 浦辺建築事務所副所長) ・

加藤 邦男( 京都大学助教授) ・前回治

( 大阪市建築局営織部長) ・酒井 貞 (

都市科学研究所目IJ 所長) ・横井 元昭(

大林組技術部長) ・鈴木 計失( 大阪大

学助教授) ・河津 隆之( 河津隆之事務

所所長) ・簾谷 消二( 新日本空調技術

部副部長) ・天道 一( 竹中工務庖技術

部長) ・竹中 啓介( 近畿日本工機建設

部長) の各委員

第27回青年技術者選衡

委員会

11 日 4 時- 5 時半 於会館集会室

出席者 三輪委兵長、酒井副委員長、横井、河

津各幹事

議 事 ( 1) 9 月号= 水ぎわのまちづくり特集経過

報告

(2)  10月号= 今後の外装吹付仕上材特集経

過報告

(3 )  11月号= 第27回青年技術者特集報告

(4) 同 特別企画・転機にたつマンション

集合住宅特集報告

(5)  12月号= 設計のための新耐震設計法

( 仮称) 特集について

(6 )  1 月号= 職能論特集報告

(7)  2 月号= 台所の計画と設備( 仮称) 特

集について

(8)  3 月号= ポートピア '81 (仮称) 特集に

ついて

(9 ) 収支状況報告

(10)  その lまか

作品作風小委員会

17日 2 時 - 4 時 於会館 3 階会議室

出席者 間野副委員長ほか 6 名

議事( 1 ) 新建築調査表の選定

(2)  9 月号以降の作品 P R 状況

1 月号 「職能論 J ( 仮称) 特集編集幹事会

18日 411寺- 6 時 於会館集会室

出席者 主主{弗 亨( 京都建築事務所) 、三輪委員

長ほか 2 名

議事 1 月号「職能論J ( 仮称) 特集の企画の具体

化

「建物の耐震設計をめぐる」座談会

26日 4 時- 7 時半 於会館集会室

出 席 者 小 泉 昇( 新建技術研究所) 、須賀好富

( 近畿大学) 、小角 亨( 日建設計) 、中

嶋飽彦( 中島龍彦建築事務所) 、西部明

郎( 総合計画研究所) 、荒井清( 東畑

建築事務所) の各氏

司 会 横 井 幹 事

オブザーパー 編集委員 5 名

事 業 委

若い会員の集L 、小委員会

員

. d.  

-z;;-

2 日 6 時 - 9  B寺10分 於会館集会室

出席者 阪倉副委fl 長ほか 6 名

議事 (1) 前回の事業委員会の報告

(2 ) 第 2 因企画「鉄の工芸 ロート ・アイ

7 ンの世界」の実施報告

(3)  第 3 回の企画「都市住宅を考える (5lJ

の報告

(4 )  第 4 回以降の企画について

(5 )  そのほか

広報小委員会

3 日 6 時- 8 時 於会館集会室

出席者 西村副委員長、片岡 ・今里子 ・平川各幹

事ほか 7 名

議事( 1 ) 前回の事業委員会の報告

(2)  第47回展示写真「街を緑に第10回」実

施報告

(3)  第48回展示写真について

(4)  第49回以降の展示写真について

(5)  r建築設計と省エネルギーに関する研

修会」実施報告

(6)  そのほか

見学会小委員会

4 日 6 時 - 7 時40分 於会館集会室

出席者 島田副委員長、上出幹事ほか 6 名

議事 (1) 前回の事業委員会の報告

(2)  7 月、 8 月の見学会の実施報告

(3 )  9 月の企画について

(4 )  10月以降の企画について

(5)  そのほか

若い会員の集い第 4 四分科会

5 日 6 時- 9 時 於会館 3 階会議室

出席者 三好主査ほ か 1 名

議事 「グリーンピア三木」の施設を訪ねるの企

画について

委員会

11 日 12時半 - 2 時20分 於 会 館 3 階会議室

出席者 市川・乾 ・鶴田 ・島田 ・西村・阪倉各

副委員長

議事 (1) 各小委員会の事業報告ならびに事業企

画について

(2)  海外視察団企画委員会委員選出につい

て

(3) 会員忘年懇親会について

(4 )  そのほか

若い会員の集い 「建築家以外の人の話を聞く 」

企画分科会

18日 6 時半 - 8 時 半 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 木 田 主 査 ほ か 1 名

殺事 「建築家以外の人の話を聞く」の企画

若い会員の集い第 5 回企画分科会

25日 6 時半- 10時半 於会館 3 階会議室

出席者 斉藤主査ほか 3 名

議事 (1) 南大阪教会下調査報告

(2 )  第 5 因企画の内容について

法 規 委 員

正副委員長会

. d.  

";ZJ;: 

12日 11時半 - 13時半 於新阪急パレス

出席者 岡本委員長 、高木、勝村各副委員長

滋事 (1) 本年度のとりあげるべき諜題について

(2 )  そのほか

委員会

30日 3 時- 5 時 於会館集会室

出席者 岡本委員長ほか 9 名

議事( 1 ) 本年度のとりあげるべき課題について

(2)  法令コーナ一、特集その他について

建 キオ 委 員
dz』z  

委員会

25日 4 時- 6 時半 於会館集会室

出席者 山田委員長ほか14名

議事( 1 ) 材料説明 説明 : 東洋エタニット

(2)  今後のメインテーマ

(3 )  今後の新建材紹介コーナー

(4)  そのほか

'  

可
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教 育 委 員

工高生教育小委員会

.6.. 

M 

29日 5 時 - 7 時半 於会館集会室

出席者 崎山副委員長、中野幹事ほか 3 名

議 事 本 年 度 第26回工高生デザインコンクール予

備審査について

若 い 会 員 の 集 い

都市住宅を考える

ー遠藤両日生氏 都市住宅を語る -

19日 6 時- 9 時

於大阪府立労働センター 7F .708号室

参加者 44名

講 師 側 遠 藤 剛 生 建 築 設J十事務所所長

見

...... 

ーナ

遠 藤 剛 生 氏

.6. .  

M 

堺市博物館新築工事 と茶室 「貧侮庵・伸庵」の

復原工事の見学

27日 2 時 - 4 時半

参加者 66名

・堺市博物館

設計監理 甥市建築昔日脚日建設計

施 工 (鮒竹中工務底

・黄梅l奄 . fl申庵

監 理 幌市建築部

施 工 附橋爪工務庖

f申庵
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名誉正会員

青盛繁男支部長を悼む

明治30年 3 月26日広島県呉市に生まる。

昭和55年 8 月18日逝去。

亨年83才。

日本建築協会中国支部幹事 武藤 享

ここに謹んで青盛支部長の死を悼んで拙文を記します。

広島市内の河石病院( 同氏の友人) に長期にわたり入院されていたが、去る 8 月18日20時25分、突

然の言卜報にせっし、篤いた次第です。

生者必滅会者定離という言葉の通りになろうとは… ・・ 。幽明1売を異にし、永遠の長い旅路につかれ

ようとは 、神 ならぬ身のま日るすべもありませんでした 。直接の死因は脳梗そく、宵がんとのことで、

83年の天寿を全うされました。

告別式は 9 月16日市内の見信講堂で朝野の名士 850 名参集の中を、厳かに取りおこなわれましたが、

改めて同氏の生前の交際の広さを知ることが出来ました。

青盛氏はニーズに対して敏感で、見聞を広めるためにいち早〈、国内はもとより、失礼ですが、あ

のお年で世界中を国交回復後直ちに駈けめぐり、しかも今のように旅行プームでない時代に世界を駈

けめぐるということは、大変なことだったろうと思います。 われわれに会合の席上で兄聞記を情熱を

もって諮られ、大いに勉強になったものです。

私も暮れもおし迫 った 昨年の 12月22日、河石病院にお見舞いに参上したときは、ち ょうど点滴中で

したが、私の顔をじっと見つめられ口をうごかしていられた 。声も聞き取れないので顔を近づけると 、

どうか協会のことをよろしく頼む、と言われて支部長職をしりぞきたいと言われましたが、元気を出

して病に打ち勝って下さいと言ったこと、また、 6 月23日に、吉田事務局長とお見鋒いに参上したと

きは、こんこんと眠っておられ、お顔を見ただけで帰りましたが、衰弱が余りにもひどいので篤いた

次第です。 このときが生前の最後の面会でした。

協会には遠く昭和 9 年 9 月に入会され、中国支部が昭和22年 4 月にI弧々の声を挙げ発足するに当た

り、今は亡き藤固定市氏( 初代支部長) 、古林義敦氏( 前支部長) 両氏を助け 、評議員、富IJ 支部長とし

て八函六' . ' t の大活蹴をされ、 42年 3 月名誉会員に推され 、同年 4 月に全員一致で支部長に推され、 55

年 3 月支部長の重 f壬を果たしていただきました。

九I仮面で、仕事に対して積極的で、しかも頼れば頼りがいのある親分肌の、明治の気骨を 一身に集

められた人で、明治の灯が、また一つ消え去り 、殺しい気持ちがします。再び温顔にせつすることが

出来ず、感慨無量の思いでい っぱいです。

しかし同氏が残された業界のご功綴は永久不滅で、不胞の精神は問輩、後輩透の胸の中に脈々とし

て波打っています。 どうか永遠の安らかな限りについて下さい。

故 青 盛 繁 男 氏 略 歴

本 籍 広 島 県 呉 市 法 方 通 4 r 目5 番 地

現 住 所 広 島 市 南 区 恕 l 丁同 4 - 43番I世

絵 際 大 正 6 年 3 月間志社中学卒

ss利 5 年ll r J 日本石利1販売4同庁長t業部長

日目初15年11 月汗盛工業所設立

昭和 ＲＲ 年 Ｒ 月Ｏｾ盛泌材工業Ｈ仰に名称変更 。 取締役社長

HB相 24年5 1 ' 1汗盛主主材側に名称変更。取締役社長

昭和51年 4 月汗盛建材側取締役会長

11:・ 例 日目初42年 7 月10日雄投大臣表彰

昭和43年11 月3 日叙黙( 殿五等双光旭日意)

合 掌

昭和55年9 月12日叙{ 立正六位

団 体 Ｊ西アスフアルト ｊ ｊｾ ｬＡ協同組合理事長

宇土同法人 7 7-. 7 アルト同業会里問E

西部 7 7-. 7 アルト事業協同組合理事

オ、オループイング工業会理事長

日本建築材料協会中国支部長

日本建築協会中国支部長

西日本床工事業協同組合型事長

西部ダイケノボード会会長

広島東ロータリークラブ会長

IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111  

建 築 ク ラ ブ 朝 食 会

9 日 8  H寺- 9 時半 於大阪グランドホテル

出席者 75名

当日は、吹田市会滋員、大阪工業大学短期大学

部建築学科講師、藤川重一氏よりソ連の教育と

住宅問題についてお話を伺った 。( スライド併用)

建 築 業 務 基 準 委 員 会

12日 2 時- 4 時 於東京建築士会会議室

出席者 29名( 本会より尾亀消四郎委員出席)

議事 設備技術者問題に関する小委員会の報告包

について

9 月 の 入 会 者 ( 奇跡略)

〔団体会員 l 社〕

側i J l . 1l l 社大阪支庖

〔個人会員 15名〕

乾 智典 上 村 幸 市 大内山正英

片山成己 設 楽 明 夫 ! 期恨 |嘩史

i ll 留 弘 1宝名 正 IOC瀬 i1J  

来川 亨 東 守彦 松 岡 殺 人

liir 回 尚 士 絵 図 福 和 山路忠、フ1

9 5  



地戸三，芝

11-; J j "S; ι ' こコ
総合天井システム知器

耐震・耐火そして軽量化を諮る総合天井システム、J ライン工法、. " AL T S工法、は当社狙自の

照明灯ユニットおよび戸ルミ製T パーを建物のモジュールに配列し、天井仕上げ材と一体化し

たシステム天井です。空調、照明、防災機器、スピーカー怠どの般備ゾーンとの組み合せ、さら lこ

間住切、ブラインド B O Xなどの取り付けも可能にした多機能を誇っております。 ( PAT. 6件)

奥村重兵衛株式会社

本 社 大 阪 市 北 区 西 天満 5 丁 目 3 番 フ号 〒 530 ・E苫(06) 312- 4131聞

東 京 東 京 都 港 区 新 情4丁 目2番 第 29森 ピ ル 干105 電 話(03) 437- 336怖也

福 岡 福 岡 市 縛 多 区 住 吉 2 丁 目 何 番27号 干812 電 信( 092) 291- 045叡f知

名 古 屋 名 古 鹿 市 西 区 俵 町 2 丁 目 1 番 6 号 〒451 電 信( 052) 522- 543邸側

仙台仙台市本町 Ｒ 丁目 Ｑ 番 Ｘ 雪第 ｔ 広瀬ピル〒 ＹＸＰ ・信 ＨＰＲＲＲＩＶＵＭＶＵＶｾ

沖 縄 沖 縄 県 那 覇 市 豊 川 1 1 9替 地 〒900 ・信( 0988) 53- 685α 僧

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生田区北長狭通 4 - 1  ( 英和ピル)

電話 神戸( 331) 0881- 3  

支 底 大阪市北区西天満2丁目 6番8号( 堂ピル5階)

電 話 大 阪( 364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市葺合区八幡通 1 - 5  ( 電話221 2923)  

テトカッパー防水

• 防水専業の研究・経験から生れたすくない資源のパーフェクトな防水層です。

この防水層は ( 一層防水) 崎 工 す る だ け で 、 防 水 は 完 墜 で す.

温度変化に伸びがなく、柔軟性に富み、面す画費 、耐l l ¥品性に慣れ、腐蝕しません.

コ ー パ ー タ イ ト 新 工 法

カッパー防水帯 オ ク ロ ン 防 水 帯 プ レ ノ テ ク ト 吹 付 工 法

奥山化工業株式舎私
本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座8- 4 - 9 電話 03 (571 ) 幻 03

大阪事務所大阪市淀川区東三国6- 1- 41 電話 06 (391)  1081- 2 

埼玉営業所 崎玉県桶川市東1 - 6 - 10 電話 0487(74) 2制 5- 6

.  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  
.  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  

.  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 司司. .  .  . 一. .一. 一. 一. .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  

祭器
厚木出張所 神奈川県厚木市企図字富畑259 電信 0462 ( 21)  6092 

一ーャ ー . .  .  .  .  .  .  .ー ー一一 一
・・・・ ・. .  .  .  .  .  .  . ・・・ ーー 一一一 一一一一ー・
・・ ・・・・・ ・・ー ーーー一牟一一 一一一 一.  .  .・ ・・ ・. .  .  .  .  .  

一一一 一一. . ・・・・.
. お申込次第カタログ進呈

名古車出張所名古屋市南区若草町33 電路 052 (811 )  3660 

九州出張所佐賀県諸富町 電 信 仰52 (‘ 7)  2945  

腐 ら な い ・ 燃 え な い ・ 軽 い

ケ ミ カ ラ ー オ ー シ マ メ タ ル

屋根材・壁材・谷樋棟包水七刀 η に

ス タ ン ダ ー ド メ タ ル の 大 島 応 用 化 学 東大阪市新庄( 附山一 5

96 

、，

可
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空 間 ・ 衛 生 設 備 の 頁

空 気 調 和 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 ・ 防 災 設 備 設 計・施 工

φ き喜朗目玉業社

震災詞汚禁処違 設計地工

委 〈 去 を 大 阪 城 口 研 究 所

取締役社長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 角 田 町 2 番 15 号 電 話 大 阪372局7151( 代 )

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 都561局4944( 代)

神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通 六 ノ ー 電 話 神戸341局 5 8 9 2  

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

- 大 阪 電 気 暖 房 株 式 会 社

本 庖 大阪市丙rx : 江戸線 l T 自 10番17号 〒550 'lIt，¥活 (441 )8231 

本 社 東京都中央区銀座 2 了間 2 番17号 〒104 電紙 (535)5251  

支 社 大阪・東京・名古厩

支 底 札似 ・仙台・金沢広島 ・得間

営. 所 新渇・天鍵・岡山 . i I l i 総・熊本

出張所 帯広 町森・秋田・盛岡 ・前縫 ・千葉・ 4黄浜・鯵岡

富山 福井. J豊田・京都・神戸 ・徳山・鹿児島・那覇

海外支底 シ ン ガ ポ ー ル

u  境 衛 生 施 主主
笠 宮 究 開 和 宣 宣 f鵬 首E

給 排 水 ・衛 生水 道 l Jt.. 荷 役 逮 織 機 械

電 気 設 備 _ L豆主ー
- . .  圃 圃 圃 圃 司F 学 鉱 山 機 械厨房 ｾ ｾ＠

三機工 SE25 大 阪 支 庖

取締役社長 各 務 節

大阪支庖長 稲 畠 和 治

大阪市東区北浜 2 T 目 2 2 番 地 電話 大阪( 202) 代 表 3071

本 腐 東 京 日 比 谷 三f冒 ピ ル

支 庖 名古慮、緬岡 . 札帳、広 島‘ 仙台 、北陸

出 蝉 所 償浜、問問、静! 日l 、量畳間、間山、金沢

. 給排水衛生 ・冷暖房

・空気胸和般備 ・その他管工事一切の段針・施工

⑮ 斎 久 Z 業 株 式 会 社

本 社東京書官千代図区大手町2- 6-2 ( 日本ピル)

電 飴 03- ( 270) -7411側

大阪支社大阪市北区中之島4- 2- 38 電話 06- (443) 5041側

支 唐 札 幌 ・ 岡 山

官官耳障所 仙台・千葉・名古贋・金沢・高松・広島・福岡

出 強 所 循 弁 ・ 倉 般 ・ 苫 小 牧

空 気 鯛 和 設 備

衛 生 設 備設 計 施 工

φ 三建設備工業株式審社

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 紅 梅 町 3 番 5 号 電 話 ( 352) 1 1 3 1  ( 代)

本 社 東京都中央区日本橋蝋殺町 1- 35- 8 電 話 ( 667) 3431 ( 大代)

支 社 名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 幌 ・広 島 ・ 福 岡 ・ 金 沢 ・ 新 潟 ・横 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 股 備 股 肘 施 工

。掠式会桂三発空調

取締役社長 粛 藤 博

本 社 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 13番20号 電 話 06- 363- 1371

東京本広 東京郡新宿区西 新宿 祈街住友ピル 屯訴 03- 344- 19日

大 阪 本 応 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 131昨20号屯，lf， 06- 363- 1371 

支 1苫 名 古 屋 市 中 村 区 下 笹 島 町 11 - 2 屯J初 52 - 581 - 8571

広 島 市 中 区 紙 屋 町 1 丁目 2 帯22号 7E J司0822- 47 - 4535 

福間市中央区大名 2 丁目 4 香22号 電話092- 761 - 3795 

出 張 所 仙 台 ・ 繍浜 ・福井・京都・神戸 ・松江 ・高松・沖縄

@  空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

写 誌 報 嗣

本 社 大阪市南区瓦屋町 3 番丁68番地( オート センターピル2階)

郵便番号542 電 話 大 阪 (06) 768- 5  0  3  1 番

東 京 安 底 東京都千代田灰九段南 2 丁目 2 番 5 号( 九段ピル8 階)

郵便番号102 電 話 東 京 (03) 262- 3  2  4  1  - 4 番

$  
新日本空調株式会社

大 阪 支 庖 大阪市北区堂島浜 1 丁目 2 需 6 号( 新大ピル)

電話 (06 )  344 - 6  
。

3  1  ( 代)

本 社 東京総中央区 日本僑本石町4- 2( 三井第二別館)

電話 (03 )  279 - 5  6  7  1  ( 大代)

名 古 屋 ・九 州 ・広 島 ・札 銚 ・ 東 海 村 ・北 陸 ・大 分

cl eanOi r  
丸

。建造芸業捗点余fさ
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給 ・ 排 水 ・ 衛 生 ・ 消 火 ・ 暖 冷 房 設 備

お 22西原衛生工業所大阪庖

大阪市大淀区中海 6 丁目 8 番 4 号 電信大阪 ( 458) 3531番

支底 ・営業所 福岡・京都・天理・川西

空 気 調 和 ノ〆" ' - 搬送機設備

給排水衛生 てこ7 設 計 施 工

第ーエ索抹式会社

大阪支庖

本 社 〒100 翠都tt 雪??空 ; IRTJよ

⑥ 日 本 管 工 業 株 式 会 社

桝土及京都支庖 京 都 市 南 区 西 九 条 笠 田町 2 0 番 地 の 1

m:話 (681 ) 5  1  0  1  - 5 ・夜間専用 (691 ) 1045 

大 阪 支 広 大阪市北区天満1- 5- 20 電話( 06 ) 352- 3501(，代)

三 重 支 底 添 市 栄町 2 - 1  1  1 電話 ( 0592) 26- 361α代)

四日市営業所 四 日 市 市 西 末 広 町 電 話 ( 0593) 53ー 743l(代)

滋 賀 営 業 所 大海市打出浜 1 3 - 15 電話 ( 0775) 22- 9738( :伏)

名古屋営業所 名古屋市中村区則武1- 23電話 (052) 452- 3701側

暖・冷房・空気温湿度調整装置

回 設 計 施 工

高 砂 烈
ｾ＠
- 争ー

GEZb2舎町震房副S

ー・ ｆ 電｟ＮｾＮ，Ｎ

③同議議層部
大阪支席 大 阪 市 北 区 芝 田 1丁目 4- 8 Ｈ 北阪急ビル Ｙｾ 皆 Ｉ

電 話 大 阪 ( 372 ) 2  5  1  1  ( 代表 )

本 社 東 京 都 千 代 図 区 神 田 駁 河 台 4 丁目 2 番 地

とー町闘DAIRコ 空 気 調 和 設 備

設計施工

換気・除塵設備

c k  

営業種目

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 工 事 ・ 設 計 ・ 施 工

東 洋 熊 工 割 削 鼠 豆 電 舎 祉 大 阪 安 直

卒山王葉桜式含髄

大 阪 市 西 区 靭 本 田T 3 ー 1 - 2  7  T  E  L  (443)  8  0  7  1  

本 社 東京続中央区京僑 2 丁目 9 T  E  L  (  562)  1  3  5  1  

' t : 唐 名 古 屋 ・ 福 岡

大阪市西区江戸堀1丁目 22番7号

n 0 6- 441 - 1994 ・443- 0331

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 大阪ガス指定工事会社

設計・施工

ガス設備・ガス住宅設備 大阪ガス住設機器特約底

空気調和設備・給排水衛生設備・上下水道施設

環境衛生施設・公害防止施設 / 設計- 施工・監理

。 大 晃 設 備 株 式 会 社 ⑫ 山 田 J : 襲 積 書 倉 紅

本 社大阪市北区西天満 5 -1ト 12 電話 06- 313- 1846

3E6t 蚕2225 大阪市北区西天満 5 - 11-12 電話 06- 313- 1846

ｊｚ 芸 ｩＺｾ 枚方市甲斐国東町 Ｙ 番 Ｓ 号 電話0720- 49- 2128

設 備 部 大 阪市北区西天満 5- 11- 12 電話 06- 313- 1846

22 郁容量祭 枚方市甲斐国東町 9 番 3 号 電話0720- 49 - 2128 

本 社 大阪市西区京町娼 1 - 6 - 8 電話 06(443)8161 (大代表)

( 環境装置事業部専用) 電3舌 06(447)0831 ( 代表)

分析セン空一 大阪市淀川区三津屋南1ート35 包括 06(308) 1491 

支 盾 東京 ・名古屋 ・福岡

営 業 所 京 都 ・ 神 戸 姫 路 広 島 高 松 ・絵山

4  

F U T A B A Y A  D E C O R A T O R S ，L T D  

建築物自制自等造作工事、家具建具・室内装備工事

内外装飾織物・窓掛敷 物 壁 紙 類 一 式 / 設 計 施 工

医圏 二葉屋装備工業株式会社

取 締 役 会 長 若 林 繁 吉

大 阪 府 摂 津 市 東 別 府 3 丁 目 7 番 8 号

電 話 大 阪 ω 6)34 9 - 9 1  9  3 代 表

大阪府知事建築業者許可( 般- 48) 第12064号

( 創業大正 7 年 )

9 8  



⑤ 

官 目 担慣晶 .tf:::= . LJ L.  -'‘ 

l場 竜 丸 株 式

代表取締役 山 本 1奪 三

壮 大 阪 市 北 区 中 之 鳥 3 -- 2 - 4 制 H ピ ル

T E L  大 阪 06 ( 3 8 5 ) 1 3 6 1 ( 代 )

市 景 木 町 3 - 3  4  - 6  

T E L  大 阪06 ( 3 8 5 ) 1 3 6 1 (代 }

都 市 右 庶 民 I時 点 悔 - . ; 計 図r 2  1  

T E L 中O: l: s 075- (  3  1  1 )  1  1  8  5  ( 刊: l

市 中 央 区 薬 院 1 - 1 ‘ - 8  

T E L  悩 問 092 (  7  7  1 )  6  1  6  8  

電 気 股 備 の 頁

社

. o.  

Z 玄

設 計 施 工電 気 設 備

朝

言宣言十施工

栗 原 工 業 繍 式 会 紅

電 気 ・ 言 十 装 工 事

6逮

回吹

中;

本

事堵士曾・所

京書官官官咽臨月時

英

大 阪 市 北 区 角 田 町1-1 東 阪 急 ビ ル T Eし06- 313- 1101

支 広 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 舞 踊 ・ 京 都 ・ 天 理

大 阪 商 ・ 神 戸 ・ 広 島 ・ 四 国 ・ 九 州

信原栗取締役社長

!1.l 1M! 福 岡 出 強 所

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

横 田 幸大 阪 支 社 長

大阪市東区高純僑五丁目 二八番 地 電 話 大 阪 (202)0325- 9番

本 社 東 京 書 官 千 代 目 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 札 幌 ・ 仙 台 ・ 丸 / 内 ・ 名 古 屋 ・ 偏 岡

営業所・出張所 全国主要都市20ャ所

電 気 工 事 設 計 施 工

且
，、

代 表 取 締 役 坪 井 大

大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8 ( 念 ピ ル 7 隊)

電 話 ( 361) 3  6  7  1  (代 )

東 京 都 中 央 区 日 本 絹 箱 崎 町 20 番 5 号

電 話 ( 671 ) 1  4  7  8  (代 i

川 崎 ・ 料 I ti 1 : 原 ・ 堺 ・ 福 山

社一一
一

株 式 会 社

全土

庖

ヨド

支

出 張 所

電 気 工 事 設 計 施 工

令富士電業株式会社

社

&  

田 中 実

大 阪 市 西 区 北 堀 江 上 通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 ( 5 3 8 ) 1 1 7 1 代 表

東 京 ・ 名 古 屋 ・広 島 ・ 福 岡

取 締 役 社 長

社本

ft 

16 

1苫

本

支

支

営業所神 戸営 :t，; ，庁

電 気 ・ 計 装 ・ 空 調 工 事 設 計 施 工

1 7 Yト町気工: ; : : ; 二戸J レヲ漕儀式8 1 1&込

総合股備工事〈般計・施行〉

建築・電気・アンテナ ・送電線・プラント・計裟・空関・土木

⑧ 

山 本 永

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 了阿 l 番 3 号

T E L  06- 364- 3056 ( 代)

東京・神戸・広島・岡山

名 古 屋 ・ 岡 山 ・札幌 ・ 苦 小 牧 ・ 浜 松 ・ 滋 賀

京都 ・高砂・ ニ5原・徳山・松山・新居浜・福岡・沖縄

T鎗ユ

I C  
取締役社長

宇土

支 1苫

事 業 所

本

社太 陽 工 藤 工 事 株 式 会

ol> 

大阪市福島区福島 7 - 2 2 - 8  

T E L ( 侃 ) 452- 1151( 大代 )

東京・名古屋・大阪・広島・福岡

四キ本取 締 役 社 長

本土本

Board&Sl ate 

ｾ＠

Standard 

事費喫

フ タ パ 需 3阪

事業所

ナニワ緩匂12ii

ナ

ニ

ワ

瓦

株

式

会

社

大

阪

市

温

週

区

見

町

一

了

目

七

同

一
一

電

話

削

4

0

六

五

社 寺 数 奇 屋 周 瓦 ー … ・大 仏 瓦

床 ・ 壁 内 外 装 用 瓦 一大 仏 敷 ・ 貼 瓦

内外著書用様変焚術タイル ・ ー 大 イ ム タ イ ル

新 発 売 。. ・古 代 土 器 調 高 温 〆 タイル ーー 大 仏 古 代 タ イ ル

電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 空 間 ヱ 司J I愛針箱ヱ

宝 電 機 株 式 会

取 締 役 社 長 嘉 納 伝 三

大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8  (: 堂ビル 3 階 )

電 話 (364 ) 1  4  7  1  (代 )

東京都港区新僑 2 ー 1 5  ( ニュー新僑ビル 7 階)

電 話 (504 ) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 2 丁 目 2 0 番 地

電 話 (991 ) 5  1  3  1  ( 代)

堺 ・ 子 葉 ・ 字 都 宮 ・ 然 本

@  
Q  

、

体 |

京 事E市 東 山 区 今 隅 野 大 仏 池 田 町 9 町 9 075(541 )33“ { 代 }

東 京 邸 新 宿 区 西 早 稲 田 3 丁目 23番 8 号 03 ( 202)780) (代 }

早 稲 田 セ J ト ラ ル ピ ル 1 F  

京 航滑 木 山 雛 瀬 戸

株 式 会 社 弐

広 ご利用下

鶴吉田芳雄商底

bzυ 

酸 ツ ポ 各 種

陶器、ガラス製品卸問屋

セトモノのデパー卜

f 耐

F  

9 9  

‘  

コニ

ノ



タ イ ル 工 事 施 工

⑪: :  II} J奪黛察歳怠

本 社 大 阪 市 西 区 西 本 町 1 - 13- 3 3 ( 靭 本町 " スイ事 前)

電 話 大 阪 06(532)代 0461 ・550

天 理 営 業 所 天 理 市 丹 波 市 町 新 町 50

建股省飽ｾの防火材料

ソリジットスタイン 基材同等 o  0  0  3骨

エ パ ウ オ ー ル 基 材 同 等 o 0  0  3 骨

エ パ ー サ ン ド 基 材 開 司 事 o0  0  4 骨

特殊壁装材製造販売 和室に最適

一 一 一 一 ・ 察 楽 壁 紙 ・ ホ ク シ ノ ン (無機質壁紙)

E 司ほ) 踊0ヨコ! ] D:2

付らった( 誕生〉一

【アースウェイフ三カーテンヨ

〔ラグジュアリーカーペット】1

本 社 大阪市東住吉区駒川 2- 4- 22 屯話 (06) 702ー7814- 7
回 附 山 バ 式 会 社

干540・大阪市東区鎗屋町1丁目鈍番地・ヤ リヤマチピル

T E L 侃 (943) 6  4  81 (代)東 京 事 項 陣 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 福 岡 出 張 所

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖

大 阪 支 庖

カーテン・壁装材

新たにショ ールームが完成/

皆さまのお越しをお待ちいたしております。

100 

大阪市東区高腿橋 2 丁目 9 野村ビル 5階 電 話 大 阪 (202)4905

株式会社ブフ工テキスタイ)1ノ大阪支店

〒541 大阪市東区平野町 3 - 6 - 1

平 野町センチュリーピ J

電気・空調・衛生など各種設備分野の記事が 1冊の雑能に/

理 築 設 月 刊

圃圃+ 匝重量十嵐圃+ 国圃+ 圃圏直

訴ｼ直面｛ￏ｝ｾｾ副圃回直ｾ｛ｉ｝閏圃
~ 充 実 し た 実 務 家 の た め の 内 容 ~

・視点・随筆 業界，学会，社会，文化について，学識経験

者の見解を発表

・新建築・新設備 毎号 2 点記録的な建築と設備の紹介

・ 特 集 業界，社会のニーズにこたえる諸テーマをと

らえて，必要知識を紹介

・ 講 座 建築，建築設備，機器，材料に関連し実務上

必要とする基礎知識を連載

・特別講座 業界，社会のニーズにこたえ，時代的テー

マに関し実務上必要とする知識を連載

. ニュース 圏内 ・海外ニュース，機器 ・文献ニュース

・会社だより，研究所だより その他

| 雑 誌B 5 判・ 100頁 価 800円 ( 市販) ー申込次第見本送付 |

社団法人 建築設備綜合協会 協会正会員募集中 ・正会員年会費9，600円 ・申込みは事務局まで

東京都中央区銀座3- 2- 19建築会館2階 出 版 部 (03) 561- 7181 事務局 (03) 561- 1765(銀行振込先・ 三菱銀行京橋支庖普通預金0055- 082)



， 

日東工業( 株)

本社・大阪( 0 6  )  2 6 4- 1  0 0 0  (代)

京( 0 3  )  6 6 2 - 2 8 7 1  (代)

基礎杭と土留の コン

・名 古屋 (0 5 2 ) 9 5 1 - 7 1 6 5 (代)

工 場大阪・奈良 ・千 葉・徳島 ・島根

営 業 種 目

- 防 水 工 事 塗布防本 - シートド方木・モル タJレ防本

・樹脂注入接着工法 件程術 ｊｭ ｾ 主 人楼ＱＧｈ Ｑ Ｑｩ修 ｕ Ｑｉ

・亀 裂 補 修 工 事 作樋樹 JJ i'i 注入 ・充横 ・コーキング

・シーリ ング 工事 シリコン・チオコール ・ウレタン アクリル

・吹 付 工 事 アク リルリ シン ・弾性タイル ・その他

く〉建 設 業 許 可 大阪府知事許 ..f (般ー5 3) お5 1225l ト

く〉日本シーリング工事業協会 員々

大阪市北区末広町3 - 2  1  ｉｾ 臥品土 ｚ 井ｾＱＺｮＺ
J1  ｾ，手 ＱＱｉ 也 所川 町 ピル Ｒ ＰＱ S  トI f ' X I f，f' τ 噌E 伺宮古厩: - . . r 可コ，4J J I

T E L  0 6( 3 15 )0701 ' 0' ・γ . -.". ，，Ｍ・ｾｾＭ、 ... # ・

子二J OCS A T ニ.I 0t l :l .ニJト

セキサンパ イル ( s M .A C. P C. R C)  

カネライトフォーム. A L C.鋼キオ

建 築 材 料 一 式

浜 宗 産 業 株 式 会 社

代 点 取 締 役 j賓 岡 j告

本 社 〒629- 31 京都府竹聖子郡網n 町 下 網 野

T  E  L  ( 077.27)2 - 2  2  2  0  ( 代 )

鋒紛 Ｇ ｩ ［ ｾＧ 業所干 ＶＲＴ 簿 鶴 市 福 > 1 < 1  6  0 - 1  

T  E  L  ( 0773)  76- 0133( 代 )

膨張材 11¥野田工クスパン

111 ｴｩ 図防錆剤ヲヌ ｾｔ［［Ｂ

殺 Jll 野田セメント株式鋭

本 部東京都江東区豊洲 1- 1  - 7  T E L  53I-4111 

大阪支庖 大阪市北区梅田 1 - 8  - 17 T E L  341- 8331  

支 庖 キ凶晃 ・仙台 ・東京 ・名古屋 ・大阪 ・高松 ・広島 ・福岡

製造元 日豊マスターピ ｊＢＹｾ 弐株式会員

販売元 凋 ｴ モ ｊ ・モ Ｎｊｾ 宥勾居室事象事ミ壬零歳主

本 社 / 点 京 郎 港 区 六 本 本 3 - 1  6  - 2  6  .. 03-582・8811

大阪'i U! 所/ 大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 7 曹 06-202-32剖

③_"， ¥ ¥/;( - ｾ代の断熱用シｾ人
1るラアド 司有デ

目n/¥' ，イナ11ーシート P

目立バイナリーシート P は，目立防水シートに発泡ポリエチレンを独自

の貼り合わせ技術で積層した，二重情造の断熱兼用二重防水シートです。

目 豆 電 線 株 式 曾 祉 制東京都刊田区加内2T 自1番2雪{ 千代田ピル)

デンカC S Aファミリー製品

・子二. l nCSA.… … ・ … ー … … … ・… ・ コ ン ク リ ー 卜 の ひ び わ れ 防 止 に

( 膨張性混和材)

・子二.l n弓ヌヨニJ . . … ・ … ・ ・ … ・ ・ … ・ … ・ ・ 鉄 骨 ベ ー ス 、 逆 打 部 の 充 填 モ ル タ ル に

( グラウト用無収縮材)

Ｍｔ ニ ｊｮ 〒 ｺ 一宇吻ＧｊｾＮ……・………コンクリー卜躯体の漏水補修に
( 止 水 ・補修用急硬セメント)

.7:，ニ.InES. … … … … ・ … … … … … 一 地 盤 補 強 用 薬 液 注 入

( 土質安定用急、硬 材 )

・害二. l nI I OOO・ … ・ … … 一 一 … … … コ ン ク リ ー ト パ イ ル の 早 期 出 荷 と

( 製品用超高度混和 材 ) ハ イ モ メ ン ト 製 造 用 に

電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社 小 浦 産 業 株 式

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  

A. .  

:z:::;;- ネ土

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

T E L 東 京 ( 0 3 ) 2 7 2 - 8 5 0 1  

光 洋 物 産 株 式 会 社
; ; トーコー/ 本社

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 2 5 2 - 6 0 0 0  T E L 滋 賀 ・守 山 ( 0 7 7 5 8 ) 3 - 2 3 81

1 0 1  



発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有 防 煙 火 ・ 防 災 ・ 肪 盗

._. 

鈴 木 式 防 煙 火 シ ャ ツ タ ー ・ リ ン グ グ リ ル ⑮ シ ャ ッ ター・

λ テ ン レ ス シ ャ ッ タ ー ・ア ル ミ ニ ュ ー ム シ ャ ッ タ ー ・

40 ・ピーアッフ・@ シ ャ ッ タ ー ・汎 用 シ ャ ッ タ ー

そ の他 特 殊 シ ャ ン タ ー の 製 造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完 壁

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本 社 : 大 阪 市 東 区 両 符 町1ー 12 日 生 ビ ル 宮 (943) 6571代 表

東 京 ・横 浜 ・盛 岡 ・仙台・水戸・静岡・ 岡 崎 ・名古屋・富山 ・大 津 ・京 都 ・神 戸 ・広 島 ・高 松 ・福 岡 他全 国 主 要都 市

ｾ月号の予定目、欠 日 目

「 ー おｊｴ ｾｍ E . I ロ|
m 号B M t l 号可総目録付' 刊ｾ

' PC工法によるメゾネット型集合住宅の建設

(大成プレハブ) 椎 野 潤

・PC工法による格納庫の設計・施工

健設省) 平 野 三郎

- 免振床システムの設計

(大林組) 小 黒 貞 夫

好 評 発 売 中 /

- 超音波による鉄筋スタッド溶接の検査

(清水建設) 倉 持 貢

・建築企画シリーズ : 自走式立体駐車場

健策企画協会) 福 田 麓 一 郎

・構造設計メモランダム: 曲げ系の架橋と

せん断系の架橋 (その 3 ) (日建設計) 堀 井 昌博

. .  斗 rJ f l$e-:- ; ，二目祖国

定 価 ￥ フ [ =1. . . " . ・)九月， . . . .  

- 実用講座 : わかる設備

( 井上博設計事務所) 井上 博

・構造計算データシー ト 橋建設計研究所

建築経済統計図表 ・フォトニュース ・トピフタス ・建築家

の良銭 ・読者コーナー・海外の話題 ・建材の動向 その他

直接購読ご希望の場合年間予約金￥ 9，360( 送料共)

同 編 集 部 編 | 新 刊
| 亀 田 泰 弘 監 修

纏陳築鱗構造潤問題献快答篠集釦固回) 里培悲部語革鋭JJ謂;認鰐i詰i |陪陪3若主;i;

目次構成/ 1. 荷重および外力 | 第囚集に続ぎ今回もできるだけ他の参考| 現場経験の浅い技術者でも工事検査の賀

2. 応 力 解 析 3 .基 礎 構 造 | 告などには掲載されていない実用的な問| 任をはたせるよう、現場に即した試験 ・
I  ｾ＠ -: .::::.: Ｎ Ｎ ｾ ｊ ｾｾ ｟ ｾｾ｟［ ，Ｚ＠ ｾ＠ ｟ＺＧＺＧＺＧ［［［ＧｊｾＺＧＺ Ｈ，Ｚ Ｇ ｾ ｾ＠ I検 査 の 技 術 を 懇 切 で い ね い に 解 説 し た 初4.鉄筋コンクリ ー ト造 5. 鉄骨造| 題を精選し、各種構造まで実務に直結し| の T 宙 蛤 書 官 辻 拒 副 将 内

6. 鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 | た百余の構造問題を集録した。第回集同 1. 五巷 一回川両貢定価6，O00円・送料350円

7 .木 構 造 そ の 他 | 様ぜひ座右に備えて御活用下さい。 I・下巻 8 5・535頁 定 価7，000円・送料350円I (  

同 編 集 部 編 |井 上 博 善 |弁 上 博 ・ 北 小 路 宏 共 著

( 登失敗の実例にまなぶ凶器，Slu溶 接 読 劃琵ij 詰I(配 筋 読 劇培iiii
建築工事で起こりがちな事故や失敗を未| 建築設計の実務に携わる著者が過去のまを| 納まりやすく施工しやすい配筋を旨と し

然 に 防 ぐ た め の 好 資 料 。 調 査 ・着工段階| 重な体験をもとに、主として親しみやす| て基礎、スラプ、壁と順を追って配筋方

か ら 設 備 工 事 ま で の 失 敗 例225例を収録。| さと読みやすさに重点をおいて執筆した| 法を示すとともに、配筋検査で見られる

それぞれの原因と対策を解説した実用書。| 設計者と現場マンのためのわかる溶接の |欠 陥 に つ い て 正 し い 手 直 し 方 法 を 優 先 順

執 筆 者55名 | 入門君。 I位に解説。

| 引 吋 京 都 新 宿 区 北 新 宿1-8- 1 中島ビル 8イ宿 建 築 技 術 振 替 口 座 東 京 山17番 台 東 京 附 m ! 代I



曹

設備合理化に貢献する

s謹!j ! J :ユトヨ山コ

S K- l 00S 標 準 型

S K型 I層 式( 桝 ) / 2層 式 / 3層 式 / 床 置 式/ 土 問 周

・ 実 用 新 薬 特 許 第 1196331 号

( ステンレス製)

厨 房 の 汚 水 に 含 ま れ て い る グ リ ー ス 介 は 配 管 設 備 を 著 し く 損 傷

します 。 し た が っ て 領 傷 を 防 ぐ に は 配 管 設 備 の 手 前 に お い て 阻

集 す る の が 配 管 設 備 を 長 〈 使 用 す る コ ツ で す 。 S K式グリースト

ラ ッ プ は こ の グ リ ー ス を 阻 集 す る ば か り で な く ト ラ ップ ・マン

ホ ー ル ・ 受カゴ ・ スライドヰ反 ・ ｾｾ水 管 Ｈフレキシブルジョイン

卜) に至るまでセ ッ トにな って い ま す の で 突 貫 工 事 に も 充 介 間

に 合 い ま す 。 又 、従 来 の 鋳 鉄 製 ・ 鉄 筋 防 水 モ ル タ ル 製 の も の は

軍 量 的 に み て も 取 付 回 数 が か か り 大 幅 な 人 件 費 が 必 要 で す が、

S K式グリ ー ストラ ッ プは 軽 量 で 簡 単 に 取 り 付 け が で き 、 据 付 貨

が 大 幅 に 低 減 さ れ ま す 。 文 、 残 i査 は 受 カ ゴ で 取 り 除 き 、 トラッ

プ本 体 は ス ラ イ ド 板 に よ り 仕 切 っ て あ り ま す 。 こ れ を 取 り 外 す

事 に よ り 清 掃 が 簡 単 に で き ま す 。特 に 各 部 品 が 腐 食 し な い の で

大 変 衛 生 的 で す 。 又 、 サ イ ズ が 豊 富 に あ り ま す か ら お l苫の大き

さ、種 類 に 合 わ せ て 無 駄 な く 選 定 で き 大 変 経 済 的 で す。

弊ヰ土は 日本 で 初 め て グ リ ー ストラ ッ プ の 規 格 化 を 図 り 既 に 全 国

的 に 発 売 致 し て お り ま す 。

こ れ ら の 製 品 は 設 計 事 務 所 ・建 設 業 社 ・設 備 業 社 を 始 め 各 方 面

か ら 多 く の 引 合 を 頂 き 、弊ヰ土もたゆまぬ研究を 続 けております。

又 、 規 格品 の 在 庫 も 多 く 持 ち 皆織 の 需 要 に お 答 え し て お り ま す。

尚 、 規 格 外 の 製 作 も 致 し て お り ま す 。

〈おもな 納 入 実績 〉

札 幌 全 日 空 ホ テ ル/ 札 幌 グ ラ ン ド ホ テ ル/ J享 別 副 都 心 商 業 セ ン タ ー /

青 森 グ ラ ン ド ホ テ ル / 仙 台 タ ー ミ ナ ル ビ ル/ 新 潟 新 堀 地 下 街/ 新 東 京

国 際 空 港/ 筑 波 学 園 都 市/ 津 田 沼 北 口 再 開 発/ 東 武 デ パ ー ト / 迎 賓 館

/ 第 一 ホ テ ル/ 三 井 物 産 大 手 町 ビ ル/ 安 田 火 災 海 上 新 本 社 ビ ル/ 野 村

不 動 産 新 宿 ビ ル/ 新 宿 セ ン タ ー ビル/ 池 袋 サ ン シ ャ イ ン シ テ ィ / 西 武

デ パ ー ト 浜 松/ 豊 橋 フ ァ ミ リ ー プ ラ ザ/ 名 古 屋 タ ー ミ ナ ル ビ ル/ 千 里

レ ジ ャーセンタ ー / 吉 本 ダ イ ヤ ピ ル/ 阪 急 グ ラ ン ド ピ ル/ 大 阪 駅 前 市

街 地 改 造 ビ ル/ 国 鉄 吹 田 駅 前 市 街 市 再 開 発 ピ ル/ 三 宮 市 街 地 再 開 発 ピ

ル A 棟 / 広 島 ス テ ー シ ヨ ン ピ ル/ 鳥 取 一 番 館/ 高 松 ワ シ ン ト ン ホ テ ル

/ 徳 島 大 学/ 平 和 会 館 新 博 都 ピ ル/ 西 日 本 新 聞 渡 辺 ピ ル / 福 岡 天 神 地

下 街/ 沖 縄 西 武 オ リ オ ン ホ テ ル/ 他

〈営 業 品目 〉

S K式グリ ー ストラップ/ S K式 ガ ソ リ ン ト ラ ッ プ/ 雨 排 水 ト ラ ッ プ/ 散

水 栓 ボ ックス / パ ル プ ボ ッ クス / 他 ス テ ン レ ス 製品加 工 会 般

設 計 ・製 作・ 販 売

※ カ タ ロ グ ・ 資 料 こ 希 望 の 方 は 大阪 営 業 所 へ ご一 報 T さい 。一一一一一

製 造 発 売元

下 回 機 工 株 式 会 社

大阪営難所/ 干532 大阪市淀川区西中島4- 5- 9( 浅井 ピル) n  06 (304)  5481附

本 社 / 干 130 東 京 都 墨 田 区 東 駒 形4- 6- 9(和幸 ピル)

1 0 3  



104 

Ｚｦ 三品ｾｾＺＺ 1I IJ I !J 9  Jl J 9J l  

錆 び な い ノ

わ れ な い /

燃 え な い /

長 尺 物 ・ 色 彩 豊 富 ・ 責 任 施 工

品種・オリエンタルカラースーパーメタル ( CS PM)

・オリエンタルスーパーメタル ( S P  M)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

・オリエンタルスチールライト ( S T  L )  

、

・ オ リ エ ン タ ル サ ン セ ラ ム ( S  S  )  

波 板 規 格 S 小波・ S 大波・ V 波・ ボ ッ ク ス 波 . wジ ャンポ波・ V デ ッキ

s v ジ ャ ン ポ 波 ・其の他

用 途 平 桓 ・ 波 桓 ・ 棟 包 ・ 雨 押 類 ・ 谷 樋 ・ 竪 樋 ・ 軒 樋

各種換気装置〔モニター ・ベンチレーター・ムーパー・ヱキゾスター( 強制) )

ホーンタイト( 防音壁) ・スチールシングル・其の他

※ カ タ ロ グ を 御請 求 下 さ い

議議市 I J I !J 9J l J 9J l 製造掠式会組

大 阪 本 社 〒660 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 ー 26 松 本 ピ J レ 包 括 大 阪 ( 06)412 - 5131( 代)

営 業 本 部 〒660 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 44 電 縮 大 阪 ( 06)4 8 8 - 1081(代 )

支 庖 及 工 場 大 阪 ・九 州 ・ 名 古 屋 ・広 島 ・東条 ・刈 谷

姫 路 ( 東 洋 建 材 工 業. 株 )

東 京 本 社 及 エ 渇 〒335 族 市 塚 越 5 丁 目 6 番 32 号 官 官 結 厳 ( 0484)4 2 - 3115( 代 )

支 庖 及 工 喝 東 北

「省エネ効果を高める」外壁

ヘーペ品ヨ- t ' h

今、家づくり街づくりに、

大量に使われているヘーベル。

ご 存 知 で す か 。こ れ が 超 高 層 ビ ル か ら l苫舗・

事務所・住宅まで、あらゆる用途の建築に

へ ー ベ ル が 用 い ら れ る 理 由 で す 。

へーペルライトは、パネ J レ全面に補強

必材を内臓しています。木造住宅 ・鉄

骨住宅どちらにも 7 ツチする外カベパ

ネルとして注目を集めています。

. 断 熱 性 が 高 い

・ｾに強い
・ ヒ ビ 劃 れ し に く い

・重厚なタト観をつくる

・ 工 期 が 短 い

ヘーベルライトは、すぐれた特性を複合的に発揮する、

軽量気泡コンクリート外壁材です。

- 冷 暖 房 貨 を 節 減 す る 、省 エ ネ Jレ ギ ー 建 築 を つ く る こ と が

で、きる 0

・火 災 に 対 し て 安 全 な 建 築 を つ く る こ と が で き る 。

・地 震 に 強 い 建 築 を つ く る こ と が で き る 。

・短期間で好みに合った 、美しい建築をつくることができる。

・隣 接 建 築 物ー ぱ い に建 て ら れ 、 敷 地 の 有 効 利 用 が で き る 。

・建 築 中 、 周 囲 へ の 迷 惑 が 少 な くですむ。

・乾 式 工 法 で か つ 断 熱 性 が よ い た め 、 結 露 に よ る ジメジ メ

や カ ピ の 発 生 の な い 健 康 的 な 建 築 を つ く る こ と が で き る 。

・重 量 感 が あ り 、 近 代 感 覚 に 満 ち た 建 築 物 を つ く る こ と が

できる 。

安全・快適な建築づくりに

貢献する

日本工業胤格 (Jl S)製品

建設大臣認定耐火t14造部材省エ不ルギー協力製品

拘 置 住 民 主 建 制 繍 式 会 事 土 ヘーペJL

働側新興空合; 王業所
、 圃 臥 ヲ J 〒 550 大 阪 市 西 区 南 堀主 32- 11 

明 石 支 后 〒 673 明石市西新町 2 ー12- 14 n078(922) 0007(代)

高機営業所〒 569 高機市宮田町 2 - 1  - 29 n0726 (96)  2889 

中国営業所〒742 柳 井 市 宮 本 浜( 柳井総合卸セン ター内)

合 08202(2)  5211 
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ＭＭＺＱ 宅，孟 ｾｉＮＮＮＮ ごＮＧ . ぷ

マスチッヲヲ1 : 1 - 9: . 1ヲ"

無 公 害 な 弾 性 床 材

特 長

耐久性 ・耐久性にすぐれている 。

2  耐摩性 ・摩耗の度合が低く、ホコリなど生じない。

3  すべり抵抗性: すべり抵抗性にすぐれている 。

4  弾力性: 弾性があり、万一亀裂ができても使用しでいる聞に復元する 。

5  粘着性: 多少湿っていても、コンクリート、金属、木など、どんな面にも

よく粘着する 。

6  不燃性 : 引火のおそれがなく、ガス工場、爆薬工場の床に使用されている 。

7  無毒無臭 : 完全無毒で各種食品工場、貯蔵庫に多く使用されている 。

毛主主

フリントコートについてのお 問介せは下記へ

j限式会前シェル厄;IX版発売所

τy 宅I ;;.，，; I - こ. - - I - 部

大阪本部 需 530 大 阪 市 北 区 堂 島 浜 1 丁目 2 の 6( 新大ビル 9 F )  n  (06)  343- 0441 

東 京 帯 104 東京都中央区京橋 2 丁目 9 の 2 (第一ぬ円彦ビル) 合 (03)562- 4676 

福 岡 現810 福 岡 市 中 央 区 舞 鶴 町 1 - 1 - 5( 舞鶴ピル 3 F )合 (092) 77ト 1961
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80年代をき旦う画期的な新材料

詳強力不織布ルーフィングシリーズ

新強力ギル・強力エイト

強力アスロン・強力キャップル
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強 力 不 織 布 ル ー フ ィ ン グ の 特 畏

. 耐 疲 労 破 断 性 / 剛性が高く 、くり返 し応力に耐える。

強 力 不 織 布 ルー フィングは、強じんで高い剛性を持 っ

ているのでL 下: . . . . - - - 地挙動による局部応力やそのくり返

しを 受 け て も 容 易 に破 断 し ま せ ん 。

これに対して剛性の低いルーフィング

は 変 形 し や す く 簡 単 に 伸 び て し ま

い疲労破断が生じやすくなります 0

. 耐久性/ 腐朽変質するおそれが

なく長期間の防水効果を保証する。

強力不織布ルーフィングは基材自

身が腐らない合成繊維で、しかも

含 浸 塗 覆 ア ス フ ア ル トに市計i柔 ・耐

久 性 に す ぐ れ た ア ス タ イ ト を 用 い

て あ り ま す の で 長 期 間 腐 朽 変 質 す

るおそれがありません。

. 寸法安定性 / 形 状 が 変 化 せ ず 安

定した防水層を形成する。

強 力 不 織 布 ル ー フ ィ ン グ は 、 寸 法 安 定 に す ぐ れ た ピ

ニ ロ ン繊 維 不 織 布 を 用 い て います 。日放湿、吸ノドや温

度 変化によ ってルーフ イング類に伸縮が生じること

な く 安 定 し た 防 水 機 能 を 維 持 し ま す 。 そ の 上 耐 水 性

にすぐれたアスタイトが個々の組説佐を完全に被覆し

て い る た め 乾 湿 の く り 返 し に よ る 形 状変化をおこさ

ず安定した防水層を形成します。

. 柔軟性戸低温でも脆くならず 、寒冷地の防水にも

好適である。

嵩 だ か な 基 材 と 低 温 特 性 に す ぐ れ た 針 入 度 指 数 の 高

い ア ス タ イ ト と の 相 乗 効 果 に よ っ て 、 き わ た‘ った柔

軟性を示します。

ア ス フ ア ル ト 防 水 は 、 建 築 諸 工 法 の 変 革 に と も な い

幾多の変遷を経て今日に至っていますが、 70年 聞 の

実 績 に 裏 付 け ら れ た 安 定 し た 評価 は 、新しい材料と

工 法 の 開 発 に 支 え ら れ 、 さ ら に ゆ る ぎ な い も の と な

って い ま す 。 東 西 ア ス 協 組 は 創 立 以 来25年にわたり、

現 代 建 築 の 要 求 に 対 応 し つ つ 、 防 水 界 を リ ー ド し 続

け て き ま し た 。 アスタイトや強力ギルソイドなど、

新材料・新工法の実績が高く評価され、昭和 46年に

歩行用押え防水仕機

PC- 25 

① アスタイト Ｑ Ｎ Ｕｾ

②強力エイト

③ アスタイト Ｑ Ｎ Ｒｾ

④新強力ギル

⑤ アスタイト Ｑ Ｎ Ｘｾ

⑥ギルスポット

⑦立上旬強力エイト V

⑧三星プライマー 0.3 t  

は 防 水 工 事 用 ア ス フ ア ル ト の J I S化、昭和52年 に は ス

トレ ッチルーフ ィング ( 不織布ルーフ ィング) およ

び 穴 あ き ル ー フ ィ ン グ の J I S化が行われました。東西

アス協組でi 之、さらに理想的なアスフアルト防水シ

ス テ ム の 確 立 を め ざ し て 鋭 意 研 究 を 重 ね て き ま し た

が 、 こ の た び 独 自 の 画 期 的 な 開 発 技 術 に よ り 、 新 し

い ル ー フ ィ ン グ 、 強 力 不 織 布 ル ー フ ィ ン グ シ リ ー ズ

ー一一一一新強力ギ/ レ・強力 エイト・強力アスロ ン ・

強 力 キ ャ ッ ブ ル ーの製造に成功しま した 。 そ の 製 造

技 術 は わ が 国 で は も ち ろ ん ア メ リ カ や ヨ ー ロ ッパ な

ど主要諸外 国の特許も取得しており 、まさに80年 代

を担う待望のルーフィングといえるでしょう。

ｼこのほかｾｾ・ｾ・陀ｬＡｐｂｬ・ｬＺｬｴｉＡＡｉｄｬがあります
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アスタイト

1.5k g  

刷毛塗

強力エイト新強力ギル

立上町強力エイトV

1. 立上り隅は防水層の損傷を 受けやすいので、 強力ヱイト V を用いて補強貼りとする 。

2. 貼仕舞には強力ガムシールを塗布する 。

新強力ギル

歩行用押え防水仕検伊IJP C- 2 S

ギルスポット
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U .東西アスフアルト事業協同組合

V 田島ルーフインク株式会社

東京 〒| 日| 東京都千代田区岩本町3 11 13 電話 ( 03) 863 5631 

( 03) 862  8531 

電話 ( 06) 443 043 1  10 5  

03379- 11 雑 誌

〒 550 大阪市西区京町堀|大阪


